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第１節先土器時代

第III章調査の記録

第１節先土器時代

先土器時代の石器

本遺跡では、縄文時代以降の遺構等出土の石器の

なかに先土器時代の資料の有無を検討してきたが、

当該期の遺物は特にないと判断した。

今回の調査においては、調査期間等の関係もあり

先土器時代の発掘調査を実施しなかった。しかし、

出土資料を最終的に検討するうちに、当該期の資料

として考えられるものが１点あることが確認され

た。

第７図は、１０号溝より出土した。中形で木葉形の

槍先形尖頭器である。下半部約４分の１を欠損する

が、裏面中央のやや上部には、石器の素材となった

剥片の一部と考えられる調整加工によるものとやや

異なった剥離面がのこされている。

最大幅は器体中央のやや下部にあり、断面形状は

凸レンズ状を呈している。大きさ、形状、調整加工

のあり方から、先土器時代の槍先形尖頭器と考えて

差し支えないものと考えられる。灰褐色に風化した

黒色安山岩製で、現状長さ5.1cm、幅2.4cm、厚さ０．

８cmを測り、重量は8.5ｇである。

本遺跡は、相沢忠洋氏が調査した三ツ屋遺跡と荒

砥川低地を挾んで対岸にあり、南傾斜の台地上に位

置している。

今回の発掘調査では、当該期の資料は１点のみの出

土にとどまり、調査区内に良好な石器群の存在が予

想できなかった。しかし、三ツ屋遺跡を含めた本遺

跡周辺に先土器時代、特に槍先形尖頭器文化期の遺

跡群の存在を予想させる資料として評価しておきた

い。
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第６図 石器出十付管図
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第Ⅲ章調査の記録

第２節縄文時代の遺構と遺物

第１項住居杜

９号住居趾（第８図）

南西方向に突出する標高138,40ｍ前後の台地先端付近に位置するＤ１Ｇｒｉｄに検出された｡縄文時代の

住居杜で最も南に位置する。東には２号竪穴石榔・１０号住居;LI上が隣接し、南に５号古墳、北に11号住居

杜がある。

平面形は明確を欠くが円形か楕円形を呈していたものと考えられる。床面は炉祉付近から南、西方向

に緩やかに傾斜し、著しく攪乱を受けている。

炉祉は確認できたが、炉石、炉内の埋設土器も撹乱されていた。その形状は定かでないが散乱する礫

から口縁部の一部と胴部下半を欠く深鉢（第８図１）を埋設土器とする石囲い炉と思われる。柱穴は、

Ｐ,～Ｐ５に可能性が考えられる。周溝も検出されなかった。

遺物は覆土中より少量出土した。
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第２節縄文時代の遺構と遺物

９号住居吐出±遺物（第10図１～３）

１は炉内の埋設土器。ロ縁部文様帯は隆帯による楕円区画文を配し、区画文内に矢羽状の短沈線を充

填する。頚部には２本沈線で波状文を巡らす。胴部文様帯は小渦巻文を伴い３本沈線を巡らし、少渦巻

文から２本沈線の懸垂文を垂下させる。復元口径35.2cmを測る。

２は２本沈線を口唇部下に巡らし、３は波状口縁を呈する口縁部片で、波状に沿って２本沈線を巡ら
＊ 

し下方Iこ意匠文を施す。
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第９図９，１０号住居炉社
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第Ⅲ章調査の記録
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第２節縄文時代の遺構と遺物
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第１２図１０号住居杜出土遺物(2)

い〃）
１０号住居趾（第８図）

調査区南西の標高138.60ｍ前後の先端部付近で検出した。Ｄ２Ｇｒｉｄにその大半が位置する。東方は６

号壇の周堀によって－部を切られ、西で２号竪穴式石榔と接する。

平面形は4.90ｍ前後を測る円形を呈すると考えられ、残存の良い北側の壁高30cmを測る。床面は平坦

で堅く締まっている。

炉祉はほぼ中央に位置し、埋設土器をもつ南短辺がやや広がる長方形の石囲い炉である。規模は長辺

中央が1.08ｍ、短辺北幅67cm･南幅82cmを測る。南側縁石と埋設土器の間に５つの偏平な河原石を敷き、

埋設土器方向に緩やかに傾斜を設けている。敷石間には焼土が堆積している。炉の中央部に口縁部から

胴部上半を欠く深鉢（第11図11）が埋設土器として正位で据えられている。炉の北の床面にも焼土分布

が広がる。柱穴はＰ,～Ｐ４に可能性がある。周溝は検出できなかった。

10号住居趾出土遺物（第11,12図１～17）

１は口縁部文様帯に隆帯による渦巻文と楕円区画文を交互に配し、区画文内を沈線により矢羽状に充

填する。頚部から胴部上半には沈線による意匠文を施す。復元口径31.2cmを測る。９，１０は口縁部文様

帯の楕円区画文内を縦位の沈線、４は縄文で充填する。２は縄文ＲＬを地文とする小形の土器。３は無

文の浅鉢の口縁部片で復元口径34cmを測る。５は曽利Ⅱ式と考えられる土器の頚部片で、「<」の字状に

括れ部にソーメン状隆帯を波状文などに貼付する。６は口唇下に１条の沈線を巡らす。７は隆帯で口縁
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第Ⅲ章調査の記録

部文様帯と胴部文様帯を区画している。８は内傾する浅鉢形土器の口縁部片で隆帯で意匠文を施す。１１

は炉内の埋設土器。沈線により垂下文と波状懸垂文を交互に垂下させる。地文は縄文ＲＬを充填する。

12は山形突起を付す口縁部片で隆帯による渦巻文と区画文を配す。１３は大型の山形突起を付す口縁部片

で隆帯による渦巻文と区画文を配し。区画内に沈線で矢羽状文を充填する。１４，１６は細い沈線で懸垂文

を垂下させる。１５は隆帯による懸垂文を垂下させ、１７は沈線による懸垂文を垂下させる底部片。
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11号住居趾（第13図）

E2Gridpoint周辺に検出され、南方に９，１０号

住居il上が隣接し、北方に11号住居杜が位置し、標高

137.70ｍを測る。平面形は南方がやや突出し、不明

瞭な部分があるが５ｍ前後を測る円形か楕円形であ

ろう。壁高は残存の良い東側で30cmである。床面は

東側が平坦であるが西側はやや傾斜を呈している。

炉杜は中央やや北に位置すると思われ、南方が開

口する南北に長い長方形の石囲い炉である。北辺に

炉阯

Ａ Aノ

Ａ 13860Ａ’ 

－．－長さ45cmの１石を設け、東西辺を４石で縁取る。規

模は南北1.22ｍ、東西幅75cm､最深部で16cmを測る。

炉床は北側縁石の前面から中央部分に浅い皿状の窪

みを設け、南側開口部分に向けて緩やかに立ち上が

る。縁石には熱によるヒビ割れが見られる。柱穴は

Ｐ,～Ｐ４に可能性が考えられる。周溝はおよそ東半
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第１３図１１号住居:h上

分に確認され、幅20cm、深さ５～10cmを測る。
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第２節縄文時代の遺構と遺物
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第２節縄文時代の遺構と遺物
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第Ⅲ章調査の記録
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第１７図１１号住居社出土遺物(4)

11号住居趾出土遺物（第14～17図１～53）

１は炉内の出土の深鉢で、寸胴気味胴部から口縁部は短く外反して開く。口径は28cmを測る。無文の

体部で、頚部を巡る１本の隆帯より波状の懸垂文と瘤状突起を付す２本１組の懸垂文を交互に垂下させ

る。２，３は平口縁を呈し、口縁部文様帯に渦巻文と楕円区画文を配す。４のロ縁部は短く直立気味に

内湾し、頚部は「<」の状字に括れる。口径は22.5cmを測る。５は胴部から緩やかに外反して口縁部へ

移行する。口径は22.6cnlを測る。４本の沈線を頚部に巡らし、口縁部文様帯に連弧文を施す。６は山形

突起部に渦巻文を施し、左右に楕円区画文を配す。区画文内は縦位に沈線を充填する。胴部は隆帯によ

る懸垂文を垂下させ、その間を沈線で矢羽状に充填する。７，１２，１４は無文の浅鉢片である。８は山形

小突起を付す小型土器である。９は３本１組の沈線を頚部に巡らし、その下方に波状文・懸垂文.Ｕ字

状文を施す。１０は口縁部文様帯の区画文内を縦位の沈線で充填する口縁部片。１１は沈線区画に縄文を施

すロ縁部片。１５は口唇部に沈線区画による無文部を設け、磨消しを伴う沈線区画を施す。１６は口唇部下

に５本ほどの横走沈線文を巡らし、下方に縦位の条線文を充填する。１７は沈線による区画文を施す口縁

部片。１８は微隆帯による区画文を施す。１９は波状□縁を呈すると考えられる口縁部片で波頂部は舌状気

味に突出する。沈線による渦巻文を描き、左右に縦位の沈線を連続させる。２０は口唇下に巡る平行沈線

文間に円形刺突文を連続させる。それより沈線区画による磨消し懸垂帯と縄文帯を交互に垂下させる。

縄文帯には波状沈線を垂下させている。２１は口唇部下に列点文を巡らし、下方に平行沈線文により意匠

文を施す。２２は隆帯による口縁部文様帯の区画文内を縦位に細い沈線で充填する。２３は口唇部下に３本

の横走沈線文を巡らす。２４，２７は頂上部に渦巻文を施す山形突起。２５は隆帯による渦巻文と楕円区画文

を配す口縁部片。２６は口唇部下に巡る平行沈線文間に交互刺突文を施し、下方には沈線により渦巻文、

波状文を意匠する。２８は山形突起を付す口縁部片で沈線により渦巻文を意匠する。２９は楕円区画文内を

縦位の条線文で充填する。３０は隆帯による区画文内を斜位の沈線で充填する。３１は沈線による楕円区画

文などを施す。３２は隆帯による渦巻文と円形刺突文を施す。３３は沈線区画による磨消し懸垂帯と縄文帯

2り



第２節縄文時代の遺構と遺物

を垂下させ、縄文帯に波状懸垂文を施す。３４は隆帯による懸垂文と波状懸垂文を垂下させる。３５，３６，

３８，３９，４３は沈線で渦巻文等の意匠文を施す。３７は34と同一個体。４０は2.本１組の隆帯を巡らし、それ

より波状懸垂文を垂下させる。４１は沈線区画による磨消し懸垂帯と縄文帯を垂下させ、縄文帯に刺突文

を施す。４２は波状条線を縦位に施す。４４，４６は沈線により横位文を施す。４５は微隆帯により区画文を施

す。４７，４８は条線を地文とし47は沈線で意匠文を描く。４９は沈線による区画文を配す。５０は沈線による

波状懸垂文を垂下させる。５３は隆帯による懸垂文を垂下させる底部片。
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12号住居趾（第18図）

調査区の最西端に検出され､標高138.0ｍ前後を測

るＥ、ＦｌＧｒｉｄに位置する。東方に13号住居杜、南

方に11号住居社、北西に１号集石が配する。住居社

の東と西に攪乱があり、東の攪乱の一部が炉祉と接

している。

平面形、規模は不明瞭である。壁高は東で20cmを

測る。炉杜は南北に長い長方形の石囲い炉で、南方

が開口する。規模は長さ1.23ｍ、幅70cm、最深部で

10cmを測り、縁石は複数の河原石で構成する。北辺

の縁石は熱によるヒピ割れを生じている。炉床は北

衛衛
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第１８図１２号住居社

辺部分から緩やかに南方開口部に立ち上がる。柱穴はＰ,～Ｐ,,でＰ７～Ｐｕが可能性があるが規則性はな

い。周溝も確認できない。

12号住居趾出土遺物（第19図１～15）

１はロ縁部文様帯に渦巻文と楕円区画文を配し、区画文内を縄文で充填する。頚部は無文帯とする。

復元口径は24cmを測る。２は山形突起に橋状把手を付す口縁部片で波頂部に渦巻文を施し、把手の左右

の区画文内に縦位の沈線を充填する。３は屈曲部に沈線文と円形刺突文を交互に巡らし、上部は沈意匠

2Ｚ 



第Ⅲ章調査の記録
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第１９図１２号住居吐出土遺物

文を施し、下部を無文帯とする浅鉢形土器であろう。４は口縁部文様帯を隆帯により渦巻文と楕円区画

文を配し、区画文内を縦位の沈線で充填し、５は区画文内を縄文で充填する。６，７，１２，１４，１５は沈

線による懸垂文と波状懸垂文を交互に垂下させる。８，９は口縁部文様帯の区画文内を縦位の沈線で充填

する口縁部片で、９は緩やかな山形突起を付すのであろう。１０，１１は同一個体の胴部片で縄文ＲＬを充

填する。１３は無文の浅鉢形土器の口縁部片である。

２２ 
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13,14号住居趾（第20図）

１３号住居社はＥ２、Ｆ３Ｇｒｉｄにまたがって検出され、標高139.20ｍ前後の平坦部に位置する。南側で

古墳時代前期の８号住居杜と14号住居社が重複している。また、南東には敷石住居である15号住居社、

敷石住居下にある'6号住居杜が南東部分で僅かに重複していると考えられる。

平面形は東西に長い楕円形を呈し、東西長6.95ｍ、南北長6.15ｍを測る。壁高は30cmを測る。床面は

炉杜付近の中央部が皿状に窪むが周辺は平坦で硬く締まっている。

炉;Ll上は中央やや北寄りに位置し、南方が開口する南北に長い長方形の石囲い炉で中央に埋設土器があ

る。規模は長さ1.04,,1幅80cm、深さ10cmを測る。南を除き３方の縁石は複数の礫で構成され、西辺に

は多孔石が含まれている。埋設土器は口唇部の一部と胴部下半を欠く深鉢（第１7図，）が正位で据えら

れている。炉床は埋設土器より開口部にむけて緩やかに立ち上がる。

柱穴はＰ'～P16に可能J性があり、壁沿いに巡るＰ,～Ｐ７に規則性が見られる。周溝は南方を除いてＰ３

とＰｕ、Ｐ１の西、Ｐ７の３カ所に僅かに見られる。

１４号住居杜はその中にすっぽりと８号住居ｶﾋが包括されていた。北は13号住居i,上に切られ、東も敷石

住居の15号住居社に切られ、１６号住居杜と重複関係にある。

平面形は５ｍ前後を測る歪んだ円形が考えられる。壁高は25cmほどが南壁で測る。床面は南にやや凹

凸を呈するが硬く締まっている。

炉祉はほぼ中央に位置し、埋設土器を伴う地床炉で東に３石で縁石を作る。埋設土器の西前面には２５

cmほどの幅で50cmほど焼土が分布している。埋設土器は胴部下半を欠く深鉢（第17図２）を正位に据え

ている。縁石には熱によるヒピ割れが見られる。柱穴はＰ,～Ｐ５に可能性があるが規則性はない。周溝も

確認できなかった。

13,14号住居吐出±遺物（第21,22図１～13）

１は13号住居杜の炉内埋設土器で、口唇部と胴部下半を欠く。緩やかに外反して開く胴部より直立気

味の口縁部に移行する深鉢形土器で、復元口径は22.5cmを測る。□縁部文様帯は隆帯による渦巻文と楕

円区画文を交互に配し、区画文内を沈線で矢羽状に充填する。胴部文様帯は２本１組の沈線による懸垂

文と波状懸垂文を交互に垂下させる。

２は14号住居社の炉内埋設土器で、胴部下半を欠く。胴部上半で外反し直立気味に立つ口縁部に移行

する深鉢形土器で、２カ所に山形突起を付すと考えられるが削り取られている。口径は22.7cmを測る。

口縁部文様帯は１と同様に隆帯による渦巻文と楕円区画文の交互に配し、区画文内を縦位の沈線を充填

する。３，１０は同一個体と思われる。

３は口唇部下に２本の平行沈線を巡らし、２本１組で波状文等を意匠する。１０は横位に巡る沈線で文

様を上下に区分し、懸垂文等を意匠する。４，５は口縁部文様帯に隆帯による楕円区画文を配する口縁

部片。４は山形突起を付すのであろう。５は隆帯の一部が剥がれ、縄文を充填して施した後に隆帯を付

している。６～８は同一個体と考えられ、６は緩やかな山形突起を付すロ縁部片で口唇部下に２本１組

の沈線を巡らし、懸垂文を垂下させる。７の胴部片には瘤状隆帯を貼付し、そこから上下懸垂文、左右

に横走沈線文を施す。９は波状口縁を呈する口縁部片で波頂部に渦巻文を配し、左右の区画文内に縦位

の沈線を充填する。１１は横位に巡る沈線文により文様を区画し、下方に蕨手状文と円文等を施す胴部片。

12は縄文を充填する。１３は条線文を縦位に充填する胴部片。

２３ 



第Ⅲ章調査の記録

、’
一一一一一一一～

Ｃｌ 
ロＩ

蕊
'ｔｂｉ 
､､ 

、
E’ １回

１
１
 

DElmiiifJH=とI雲l1lIinii
雨

･’’4号住居 ●Ｉ 

鱗
､’ 、

139.3Ｅ’ ＩＤ 

2ｍ Cｌ 

13号住居炉趾 ’１ 

'4号住居炉阯

Ａ Ａ 

B’ 日

1３８８０Ｂ’ 139.00Ａ’ Ｂ Ａ 

50cｍ 

第２０図１３，１４号住居社

２４ 



第２節縄文時代の遺構と遺物

笛
Ⅱ

８ 

－Ｆ二Ｆ-

蕊

》一一一一ロー塗一一軒一、

名蔀已坦墨…ｴｰｰLl≦

瀞iや、

灘

□
岬
ｑ
■

Ｍ
い
い
川
ｑ
Ⅵ
河
ｐ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
０
１
Ⅱ

ｊ
，
穀
』
・
臼
汀
』

。
』
佇

汎・川胸郭鞠割蹴Ⅶ職〈Ｗ評．

蝋
・(悪

ﾉﾌﾞ蕊

蕊
ｗｊ 
Ｖ・代

|#i1i 

、
》
；
‐
騨
〆
労

凸■肉

Ｌ､ Ⅱ
Ｉ
ｕ
Ｓ
 

1１ け

別

ｂ
、

土

御一・D■モズ晋宇一

第２１図１３，１４号住居社出土遺物(1)

２５ 



第Ⅲ章調査の記録

ﾛ･=-.-P､出､｡■■一七「･□巳｡ｏｐ－－式一･･｡｡■ｑ－｡一一OLD・□P｡、
-..11.巻9,識似準･』ﾍﾟ鋸wご:罪司.`＆源弓:－……Ｌ－Ⅵ〔～．｣￣`w…=

･《曝論&……源………F鯛史象慣…侭…悩鰐戸23『昌吊繍岬…!`。

1３ 

第２２図１３，１４号住居社出土遺物(2)

15号住居趾（第23図）

Ｅ３、Ｆ３Ｇｒｉｄに位置し、１６号住居社にすっぽりと包括されるように検出された。本遺跡で敷石住居

杜と分かる１軒の住居杜である。耕作等による撹乱によってかなりの石が抜き取られているために、形

状、規模、出入り口、柱穴等は不明瞭である。埋甕も検出されない。

敷石は偏平な河原石を使用して、ほぼ平らに構築されている。残存する敷石の広がりは東西長2.2ｍ、

南北長1.65ｍを測る。

炉杜は４石で構成する方形の石囲い炉である。規模は１辺30cm前後、深さ12cmを測る。
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|崖

第２３図１５号住居社

15号住居吐出±遺物（第24図１～５）

１は緩やかに外反して開く胴部より口縁部を内傾させる。

り区画された無文帯を施す。胴部はＬＲの縄文を充填する。

口縁は緩やかな波状を呈し、微隆起帯によ

２は隆帯による区画内を縦位の沈線で充填

2石



第２節縄文時代の遺構と遺物

するロ縁部片。３は沈線による懸垂文等を施す胴部片。４，５は微隆起帯により区画文を施し、区画内

に縄文を充填する。

汐

蕊灘 ｡;蕊'.§識F｣。

第２４図１５号住居吐出十遺物
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16号住居趾（第25図）

１５号敷石住居杜の下に検出され、１３，１４号住居

社と重複関係にある。平面形は東西に長い楕円形

を呈し、規模は東西長4.90ｍ、南北長４ｍ、深さ

東壁で40cmを測る。床面はほぼ平坦であるが炉杜

の東周辺がやや高まる。
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2ｍ 

１１’’ 

第２５図１６号住居;L11＝
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炉杜は中央やや東に位置する方形の石囲い炉である。西辺を１石とし、他辺は２石で構成し東辺に多

孔石を転用している。規模は一辺が65cm前後で深さ11cmを測る｡柱穴はＰ１～Ｐ７が可能性がある。周溝は

検出できなかった。

遺物は炉祉の北方で大形の深鉢の口縁部と器台が出土している。
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第２６図１６号住居社出土遺物

16号住居吐出土遺物（第26図１～12）

１は大形の深鉢の口縁部で胴部を欠く。口径は44cmを測る。口縁部文様帯は隆帯により楕円区画文を

７単位巡らし、区画文内を縄文で充填する。頚部は無文帯である。２は楕円形の透かしを４箇所に施す

台形器台で、天上部は皿状に窪む。口径9.7cm、底径17.5cm、器高8.8cmを測る。３，４は橋状把手を付

すロ縁部片で、区画内を縦位の沈線で充填する。３は把手上に沈線を横位、４は円文等を施す。５はロ

縁部文様帯の楕円区画を隆帯により配し、区画文内を縦位の粗い沈線で充填する口縁部片。６は波状ロ

縁を呈する口縁部片で口唇部下に沈線を巡らし、波頂下に磨消しを伴う剣先状の沈線区画文を施す。７

は□縁部文様帯に沈線による楕円区画文を配し、区画文内に縄文を充填する。８は曽利式土器と考えら

れる頚部片。９は条線文を充填する胴部に垂下する隆帯を貼付し、隆帯上に刺突を連続して施す。１０は

なぞりによる沈線区画文内に縄文を充填し、下方に条線文を縦位に施す口縁部片。１１は微隆起帯による

区画内に縄文を充填する胴部片。１２は垂下するなぞりの沈線と充填された縄文帯が見られる胴部片。

２８ 
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17号住居趾（第27図）

１号方形周溝墓の西に位置し、標高139.20ｍほどを測る平坦部のＧ２Ｇｒｉｄに検出された。南方には６

ｍの距離を隔てて13号住居杜、北方に10ｍほど離れて18号住居:Ll上が位置する。住居社の南方は攪乱、北

西部は風倒木によって炉祉の一部まで破壊されている。
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平面形はやや歪む楕円形を呈し、規模は東西長４．

５ｍ、南北長約4.3ｍで壁高20cm弱を測る。床面はほ

ぼ平坦である。

炉杜は中央やや北寄りに位置する。上記したよう

ｍに風倒木跡の存在が考えられる北側の縁石まで及

び、西側には倒木の跡と思われる浅い窪みが残る。

形状は石囲い炉と想定され、東･南辺の縁石が残る。

炉床はやや西傾斜を呈している。柱穴はＰ,、Ｐ２、

Ｐ７､Ｐ８に可能性が考えられＰ３～Ｐ６は土坑状の掘り

込みである。周溝はＰ４とＰ５をつなぐように確認さ

れた。

139.10Ａ Ａ 

｢ 

第２７図１７号住居杜

17号住居趾出土遺物（第28図１～23）

１は復元口径23.8cmを測る深鉢形土器で、口唇下と頚部に３本１組の平行沈線文を巡らし、沈線下に

波状文を施す。２は直立気味に立つ口縁部片で口唇下に交互沈線文を挾んで沈線を巡らす。３，１０は直

立する口縁部片で隆帯による楕円区画が施される。４は炉内出土の土器で、底部より外反して開き胴部

上半で肩張り気味となる。頚部で「<」の字形に屈曲し口縁部は直線的に開く。口縁部文様帯は無文帯

と考えられ、胴部文様帯は頚部に巡る２本の隆帯より２本1組の懸垂文と波状懸垂文を交互に垂下させ

る。５は口縁部に斜位の縄文を施し、下方には条線文が見られる。６は相対する楕円区画の間に縦位の

沈線文を施し、その下に渦巻文を配す口縁部片。７は隆帯による区画文内を縦位の細沈線で充填する。
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８は山形突起を付す口縁部片で頂上部に渦巻文を施し、突起部に隆帯による渦巻文を施す。９は口唇下

に巡る平行沈線文間に交互刺突文を連続させる。１１は無文の浅鉢形土器の口縁部片で補修孔が穿たれて

いる。１２は隆帯による楕円区画内を縄文で充填する。１３は沈線を頚部に巡らし、波状懸垂文を垂下させ

る胴部片。１４は頚部に巡る沈線が見られる。１５は沈線より意匠文を施す。１６は隆帯による渦巻文を施す

口縁部片であろう。１７は沈線区画による磨消し懸垂帯を垂下させる。１８は微隆起帯による区画内に縄文

を充填する。１９は頚部に沈線を巡らせ、それより懸垂文を垂下させる。２０，２２は沈線による懸垂文が底

部立上がりまで施されている。２１は撚糸を充填する。２３は底部より直立気味に立ち上がり、底面に網代

痕が施されている。
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18号住居吐（第29図）

調査区の北西の台地縁辺部に位置し､標高139ｍを

測るＨ２Ｇｒｉｄに検出された｡南方に17号住居杜､東

方に19～22号住居杜が配されている。住居の北西部

は傾斜面の落ち込みとなる。

平面形は南北長5.5ｍを測る｡東西長は明確でない

が南北長の近似値を呈する円形が考えられる。壁高

は東、北壁で30～40cmを測る。

床面はほぼ平坦で硬く締まっている。床面の北東

部分に地震による亀裂が貫入している。

炉吐はほぼ中央に位置すると考えられ、埋設土器

を伴い南東部が開口する長方形の石囲い炉であろ

う。石囲いの縁石はその多くが抜き去られ、東辺に
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第２９図18号住居;ｶヒ
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第２節縄文時代の遺構と遺物

複数、北辺に１石残存するのみである。東辺部の縁石には熱によるヒピ割れの石が見られる。規模は長

さ1.17ｍ、幅0.8ｍ、深さ15cmを測る。炉床はほぼ平坦で、中央に胴部上半から口縁部を欠く深鉢(第３０

図１）が埋設土器として炉の開口部に向けて倒れ気味に据えられている。埋設土器とその掘り方の周辺

は焼土が分布し、南脇に不明確な浅い掘り込みがある。柱穴はＰ,～Ｐ５に可能性があり、Ｐ４は土坑状の

掘り込みである。周溝は西壁沿いと東壁沿いに確認され、幅は25cm前後、深さ18cmを測る。

炉体土器の北方２ｍに胴部下半を欠く大形深鉢(第27図４）の埋甕を正位に据えている。埋甕は、８０×

68cmのやや歪んだ楕円形で深さ30cmの掘り込みにほぼ水平で埋められている。

18号住居吐出±遺物（第30図１～８）

１は埋設土器で底部より直線的にやや開き、胴部中位で内値して頚部に移行する大型の深鉢形土器。

底径は12.5cmを測る。体部は縄文を充填し、沈線による２本～３本の懸垂文と波状懸垂文を交互に垂下

させる。

２はやや下膨れの胴部より内湾する無文帯の口縁部に移行する深鉢形土器で、頚部に鍔状に張り出し

た隆帯を巡らし、４箇所に突出部を設ける。突出部より横位に蕨手状文を沈線で施している。胴部は突

出部下より隆帯による２本１組の懸垂文と波状懸垂文を交互に垂下させる｡地文は縄文ＲＬを充填する。

口径18.3cm､器高20cm、底径6.5cmを測る。覆土上面の出土である。３は無文帯の口縁部分片で頚部に僅

かであるが隆帯が巡る痕跡が見られる。

４は埋甕土器である。口径は50.5cmを測る。平口縁を呈し、口縁部文様帯は４単位の構成をとる。横

位に巡る沈線文を挾んで３段に施文された連続交互刺突文で構成され、中段と下段の連続交互刺突文間

に４つの環状突起を付す。環状突起は上下左右に脚を出し、四隅に円文を配す。環状部には吊手状に沈

線文を施す。突起の左右には上方に伸びる角状の意匠文があり、さらにその先端部横にハの字状に沈線

を施す。胴部には横位に巡る沈線文が２段に施され、その間を中間に蕨手文を挾んで３本１組の沈線で

クランク文を施す｡行幸田山遺跡Ｂ121号土坑出土の大型の深鉢形土器に非常に良く似る。５は渦巻文を

施すやや偏平気味の橋状把手を付す口縁部片で、隆帯による楕円区画文を施す。区画文内は沈線により

さらに小さい楕円区画文を施し、区画文内を縄文で充填する。６は底部より外反して大きく開く浅鉢形

土器である。７は口縁部文様帯の区画文を隆帯で施し、区画内を縦位の沈線で充填する□縁部片。８は

「く」の字状に屈曲する頚部片で、括れ部に隆帯を巡らせ、隆帯上を沈線により交互に施して鋸歯状と

する。

19号住居杜（第31図）

Ｈ３Ｇｒｉｄで標高139.30ｍを測る平坦部に検出され、南方に１号方形周溝墓､北に20号住居杜が位置す

る。住居杜の北辺には攪乱が接し、南では土坑が重複する。

平面形は東西長、南北長とも5.6ｍほどを測る円形を呈している。掘り込みは20cm前後の深さである。

床面はほぼ平坦である。

炉壮は中央やや北寄りに位置し、河原石を使用した集石炉である。掘り方の底面に30×37cmの大きさ

を測る偏平な石を置き、これを囲む様に立上がり部に傾斜をもたせて石を配す。東方には更に取り巻く

様に石を配している。規模は長軸85cm、短軸75cm、深さ10cmを測る。

3３ 



第１Ⅱ章調査の記録

･’ 勺 回
月「

四
’
の
、
［

●￣ 

０ Ｃ 

ﾛ／ 。’

囚’

炉阯

柱穴はＰ,～Ｐ３、Ｐ５～Ｐ３に可能性が考えられ、

P4、Ｐ９～P13は土坑状掘り込みである。

周溝は検出されなかった。Ａ Ａ 

１９号住居吐出土遺物（第32,33図１～35）

１，１４，１６は無文の浅鉢である。１は底部より外
、

反して開き、胴部上半で直線気味1と立上がる。口縁

部は短く外反して開く。口径27.8cm、器高132cm、

底径９cmを測る。２は山形突起部片で沈線により菱

形文を施し、内に円文を施す。３は口縁部文様帯を

隆帯による渦巻文と楕円区画文を交互に配し、区画

内に縦位の沈線文を充填する。渦巻文の施された隆

Ｃ 

Ａ 139.30Ａ 

第３１図１９号住居社ｒ上ilWに1ユuﾉ(ﾉLI1水条とﾉU娯ソロ。（l則一二Ｖﾉ"山一‘しにI生

帯は舌状に突出する。口縁部文様帯下に沈線文を垂

下させる。口径13cmを測る。４は隆帯による楕円区画内を縦位の沈線で充填する口縁部片である。５は

隆帯による渦巻文と楕円区画文を配し、楕円区画内を２段の刺突文で充填する。胴部は沈線文を波状に

施す。復元口径23.5cmを測る。６は隆帯、９は沈線文を口唇下に巡らす。７は横位に巡る隆帯に連続交

互刺突文を施し、口縁部文様帯と胴部文様帯を区分する。８，１１，１５，３１，３４は沈線で懸垂文を施す。

10は復元口径25.6cmを測る深鉢の口縁部片で、隆帯による渦巻文と楕円区画文を交互に配し区画内に縄

文を充填する。１２は沈線文を横位に巡らし、それより細沈線を波状に垂下させる。１３は筒形を呈する胴

部で細沈線文を垂下させている。１７，１８は平行沈線で波状懸垂文を垂下させる。２０は隆帯による渦巻文

が施されている。２１は有孔鍔付土器で鍔より橋状把手を付す。２３は沈線を矢羽状に施す。２５は縄文そし

て条線文を施文し、平行沈線文を波状に垂下させる胴部片である。２６は３本１組の沈線を垂下させ、左

右に平行沈線で意匠文を施す。２７，３２は沈線による連弧文を施す。２８は沈線により意匠文を施す。２９は

3‘ 
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第３３図１９号住居吐出土遺物(2)
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第２節縄文時代の遺構と遺物

平行沈線と波状懸垂文を垂下させ、平行沈線の区画内を磨消す。３０は沈線で意匠文を施す。３３は頚部に

交互刺突文を施し、下方に平行沈線文で波状文を描く。３５は条線文を縦位に充填する。

20号住居吐（第34図）

Ｈ、Ｉ３Ｇｒｉｄにまたがり標高139ｍを測る台地縁部に検出された。南西で21号住居社と重複し、北西

には22号住居社が位置する。

平面形は南北長4.65ｍ､東西長4.1ｍを測る楕円形を呈する｡掘り込みは残存の良い北壁で30cmを測る。

床面はほぼ平坦で硬く締まっている。

炉杜はほぼ中央に位置し、河原石と多孔石。凹石で構成される集石炉である。規模は1.3×1.2ｍ、深

さ26cmを測る楕円形の掘り込みの底面に石を敷く。敷石は径70cmの円形に敷かれ、石と石の隙間には多

量のカーボン粒子を含む黒色土が充填している。炉吐の北には焼土の分布がある。

柱穴はＰ,～Ｐ10が検出され、Ｐ,～Ｐ,が主柱穴と考えられる。Ｐ７，Ｐ８は出入り口と推察される。周溝

は検出されなかった。

20号住居士l卜出士遺物（第35図１～５）

１は口縁部と胴部下半を欠く深鉢で横位に巡る２本の隆帯から渦巻文を伴う２本の懸垂文と波状懸垂

文を垂下させる。２は隆帯による渦巻文と楕円区画文を交互に配し、区画内を縄文で充填する。復元ロ
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第Ⅲ章調査の記録

径17.5cmを測る。３はＰ,とＰ２間の床面出土。口径7.3cm、器高６cm、底径3.8cmを測る。口唇部より２本

１組の隆帯を２単位で垂下させる。４底有孔鍔付土器で口径16.8cmを測る。口縁部は直立気味で口唇部

でやや外反し、鍔は断面三角形で上向きに付されている。５は横位に巡る沈線区画より３条1組の沈線

で懸垂文を４単位で施す。区画内には連弧文状の弧文を施し、そこから懸垂文を垂下させている。

／ 

、、

19劃

二コ□
１ 

21号住居趾（第36図）

Ｈ、Ｉ３Ｇｒｉｄにまたがり、２０号住居杜との重複によって－部が切られている。平面形は長軸4.9ｍ、

短軸４ｍを測るやや歪みを呈する楕円形である。掘り込みは残存の良い南方部で35cmの深さを測る。床

面は硬く締まり安定したレベルを呈している。
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第２節縄文時代の遺構と遺物
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擁〃鰍》燃瀦職 炉祉は中央やや北に位置し、西方が開口する石囲

い炉である。石囲いの縁石は５石が残り、２石が多

孔石を転用している。西側の炉床の緩やかな立ち上

がりから、縁石で３方を囲むものと考えられる。規

模はほぼ１辺が95cmの方形で深さ27cmを測る。炉内

の上面で深鉢片が出土し、底面の一部は強く焼けて

いる。

柱穴はＰ１～P12に可能性がありＰ１～Ｐ７が主柱穴

と考えられる。周溝は検出できなかった。
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第３６図２１号住居社

21号住居吐出土遺物（第37図１～16）

1は緩やかな波状口縁を呈し、２本１組の沈線文を口唇部と頚部に巡らす。頚部より３本１組の懸垂

文と波状懸垂文を垂下させる。地文は縄文を充填する。炉内上面の出土・復元口径は20cmである。

２は台形器台で、２個一対の円形透かしを２カ所に施す。口径11cm、器高8.6cm、底径14.9cmを測る。

3は直立気味に内湾する口縁部片で、縄文を充填する。４は隆帯による区画文内を縄文で充填する。

５は口唇下に連続刺突文を施す平行沈線文が巡り、下方に連弧文を施文する。６は隆帯を横位に巡らす

□縁部片。７は頚部無文帯を呈し、口縁部文様帯は隆帯による渦巻文と区画文を配し、区画内に縄文を

充填する。８は、隆帯を横位に巡らし、下方に平行沈線文を波状に垂下させる。９は屈曲部に縦位の刻

みを連続して施す。１０は沈線で意匠文を施す。

11,16は同一個体の胴部片で、隆帯による２本１組の懸垂文と波状懸垂文を垂下させる。１２は２本の

隆帯を横位に巡らす。頚部は無文帯である。１３は隆帯による懸垂文を施す。１４は沈線による意匠文を施

。１５は縄文を充填している胴部片。す
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第37図２１号住居吐出土遺物

22号住居趾（第38図）

Ｉ３Ｇｒｉｄに位置し、台地縁部に検出された。住居中央を東西に１Ｍが横切り、西方に３号集石、南方

に20,21号住居社が隣接する。

平面形は西方部が明瞭でないが柱穴から推測すると5.8ｍ前後を測る円形になろう｡掘り込みは東壁で

35cmの深さである。床面はほぼ平坦であるが住居の中央部に地割れが南北に走行し、僅かであるが段差

を生じている。

炉吐は中央やや西に位置し、底部と口縁部を欠く深鉢（第39図４）を埋設土器として正位に据えてい

る石囲い炉と考えられる。石囲いは凹石と河原石で構成され、炉体土器の北西に弧を描いて配されてい

るがその形状は明瞭でない為、その規模も不明である。炉体土器の内部は焼土が堆積する。

埋設土器の西２ｍに埋甕（第40図24）が検出された。４５cmのほぼ円形で深さ15cm前後を測る掘り込み

芋０



第２節縄文時代の遺構と遺物

に大形の深鉢の胴部を正位に据えている。深鉢の縁部にはジョッキ形土器（第38図１）の破片等が出土

した。

A’ Ａ 

藻ｺｱﾆ“
○－ 

、

、

、
13850八Ａ 

ノ
ー

（ 

、《

･･ 

○ 

○ 

《くう

０５０〔
￣ 

Ⅲ 。

理

｡ 

０口Ｄ
Ｄ 

Ｏ 
Ｏ 

Ｂ Ｂ 

13860Ｂ’ Ｂ 

￣ 

擁０２ｍ 
■■■ 

ﾛ’ Ｃｌ 

Ｃ
、
①
師
『

□’ ●’ 

第３８図２２号住居杜

4Ｚ 



第Ⅲ章調査の記録

６ 

第３９図２２号住居社出土遺物(1)

4２ 



第２節縄文時代の遺構と遺物

iliIL劇蝋
汀

霧；

色

､鰯ｌｈｌ １９ 

〈ヒニニプ
） 

、

2０ 

!"２２ 

|蝋iii蕊蕊i葛iii蕊蕊蕊
－－－－－－－－＝Ｚ 一『一一

蕊
Ⅱ Ⅱ 

Jii 
Ⅱ Ⅱ 

ノ
N 

ＩＩ（ 

N 

ＩＩ（ 

ノ

ノ
ノ

Ｉ (２１１ 
１， 

－－ 

第４０図２２号住居社出十遺物(2)

"３ 



第Ⅲ章調査の記録

柱穴はＰ,～Ｐ５が壁柱穴、Ｐ６～P16が主柱穴と考えられ、Ｐ,,とP16の重複から建て替えの可能性も考

えられる。周溝はＰ]～Ｐ５の間に検出された。.

22号住居吐出土遺物（第39,40図１～24）

１は下膨れ状胴部より僅かに外反して口縁部に移行するジョッキ形を呈する土器である。胴部上半に

橋状把手を付し、その上面にＳ字状の沈線を施す。口縁部は幅広く無文部を置き、頚部に１条の沈線を

巡らす。胴部はアーチ条の区画懸垂文を８単位垂下させ、その間に蕨手状の懸垂沈線を施している。区

画内はＲＬの縄文を充填する。口径9.2cnl、推定器高21.5cmを測る。

２は口唇下と頚部に連続交互刺突文を施す。３は口唇部に並走して３本の沈線文を巡らす。

４は炉内の埋設土器である｡外反して開く胴部上半より直立気味に立つ口縁部に移行する深鉢である。

口径は243cmを測る。口唇下に連続交互刺突文を挾んで平行沈線文を巡らす。平行沈線文下は３本１組

の沈線で波状文を２段に施すと思われる。

５は隆帯による渦巻文と楕円区画文を施し、区画内を斜位の沈線で充填する。渦巻文より隆帯を垂下

させ、区画内に綾杉状に沈線を施文する。６は４の口縁部と同様の文様構成が考えられるが地文は撚糸

文を充填している。７は口唇下に平行沈線文を巡らし、その間を円形刺突文を連続して施す。下方は平

行沈線文で意匠文を施す。８は条線文を波状に施す。

９は１と同様に24の埋甕の周縁部で出土した深鉢の口縁部片である。隆帯による渦巻文と区画文を交

互に配する口縁部文様帯と考えられる。渦巻文は円形区画化され、内部を縄文で充填する。

１０は撚糸文を地文として充填し、３本１組の沈線で波状文を横位に施す胴部片である。１１は頚部に巡

る沈線文間に円形刺突文を２段以上に施し、胴部に沈線文で曲線文を施文する。地文は条線文を充填す

る。１２は沈線文により意匠文を施す。１３は頚部に沈線を巡らし、胴部文様帯は２本１組と３本１組の沈

線で意匠文を施す。地文は条線文である。１４は沈線による波状文と懸垂文が施された胴部片である。１５

は隆帯により懸垂文と波状懸垂文を垂下させる。１６は条線文を地文とし、２本の沈線で意匠文を施す。

17は条線文を横位で波状に施す。１８はアーチ状懸垂区画文間の隆帯に沈線で蕨手文を施す。１９は円形刺

突文と沈線による施文がみられる。２０は網代痕を残す底部。２２は沈線により懸垂文を施す。

２４は埋甕土器である。ロ縁部文様帯は明瞭を欠く。胴部文様帯はＲＬの縄文を充填した後に磨消しを

伴う沈線によるアーチ状懸垂区画文を垂下させる。

23号住居趾（第41図）

１号方形周溝墓の北東のＨ４Ｇｒｉｄに検出され､標高139.50ｍを測る台地平坦部に位置する。南方と北

方が攪乱によって破壊されている。

平面形は楕円形を呈し、長軸3.8ｍ、短軸3.3ｍ、深さ30cmを測る。炉社、周溝は検出できなかった。

柱穴もランダムに配され、規則性もない落ち込み状遺構である。

23号住居趾出土遺物（第42図１～11）

１は渦巻状の突起を付す胴部片。２～４は山形突起を有する口縁部片で、２は隆帯により渦巻文と楕

円区画文を施し区画内を縄文で充填する。３は沈線による簡略された渦巻文と楕円区画文を配し区画内

を縄文で充填する。渦巻文の下方に沈線で区画された懸垂磨消帯を垂下させる。４はなぞりによる太い

ﾕユ
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第４１図２３号住居社

沈線で施文する。５は沈線により施文する。６は横位に巡る隆帯より懸垂文を垂下きせ区画内に横位の

短い沈線を充填する。７，９，１０は磨消し懸垂帯と縄文懸垂帯を垂下させ、９は縄文懸垂帯に蕨手状沈

線を施す。８は縦位の条線文を充填する。１１は横位に沈線を巡らす。
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第Ⅲ章調査の記録

Ｂ 139.7Ｂ’ 

0 2ｍ 

139.5Ｃ’ GＩ 

24号住居辻（第43図）

Ｈ５Ｇｒｉｄに検出され､南方は漏１号墳の周堀､北

方は３号住居社によって切られている。標高は139.

60ｍに位置する。

平面形は切り合いによって明瞭でないが残存状態

から円形か楕円形と思われる｡規模は東西長4.7ｍで

20cmほどの掘り込みを測る。床面はやや中央部に高

まりを呈している。

炉吐は中央やや西寄りに位置すると考えられ、東

西に縁石を伴う埋甕炉である。埋甕は胴部下半と口

139.50八Ａ 

第４３図２４号住居社

Zｉ 

Ⅱ 瀞□蕊
５ ６ 

第４４図２４号住居杜出土遺物
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第２節縄文時代の遺構と遺物

縁部の一部を欠く深鉢（第44図１）である。径33cm、深さ15cmの掘り込みに底面より７cmほど浮かした

状態で正位に据えられている。東側の縁石はロ縁部の高さで据えられ、西側は欠損する口縁部に覆いか

ぶさるようにある。

柱穴はＰ,～Ｐ６に可能性があるが､南方部が周堀によって切られているために規則性は明確でない｡周

溝は検出できなかった。

24号住居吐出±遺物（第44図１～７）

１は炉の埋甕土器である。口縁が緩やかに内湾する深鉢で外反する山形の突起を付す。口縁部文様帯

は沈線で渦巻文と楕円区画文を入り組み状に配し、胴部は磨消懸垂帯を垂下させる。地文はＬＲの縄文

を充填する。２は条線文を施す口縁部片。３は内湾する口縁に外反する山形突起を付す口縁片。４はアー

チ状懸垂区画文を垂下させる。５は沈線を横位に巡らし、下方に意匠文を施す胴部片。６は磨消懸垂帯

を垂下させる。７は条線文を縦位で波状に施す。

●’ 
月「

、１

ト
．
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、
［

Ｂ 
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炉

２５号住居趾（第45図）

３号住居杜によって南東の一部を切られ、北東
Ａ’ 

～南西方向には１条の耕作による溝が走行する。I

5Gridpointをほぼ住居社の中心として北方には１

Ｍを挾んで27号住居杜がある。標高は139.50ｍを測

る平坦部に位置する。
Ａ' 

平面形は５ｍ前後を測る円形を呈すると考えられ

る｡掘り込みは浅く北西部で８cmの壁高が残存する。

床面はほぼ平坦で硬く締まっている。

炉杜は中央やや北東寄りに位置し、石囲い炉と考

一２Ｓ･”えられるが縁石が抜き取られているので全容は明確

でない。恐らく４辺に縁石を巡らす方形の石囲い炉

Ａ 

Ａ 139.70 

０ 
－ 

第４５図２５号住居;M二
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第Ⅲ章調査の記録

と思われる。その規模は１辺75cm前後を測り、深さ25cmを呈す。炉床は緩やかな皿状である。

柱穴はＰ,、Ｐ２、Ｐ５～Ｐ７が可能性があるが規則性はない。Ｐ４、Ｐ５は土坑状の掘り込みである。周溝

は検出できなかった。

25号住居辻出土遺物（第46図１～７）

１はキャリパー状を呈する深鉢形土器で､復元口径は21.7cmを測る。頚部に幅の狭い無文帯を有する。

口縁部文様帯は、沈線区画による渦巻文と楕円区画文を配し、区画文内を縄文で充填する。胴部文様帯

は沈線区画による磨消し懸垂帯と縄文帯を交互に垂下させる。

２は沈線区画による口縁部文様帯の楕円区画文内を縄文で充填する口縁部片。３，６，８，１０，１１は、

沈線区画による磨消し懸垂帯と縄文帯を交互に垂下させる胴部片。４は口縁部文様帯を隆帯により楕円

区画文を相対させて配し、区画文内を縄文で充填する。胴部は磨消懸垂帯を垂下させる。５は縦位の条

線文を充填する胴部片。７は沈線による懸垂文を垂下させる胴部片。１０は沈線による幅広の磨消懸垂帯

と縄文帯を垂下させる胴部片。１２は隆帯による懸垂文を垂下させる胴部片。13は条線文を縦位と斜位に

充填する胴部片。１４は粗い条線文を縦位に施文する胴部片。１５は横位沈線により区画を施し、地文を縦
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第２節縄文時代の遺構と遺物

位の条線文で充填する。１６は隆帯を横位に巡らし下方に短沈線により鋸歯状文を施す。１７は横位沈線に

連続する刺突文を施す。

26号住居趾（第47図）

Ｉ４Ｇｒｉｄの北で検出され、南壁が１Ｍと接する。台地縁部付近の標高139.40ｍを測る位置で東方に２７

号住居社、西方に22号住居杜がある。

平面形は歪んだ南北に長い楕円形であり、不明瞭の点が多い。規模は南北長4.6ｍ、東西長3.5ｍ、深

さ20～30cmを測る。底面は僅かに北傾斜を呈している。

炉吐はほぼ中央に位置し、南方が開口すると考えられる長方形の石囲い炉である。東辺と北西隅の縁

石が欠損していると思われる。規模は長軸99cln、短軸60cm、深さ16cmを測る。炉床は緩やかに南方にむ

けて傾斜を呈している。東辺の南に焼土が分布する。

柱穴並びに土坑状の掘り込みはＰ,～Ｐ８が検出され、周溝は検出できなかった。
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第４７図２６号住居社

26号住居社出土遺物（第48,49図１～23）

１は□縁部文様帯を隆帯により渦巻文と楕円区画文を施し、区画内を縄文で充填する。復元口径27.8

cmである。２は山形突起を付す口縁部片で隆帯による渦巻文が施されている。３は有孔鍔付土器片で復

元口径は18.6cmである。４は隆帯による２本１組の懸垂文と波状懸垂文を交互に垂下させる胴部片。５

は隆帯による区画文内に縄文を充填する口縁部文様帯の一部と頚部無文帯を挾んで胴部文様帯を区画す

る沈線が巡る口縁部片である。６の口縁部文様帯は隆帯による渦巻文と楕円区画文を配し、区画内を縄

文で充填する。胴部文様帯は沈線によって区画された懸垂帯に磨消しを施す。７は隆帯による区画文が

施されている。８は頚部無文帯と隆帯による渦巻文と楕円区画文を配する口縁部文様帯である。９は内

4９ 
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第４９図２６号住居社出土遺物(2)

湾する無文の口縁部片｡10,14は口縁部文様帯に施された楕円区画文の区画内を縦位の沈線で充填する。

11,12は口縁部の区画文内を沈線で矢羽状に充填している。１３は口唇下に３本の沈線を巡らし、下方に

波状文らしき曲線文を施す。地文は縦位の条線文である。１５は浅鉢の口縁部片と考えられる。１６～18は

横位に巡る沈線で胴部文様帯を区画し、下方にも沈線で懸垂文を垂下させている。１９にも沈線による懸

垂文が施されている。２０は曽利式土器と考えられる。２１，２２は沈線による懸垂文が施され、２１は２本１

組の懸垂文間に連続刺突文を施す。２３は隆帯による懸垂文が施されている。

27号住居趾（第50図）

南方は１Ｍを挾んで25号住居;h上、西方に26号住居杜、北方に29～31号住居:h上が隣接する１４．５Ｇｒｉｄ
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第５２図２７号住居杜出土遺物(2)

に検出された。標高は139.60ｍを測る平坦部に位置する。

平面形は南東～北西方向が長軸を呈する楕円形で､長軸長5.7ｍ、短軸長5.1ｍ、深さ20cm前後を測り、

北辺の壁の立ち上がりは緩慢である。底面は僅かな凹凸があるがほぼ平坦である。

炉吐は中央やや南東寄りに位置し、埋設土器を伴う石囲い炉である。東隅は近世の円形土坑によって

炉石の１石が抜かれている。規模はｌ辺が55cmを測る方形で、埋設土器は中央からやや北西寄りの掘り

込みに据えている。

柱穴並びに土坑状の掘り込みはＰ,～P1oが検出され、周溝は検出できなかった。

27号住居吐出土遺物（第51,52図１～18）

１は弱い屈曲を呈する頚部より緩やかに外反する口縁部に移行する深鉢形土器で、復元口径21.8cmを

測る。ロ縁部文様帯は隆帯により渦巻文を省略した円文と半月区画文を交互に４単位で施す。区画文内

は縦位か斜位の沈線で充填する。胴部文様帯も隆帯による懸垂文を垂下させ、懸垂文間に斜位の沈線を

充填する。２，４は同一個体の可能性がある。口縁部文様帯は隆帯による渦巻文と区画文を配し、区画

文内に矢羽状に沈線を充填する。胴部文様帯は３本１組の沈線で懸垂文を垂下させ、懸垂文間に□縁部

文様帯の区画内に施した矢羽状の沈線を縦位に連続して施す。３，６は口唇部下に沈線を巡らし、下方

に曲線文を施す口縁部片。５は橋状把手を付す口縁部片で隆帯による区画内は縦位の沈線で充填する。

７は隆帯に円形刺突文を施し、区画文内には縦位の沈線を充填している。８は口唇部が玉縁状を呈する

口縁部片。９は隆帯による懸垂文を垂下させ、懸垂文区画内を矢羽状に斜位の沈線を縦位に施す。１０は

5３ 
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第２節縄文時代の遺構と遺物

沈線による懸垂文を垂下させ、途中で相対する角状の曲線文を施文する。１１は縄文で充填し、隆帯で曲

線文を施す。１２は頚部に巡る沈線より円文をはさんで懸垂文を垂下させる。地文は縦位の条線文で充填

している。１３は沈線による懸垂文を垂下させる。１４は磨消し懸垂帯を垂下させる胴部片。１５は頚部に交

互刺突文を巡らす。１６は沈線による懸垂文が施させれている。１７は器台形土器片。１８は脚台付土器の脚

部で条線文を施す。

28,29号住居趾（第53図）

２８号住居社はＪ４Ｇｒｉｄに包括され、２９号住居社との重複関係は28号住居社が後出の所産と考えられ

る。北東に32号住居h上、東には30号住居杜、そして南には29号住居血上を挾んで26号、２７号住居社が隣接

する台地縁部に検出された。住居杜の北辺で標高139ｍを測る。

平面形はやや南北に長い楕円形を呈し〈その規模は長軸6.8ｍ、短軸5.2ｍ前後を測り、２０cm以下の壁

高が残存する。床面は地震による亀裂が北東方向から南西に向けて走行し、僅かであるが亀裂間の床面

に段差が生じている。

炉祉はほぼ中央に位置し、埋設土器（第55図３）を伴う石囲い炉が考えられる。しかし、石囲いに伴

う縁石の残存が悪いためにその形状は定かでない。埋設土器は33cm前後の円形を呈する掘り込みに正位

に据えられている。縁石は埋設土器の北に１石、東に２石が残る。

柱穴はＰ,～Ｐ,｡に可能性が考えられるが規則性はない。周溝は検出されなかった。

２９号住居社はその形状・規模等がほとんど解明できなかったが、石囲い炉と炉杜の東に検出された

土坑が存在した。石囲い炉は南辺に歪みが生じているが基本的には方形を呈していたと考えられる。南

辺を除き１辺１石で構成され、南辺の東西の隅に補助石を加えている。規模は１辺が50cm、深さ17cmを

測る。

２８号住居炉吐２９号住居炉阯

`， 
B’ 

Ａ 

B’ 

Ａ 139.00Ａノ

、 50cｍ 
■■■■’ 

第５４図２８，２９号住居炉祉

28号住居社出土遺物（第55,56図１～21）

１は欠損部分が多い為に明瞭を欠く深鉢である。直立する胴部よりキャリパー状に内湾す□縁部に移

行する。口縁部には突起が付されていたと思われる部分がある。ロ縁部文様帯は沈線による縦位の枠状

ａラ
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第５５図２８号住居社出土遺物(1)
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第５７図２９号住居社出十遺物(1)
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一一

１ 

３ 

第５８図２９号住居社出土遺物(2)

区画文を設け、区画内に波状懸垂文を施す。胴部文様帯は磨消し懸垂帯を垂下させる。２は緩やかな波

状ロ縁を呈するキャリパー形の深鉢片である。口唇部に幅の狭い無文部を設ける。文様は沈線により縄

文部分の胴部上半が渦巻文、下半はＵ字状区画懸垂文を施す。

３は炉内の埋設土器で胴部下半を欠く深鉢である。口唇下と胴部に３本１組の沈線を横位に巡らせ、

同一構成の沈線で口縁部上半に連弧文を施す。連弧文の施文前に不規則な懸垂文と波状懸垂文を施して

いる。４，６は口唇下に沈線を巡らす口縁部片。５は縄文が充填されている口縁部片である。７は隆帯

による渦巻文と区画文が施されている。８は口縁部文様帯を隆帯で意匠し、胴部文様帯は沈線で施して

いる。９は縄文を充填する底部から胴部下半片。１０は波状ロ縁を呈する深鉢片。口唇部に無文部を設け

磨消しを伴うＵ字状区画文が施されている。１１は頚部に隆帯を巡らし、下方は突刺文を施す。１２は微隆

5３ 



第２節縄文時代の遺構と遺物

帯による意匠文を施す。１３，１５は直立気味の胴部から外反して開くロ縁部に移行する破片。１４は条線文

を渦巻状に施文する。１６，２０は沈線により懸垂文等を施す。１７，２１は地文を縦位の条線文で充填し、沈

線により意匠文を施す。１８は磨消しを伴うＨ状区画文が施されている。１９は垂下する２本の沈線文間に

連続刺突を施す懸垂文と枠状区画文が施されている。

29号住居吐出土遺物（第57,58図１～13）

１は４単位の波状口縁を呈するキャリパー形の深鉢片で口唇部に無文部を設けている。口縁部分が文

様帯に角状の磨消しを伴う沈線によって区画文が施されている。２は口唇部下と胴部に連続交互刺突文

を施す沈線を巡らし、口縁部文様帯に波状文を施す。３は円文を施す橋状把手を付す波状口縁の深鉢片

で､把手の脇に僅かにであるが縦位の沈線が見られる。４は２本１組の平行沈線文を口唇部下に巡らし、

下方に波状文を施す。

６は土坑内の出土の両耳壷。口径25.8cm、器高34.2cm、底径７cm、最大胴部径36cmを測る。直立気味

に立つ無文の口縁部で肩部は脹む゜胴部は両耳の間を隆帯により波状に繋ぎ内部に縄文を充填する。下

方は櫛歯状文をランダムに施す。５は両耳壷の把手部分で上面にも縄文を施している。７は直立気味に

やや開く深鉢。口縁部文様帯は隆帯による渦巻文と区画文が施され、区画内を縦位の沈線で充填する。

胴部には沈線による懸垂文を垂下させている。８は沈線により曲線文を施す。９は隆帯により渦巻文と

区画文を入り組み状に配している口縁部片。１０は沈線による懸垂文を垂下させる胴部片。１１は沈線によ

る磨消しを伴う剣先状区画を施す口縁部片。１２は直線的に開く口縁部片で条線文を施す。１３は沈線で懸

垂文と波状懸垂文を垂下させる。

１
１
 

30,31号住居杜（第59図）

Ｊ４，５Ｇｒｉｄに検出され、３０号住居社が31号住居社を切って作られている。南方に27号、西方に28.

29号、北方に32.33号住居杜が隣接する。標高は30号住居社周辺で139.60ｍを測る。

３０号住居社は５～5.15ｍを測るやや歪みを呈する円形で、２０～30cmの壁高が残存する。床面には地震

による亀裂が北東～南西に走行し、段差を生じている。

炉祉は２カ所に検出されたが31号住居杜以外の住居杜の重複か30号住居杜の建て替えが考えられるが

確認できなかった。

１号炉（第60図）は中央やや南東寄りに位置する埋設土器（第62図３）を伴う楕円形の石囲い炉であ

る。その規模は長軸長85cm、短軸長65cm、深さ20cmを測る。縁石には多孔石が転用され、炉内にも凹石

と多孔石が検出された。埋設土器は胴部下半を欠く深鉢を中央に正位に据えている。

２号炉（第61図）はほぼ中央に位置し、２つの埋設土器を有する。埋設土器の東に河原石が３つ残存

するがその構成は明確でない。１号埋設土器（第61図４）と２号埋設土器（第61図２）は胴部下半を欠

く深鉢を正位に据えている。

柱穴はＰ,～P16に可能性があるが規則性はない。周溝は検出できなかった。

31号住居社は30号住居社の南東に位置する。炉杜、柱穴、周溝等が全く検出できなかった竪穴状遺構で

あるが住居杜として扱う。

5９ 
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30号住居吐出土遺物（第62～64図１～44）

１は山形の小突起を２カ所に付す深鉢で､口径20.

5cm、器高（小突起を含む）28.8cm、底径8.2cmを測

る。突起間のほぼ中央にはボタン状の貼り付け文を

付す。地文は細かい条線文で器面を充填する。

２は２号炉の２号埋設土器で胴部下半と口縁部の

大半を欠く深鉢。口縁部文様帯は横位に巡る隆帯で

区画され、区画内に円文を施す。胴部文様帯は沈線

で区画された磨消し懸垂帯を垂下させる。

３は１号炉の埋設土器である。口唇直下に沈線を

巡らし、その下方には波状懸垂文を垂下させる。

４は２号炉の１号埋設土器である。□縁部文様帯

は渦巻文と楕円区画文を配し、区画内を縄文で充填

する。胴部文様帯は沈線による懸垂文を垂下させて

蚕
Ａ 

日Ⅱ 

Ａ 

鎧 彩〆

第６０図３０号住居１号炉祉

|目

|日

LijI ： 
1号埋詩＋器２号埋設土器

第６１図３０号住居２号炉祉

いる。５は緩やかに内湾する胴部より直立気味に立つ口縁部へ移行する小形の深鉢で、器面は箆削りの

調整を施す。６は小さな山形突起を有する深鉢で口唇部下に平行沈線を巡らし、下方に懸垂文と波状懸

垂文を垂下させる。７の口縁部文様帯は渦巻文と楕円区画文を配し、区画内を短沈線で充填する。幅の

狭い頚部無文帯を挾んで胴部文様帯を区画する沈線を巡らす。８，９，３４は丁寧に器面調整された深鉢

の胴部片で、９には隆帯による２本の懸垂文を垂下させる。１０は沈線によるＵ字状区画文を施す。11,

12は同一個体と考えられ、口唇部に無文部を設ける。１３，１９，２０は口唇部下に連続刺突文を施す口縁部

片。１４は口唇部下に平行沈線文を巡らし、下方に意匠文を施す。１７は区画文内を細かい条線文で充填し、

18は区画文内を縄文で充填する。２１，２５は口縁部文様帯に渦巻文を配し、下方に懸垂文を垂下させる。

6ｺ 
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ノ

第６４図３０号住居杜出土遺物(3)

22はなぞりの沈線文を施す口縁部片。２３は口唇部直下に隆帯を巡らし、下方に沈線で波状文を施すので

あろう。２４は波状を呈すると考えられる口縁部片で口唇部下に沈線を巡らす。２６は微隆帯で意匠文を区

画する。２７，２８は沈線による懸垂文の間に連続刺突文を施す。２９は沈線による懸垂文と波状懸垂文を垂

下させる。３０は沈線文により曲線文などを施文する。３１は沈線で意匠文を施す。３２は頚部に隆帯を巡ら

し、それから懸垂文を垂下させる。３３はやや幅広の磨削し懸垂帯を垂下させる。３５は頚部に巡る隆帯に

雑な交互刺突文を施す。３６は隆帯により渦巻文を施す。３７は沈線を横位に巡らし、下方に意匠文を施文

する。３８は沈線による波状懸垂文等を垂下させ、懸垂文間をランダムに沈線で充填する。曽利式土器で

あろう。３９は横位に施された沈線文と波状懸垂文が施されている。４０は地文を細かい条線文で縦位に充

填し、沈線で波状懸垂文を垂下させる。４１は沈線により渦巻文を施文する。４２～43は縄文を充填する底

部片。

31号住居吐出土遺物（第65,66図１～20）

１は４単位の波状を呈する深鉢形土器で、口径32cnl、器高41.5cm、底径6.5cmを測る。口縁部文様帯は

6浬
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第６６図３１号住居社出十遺物(2)

渦巻文と楕円区画文を連結した文様単位を入り組み状に４単位で配し、胴部には磨消し懸垂帯を垂下さ

せる。２，３は口縁部文様帯に配された区画文に相当する部分と考えられ、縄文を充填する。４はロ縁

部文様帯に楕円区画文とＳ字文が配され、胴部には磨消し懸垂帯を垂下させる。５は沈線による波状文

を施す。６，８は同一個体と考えられ、上部の波状文と下部の逆Ｕ字状の区画文が頸れ部で相対しＨ字

状区画となろう。７は口唇部下に沈線が巡り、下方に沈線による波状文が施されている。

９は口唇部下に連続交互刺突文を巡らし、その下方には３本１組の沈線で連弧文そして懸垂文と波状

6石

田
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懸垂文を交互に垂下させる。１０は底部より外反して開く胴部に移行する。沈線による懸垂文が垂下して

いる。１１，１６は磨消し懸垂帯を垂下させる。１２は隆帯で14は磨消しでＨ字状区画文が施されている。１３

は幅広の磨消し懸垂帯が施されている。１５は縦位の条線文を充填する。１７は橋状把手が付されていた胴

部片。１８，１９は条線文により波状文を施す。２０は沈線による懸垂文が施されている。

32号住居趾（第67図）

K5Gridpointの四方に広がり東に33号住居社、西に28,29号住居杜、南に30,31号住居杜が位置す

る台地縁部に検出された。東の33号住居社との重複関係は不明である。

形状は、柱穴の配置より円形が考えられる。その規模は、４，３ｍ前後の径を測る。床面には地震に

よる亀裂が北東～南西方向に数多く走行し、多少段差を生じている。

炉吐は埋設土器を伴う石囲い炉と考えられる。石囲いの縁石は５石が残存するがその配置は明確でな

い。埋設土器（第69図５）は正位に据えられている。

柱穴はＰ,～Ｐ，に可能性が考えられる。周溝は検出できなかった。

33号住居趾（第67図）

３２号住居杜の東に位置し、同住居社と重複するが新旧関係は不明である。形状は円形を呈すると考え

られ、3.9ｍ前後の径と推察され、残存する壁高は20～30cmを測る。床面は西方部が緩やかに傾斜を呈し

ている。

炉杜は明瞭ではないが､Ｐｕの土坑状掘り込みの北の立ち上がり部に焼土分布が確認される。この部分

に地床炉が位置したと思われる。柱穴はＰ９，Ｐ,｡を除く壁沿に巡るＰ,～Ｐ３に可能性が考えられる。周溝

は検出できなかった。

32号住居吐出±遺物（第69,70図１～37）

１は山形突起を付す深鉢形土器。地文は縦位の条線文を充填する。口唇部下に２本、胴部上半に３本

の横走沈線文が施されている。２は口唇部下に巡る平行沈線文の間に鋸歯状文を施す。３は短く屈曲す

る口縁部に沈線を矢羽状に施す。４は山形突起を付す口縁部片で、隆帯による区画内に沈線を横走させ

る。

５は口縁部文様帯に渦巻文と楕円区画文を配し、区画内を縦位の沈線で充填する。渦巻文と口唇部の

空間にも縦位の沈線を施す｡胴部文様は沈線による懸垂文と波状懸垂文を交互に垂下させる。口径は22.

5cmを測る。

６は隆帯による渦巻文と楕円区画文が配され、区画内を縄文で充填する。７は沈線による懸垂文と波

状懸垂文を垂下させる胴部片。８は直立気味に内湾する胴部より外反して開く口縁部に移行し、口唇部

を直立気味とする深鉢形土器で口径26.2cmを測る。口唇部下と括れ部に２本１組の横走沈線文を施し、

胴部は懸垂文を垂下させる。

９は器台形土器で口径10.6cm、器高12cm、底径15.8cmを測る。１０は縄文を充填するロ縁部片。１１，１２，

１３，１９は口唇部下に平行沈線文を巡らし、下方に波状文を意匠する。１３はその平行沈線文間に交互刺突

文を施している。１４は条線文による横走文と波状文を施している。１５は口唇部下に列点文を巡らす。１６

は口唇部に無文帯を設け、隆帯による区画文を施す。１７は口縁部文様帯を隆帯により渦巻文と区画文で

6７ 



第III章調査の記録 侮控Ｉ 国’

ト
．
①
印
［

瀞 子５

ｑＡ● 
ロ

｡ 

○
○
 

巳○ 

、

０ 

五 囚’

139.7０ 
Ｃ 

2ｍ 
■■■■■■ 

ロ’

、

尋

、
⑦
範
［

篝
l圏l圏

○ 

Ｒ 

R］ 

Ig ._Q’ 

、
日

、ﾐﾀｰ

雲⑰ 

□’ 

Ｘ 

Ｃｌ 

第６７図３２，３３号住居社

6召

之



第２節縄文時代の遺構と遺物

配す。１８は突起を付すと考えられる口縁部片で隆帯

による区画文内を沈線で充填する。２０は隆帯による

渦巻文を施す口縁部片。２１は沈線による楕円区画文

を配し、区画の上下と区画内に列点文を施す。２２は

楕円区画文を横位の沈線で梯状に連結する。２３，２６

は沈線による懸垂文と波状懸垂文を垂下させる。２４

は胴部文様帯を隆帯により区画する。２５は隆帯によ

り懸垂文を垂下させる。２７は条線文を地文として波

状。縦位・横位とランダムに充填し、沈線による懸

垂文を垂下させる。懸垂文間には渦巻文などを意匠

している。２８は沈線文による区画の上部を縄文、下

部を条線文で施す。２９は括れ部に巡る横走沈線文に

より文様を区画し、懸垂文。波状文などを施す。３０

は沈線文により懸垂文を垂下させる。３１は条線文を

地文とし、沈線により曲線文を対称きせ弧文と横位

Aｌ Ａ 

A’ Ａ 139.20 

50cｍ 0 
１１ 

第６８図３２号住居炉杜

文で繋ぐ。３２は沈線による波状文を配し、下部

沈線による波状懸垂文を垂下させる。３５は括部

る。３７は縦位の条線文を充填する。

に蕨手状文を施す。３３は沈線による意匠文を施す。３４は

1こ横走沈線文を巡らす。３６は沈線により波状文を意匠す

（ 坪ヴノ
33号住居吐出土遺物（第71図１～11）

１は緩やかな波状を呈するキャリパー形の深鉢で口唇部下に巡る沈線により無文帯を設ける。文様帯

は波状文を配し、区画内を縄文で充填する。２は口唇部に無文帯を設け、隆帯による区画文を配す。３

は波状口縁を呈し､沈線により波状文を意匠する。４は有孔鍔付土器で沈線により意匠文を施す。５～８

は沈線区画帯に磨消しを施す。９，１０は隆帯による区画文を施す。１１は沈線により懸垂文を垂下させる。

５９ 
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34号住居趾（第72図）

Ｋ６Ｇｒｉｄｐｏｉｎｔを住居杜内に包括し、Ｊ５，Ｊ６，Ｋ５，Ｋ６Ｇｒｉｄにまたがって検出された。北と

東には住居社の規模などが不明で、炉吐が検出された35,36号住居社が隣接する。標高は139.70ｍほど

を測る平坦部に位置する。

平面形は北東～南西に長軸を呈す楕円形で、長軸長4.5ｍ、短軸長3.85ｍ、深さ30cmを測る。床面は北

西方向に緩やかな傾斜を設け、地震による亀裂が北東壁より炉;hこの南前面に走行している。炉il上は

中央やや北に位置し、埋設土器を伴う石囲い炉が考えられる。形状は東方が舌状に突出する楕円形を呈

し、規模は長軸80cm、短軸70cm前後、深さ10cmを測る。炉杜を取り巻く縁石の残存は南辺部に多孔石と

河原石で配されている。東辺部を開口して３辺を縁石が巡ると考えられる。埋設土器は炉内の中央に正

位に据えられている。

遺物は炉祉を中心として東～南方部に出土し、南方と東方に伏甕(第73図１，６)、南東壁付近に埋甕

（第73図５）が検出された。柱穴と土坑状の掘り込みはＰ,～P13が可能性が考えられる。周溝は検出で

7２ 
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きなかった。

34号住居趾出土遺物（第73,74図１～24）

１は炉杜の南の床面直上で出土した伏甕（第70図ｌ）である。口縁部無文帯を有する平口縁の大型深

鉢。括れ部に巡る隆帯により胴部文様帯が区画される。括れ部に巡る２本の隆帯間を縦位の短沈線で充

填し、胴部上半に隆帯による渦巻文を配する。各々渦巻文は波状文で連結している。意匠文内は縦･横．

斜位の沈線文で充填する。胴部下半には上半の意匠文から波状懸垂文を垂下させ、懸垂文間の一部には

上半の意匠文内に施された沈線が垂下して曲線文を描く。口径は50.2cmを測る。

２は南西の床面で出土。ロ縁部文様帯は渦巻文と区画文を配し、渦巻文から派生する沈線で区画文を

構成する。区画内は縦位の沈線で充填している。頚部文様帯は沈線で波状文などを意匠する。括れ部は

横走沈線文を巡らす。口径は18cmを測る。

３は炉社内の埋設土器でロ縁部の一部と胴部を欠く。口唇部下に巡る平行沈線文に交互刺突文を施し

ている。下方には沈線、頚部には隆帯により波状文を巡らしている。復元口径は24.3cmを測る。

４は口唇部下に隆帯による波状文を施し、波長下に隆帯で枠状文を配す。枠内は矢羽状に沈線を充填

する。口径は23.7cmを測る。

５は南壁付近で検出された埋甕。平口縁を呈し胴部を欠くキャリパー形を呈する深鉢形土器。口縁部

が内湾し、この位置に最大径22.5cmを有する。口唇部下に平行沈線文を巡らし、最大径部に波状文を施

す。

６は炉祉の東で床面に密着して出土した伏甕。４単位の山形突起を付し、ロ縁部文様帯は渦巻文と楕

円区画文を入り組み状に配し、区画内を縄文で充填する。胴部は磨消し懸垂帯を垂下させる。口径22.4

cmを測る。

７は口縁部文様帯の区画文が残り、胴部はなぞりの沈線で区画文を配している。８，１１はロ縁部文様

帯を隆帯による渦巻文と楕円区画文を配する。８は区画内を縦位の沈線、１１は縄文で充填する。８の渦

巻文の脇には補修孔が施してある。胴部は沈線による懸垂文等を意匠する。９，１０は区画文内を縄文で

充填する。１２は口唇部下に沈線文と列点文を施している。１３，１５は内湾する無文の口縁部片。１４は浅鉢

形土器。１６は隆帯による胴部区画文と沈線による懸垂文が垂下する。１７は地文を縦位の条線文で充填す

る。１８は磨消し懸垂帯を垂下させる。１９，２０は沈線による懸垂文を垂下させ、２０は沈線文間を矢羽状文

を施す。２１は橋状把手を付す。２２，２３，２４は沈線区画による磨消し懸垂帯を垂下させ、２４は波状懸垂文

を磨消し懸垂帯と交互に垂下させる。

35号住居趾（第75図）

Ｋ５Ｇｒｉｄに検出され、２９号住居社の北方で台地周縁部に位置する。その規模、形状は明確でなく、柱

穴、周溝は検出できなかった。

炉吐はＫ５～Ｋ６ラインの東で、３４号住居;Ll上の北西部立ち上がりに接近する位置に検出された。形状

は方形の石囲い炉と考えられ、北辺と南辺に縁石を残す。規模は一辺が50～55cmで深さ15cmを測る。

7石
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第７５図３５号住居社

35号住居吐出±遺物（第76図１～７）

１，２は口唇部に無文部を設け、なぞりの沈線により口縁部文様帯の楕円区画文を施す。胴部は磨消

し懸垂帯を垂下させる。３は沈線による懸垂文を垂下させている。４は隆帯による懸垂文を垂下させ、

地文は縦位の条線文を充填する。５は沈線区画による磨消し懸垂帯を垂下する。６は頚部に巡る横走沈

線文に列点文を施す。７は微隆帯による区画文を施す胴部片である。

ljl 

１１１ 
瀞(’ 」

第７６図３５号住居祉出十遺物
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第Ⅲ章調査の記録

36号住居趾（第77図）

Ｋ６～Ｋ７ライン上の中央やや西に炉祉が位置す

る。住居杜の形状、規模などは明確でなく、柱穴、

周溝も検出できなかった。炉吐は埋設土器を伴う石

囲い炉で、６つの石で縁石を方形気味に配す。南辺

の細長い縁石の両脇には立石を設けている。縁石に

は熱によるひび割れが見られる。埋設土器（第78図

３）は炉内の中央部に正位に据えてある。

36号住居吐出土遺物（第78図１～３）

１は炉杜の西辺で出土。４単位の山形突起を付す

平口縁の深鉢形土器。直線的に開く胴部より口縁部

は緩やかに内湾する。口径29cm、器高34.5cm、底径

6.6cmを測る。口唇部下に横走沈線文を巡らし､沈線

上に円形刺突文を２段にめぐらしている。胴部には
第７７図３６号住居社

上に円形刺突文を２段にめぐらしている。胴部には

沈線区画による磨消し懸垂帯を垂下させる。２は山形突起部で頂上部に渦巻文を施し、口縁部文様帯に

も渦巻文を配す。

'0０００ 

００００ 

｣ 

ＯＯＤＤ 

２ 

蕊、鱸
第７８図３６号住居社出土遺物
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３は炉内の埋設土器で胴部下半を欠く。４単位の山形突起を付し、口縁部文様帯は渦巻文と楕円区画

文を入り組み状に配す。胴部は沈線区画による磨消し懸垂帯を垂下させる。

37号住居趾（第79図）

Ｇ６、Ｋ６Ｇｒｉｄの２Ｇｒｉｄにまたがり、標高140ｍほどを測る台地の平坦部に検出された。西には36号

住居杜の炉il上が隣接し、北方は39号住居杜と重複している。

形状は東西に長い楕円形を呈し、長軸長5.15ｍ、短軸長4.30ｍ前後、深さ20cmほどを測る。床面は北

方下がりを呈しているが明確でない。

炉杜は中央部に分布する焼土に可能性があり、地床炉と思われる。柱穴はＰ,～P12に可能Ｉ性が考えら

れるが規則性はない。周溝は検出できなかった。遺物は埋土中の出土である。
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第７９図３７号住居杜

37号住居趾出土遺物（第80,81図１～19）

１は浅鉢形を呈する土器片で、口縁部と底部下半を欠く。胴部の屈曲部から頚部間に文様帯が配され

ている。文様帯は上部に山形突起を付し、頂上部より隆帯をｓ字状に施し、突起間には左右に楕円区画

文を配す渦巻文が施してある。区画内は沈線を矢羽状に充填する。

２は４単位の波状を呈する深鉢形土器で口縁部文様帯に渦巻文と楕円区画文を配し、区画内を縦位の

沈線で充填する。胴部よりは沈線により懸垂文とアーチ状区画文を垂下させ、区画内は縦位の沈線を垂

下させる。３，４は口縁部文様帯に渦巻文と楕円区画文を配し、区画内を縄文で充填する。胴部には沈

線区画による磨消し懸垂帯を垂下させる。５は胴部に微隆帯による渦巻文を配す壺形土器。６は僅かな

高まりを呈す山形突起を付す口縁部片で口縁部文様帯に渦巻文と楕円区画文を配している。胴部には蕨

手文などを垂下させる。７～10は口縁部片で渦巻文と楕円区画文を配す。８，１０は山形突起を付す。１１

は口唇部下に横走沈線文を巡らし、下方を縦位の条線文で充填する。１２は沈線によるアーチ状区画文を

垂下させ、区画内を縄文で充填する。区画間には蕨手文を垂下させる。１４，１５，１６は沈線区画による磨

7Z９ 
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第８１図３７号住居hHLH十遺物(2)

消し懸垂帯を垂下させ、１６は縦位の条線文を地文としている。１７は隆帯区画内を縦位の沈線で充填する。

18は器台形土器の脚部片。１９は小形土器の底部片。

38,39号住居吐（第82図）

Ｋ６Ｇｒｉｄに位置し、３８号住居社は37,39～41号住居杜と複雑な重複関係を呈している。その新旧関係

は明確でない。南では39,37号住居社、北方は40,41号住居:回上と重複する。

形状は不明瞭な点が多いが柱穴の配置より推察すれば東西長5.7ｍ､南北長5.5ｍの円形が考えられる。

床面はほぼ平坦であったろうと思われるが、北東～南西に走行する地震の地割れによって段差が生じて

いる。

炉杜は中央やや北寄りに位置し、胴部下半を欠く埋設土器（第84図１）を伴う方形の石囲い炉であろ

う。石囲いの縁石は南西部に乱れがあるが４辺を囲むものと考えられる。規模は長軸長92cm、短軸長７０

cm前後、深さ北側の縁石で20cmを測る。

埋設土器は中央やや北寄りに位置し正位に据えられている。炉;Ll上の南方には１，２号埋甕が検出され、

２号埋甕に隣接して伏甕が出土している。

柱穴はＰ,～P15に可能性が考えられる。P16は土坑状の掘り込みを呈す｡周溝は検出できなかった｡３９

号住居社は38号住居社にその大半を切られているので形状、規模は不明確である。残存する壁より推測

すると形状は円形が考えられ、規模は5.6ｍ前後、深さは30～40cmを測る。

炉杜、周溝は検出できなかった。柱穴はランダムに検出されたが規則性は見いだせない。当住居杜に

伴うと考えられる３～５号埋甕が検出された。

38,39号住居土吐出十遺物（第84,85図１～19）

１は炉内の埋設土器。緩やかな山形突起を４単位で付し、□縁部文様帯は渦巻文と楕円区間文を入り

組み状に配し、胴部文様帯は沈線区画による磨消し懸垂帯と縄文帯を交互に垂下させる。口径は22cmを

測る。

２は１号埋甕。沈線区画による磨消し懸垂帯と縄文帯を交互に垂下させる胴部片。３は２号埋甕。ロ

8ｺ 
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第８３図３８，３９号住居炉社

縁部文様帯に渦巻文と楕円区画文を入り組み状に配し、胴部文様帯は沈線区画による磨消し懸垂帯と縄

文帯を垂下させる。４はキャリパー形を呈する平口縁の深鉢形土器で胴部を欠く。口唇部に狭い無文帯

を有し、口縁部文様帯は微隆帯により渦巻文と枠状文を配し、区画内を縄文で充填する。口径は25cmを

測る。５は隆帯区画による渦巻文と楕円区画文を口縁部文様帯に配す。６は口唇部下に平行沈線文を巡

らし、沈線文間に列点文を連続させる。７は山形突起を付す口縁部片で突起下に渦巻文を配す。８は口

縁部文様帯の楕円区画文内を縦位の沈線で充填する。９は胴部上半に付されたと考えられる橋状把手。

10は縦位の条線文を地文とし、隆帯による懸垂文を垂下させる。隆帯上には刺突文を施している。１１は

なぞりの沈線により楕円区画文を施す。１２はやや幅広の隆帯を垂下させ、隆帯上に沈線で蕨手状文を垂

下させる。

１３は３号埋甕。口縁部文様帯に楕円区画文を上部より包む沈線による吊手状文と楕円区画文を交互に

配す。区画内は縦位の沈線で充填する。胴部文様帯は沈線区画による磨消し懸垂帯と縄文帯を垂下させ

る。磨消し懸垂帯にはＵ字状区画文とアーチ状区画文を相対させ、区画内を縄文で充填する。口径は25.

5cmを測る。

１４は４号埋甕。内湾する胴部より口縁部は外反して開く平口縁の深鉢形土器。□縁部文様帯は渦巻文

と楕円区画文を配し、区画内を縄文で充填する。胴部文様帯は沈線区画による磨消し懸垂帯と縄文帯を

垂下させる。口径は27.1cmを測る。

８３ 
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第85図３８，３９号住居杜出土遺物(2)

１５は５号埋甕｡沈線区画による磨消し懸垂帯と縄文帯を垂下させ､磨消し懸垂帯にＵ字状区画文とアー

チ状区画文を相対させ区画内を縄文で充填するのであろう。

１６は沈線区画による磨消し懸垂帯と縄文帯を交互に垂下させる。１７は胴部文様帯を区画する横走沈線

文が巡る。１８は沈線区画による磨消し懸垂帯と縄文帯を垂下させ、磨消し懸垂帯に波状懸垂文を垂下さ

8５ 



第Ⅲ章調査の記録

20は沈線区画による磨消し懸垂帯と縄文帯を交互に垂下させる。１９は沈線による懸垂文を垂下させる。

せる。２１は沈線による懸垂文を垂下させる。

40号住居辻（第86図）

Ｋ５，Ｋ６Ｇｒｉｄにまたがって台地縁部に検

出された。東には38,39号住居社が位置し、

重複関係にあるが新旧関係は明確でない。形

状、規模も不明瞭であるが、遺物の出土状況

から推察すると5.2ｍ前後を測る円形と考え

られる。床面はほぼ平坦であるが、地震によ

る亀裂が見られる。

炉杜は地床炉と考えられ、中央やや北西に

検出された焼土分布が該当しよう。柱穴、周

溝は検出されなかった。

Ｉ -h６ 

40号住居吐出±遺物（第87図１～７）

１は無文の体部を呈する。直線的に開く胴

部より頚部は「<」の字に括れ、口縁部は緩

やかに内湾して開く。復元口径は35.7cmを測

る。

２は小さい山形突起を付す口縁部片で、口

縁部文様帯は楕円区画文を相対して配す。

３は器台形土器片で、口径12.5cmを測る。

体部には透かしを施している。４は口縁部文

、 2ｍ 
１１１ 

１３９５Ａ’ Ａ 

第８６図４０号住居杜

様帯に渦巻文と楕円区画文を配し、胴部文様帯には沈線区画による磨消し懸垂帯を垂下させる。５は沈

線による意匠文を施す。６は沈線による懸垂文を垂下させ、懸垂文間に意匠文を施す。７は沈線区画さ

れた磨消し懸垂帯を垂下される。

41号住居趾（第88図）

Ｋ６、Ｌ６Ｇｒｉｄにまたがり台地縁部に検出された。北東に42号、南に38号、南西に40号、北に43号住

居杜が接する。

形状は、明確でないが南北に長軸を呈す楕円形が考えられる。規模は、長軸長６ｍ前後､短軸長5.6ｍ

ほどを測る。床面には地震による亀裂が南方部に集中して北東～南西方向に走行している。

柱穴はＰ,～Ｐ３、Ｐ,｡～P15が主柱穴と考えられる。周溝は南方部分で僅かに検出された。

炉杜は埋設土器を伴う石囲い炉と２カ所に埋甕炉が検出された。１号炉杜は埋設土器（第89図１）を

伴う石囲い炉で、ほぼ中央に検出された。形状は、河原石と多孔石により六角形に縁石を施している。

縁石には熱によるひび割れが生じているものがある。南西部には２カ所に石の抜き取り痕が見られる。

規模は、各対角線の長さ１ｍを測る。埋設土器は、胴部下半を欠く深鉢形土器を炉内のほぼ中央に正位

8６ 
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第８７図４０号住居杜出土遺物

に据えている。

２号炉吐は縁石を伴う埋甕炉で、２箇所に埋設土器が検出され、１号炉杜の西方に位置する。１号埋

設土器（第89図15）は、底部から胴部下半の個体を縁石に接して正位に据えている。２号埋設土器（第

89図10）は、胴部上半から頚部に至る個体で、縁石より20clnほど離れた北方に正位に据えている。西方

の上面には焼土が分布する。

１号炉吐と２号炉杜、２号炉吐の１号埋設土器と２号埋設土器との新旧関係は明確でない。

8７ 
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41号住居吐出±遺物（第89図１～15）

１は１号炉杜の埋設土器。□縁部文様帯に渦巻文と楕円区画文を入り組み状に配し、区画内を縄文で

充填する。胴部文様は沈線区画による磨消し懸垂帯を垂下させる。口径は30cmを測る。

２は口縁部文様帯に渦巻文と楕円区画文を配し、区画内を縦位の沈線で充填する。下方は縦位の条線

文を施す。３は□縁部文様帯の区画内を沈線を矢羽状に施す。４は区画内を縦位の沈線で充填する。５

は山形突起を付すと考えられる口縁部片で隆帯により渦巻文と楕円区画文を配す。６は区画文内を縄文

で充填する。７は沈線により波状の意匠文を施す。８は縄文を充填する口縁部片。９は口唇部下に平行

沈線文を巡らし、その下方に懸垂文を垂下させる。

１０は２号炉吐の２号埋設土器。括れ部に巡らした沈線により文様帯を区画する。上部は波状文と栗形

の区画文を配し、下方には波状文とアーチ状区画文が見られる。地文は細かい縦位の条線文を施してい

る。１１は頚部に２段の列点文を施す沈線を巡らし、上方に波状文を施す。１２～14は沈線による懸垂文を

垂下させる。

１５は２号炉杜の１号埋設土器。沈線区画による磨消し懸垂帯と波状懸垂文を垂下させる。

42号住居趾（第90図）

Ｋ６，７、Ｌ６Ｇｒｉｄに検出され、４１号住居杜と重複する。南西には38,39号住居社が隣接している。
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第２節縄文時代の遺構と遺物

形状は南東～北西方向を長軸とする楕円形を呈し、規模は長軸長4.6ｍ、短軸長４ｍ、深さは残存する南

東壁で50cmを測る。床面は北東～南西方向に走行している地震による亀裂により、段差を生じている。

炉吐は中央やや北東寄りに位置する方形の石囲い炉である。縁石は河原石を使用し、東辺をのぞいて

複数の石で辺を構成する。規模は１辺45cm前後、深さ16cmを測る。

柱穴はＰ'～Ｐ３に可能性が考えられ・周溝は検出できなかった。西壁直下に埋甕(第87図１）が検出さ

れた。
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42号住居吐出土遺物（第91図１～12）

lは埋甕。４単位の山形突起を付す平口縁の深鉢形土器で、文様構成は括れ部に巡らした沈線により

口縁部と胴部に分かれる。口縁部文様帯は上部の半月文と下部の隅丸三角形の区画文を入り組ませ、区

画間を蕨手文とｃ字文を施す。胴部文様帯の上部は口縁部の上部に配された半月文に似る区画文と下部

には先端部が剣先状に尖るアーチ状区画を入り組ませる。区画間は口縁部文様帯と同様の構成を施す。

口径は26.7cmを測る。

２は山形突起を付す口縁部片で渦巻文と楕円区画文を入り組み状に配す。３は縄文を充填する沈線区

画帯に蕨手状文を垂下させる。４，６，８は磨消し懸垂帯を垂下させる。５は口縁部に渦巻文と区画文

を配し、胴部には沈線による懸垂文と波状懸垂文を垂下させる。口径23.6cmを測る。７は隆帯による区

画内を縦位の沈線で充填する。９は蕨手状の意匠文を施す。１０はロ縁部文様帯を口唇部下と括れ部に巡

らす平行沈線文で区画し、口唇部下の沈線間には２段の列点文を施す。口縁部文様帯は沈線による連弧

文を施す。口径27cmを測る。１１は沈線により区画文を施す。１２は縄文を充填する底部片。

43号住居趾（第92図）

Ｌ６Ｇｒｉｄの台地縁部に検出され、東に44号住居杜、南に41号住居社等が位置する。形状は明確でない

が残存する周溝から推察すれば楕円形か円形を呈し、その規模は東西長が4.9ｍを測る。

炉杜は中央やや西寄りに位置する土坑状の掘り込みＰ,｡の北西上面に検出された。底部から胴部が残

存する深鉢形土器(第93図１）を埋設土器としたのであろうか。掘り込みの形状、規模は楕円形を呈し、

長軸長40cm、短軸長33cm、深さ12cmを測る。

柱穴はＰ,～Ｐ,に可能性が考えられるが壁沿いに検出された掘り込みは浅い。周溝は全体の約半分を

検出した。

=鰯‘ 八
Ｂ 

Ａ 13950Ａ’ 

変
Ｂ 139.6曰

０ 50cｍ ０２ｍ 

第９２図４３号住居社
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第２節縄文時代の遺構と遺物

43号住居趾出土遺物（第93図１～３）

１は炉内の出土で、底部より外反して開き胴部中位で内湾する深鉢形土器。地文は縦位の条線文を充

填する。

２は山形突起を付す口縁部片で口唇部下に巡る沈線下より磨消し懸垂帯を垂下させる。３は条線文を

地文とし、沈線による懸垂文を垂下させる。

蕊
…
鑿

巴Ｐｂ

ﾉゲパ
テ
・
７

２ 
.t$E溌瀞

（ 坐７月）
第９３図４３号住居社出土遺物

44号住居趾（第94図）

Ｌ７Ｇｒｉｄに検出され、北東に45～47号住居社、西に土坑群を隔てて43号住居杜が位置し、１号掘方杵

建物社と重複する。

形状は、明確でないが柱穴の配置から円形が推察される。その規模は、5.6～5.8ｍを測る。床面には

地震による亀裂が北東～南西方向に走行している。

炉杜は、中央やや南寄りに位置する石囲い炉である。７石の河原石を使用して円形気味に縁石を配し

ている。その規模は、８０cmほどの径を測る。

炉杜の１ｍ南西には埋甕（第95図３）が検出された。柱穴は、Ｐ,～P13に可能性が考えられる。周溝

は検出できなかった。

44号住居吐出土遺物（第95,96図１～25）

１は、口縁部無文帯を設け、隆帯によるアーチ状区画文を垂下させる。区画文は磨消し懸垂帯と縄文

帯を交互に配する。口径は49.4cmを測る大型土器で、炉祉の東方に出土。

２は頚部無文帯を有し、口縁部文様帯は隆帯により渦巻文と区画文を配すのであろう。胴部文様帯は

横位に巡る沈線で区画され、沈線より懸垂文を垂下させる。

３は埋甕。底部より内湾して開き、胴部下半に括れ部を設け、胴部上半

する大型の深鉢形土器である。胴部文様帯は沈線区画による磨消し懸垂帯

上半に有し39cmを測る。

４は隆帯による区画文内を斜位の沈線で充填する。

で再び内湾して口縁部に移行

を垂下させる。最大径を胴部

9３ 



第Ⅲ章調査の記録

５は底部より内湾して緩やかに開く胴部

へ移行する大型の深鉢で沈線区画による

磨消し懸垂帯を垂下させる。炉杜の北に

隣接して出土。６は口唇部下に平行沈線

を巡らし、沈線間に円形の刺突文を連続

して施す。

７は頚部無文帯を有し、ロ縁部には隆

帯による渦巻文を配す。胴部文様帯の区

画は３本の沈線を巡らし、沈線間を短沈

線で鋸歯状文を施す。下方には懸垂文を

垂下させ、懸垂文間を矢羽状に斜位の短

沈線を施し充填する。８は山形突起を付

す口縁部片で沈線によるアーチ状の意匠

文を配す。９も山形突起を付す口縁部片

で口縁部文様帯に渦巻文を施している。

10は口縁部文様帯の区画文内に沈線で矢

羽状文を充填する。１１は隆帯による区画

文内に条線文を施す。１２は山形突起を付

走沈線文を巡らし、その下方に波状文を

Ｍ 

2ｍ ０ 

第９４図４４号住居杜

す□縁部片で平行する２段の刺突文を施す。１３は口唇部下に横走沈線文を巡らし、その下方に波状文を

意匠する。１４は口唇部下に２段の連続刺突文を施す。１５は隆帯による区画文下に縄文を充填する。１６は

沈線による懸垂文と波状懸垂文を垂下させる。１７，２０，２３は沈線区画による磨消し懸垂帯を垂下させる。

18は縦位の沈線文を垂下させ、１９は縦位の条線文を地文とする。２１は19と同様に縦位の条線文を地文と

し、沈線による波状懸垂文などを垂下させる。２２は条線文を縦位に充填する。２４，２５は沈線による懸垂

文が垂下している。

9４ 



第２節縄文時代の遺構と遺物
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第９５図４４号住居杜出土遺物(1)
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第２節縄文時代の遺構と遺物

45～48号住居趾（第97,98図）

４５～48号住居社は、Ｌ７，Ｍ７Ｇｒｉｄに検出され、東には49号住居杜と土坑群が広がり、西には44号住

居杜、南東は近世の掘立柱建物杜が位置する。

４５号住居社は、１号炉杜を伴うと考えられる。形状は､炉杜を中心として環状に位置する柱穴Ｐ,～Ｐ５

を包括する円形が考えられる。その規模は、4.4～4.5ｍ前後を測る。

１号炉吐は、ほぼ中央に位置する方形の石囲い炉である。形状は、長軸辺が１～２石、短軸辺は１石

で縁石を構成する。南辺の縁石がやや炉内に入り込む様に乱れが生じている。規模は、長軸長70cm前後、

短軸長60cm、深さ25cmほどを測る。

柱穴は、前記したようにＰ,～Ｐ５に可能性が考えられ、規則性が見られるが東方部は確認できなかっ

た。周溝は検出されなかった。

４６号住居杜は、２～３号炉吐を伴うと考えられ、建て替えが推察される。形状は、Ｐ,～P22を包括す

る円形の広がりが考えられ、規模は、6.7ｍ前後の径を測る。

２，３号炉祉は、中央やや西寄りに位置し、埋設土器を伴う石囲い炉である。２号炉祉は、埋設土器

（第99図２）を炉内中央やや南寄りに正位に据え、縁石を方形に施す石囲い炉が考えられる。縁石は東

辺と南辺の一部に３石が残存するのみである。規模は、長軸長95cm、短軸長85cm、深さ10cmほどを測る。

２号炉杜と３号炉吐の中間には完形の鉢形土器（第99図３）が出土した。

３号炉杜も炉内の中央部に埋設土器（第99図９）を正位に据える石囲い炉と考えられる。形状は、明

確でないが方形に縁石を施すものと推察される。縁石は東辺と西辺の一部に残存し、北辺部には周溝状

に縁石を配す掘り方が残る。規模は、一辺が70cm前後を測る方形となろう。

当住居社に伴うと考えられる埋甕は、南東から南方向で３基を検出した。

１号埋甕(第99図１）は、２号炉吐の南東3.6ｍに位置する。３０cm前後の円形で13cmほどの掘り込みを測

り、やや北方向に傾くが正位に据えている。

２号埋甕(第99図４）は、２号炉;tll=の南方2.8ｍに位置する。３０cm前後の円形で15cm前後の掘り込みを

測り、ほぼ正位に据えている。

３号埋甕（第100図13）は、P14の東に位置し、柱穴によって一部を切られている。掘り込みは南北に長

い楕円形を呈し、南北長50cm、東西長35cm、深さ10cm前後を測る。埋甕は北方寄りに北の傾で据えてい

る。

柱穴は、Ｐ６～P22に可能性が考えられる。周溝は検出できなかった。

４７住居杜は４号炉;回上を伴うと考えられるが、形状、規模は不明である。４号炉杜は、２号炉;ｶﾋの北東

に隣接して検出された土器埋設炉で２個体の土器が検出された。４６号住居杜の空間に位置するが住居杜

との関係は不明確である。掘り込みは、南北に長い楕円形で長軸長70cm、短軸長53cm、深さ15cmを測る。

４８号住居社は、５号炉祉を伴うと考えられる。形状は、明確ではないがＰ23～P3Cを取り巻く６ｍほど

の径を測る円形が考えられる。

５号炉杜は、埋設土器(第102図２）を伴う方形の石囲い炉である。東辺と西辺の一部が縁石を欠くが、

東西辺を１石、南北辺２石で構成する。規模は、東西長60cm、南北長65cm、深さ20cmほどを測る。埋設
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第２節縄文時代の遺構と遺物
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第Ⅲ章調査の記録

土器は中央やや北寄りに正位に据えている。

45～47号住居趾出土遺物（第99～101図１～36）

１は46号住居杜に伴うと考えられる１号埋甕。隆帯による渦巻文と楕円区画文を入り組み状に配す口

縁部文様帯で胴部は沈線区画による磨消し懸垂帯を垂下させる。口径は31cmを測る。

２は２号炉祉の埋設土器。緩やかに内湾する胴部より外反して開くロ縁部に移行する小型の深鉢形土

器で底部を欠く。口径13.5cm、残存器高18cmを測る。体部文様は口唇部下より沈線により懸垂文を垂下

させる。懸垂文間は磨消し帯と縦位の条線文を充填する区画を交互に配す。

３は２号炉祉と３号炉il上の中間に出土。口径16cm､器高12.4cm､底径4.7cmを測る小型の鉢形土器でほ

ぼ完形である。口唇部下に横走沈線文を巡らし無文部を区画する。下方は縄文を充填する。４は46号

住居社に伴うと考えられる２号埋甕。口縁部文様帯を隆帯により渦巻文と区画文をセットで連結させて

配す。渦巻文とセット関係に無い区画内は円形刺突文を施し、セット関係にある区画内は沈線を矢羽状

に充填する。胴部文様帯は沈線区画による磨消し懸垂帯を垂下させ、懸垂帯間も沈線で矢羽状に意匠文

を充填している。口径25.8cmを測る。５は口唇部に無文帯を設け、下方に隆帯によるアーチ状区画文を

垂下させ区画内を縄文帯と磨消し帯を交互に配す。６は口縁部文様帯に渦巻文と楕円区画文を入り組み

状に配し、下方に沈線区画による磨消し懸垂帯を垂下させる。７は沈線による区画文を配す口縁部片。

８は口唇部下に隆帯を付し、その隆帯上に刺突文と沈線を施している。

９は３号炉杜の埋設土器。山形突起を付す小型の深鉢形土器で突起下にＣ字文を施す。ロ縁部文様帯

は渦巻文と楕円区画文で構成され、胴部は沈線区画による縄文懸垂帯とＵ字状区画文とアーチ状区画文

を相対させる懸垂帯を交互に配し、区画文内も縄文で充填する。口径は15.6cmを測る。

１０は47号住居杜の埋設炉に伴う２号炉体土器。括れ部に巡る沈線で文様帯を区画し、渦巻文などの意

匠文を施す。

１１は隆帯による口縁部文様帯の楕円区画文内に刺突文を充填する。下方は沈線による懸垂文を垂下さ

せている｡12は隆帯による区画文を配す口縁部片｡13は沈線区画による縄文懸垂帯とＵ字状区画文とアー

チ状区画文が相対する懸垂帯を交互に配し、区画文内も縄文で充填する。１４，１５は渦巻文と楕円区画文

を配す口縁部片で、１５は入り組み状に配している。１６，１７は口縁部文様帯の区画文内を縄文で充填する。

18は隆帯による渦巻文が施すであろう。１９，２０は渦巻文などを配している。２１～26,27～32は沈線区画

による磨消し懸垂帯を垂下させ、２６は磨消し懸垂帯にＵ字状区画文と蕨手状懸垂文を施す。３３は縦位の

条線文を地文とし、沈線による区画文が巡る。３４は沈線により波状文を意匠する。３５は列点文を施す隆

帯が横位に巡り、下方に縦位の条線文を充填する。３６は沈線により意匠文を施している。

３７は47号住居社の埋設炉に伴う１号炉体土器。沈線区画による磨消し懸垂帯と縄文帯を交互に垂下さ

せる。

48号住居吐出土遺物（第102図１～７）

１は口縁部文様帯を隆帯により簡略された渦巻文と楕円区画文を入り組み状に配し、区画内を縄文で

充填する。胴部文様帯は沈線区画による幅広の磨消し懸垂帯を垂下させる。復元口径は42.2cmを測る。

２は５号炉吐の埋設土器。４単位の緩やかな波状を呈するキャリパー形土器で頚部無文帯を有する。

ロ縁部文様帯は両端を蕨手状に丸める吊手状文と楕円区画文を配し、区画文内を縄文で充填する。胴部

ZOO 
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文様帯は括れ部に円形刺突文を巡らして区画する。下方は沈線による蕨手状文とアーチ状区画文を交互

に垂下させる。口径は16.1cmを測る。

３は口縁部文様帯に渦巻文と楕円区画文を配し、区画内を縄文で充填する。胴部文様帯は沈線区画に

よる磨消し懸垂帯と懸垂文を垂下させる。口径27cmを測る。

４は縄文帯を挾んで沈線による懸垂文を垂下させる。５は隆帯による渦巻文と楕円区画文を口縁部文

様帯に配し、胴部には沈線区画による磨消し懸垂帯を垂下させる。６は隆帯による区画文下を縦位の条

線文で充填する。７は区画文内を縦位の沈線で充填している。
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第102図４８号住居;tlBLH＋遺物

49号住居趾（第103図）

Ｍ８、Ｎ８Ｇｒｉｄにまたがって検出され、北東部から北部に土坑群、南西に48号住居社、南方には近世

の掘市柱建物跡が位置する。

形状、規模は不明確であるが、６;4ｍ前後の径を測る円形が考えられる。床面には、中央部から北方部

に落ち込み状遺構が検出された。形状は、北東部に歪みを呈する方形で、東西長2.5ｍ、南北長3.2ｍ、

深さ20cm前後を測る。

炉祉と考えられる石組みは、落ち込み状遺構に位置する。形状は明確でないが、方形に縁石を配す石

囲い炉と思われ、炉床に敷石を施している。

柱穴は、Ｐ,～Ｐ,に可能性が考えられる。周溝は検出できなかった。

ZＯ４ 
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第Ⅲ章調査の記録

49号住居吐出土遺物（第104～107図１～30）

１は南西部の埋甕の西で出土。口縁部文様帯を隆帯による渦巻文と楕円区画文を連結して配し、区画

内を縄文で充填する。胴部文様帯は沈線区画による磨消し懸垂帯と縄文帯を垂下させ、部分的に縄文帯

を区分する沈線区画による横位の磨消し帯を施す。口径は33cmを測る。

２は口縁部文様帯に沈線による楕円区画文を横並びに配し、部分的に区画文間に円形刺突文を施して

いる。下方には２本１組の懸垂文や先端部を丸めて繋ぐアーチ状懸垂文を垂下させる。口径は38.5cmを

測る。３は口唇部下に２段の列点文を巡らし、下方に沈線による意匠文を施す。４は山形突起を付す小

型土器で、口縁部文様帯は沈線により波状文を施す。胴部文様帯の区画は列点文を挾む平行沈線文が巡

る。

５は口径50cmを測る大型の深鉢土器で、口縁部文様帯は渦巻文と楕円区画文を入り組み状に配してい

る。胴部文様帯は沈線区画による相対するＵ字状文とアーチ状文を基調とし、空間部に両端を蕨手状に

丸める吊手状文や円文等で埋める。区画内は縄文で充填する。

６は口縁部文様帯に渦巻文と楕円区画文を配し､胴部には沈線区画による磨消し懸垂帯を垂下させる。

７は埋甕土器。４単位の緩やかな波状を呈する深鉢形土器で、口縁部文様帯は渦巻文と楕円区画文を

連結して配し、区画内を縄文で充填する。波頂下には小さい渦巻文が補填されている。胴部文様帯は隆

帯による懸垂文と波状懸垂文が垂下される。８は隆帯による区画文内を短沈線で充填する。９は隆帯に

よる楕円区画文内を縦位の沈線で充填する。１０は波状を呈すると考えられる口縁部片で沈線により口縁

部文様帯に意匠文を施す。

１１は山形突起を付すキャリパー形の深鉢土器。口縁部文様帯には渦巻文と区画文を配し、胴部文様帯

には沈線区画による磨消し懸垂帯と縄文帯を交互に垂下させる。縄文懸垂帯には波状懸垂文が垂下して

いる。１２，１３は山形突起を付す口縁部片で沈線による渦巻文等が施されている。１４は口縁部文様帯の楕

円区画文内を縄文で充填する。

１５は壷形土器の胴部片と考えられ、上位には隆帯により簡略された渦巻文と楕円区画文が配され、区

画内を縄文で充填する。

１６は緩やかな山形突起を付す。口縁部文様帯は渦巻文と楕円区画文で構成され、胴部文様帯は沈線区

画による磨消し懸垂帯と縄文帯を交互に垂下させる。１７は山形突起を付す口縁部片で突起の頂上より渦

巻文が施されている。口縁部文様帯は渦巻文と楕円区画文で構成され、胴部文様帯は沈線区画による磨

消し懸垂帯と縄文帯を交互に垂下させる。１８は隆帯による懸垂文を垂下きせ懸垂文間を斜位の短沈線で

充填する。１９は頚部無文帯を有し、ロ縁部文様帯は隆帯による渦巻文と楕円区画文を配す。

20,21は壷形土器の胴部片で、２０は沈線による区画文が施され､２１も沈線による渦巻文が施されている。

22は粗い縦位の条線文を地文とし、隆帯による懸垂文を垂下させる。２３は沈線による波状文とアーチ状

区画文が施され、区画内を縄文で充填している。区画間の磨消し部には蕨手状文を垂下する。２４は頚部
無文帯を有し、ロ縁部文様帯に区画文等の意匠文を配す。２５は沈線区画による磨消し懸垂帯と縄文帯を

交互に垂下させる。２６は条線文により波状文を施す。２７，２８は同一個体と考えられ、沈線による懸垂文、

波状文等が施されている。２９は縄文が施してある。

３０は胴部下半より直線的に開き胴部上半で内湾し「<」の字状に屈曲する頚部より口縁部は大きく開

く浅鉢形土器。体部は無文で口径34.2cmを測る。
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第107図４９号住居社出土遺物(4)

50号住居趾（第108図）

１６，７Ｇｒｉｄにまたがって検出され､住居社の南部を

２Ｍが走行する｡標高139.90ｍ前後を測る台地中央部で、

東には２号住居社、南に51号住居社が位置する。

形状は隅丸方形を呈し､東西長3.9ｍ､南北長４ｍ前後、

深さ住居中央で20cmを測る。床面は中央が浅い皿状の窪

みを呈している。

炉祉は中央の皿状の窪みに検出された焼土分布に可能

'性が考えられ、地床炉と思われる。柱穴、周溝は検出さ

れなかった。

出土遺物は僅かな土器小片と埋め土中に散在して検出

された多孔石と凹石である。

！ 
Ａ A’ 

140.1（ Ａ 

0 

，－－２Ｐ５０号住居血上出土遺物（第109図１～９）

第108図５０号住居社１は緩やかな波状を呈する口縁部片で口縁部文様帯に

渦巻文と楕円区画文を配す。２は楕円区画文が配されている。３は壺形土器の胴部上半から頚部に至る

破片で隆帯による渦巻文を施す。４は条線文による波状文を充填する胴部片。５は縦位に条線文を充填

する。６，７，８，９は、沈線区画による磨消し懸垂帯を垂下させ、８は縄文帯に波状懸垂文を施す。

ZＺＯ 
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第109図５０号住居杜出土遺物

51号住居吐（第110図）

I7GridPointを住居内に包括し、Ｈ６，Ｈ７，１６，１７Gridのまたがる台地の中央平坦部に検出

された。住居社の東壁部は４Ｍにより切られている。北には50号住居:tl上､南には52号住居社が位置する。

形状は南北にやや長い楕円形を呈し、長軸長5.2ｍ、短軸長５ｍ前後、深さ20cmを測る。床面はほぼ平

坦である。

炉杜は中央やや西寄りに位置し、入れ子状の埋設土器を伴う石囲い炉である。北東の１石が炉内にず

れ込んでいるが形状は方形気味に多孔石と河原石により縁石配置を施していると考えられる。規模は東

西長65cm、南北長73cm、深さ15cm前後を測る。

埋設土器はほぼ中央に２個体の土器を入れ子状として正位に据えている。

柱穴状掘り込みはＰ１～Ｐ７が考えられる｡周溝は検出できなかった｡遺物は炉内に埋設された２個体の

土器を除き、埋め土中より小片が僅かに出土した。

51号住居趾出土遺物（第111図１，２）

１は最初に据えられた埋設土器で胴部下半を欠く。口縁部文様帯は渦巻文と楕円区画文を基調とし、

口唇部下に沈線による吊手状文を施している｡胴部文様帯は沈線による懸垂文と波状懸垂文を垂下させ、

２本１組の懸垂文間には円形刺突文を連続して施している。口径は18.7cmを測る。

２は１の内部に据えられた埋設土器で胴部下半を欠く。口縁部文様帯は渦巻文と楕円区画文を入り組

み状に配し、区画内を縄文で充填する。胴部文様帯は沈線区画による磨消し懸垂帯を垂下させる。口径

は16.1cmを測る。

ZＺＺ 
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52号住居吐（第112図）

Ｈ６，７Ｇｒｉｄにまたがり、調査区のほぼ中央部に検出された｡住居社の中央部を南北に４Ｍが走行し、

東方で２号方形周溝墓と重複する。

形状は、東西に長い楕円形を呈している。規模は、長軸長4.8ｍ、短軸長3.9ｍ、深さ20cm前後を測る。

床面は北から南に緩やかな傾斜を呈している。

炉祉は、中央やや北西寄りに位置する地床炉と考えられる。規模は70×65cmを測る隅丸方形を呈する

皿状の掘り込みで、底面に焼土面が確認された。

柱穴状の掘り込みは、Ｐ,～Ｐ４が検出されたが規則性はない。周溝も検出できなかった。

52号住居吐出±遺物（第113図１～８）

１は口唇部下に横走沈線文を巡らし、その下方を縦位の条線文で充填する。休部文様は沈線による懸

垂文と波状懸垂文を交互に垂下させる。２は直立気味に立つ胴部より緩やかに内湾する口縁部へ移行す

る深鉢形土器。粗い縦位の条線文を地文として充填する。括れ部には２段に円形の列点文を巡らし、下

方に隆帯による波状文を垂下させている。３は口縁部文様帯に渦巻文と楕円区画文を配す。４は沈線に

より口縁部文様帯に意匠文を施し、胴部には懸垂文を垂下させる。５は口縁部文様帯に楕円区画文を配

す。６は口唇部下に平行沈線文と２段の列点文を施し、下方に縦位の沈線を施している。７は口縁部文

様帯に楕円区画文を配す。８は沈線による懸垂文が垂下している。
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４ 

第113図５２号住居社出土遺物

53号住居辻（第112図）

５２号住居杜の南に検出され、H7Gridpointの周囲に位置する。漏１号境の周堀、１，２Ｍと重複す

る。規模・形状は不明であり、明確な柱穴、周溝も検出できなかった。

炉吐は、その大半を古墳の周堀によって破壊されているが、H7pointの西1.6ｍに分布する礫にその

可能性が考えられる。

53号住居吐出土遺物（第114図１～６）

１は幅の狭い隆帯区画による楕円区画文内を縄文で充填する。２は沈線による意匠文を施すロ縁部片。

３は口唇部下に横走沈線文を巡らし、下方に沈線による意匠文を施す。４は口唇部に隆帯による楕円文

を施す。５は条線文による波状文を地文とし、沈線で波状文を意匠する。６は沈線区画による磨消し懸

垂体を垂下させる。

塵
１
 

》溌辮
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第114図５３号住居杜出土遺物
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第２節縄文時代の遺構と遺物

54号住居趾（第115図）

１号住居杜の南西で漏１号境の東周堀との間に位

置する住居杜で、炉社のみが検出された。

形状は石囲いによる方形炉が考えられ、底面に敷

石を施している。規模は、長軸長0.9ｍ、短軸長0.7

ｍ、深さ20cmほどを測る。

A’ 

Ａ’ 

54号住居吐出土遺物（第116図１～５）

１は胴部上半から頚部に至る破片で頚部に巡る隆

帯から懸垂文と波状懸垂文を交互に垂下させる。２

は口唇部下に交互刺突文を施す平行沈線文を巡ら

し、下方に波状文を施す口縁部片。３は口縁部文様

帯の区画文内を縦位の沈線で充填する口縁部片。４

は縄文を充填する胴部片。５は沈線による懸垂文が

50ｃｍ 
￣ 

第115図５４号住居炉社

垂下する。

第116図５４号住居社出土遺物

55号住居趾（第117図）

Ｅ６Ｇｒｉｄに検出され､北西部は古墳時代前期の５号住居社によって切られている。形状は明確でない

が現状では隅丸方形が考えられ､規模は長軸長4.2ｍ、短軸長3.2ｍ、深さ１０~20cmを測る。床面はほぼ
平坦である。

炉祉は中央やや北西寄りに位置する。その形状は炉内の石を合わせて基本的には６石で縁石を構成す

る方形気味の石囲い炉と考えられる。縁石は河原石と多孔石を使用している。規模は長軸長60cm、短軸
長55cm、深さ20cm前後を測る。

柱穴はＰ,、Ｐ２に可能性が考えられ、Ｐ３は土坑状の掘り込みを呈している。周溝は検出できなかった。
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炉社

Ａ Ａ’ 

日

Ａ 138.90Ａｌ 
１日 1３９１Ｂ’ 

0 ０ 2ｍ 50cｍ 
1１ １１ 

第117図５５号住居杜

55号住居吐出土遺物（第118図１～９）

１は口縁部文様帯の区画文内に縄文を充填する。２は山形突起を付すと考えられる□縁部片で口唇部

下に２本の横走沈線文を巡らす。３は口唇部下に列点文を巡らし、下方に条線で波状文を垂下させてい

る。４，５，８は沈線区画による磨消し懸垂帯を垂下させる。６は条線文による波状文と縄文が施され

ている。７は縦位の粗い条線文を充填する胴部片。９は沈線による懸垂文が垂下する底部片。

１ 
４ 

鱗' 鍵
-戸。

ザ
４
１
１

１１ 
) 

８ 

第118図５５号住居祉鼎＋遺物

56号住居辻（第119図）
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第Ⅲ章調査の記録

因

ノ

Ｉ 

P 

第120図５６号住居社出土遺物(1)
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第２節縄文時代の遺構と遺物

第121図５６号住居社出土遺物(2)

漏１号境の墳丘下に検出され、５７号住居:LI上に接する。形状は南北長がやや長い楕円形を呈し、長軸長

5.4ｍ、東西長（5.2）ｍ、深さ20～30cmを測る。床面はほぼ平坦である。

炉杜は中央やや北西寄りに位置する方形の石囲い炉である。各辺１石で方形を構成する。規模は１辺

が50cm、深さ15cm前後を測る。炉吐の南方に大型の深鉢片（第121図19）が集中して出土している。

柱穴はＰ,～Ｐ６に可能'性が考えられるが規則性はない。周溝は検出できなかった。

56号住居社出土遺物（第120,121図１～19）

１は口縁部文様帯をなぞりの沈線により楕円区画文を入り組状に配す。胴部文様帯は沈線区画による

磨消し懸垂帯と縄文帯が交互に垂下する。２は口唇部下に円形刺突文を巡らし、下方に沈線による区画

文を配すであろう。３は山形突起を付す口縁部片で、沈線により区画文を配す。４は口縁部文様帯を隆

帯により区画文を配す。５は口縁部無文帯を横位沈線で区画し､下方を縦位の条線文を充填する。６～８

は、隆帯による楕円区画文を配す口縁部片。９は沈線による区画文を意匠し、区画内に

する懸垂文を垂下させる｡10は波状ロ縁を呈すると考えられるロ縁部片で､磨消しを伴う

チ状文を施す。１１は沈線区画による磨消懸垂帯と縄文帯を交互に垂下させる胴部片。１２

を施す胴部片。１３は沈線区画による磨消懸垂帯と縄文帯を交互に垂下させる胴部片で、

帯を沈線により２分している。１４は口縁部文様帯を隆帯により楕円区画文を配し、胴部

先端を蕨手状と

沈線区画でアー

は縦位に波状文

幅広の磨消懸垂

文様帯は沈線区

ZＺ９ 



第Ⅲ章調査の記録

画による幅広の磨消懸垂帯と縄文帯を垂下させる。１５は沈線区画による磨消懸垂帯と縄文帯を垂下させ

る胴部片。１６は隆帯と沈線により区画文等を意匠する。１７は横位に巡る隆帯の上下に沈線により鋸歯状

文と綾杉文を施す。１８は沈線区画による磨消懸垂帯と縄文帯を垂下させ、縄文帯に刺突文を連続して縦

位に施す。

１９は口縁部文様帯を隆帯により５単位の楕円区画文を配す。各楕円区画内には口唇部より垂下する渦

巻文を意匠する隆帯が１つ施している区画が４単位、２つ施している区画が１単位で構成している。楕

円区画間の隆帯の一部分に沈線によるＳ字文を施している。胴部文様帯は、沈線区画による磨消懸垂帯

を７単位、縄文帯を７単位で交互に垂下させる。磨消懸垂帯は、ｌ単位を除き、中央に先端部を蕨手状

とする沈線による懸垂文を垂下させている。口径48.8cm、器高66.2cm、底径9.2cmを測る。

57号住居趾（第122図）

漏１号墳の南西墳丘裾部に位置する

Ｆ５Ｇｒｉｄに検出され､南､西方部が周

堀によって切られていると考えられ

る。

形状、規模は明確でない。

炉杜は、方形の石囲い炉である。縁

石は多孔石と河原石を使用している。

規模は、西方部に乱れが見られるが一

辺が30cm前後を測る。

柱穴、土坑状の掘り込みはＰ,～Ｐ４

が検出されたが規則性はない。周溝も

検出できなかった。

Ｉ ''''１ 

A嚇辮
箒 〒

ミミ三
０２ｍ 
￣■■■ 

第122図５７号住居社

57号住居吐出土遺物（第123図１～13）

１は直線的に開く胴部より口縁部を直立気味に内湾させる浅鉢形土器。２は口唇部下に２段で連続刺

突文を巡らす。３は口縁部文様帯に渦巻文を配す。４は口唇部下にやや太めの平行沈線文を巡らしてい

る。５は山形突起を付す口縁部片で沈線による意匠文を施す。６は口唇部下を沈線により区画し、無文

帯とする。下方は縦位の条線文を充填する。７は口縁部文様帯の区画文内を縦位の沈線で充填する。８

は沈線によるアーチ状区画内を縄文で充填する。９は壷形土器の胴部片と考えられ、胴部上半に円文と

楕円文を配し、その下方に蕨手状文を挾む沈線区画による磨消し懸垂帯を垂下させる。１０は沈線による

波状文の谷部と相対するアーチ状区画文に縄文を充填し、区画内に蕨手状文を施す。区画文間には蕨手

Z２０ 



第２節縄文時代の遺構と遺物

状懸垂文を垂下させる。１１，１２は沈線区画による磨消し懸垂帯と縄文帯を交互に垂下させる胴部片。１３

Iま隆帯による懸垂文を垂下させる。
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第123図５７号住居社出土遺物

58号住居虻（第124図）

「綜覧｣大胡町６号墳の墳丘下で検出され、５９号住居;tl上と重複する。形状は南北方向に長軸を取る楕円

形を呈し、規模は長軸長4.9ｍ、短軸長4.5ｍ、西壁で深さ30cmを測る。床面は平坦で硬く締まっている。

炉祉はほぼ中央に位置し、楕円形を呈する石囲い集石炉と思われる。長軸長1.15ｍ、短軸長81cm、深

さ25cmを測る皿状の掘り込みの底部に河原石を50cm径の範囲に敷き詰め、北～東方向の立ち上がり周縁

部に縁石を配している。立ち上がり部には焼土面が認められる。

柱穴はＰ,～Ｐ５が主柱穴と考えられる。周溝は検出できなかった。
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58号住居吐出土遺物（第125図１～７）

１は口縁部文様帯を隆帯により渦巻文と楕円区画文を交互に配し、区画内を縄文で充填する。胴部文

様は３本の横走沈線文で区画され、下方を懸垂文と波状懸垂文を交互に垂下させる。口径は29.2cmを測

る。

２は底部より緩やかに外反して立ち上がりロ縁部が開く「ラッパ｣状の器形を呈す小型土器。口径12.

8cm、器高15cm、底径6.7cmを測る。

３は沈線により蕨手状文を挾んで曲線文区画などを意匠する胴部片。４は胴部文様帯を隆帯による懸

垂文と波状懸垂文を垂下させ、懸垂文間に沈線で意匠文を施す。底部には木葉痕が施されている。５は

沈線による懸垂文と波状懸垂文が垂下している。６，７は口縁部文様帯を隆帯により６には渦巻文と楕

円区画文を配し、区画内を縄文で充填する。７は区画内に短沈線を矢羽状に充填している。

59号住居祉（第124図）

５８号住居牡と同様に６号境の墳丘下で検出され、５８号住居杜より前の所産と考えられる。形状、規模

は不明瞭であるが､残存する南北壁より5.4ｍ前後を測る楕円形か円形の平面形が推測される。床面はほ

ぼ平坦である。

炉祉はほぼ中央付近に位置すると考えられ、埋設土器を伴う方形の石囲い炉である。石囲いは東西の

辺（東辺には多孔石が転用されている）が３石、北辺を２石で縁石を構成し、南方を開口する「．」の

字状配置をとる。規模は東西辺65～70cm、北辺55cmを測る。埋設土器(第126図３）は北辺の前面に斜位

に据えられている。

柱穴、周溝は検出されなかった。土坑状の掘り込みが２カ所に見られる。

59号住居吐出土遺物（第126図１～13）

１は口縁部文様帯を口唇部下と胴部上半に巡る横走沈線文で区画し、口唇部下の沈線文間には短沈線

で鋸歯状文を意匠する。区画内は口唇部下の横走沈線文より３本１組の沈線で連弧文を配し、弧文と胴

部に巡る沈線文を「八」の字状に沈線で繋ぐ。「八」の字の内部には縦位の短沈線を挾んで上下に渦巻文

を施す。

２は直立気味の胴部より直線的にやや開く口縁部へ移行し、口唇部には４単位で尖り気味の山形突起

を付す。口縁部文様帯は口唇部下に巡る隆帯と胴部に巡る２本の沈線文により区画され、口縁部と胴部

文様帯は沈線による懸垂文と波状懸垂文を垂下させるが、口縁部に施された懸垂文は一方を蕨手状文を

意匠する。器面には僅かであるが縄文が施されている。

３は埋設土器。平口縁を呈し、頚部は「<」の字状に括れ、胴部下半を欠く。口唇部下と頚部に２本

の沈線を巡らし、口縁部文様帯は波状文で構成する。胴部文様帯は懸垂文と波状懸垂文を交互に垂下さ

せる。地文は斜位と縦位の撚糸文を充填する。口径は16.5cmを測る。

４は隆帯により渦巻文と楕円区画文を配し、区画内を縦位の沈線で充填する。５は沈線による胴部区

画文と懸垂文が施されている。６は隆帯区画による区画文内を縦位の短沈線で充填し、胴部は沈線によ

り懸垂文と矢羽状文を施す。７は隆帯による区画文内を縄文で充填する。８は沈線による波状文を意匠

する。９は口唇部下に隆帯を巡らし、その下方に沈線で波状文を垂下させる。１０は胴部文様帯を隆帯で

区画し、その下方に懸垂文と波状懸垂文を垂下させる。１１，１２，１３は沈線による懸垂文を垂下させてい
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る。

60号住居祉（第127図）

N10Gridの中央やや南に位置し､炉社のみが検出された｡住居社の形状、

規模は不明である。

炉吐は、埋設土器を伴う石囲い炉と考えられる。石囲いに伴う縁石は、

南辺に残存する２石が除き抜き取られている。

埋設土器(第128図５）は、口縁部と底部を欠く胴部を正位に炉内中央や

や西寄りに据えていると思われる。

A’ 

140.80Ａ１ Ａ 

冤止:’;ｼ嬢H1ｚ‘,ﾃ寵灘灘蝋…｡讓……
０５０ｃｍ伴う沈線区画によるアーチ状文を施す。３は隆帯による区画文を配す口縁

部片。４も隆帯により楕円区画文等を配す口縁部片。

第127図６０号住居炉祉５は炉内埋設土器。胴部文様帯を縦位に垂下する隆帯により区画する。

６は沈線区画による磨消懸垂帯と縄文帯を垂下させる胴部片。７は縄文を

施文する口縁部片。８は沈線による意匠文を施す。
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第128図６０号住居社出土遺物

61号住居辻（第129図）

N10Gridの東方に位置し、炉社のみが検出された。住居社の形状、規模などを推測できる周溝｡柱穴

も検出されなかった。

炉吐は、埋設土器を伴う石囲い炉と考えられる。石囲いに伴う縁石はその大半が抜き取られて、周溝

状の掘り方が残存する。掘り方の形状から縁石は、六角形を呈する様に施されていたと考えられる。規

模は最大長1.05ｍで、北部の掘り込みは10cmほどを測る。
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第２節縄文時代の遺構と遺物

埋設土器(第130図）は、中央やや北寄りに正位に

据えられている。

61号住居趾出土遺物（第130図）

当住居杜に伴う遺物は、炉内の埋設土器のみであ

る。口唇部と胴部下半を欠き、口縁部文様帯は渦巻

文と楕円区画文を配し､区画文内を縄文で充填する。

胴部文様帯は沈線区画による磨消し懸垂帯と縄文帯

を交互に垂下させている。

Ａ 

Ａ 141.00八

蝋１ １ 

〃'Z;笏;溺琢溌溺
050ｃｍ 
￣￣ 

第129図６１号住居炉社

第130図６１号住居杜出土遺物

〔ご〃）
62号住居趾（第131図）

N11Gridの南西部に炉社のみを検出した。住居社の形状、規模は不明である。炉杜は、埋設土器を伴

う方形の石囲い炉である。規模は、一辺が70cm、深さ10cm前後を測る。縁石は各辺１石で構成する。北

辺の縁石は熱により２つに割れている。胴部下半を欠く埋設土器(第132図３）は、炉内中央に正位に据

えられている。

62号住居趾出土遺物（第132,133図１～17）

１は口縁部文様帯を隆帯により渦巻文と楕円区画文を配し、楕円区画文内を刺突文で充填する。胴部

文様帯は、沈線区画による磨消懸垂帯と縄文帯を交互に垂下させる。復元口径は、４４cmを測る。

２は口唇部下に縦位の刺突文を施す口縁片。

Z２７ 
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｜總鱗議蠕磯
八条線文で充填する。胴部文様帯は、沈線区画による磨消懸

垂帯と条線文帯を交互に垂下させる。

４は山形突起を付す口縁部片で、ロ縁部文様帯を隆帯に

より区画する。５は口唇部直下に１条の沈線を巡らし口縁

部文様帯を隆帯により渦巻文等を施す。

A’６は沈線区画による口縁部文様帯の波状文と胴部文様帯

のアーチ状文が配す。胴部文様帯のアーチ状文内は縄文で

充填し、沈線による先端部を蕨手状とする波状文を垂下さ

せる。アーチ状文間の磨消懸垂帯にも沈線による懸垂文等

を施している。７〈１０は口縁部文様帯に楕円区画文等を配

す口縁部片。８は山形突起を付す口縁部片で沈線による渦

.::cⅢ巻文等を施している。９は口縁部文様帯を渦巻文と楕円区

により渦巻文と楕円区画文を配し、横位沈線により胴部文

Ａ 

Ａ 1４１．０ 

111 

１１ 

１
１
 

第131図６２号住居炉社

と縄文帯を垂下させる。１２は隆帯による意匠文を施す胴部片。１３は縦位に条線文を充填する胴部片。

14～16は、沈線区画による磨消懸垂帯と縄文帯を垂下させる胴部片。１７はロ縁部文様帯と胴部文様帯の

区画を円形刺突文を連続して施す。

63号住居趾（第134図）

K12Gridに検出され､北方には３号方形周溝墓､住居杜の南部は漏６号境の周堀によって切られてい

る。住居杜としては最も東に位置している。

形状は、長軸6.3ｍほどを測る楕円形が考えられる。床面は、やや南下がりの傾斜を呈している。炉吐

は、検出できなかった。柱穴は、北西部に集中してランダムに検出された。その形状、規模、深さも一

定でなく規則性も認められない。周溝も検出できなかった。

遺物の検出も皆無であった。

１
１
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第２節縄文時代の遺構と遺物

第２項縄文土坑

１号土坑漏２号墳の北側の墳丘立ち上がり部に検出された。形状は、円形を呈する。規模は、1.45ｍ

前後の径で深さ50cmを測る。

３号土坑１０号住居社の北東で６号境の周堀に接して検出された｡形状は､南北に長い楕円形を呈する。

規模は、長軸長1.22ｍ、短軸長１ｍ、深さ50cm前後を測る。底面はやや南傾斜を呈し、壁は垂直気味

に立ち上がる。

８号土坑Ｉ３Ｇｒｉｄの西方で23号住居杜の南西に検出された。形状は東西に長い楕円形を呈する。規模

は､長軸長1.72ｍ、短軸長1.4ｍ、深さ58cmを測る。底面は平坦を呈し､壁は垂直気味に立ち上がるが、

西壁は開く。

９号土坑８号土坑の東に隣接して検出された。形状は、東西に長い楕円形を呈する。規模は、長軸長

1.40ｍ、短軸長1.15ｍ、深さは残存良好の南壁で85cmを測る。底面は平坦で、壁は直立気味に立ち上

がる。

10号土坑Ｊ３，４Ｇｒｉｄにまたがって検出され、東に26号、西に22号住居杜が位置する。形状は、楕円

形を呈する。規模は、南方部が攪乱により破壊されているが長軸長1.16ｍ、短軸長80cm、深さ15cmを

測る。底面はほぼ平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。遺物は、北西部と南東部に集中して出土。

11号土坑Ｉ４Ｇｒｉｄの西方に検出された。形状は、円形気味を呈する。規模は、東西長1.24ｍ、南北長

1.08ｍ、深さ43cmを測る。底面は平坦で、壁は垂直気味に立ち上がる。

12号土坑Ｉ４Ｇｒｉｄの中央やや南に検出され、１３号土坑と重複する。形状は、円形気味を呈する。規模

は、東西長1.13ｍ、南北長1.10ｍ、深さ65cmを測る。底面は平坦で、壁は直線的に開く。

13号土坑１２号土坑の北で重複する。形状は、長軸を東西とする楕円形を呈し、中央部に南北に長い

楕円形の掘り込みを有する。規模は、長軸長1.33ｍ、短軸長1.20ｍ、深さ40cmを測る。

18号土坑２１号住居社と－部が重複する。形状は、円形を呈すると考えられる。規模は、1.5ｍ前後の径

で深さ53cmを測る。底面は平坦で、壁は上面に連れて開く。

19号土坑Ｈ３Ｇｒｉｄに位置し、１９号住居杜の北東に検出され18号土坑と隣接する。形状は、円形を呈す

る。規模は、2.10ｍの径で深さ30cmを測る。底面は平坦で、壁は垂直気味に立ち上がる。

20号土坑調査区北東の土坑群の西に位置する。Ｎ８Ｇｒｉｄに検出され、２１号土坑と重複する。形状は、

円形を呈する。規模は、直径70～78cm、深さ30cm前後を測る。底面は緩やかな起伏を呈し、壁は垂直

気味に立ち上がる。遺物は、中央やや北寄りに底面より20cm前後浮いて出土。

21号土坑２０号土坑の東に接して検出された。形状は、長軸長1.3ｍ、短軸長1.16ｍの楕円形を呈し、深

さ20cmを測る。底面はほぼ平坦で、壁は垂直気味に立ち上がる。中央部に２つの河原石が見られ、細

長い石は、長さ55cm、幅20cmほどを測る。

22号土坑調査区北東の土坑群の西に検出され、東に23号土坑、南に20,21号土坑が位置する。形状は、

南東部分にやや広がりを呈する楕円形である。規模は、長軸長105ｍ、短軸長0.9ｍ、深さは最深部で

１３cmを測る。底面は南方より最深部の北方に向けて緩やかな傾斜を呈しいる。壁は開き気味とする。

23号土坑２２号土坑と25号土坑の間に検出された。形状は、北～北西部に歪みを呈する楕円形。底面の

西に攪乱による掘り込みがある。規模は、長軸長1.15ｍ、短軸長92cm、深さ23cmほどを測る。底面は、

攪乱を除き東方に僅かな起伏があるがほぼ平坦である。

24号土坑Ｎ８Ｇｒｉｄの南西に検出され、北に25号土坑が接する。形状は、不定形で南方に深い楕円形の
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第２節縄文時代の遺構と遺物

掘り込みを有する。この掘り込みの規模は、長軸長55cm、

25号土坑２４号土坑と接して23号土坑の東に検出された。形

に挟れ部が見られる。規模は、長軸長1.84ｍ、短軸長１ｍ

の掘り込みを有しテラス状の平坦部より緩やかに立ち上が

短軸長40cm、深さ60cmを測る。

状は、南北に長い楕円形を呈するが南西部

、深さ43cmを測る。中央の西寄りに楕円形

る。

26号土坑Ｎ９Ｇｒｉｄの北西部に検出された。形状は、部分的に歪みを呈する楕円形で内部に隅丸方形を

呈する掘り込みを有する。規模は、長軸長1.55ｍ、短軸長1.30ｍ、深さ50cmを測る。底面はほぼ平坦

で内部の掘り込みが20cmほど垂直気味に立ち上がる。上部は緩やかな傾斜面を呈している。南方部に

は亀裂が認められる。

27号土坑Ｎ９Ｇｒｉｄの北東部に検出され、４４号土坑と重複する。形状は、円形を呈する。規模は、直径

６３cm、深さ55cmほどを測る。底面はほぼ平坦で、壁は垂直気味に立ち上がる。

28号土坑Ｎ９，１０Gridにまたがって検出され､北方に49号土坑､南方に47号土坑が位置する。形状は、

東西に長楕円形を呈し、東西長1.25ｍ、南北長1.05ｍ、深さ42cmを測り、西部に１段低い円形の掘り

込みを有する。上部の底面は、ほぼ平坦で多孔石を含む４つの河原石が底面より僅かに浮いて出土。

壁は垂直気味に立ち上がる。

29号土坑Ｏ９Ｇｒｉｄに検出され､南に30号土坑が位置する。形状は、円形を呈する。規模は､直径60cm、

深さ30cmを測る。

30号土坑Ｎ９Ｇｒｉｄの北方部に検出され、３１号土坑に接する。形状は、楕円形を呈する。規模は、長軸

長60cm、短軸長50cm、深さ10cmほどを測る。底面はやや南傾斜を呈し、壁は緩やかに開く。北～西方

の立ち上がり部に多孔石が出土。

31号土坑３０号土坑の南に検出された。形状は、円形を呈し北方部に突出する浅い掘り込みを設ける。

規模は、４５cmの径で深さ43cmを測る。底面は中央部より緩やかに立ち上がり、壁は垂直気味としてい

る。

33号土坑Ｎ８Ｇｒｉｄの南方部に検出され、北東に34号土坑、西に24,25号土坑が隣接する。形状は、楕

円形を呈する。規模は、長軸長50cm、短軸長44cm、深さ70cmほどを測る。

34号土坑調査区北東の土坑群に位置し、Ｎ８Ｇｒｉｄに検出された。形状は、楕円形を呈する。規模は、

明確ではないが長軸長１ｍ、短軸長0.75ｍ、深さ55cmほどを測る。

35号土坑３４号土坑の北方に検出された。形状は、隅丸方形を呈する。掘り込みは、北方部にテラス状

の平坦部を有する柱穴状である。規模は、長軸長60cm、短軸長52cm、最深部で58cmを測る。

36号土坑Ｎ８Ｇｒｉｄの東に検出された。掘り込みは、２つの土坑が重複する可能性が考えられる。北方

の深い掘り込みを有する土坑の形状は、南北を長軸とする楕円形を呈する。規模は、長軸長75cm、短

軸長60cm前後、深さ66cmを測る。やや南傾斜の底面より壁は垂直気味に立ち上がり、上部で開き気味

とする。南方の浅い掘り込みは、楕円形を呈し長軸長98cm、短軸長88cm、深さ42cmを測る。ほぼ平坦

の底面より南壁が挾れを呈している。

39号土坑Ｎ８，９Ｇｒｉｄにまたがって検出され、北で38号土坑と重複する。形状は、南北に長い楕円形

を呈する。規模は、長軸長1.5ｍ、短軸長1.2ｍ、深さ32cmを測る。底面は、平坦で亀裂が蛇行しなが

ら走行する。壁は、直線的に開く。

38号土坑３７号土坑の北で重複する。形状は､南北に長い楕円形を呈し北方部に２段のテラスを有する。

規模は、長軸長1.05ｍ、短軸長70cm前後、深さ65cmを測る。
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39号土坑Ｎ９Ｇｒｉｄの西方に位置し、４０号土坑と重複する。形状は、東西に長い楕円形を呈し東寄りの

底面に－段低い掘り込みと柱穴状掘り込みを有する。規模は、長軸長4.3ｍ、短軸長2.2ｍ、最深部５０

ｃｍを測る。

40号土坑３９号土坑の北方で重複して検出された。形状は、南北に長い楕円形を呈している。北方部に

半月状のテラス、底面の中央に浅い掘り込みを有する。規模は、長軸長1.15ｍ、短軸長83cm、深さは

最深部で65cmを測る。底面は北方部に向けて緩やかに傾斜し､南壁の立ち上がりは直線的にやや開く。

41号土坑Ｎ９Ｇｒｉｄの中央やや東に検出され、東に42号土坑、南に66,67号土坑が位置する。形状は、

北方に突出部が見られる円形を呈する。規模は、南北長1.6ｍ、東西長1.42ｍ、最深部で70cmを測る。

南西部に楕円形の深い掘り込みを呈し、東～北方部に起伏のあるテラスを有する。

44号土坑２７号土坑と重複して検出された。形状は、隅丸方形を呈している。規模は、一辺が95cm前後

で深さ45cmを測る。底面は緩やかな起伏を呈し、壁はほぼ垂直の立ち上がりとする。

45号土坑Ｎ８Ｇｒｉｄの北東部に検出され、西方に46号土坑が位置する。形状は、東西にやや長い楕円形

気味である。規模は、東西1.83ｍ、南北1.65ｍ、深さ25cm前後を測る。底面は北方～南方に向けて緩
やかな傾斜を呈している。柱穴状掘り込みが２カ所に見られ、中央部を亀裂が走る。壁は垂直気味と
する。

46号土坑Ｎ８Ｇｒｉｄに検出され、東に45号土坑が位置する。形状は、楕円形を呈する。規模は、長軸長

９８cm、短軸長87cm、深さ75cm前後を測る。底面はほぼ平坦で、壁は垂直気味に立ち上がり、上部で開

く。遺物は、南壁沿いの埋土中より出土。

４８号土坑Ｎ９Ｇｒｉｄの北方に検出され、東に30号土坑、西に49号土坑が位置する。形状は、円形気味を
呈する。規模は、６５cm前後の径で深さ35cmを測る。底面はほぼ平坦で、壁は直線的にやや開く。遺物
は、上面で多孔石が出土。

４９号土坑Ｎ９Ｇｒｉｄの北西に検出され、東に48号土坑、南に28号土坑が位置する。形状は、楕円形を呈

する。規模は、長軸長90cm、短軸長75cm、深さ60cm前後を測る。底面はやや北傾斜を呈し、壁は40ｃｍ

ほど垂直気味に立ち上がり上部で開く。

５２号土坑Ｎ９Ｇｒｉｄの北東部に検出され、南～西方に５３，５０，５１号土坑が位置する。形状は、楕円形を
呈する。長軸長66cm、短軸長62cm、深さ36cmを測る。平坦な底面より北西部の壁が開き気味に立ち上
がる。

５５号土坑Ｌ６Ｇｒｉｄの北東に検出され、南西に56号土坑が位置する。形状は、円形を呈する。規模は、
１～1.05ｍの径で深さ20cmほどを測る。やや南下がりの底面より壁は垂直気味に立ち上がる。遺物は、

ほぼ中央に底面より６cmほど浮いて横位に出土。

５６号土坑Ｌ６Ｇｒｉｄの北東に検出され、４３号住居社の北東に位置する。明確な形状は、不明であるが楕
円形が考えられ、内部に隅丸方形気味の掘り込みを有する。規模は、南北長1.15ｍ、東西は不明、深
さ65cmほどを測る。内部の掘り込みは、長軸80cm、短軸70cmである。底面は中央部が僅かに凹む皿状

を呈し、壁は25cmほど垂直に立ち上がり内部の掘り込みを形成する。

５７号土坑Ｌ６Ｇｒｉｄの北東に検出され、南方に58号土坑、北方に55号土坑が位置する。形状は、東方が
やや突出する楕円形を呈する。規模は、長軸長1.35ｍ、短軸長1.2ｍ、深さ25cmを測る。底面はほぼ平
坦であるが北東部に不定形の浅い掘り込みがある。壁は、緩やかに開き気味とする。

５８号土坑Ｌ６Ｇｒｉｄの東方に検出され、南西に59～61号土坑、北西に57号土坑が位置する。形状は、円
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形を呈する。底面はやや起伏があり、壁は北西部を除き垂直気味に立ち上がる。

59号土坑４３号住居杜、６０号土坑と重複して検出された。形状は、楕円形を呈する。規模は、長軸長９５

ｃｍ、短軸長88cm、深さ43cmを測る。底面は平坦で、壁は垂直気味とする。

60号土坑５９号土坑と重複して検出された。形状は、歪んだ楕円形を呈する。規模は、長軸長1.15ｍ、

短軸長95cm、深さ38cmを測る。底面は中央部より緩やかに立ち上がり、壁はやや開き気味とする。

61号土坑Ｌ６Ｇｒｉｄに検出され、６０号土坑の南東に隣接する。形状は、楕円形を呈する。規模は、長軸

長1.25ｍ、短軸長1.1ｍ、深さは残存の良い南壁付近で75cmを測る。底面はほぼ平坦で、壁は垂直に近

い立ち上がりを呈する。

62号土坑４３号住居杜の北方に位置する。完掘は出きなかったが、形状は円形が考えられる。規模は、

直径1.1ｍ、深さ50cmを測る。底面はほぼ平坦で、壁は直立気味に立ち上がる。南方と西方部で上部で

やや開く。

70号土坑Ｍ９，Ｎ９Ｇｒｉｄにまたがって検出された。形状は、南北に長い菱形を呈する。内部には、北

方部と西方部に円形土坑を有する。規模は、南北長3.05ｍ、東西長2.65ｍ、深さ30cmほどを測る。緩

やかな起伏を呈する底面より、壁は緩やかに開く。北方の円形土坑は、８５cm前後の径で、深さ40cmを

測る。埋土中より土器片と凹石、磨石が出土。西方部の円形土坑は、南部にテラスを有する。規模は、

長軸長92cm、短軸長83cmを測る。

71号土坑４９号住居杜の東、Ｍ８、Ｍ９Ｇｒｉｄにまたがって検出された。形状は、楕円形を呈する。規模

は、長軸長1.72ｍ、短軸長1.64ｍ、深さ50cmを測る。底面はほぼ平坦で、壁は50.前後の傾斜で立ち上

がる。遺物は、中央やや北寄りの埋土中より土器片が出土。

75号土坑Ｍ８Ｇｒｉｄの西方に検出され、４９号住居社の西に位置する。形状は、南方部がやや突出気味の

隅丸方形を呈する。規模は、長軸長1.5ｍ、短軸長は突出部で1.25ｍ、深さ28cmほどを測る。中央部に

は北東～南西方向に亀裂が走行している。底面は緩やかな北傾斜を呈し、壁は南方部がやや開き気味

とする。

76号土坑７５号土坑の南に隣接して検出された。形状は、円形を呈する。規模は、６０cm前後の径で、深

さ20cmを測る。底面は平坦で、壁は垂直気味に立ち上がる。

78号土坑Ｌ７，８Ｇｒｉｄにまたがって検出された。形状は、楕円形を呈する。規模は、長軸長75cm、短

軸長65cm､深さ45cmほどを測る。底面は平坦で､壁は垂直気味に立ち上がり北方部で上部がやや開く。

79号土坑L13Gridの南西部に検出され、西方に80,81号土坑が位置する。形状は、楕円形気味を呈す

る。長軸長1.32ｍ、短軸長74cm、深さ35cmを測る。底面はほぼ平坦で、壁は直立気味に立ち上がる。

80号土坑Ｌ12,13Gridにまたがって検出され、西に81号土坑が隣接する。形状は、東西を長軸とする

楕円形を呈する。規模は、長軸長1.3ｍ、短軸長1.15ｍ、深さ30cmを測る。底面は平坦で、壁は東～南

方部がやや開き気味とする。

81号土坑８０号土坑と40cmの間隔を隔てて西に位置する。形状は、方形気味を呈する。規模は東西長６０

ｃｍ、南北長55cm、深さ15cmを測る。平坦な底面より壁は直立気味に立ち上がる。

82号土坑６２号住居杜の北に検出され、西に83号土坑が隣接して位置する。形状は、南北に長い楕円形

を呈する。規模は、長軸長90cm、短軸長34cm、深さ20cmを測る。底面は平坦で、壁は垂直気味に立ち

上がる。

83号土坑８２号土坑に隣接して検出された。形状は、南東部がやや突出する楕円形を呈する。規模は、
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長軸長1.02ｍ、短軸長80cm、深さ25cmを測る。底面はほぼ平坦で、壁は垂直気味に立ち上がる。

87号土坑Ｈ６Ｇｒｉｄの中央やや北寄りに検出された。形状は、円形を呈する。

89号土坑Ｋ５Ｇｒｉｄに検出され、台地の縁辺部に位置する。形状は、南北に長い楕円形を呈すると考え

られる。規模は、長軸長2.35ｍ、短軸長は不明、深さ58cmを測る。底面はやや北傾斜を呈し、壁は開

き気味に立ち上がる。

90号土坑N11Gridに検出され、西に62号住居杜が位置する。形状は、東西に長い楕円形を呈する。規

模は、長軸長80cm、短軸長70cm、深さ13cmを測る。底面はほぼ平坦で、壁は西方部がやや開き気味に

立ち上がる。遺物は、同一個体の土器片が東方部を除いて折り重なる様に出土した。

第３項集石土坑

1号集石土坑Ｆ１Gridの南西部に検出され、１２号住居杜の北西に位置する。形状は、東方部が攪乱さ

れているが東西に長い楕円形の掘り込みを呈する。規模は、長軸長（1.15）ｍ、短軸長76cm、深さ１５

ｃｍ前後を測る。埋土はソフトローム粒子。カーボン粒子を含む暗褐色土である。集石は埋土の上面に

環状に検出された。

2号集石土坑形状は、円形気味を呈する。規模は、６０～65cmの径で10cm前後の深さを測る。底面は浅

い皿状を呈する。集石は河原石を掘り込み内に充填している。

3号集石土坑２２号住居吐内の西方に検出され、住居杜の廃絶後の所産である。形状は、円形気味を呈

している。規模は、東西1.15ｍ、南北長1.05ｍ、深さ10cmほどを測る。底面は浅い皿状を呈する。集

石は空間はあるものの全体に多孔石を含む河原石で配されている。

4号集石土坑３９号住居吐内の東に検出された。形状は、東西に長い楕円形を呈する。規模は、長軸長

1.20ｍ、短軸長１ｍ前後、深さ45cmを測る。底面は平坦で、壁は垂直気味に立ち上がる。集石は、多

孔石と河原石により底面から掘り込みの上面15cmほどの間にランダムに出土。

5号集石土坑Ｈ３Ｇｒｉｄの北方に検出され、２１号住居杜に包括される。形状はやや東西に長い楕円形を

呈する。規模は、東西長75cm、南北長65cm前後、深さ10cmを測る。底面は浅い皿状を呈する集石は周

囲に多孔石を含むやや大きめの河原石で囲み、中央部には10cm前後の円礫が集中している。

6号集石土坑Ｅ２，３Ｇｒｉｄにまたがって検出され、１２号住居杜の東に位置する。形状は、東西に長い

隅丸方形を呈する。規模は、東西長95cm、南北長75cm前後、深さ最深部で20cmを測る。埋土はサラッ

としたローム土である。集石の配列には規則性が見られないが、東西に偏平な石を立ち気味に配して

いる。集石には多孔石を含んでいる。西方部には早期の条痕文土器が出土した。
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第４項縄文土坑出土遺物

1号土坑出土遺物（第142図１～７）

１は隆帯区画による楕円区画文を配し区画内を縄文で充填する口縁部片。２は口唇部下に交互刺突

文を横位に巡らし、下方に沈線による意匠文を施す口縁部片。３は沈線による懸垂文と曲線文を施す

胴部片。４は沈線による横位文と波状文を巡らせ、下方に波状懸垂文を垂下させるであろう。５は撚

糸文を充填する。６は沈線による懸垂文を垂下する胴部片。７は縄文ＲＬを充填する。

2号土坑出土遺物（第142図８～14）

８は無文の浅鉢形土器の□縁部片。９は口唇部下に３条の横位沈線を巡らし、下方に３条１組の懸

垂文を施す。１０は頚部に連続刺突文を挾む２条の横位沈線を施す。１１は口唇部下に１条の横位沈線を

巡らして口縁部文様帯を区画し、下方に２段の連続刺突文と沈線による意匠文を施す。１２は縄文を施

す胴部片。１３は沈線区画による磨消し懸垂帯と縄文帯を垂下する胴部片。１４は沈線による曲線文など

を施す胴部片。

3号土坑出土遺物（第142図15～17）

１５は無文の浅鉢形土器の口縁部片。16は沈線による４条１組の懸垂文と３条１組の横位文を施す胴

部片。１７は緩やかな波状口縁を呈する口縁部片で、沈線によるアーチ状区画文を施す。

7号土坑出土遺物（第142～143図18～26）

１８は網代痕を施す底部片。１９は口唇部下に横位沈線で無文部を区画し、下方に縦位の条線文を充填

する。２０は沈線による区画文を施すロ縁部片。２１は口唇部下に３条の横位沈線を巡らし下方に波状文

を意匠する。地文は縦位の条線文。２２は口縁部無文帯を隆帯により区画し、下方を縄文で充填する。

２３は沈線による懸垂文を垂下させる胴部片。２４は隆帯による渦巻文を施す。２５は沈線による懸垂文を

垂下させ、懸垂文間にクランク状文と簡略された渦巻文を伴う曲線文を施す胴部片。２６は双耳付壷形

土器で、直線的に開き胴部上半で強く内湾し、口縁部は直立気味とする。口縁部は無文帯と考えられ、

胴部文様は隆帯によるアーチ状区画文を配し、区画内に磨消しを施す。

8号土坑出土遺物（第143～144図27～30）

諸磯式土器に比定される。２７，２８の２点は同一個体と考えられ、口縁部文様帯を口唇部下と胴部に

巡らす連続爪形文を施す平行沈線で区画し、区画内を三角文と曲線文で意匠する。２９は連続爪形文を

伴う平行沈線により意匠文を施す。３０は刻みを施す浮線文を横位に巡らす胴部片。

9号土坑出土遺物（第144図31～33）

３１は口唇部にボタン状貼付文を付し、刻みを施す浮線文により□縁部文様帯を意匠する。３２は刻み

を施す浮線文を横位に巡らす。３３は縄文を充填する口縁部片。

10号土坑出土遺物（第144図34）

□縁部に幅広の無文帯を設け、胴部文様帯との区画を２条の横位沈線で施し、沈線間に２段の連続

爪形文を加える。下方は２段の波状文と円文等を施文する。

11号土坑出土遺物（第144図35）

諸磯式土器に比定され、口唇部下に細かい刻みを施す浮線文により梯子状文を施し、下方は連続爪

形文を施す平行沈線で木葉状文等を意匠する。

13号土坑l+'十遺物（第144図36）

２本１組の隆帯による懸垂文を垂下させる胴部片。

Z學３



第Ⅲ章調査の記録

14号土坑出土遺物（第144～145図37～43）

３７は口縁部に無文帯を設け、隆帯による区画文を下方に施す。３８は口唇部下に３条の横位沈線を巡

らす。３９も口唇部下に３条の横位沈線を巡らし、下方に波状文を施すであろう。４０は隆帯による懸垂

文と波状懸垂文を垂下させる胴部片。４１は隆帯上に円形刺突文を連続して施す。４２は復元口径32.6ｃｍ

を測る深鉢形土器。隆帯による渦巻文と区画文を施し、隆帯の両端になぞりを施す。４３は沈線区画に

よる磨消し懸垂帯と縄文帯を交互に垂下させる。

15号土坑出土遺物（第145図44～46）

４４は口唇部下に１条の横位沈線を巡らし、その下方に沈線区画による磨消し懸垂帯と縄文帯を交互

に垂下させ、縄文帯に波状懸垂文を垂下させる。４５は沈線区画による磨消し懸垂帯と縄文帯を垂下さ

せる。４６は口唇部に無文帯を横位の隆帯により区画し、その隆帯より懸垂文と波状懸垂文を交互に垂

下させ、懸垂文間に横位の沈線を充填する。

16号土坑出土遺物（第145～146図47～57）

４７は口唇部下に沈線による楕円区画文を配す口縁部片。４８は隆帯による楕円区画文等を施す口縁部

片｡４９は口唇部下の横位区画内を斜位の沈線で充填し、その下方に隆帯を２本横位に巡らす□縁部片。

５０，５３は沈線区画による磨消し帯と縄文帯を垂下させる。５１，５２は同一個体で沈線区画による磨消し

帯と縄文帯を交互に垂下させる。５４は口縁部下に３条の横位沈線を巡らせ、下方に波状文を施す。５５

は隆帯による楕円区画文内に円形刺突文を充填する。５６はなぞりの沈線による楕円区画文等を配す口

縁部片。５７は沈線区画による幅広の磨消帯と縄文帯を垂下させる。

17号土坑出土遺物（第146図58～60）

５８は沈線区画による磨消懸垂帯と縄文帯を垂下させる胴部片。５９は無文帯を有するロ縁部片。６０は

沈線による意匠文を施す胴部片。

19号土坑出土遺物（第146図61～64）

６１は隆帯により口縁部無文帯を区画する口縁部片｡62は隆帯による渦巻文と区画文を配す口縁部片。

６３も渦巻文と楕円区画文を配す口縁部片で区画文内を斜位の沈線で充填する。６４は沈線区画による磨

消懸垂帯と縄文帯を垂下させる胴部片。

20号土坑出土遺物（第146図65～68）

６５は沈線による区画文を意匠し、区画文内を磨消帯と縄文帯に分ける。６６は沈線による懸垂文で区

画する。６７は直線的に開く胴部より口縁部は直立気味に内湾すると考えられる。６８は直線的に開く無

文の浅鉢形土器の口縁部片。

21号土坑出土遺物（第146図69）

隆帯区画による磨消帯と縄文帯を交互に垂下させる胴部片。

22号土坑出土遺物（第146図70～72）

７０は沈線区画によるアーチ状区画文と磨消帯を配する。区画文内は縄文で充填し、磨消帯には蕨手

状沈線文を垂下させる。７１は隆帯による楕円区画文を施す口縁部片。７２は沈線による幅狭の磨消懸垂

帯と縄文帯を垂下させる胴部片。

23号土坑出土遺物（第146図73～75）

７３は浅いなぞりの沈線による楕円区画文を施す口縁部片。７４もなぞりの沈線による磨消懸垂帯と縄

文帯を垂下させる胴部片。７５は沈線による区画文を配す。
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第２節縄文時代の遺構と遺物

25号土坑出土遺物（第146図76）

沈線による蕨手状懸垂文を垂下させる胴部片。

26号土坑出土遺物（第146図77,78）

７７は横位沈線による無文の口縁部文様帯を区画し、下方に縦位の条線文を施す。７８は口唇部下に交

互刺突文を施し、沈線による区画文を施す。

28号土坑出土遺物（第146図79）

沈線区画による磨消懸垂帯と縄文帯を垂下する胴部片。

30号土坑出土遺物（第146図80）

沈線による懸垂文を垂下させる胴部片。

31号土坑出土遺物（第146～147図81～109）

８１は条線文による波状文をランダムに充填する胴部片。８２は沈線区画による磨消懸垂帯と縄文帯を

垂下させ、磨消懸垂帯に沈線による円文などを配し内部を縄文で充填する。８３は口縁部文様帯に沈線

による楕円区画文を配し、胴部文様帯は磨消懸垂帯と縄文帯を垂下させる。８４は沈線区画による磨消

懸垂帯と縄文帯を交互に垂下させる。８５も沈線による懸垂帯を垂下させる。８６は隆帯による区画文を

配す口縁部片。８７は緩やかな山形突起を付す口縁部片で口唇部下に円形刺突文を巡らす。その下方は

条線で波状文を充填する。８８は口唇部下に２段に連続刺突文を巡らしている。８９，９０は隆帯による楕

円区画文を配す口縁部片。９１も隆帯による渦巻文と区画文を配す口縁部片。９２は隆帯による渦巻文と

楕円区画文を入り組状に配す。９３は口唇部下に連続刺突文を巡らせ、下方に沈線による波状文を施す

口縁部片。９４～97は隆帯による渦巻文と楕円区画文を交互に配す口縁部片。９８は口唇部下に２段の連

続刺突文を巡らせる口縁部片。９９～103は沈線区画による磨消懸垂帯と縄文帯を交互に垂下する胴部

片。104は沈線による磨消懸垂帯と縄文帯を垂下きせ縄文帯に波状懸垂文を垂下させる。105は沈線に

よる波状懸垂文を垂下させる胴部片｡106は隆帯による渦巻文と楕円区画文を配す口縁部片で下方を無

文帯とする｡107は隆帯による懸垂文を垂下させ隆帯に刺突文を施す｡地文は縦位の条線文を充填する。

108は平行沈線による懸垂文を垂下させる胴部片。109は沈線による横位波状文を施す。

34号土坑出土遺物（第148図110～114）

110は□縁部無文帯を横位沈線で区画する口縁部片。111,112,114は沈線による懸垂文を垂下させ

る胴部片。113は縦位の条線文を充填する胴部片。

35号土坑出土遺物（第148図115,116）

115は縄文を充填する胴部片｡116は沈線区画による磨消懸垂帯と縄文帯を交互に垂下させる胴部片。

39号土坑出土遺物（第148～149図117～131）

117は山形突起を付す口縁部片で、ロ縁部文様帯に渦巻文と楕円区画文を配す。118は内湾する口縁

部に頂上部に渦巻文を施す突起を付す。ロ縁部文様帯は先端部を蕨手状とする楕円区画文を配す。１１９

は山形突起を付す口縁部片で隆帯による円文を配す｡120は口縁部文様帯を渦巻文と楕円区画文を入り

組状に配し、胴部文様帯は沈線区画による磨消懸垂帯と縄文帯を垂下させる。121は、□縁部文様帯を

隆帯による楕円区画文を配し､胴部文様帯は沈線区画による磨消懸垂帯と縄文帯を垂下させる。122は

口縁部無文帯を横位沈線で区画し、下方を縦位の条線文で充填する。123は□縁部文様帯を渦巻文と楕

円区画文を入り組状に配す。124は沈線区画による磨消懸垂帯と縄文帯を交互に垂下させる。125は内

湾する胴部に縦位の条線文を施し、口縁部を無文帯とする。
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第III章調査の記録

126は沈線による懸垂文を垂下させる胴部片。127は沈線区画による磨消懸垂帯と縄文帯を交互に垂

下させる胴部片。128も懸垂沈線により区画を施す。129は口縁部文様帯を沈線による渦巻文と楕円区

画文を配し、胴部文様帯も沈線区画による磨消懸垂帯と縄文帯を交互に垂下させる。復元口径は53ｃｍ

を測る。130は４単位の山形突起を付すキャリパー形深鉢土器で、ロ縁部文様帯は突起下に円文と楕円

区画文を配し、胴部文様帯は沈線区画による磨消懸垂帯と縄文帯を交互に垂下させる。復元口径29.2

ｃｍを測る。131は沈線区画による磨消懸垂帯と縄文帯を交互に垂下させる胴部片。

40号土坑出土遺物（第149図132,133）

132は沈線区画による磨消懸垂帯と縄文帯を垂下させる胴部片。133は縄文を充填する胴部片。

42号土坑出土遺物（第149図134～136）

134は口縁部文様帯を沈線により区画し、下方も沈線区画による磨消懸垂帯と縄文帯を垂下させる。

135は縦位の条線文を充填する胴部片。136は沈線区画による磨消懸垂帯と縄文帯を垂下する胴部片。

43号土坑出土遺物（第149図137～139）

137は、沈線による懸垂文を垂下する胴部片。138は沈線区画によるアーチ状文を施す胴部片。139は

山形突起を付す口縁部片と考えられ、口縁部文様帯を隆帯により区画する。

45号土坑出土遺物（第149図140～142）

140は沈線によるアーチ状区画文を施す口縁部片。141,142は沈線による懸垂文を垂下する胴部片。

46号土坑出土遺物（第149図143,144）

143は隆帯による渦巻文を施す胴部片と考えられる。

47号土坑出土遺物（第149図145,146）

145は口縁部文様帯を沈線により、楕円区画文を施す口縁部片。146は隆帯により区画文を施すであ

ろう。

48号土坑出土遺物（第149図147,148）

147は沈線による懸垂文を垂下する胴部片。148は沈線区画による渦巻文を施す胴部片。

53号土坑出土遺物（第149図149,150）

140は隆帯による区画文を施すロ縁部片。150は縦位の条線文を充填する胴部片。

54号土坑出土遺物（第150図151～154）

151,153,154は沈線区画による磨消懸垂帯と縄文帯を垂下する胴部片。152は縦位の条線文を充填

する胴部片。

55号土坑出土遺物（第150図155～157）

155は沈線による懸垂文を垂下する。156は口径14.5cm、残存器高22.4cm、復元底径7.2cmを測る。口

縁部文様帯は隆帯による楕円区画文を配し、区画内を縦位の沈線で充填する。胴部文様帯は沈線によ

る懸垂文と波状懸垂文を交互に垂下させる。157は、沈線による懸垂文を垂下させる胴部片。

56号土坑出土遺物（第150図158～162）

158は縦位の条線文を地文とし、沈線による懸垂文を垂下させる。159は地文を縦位の条線文で充填

し、沈線により懸垂文を垂下させる。160は縦位の粗い条線文を充填し、沈線による懸垂文を垂下させ

る胴部片。161は細かい条線文を地文とし、沈線による懸垂文を垂下させる。162は縄文を充填する胴

部片。
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第Ⅲ章調査の記録

59号土坑出士遺物（第150図163～167）

163は山形突起を付すロ縁部片で、沈線により区画文を施す。164は沈線による渦巻文と楕円区画文

を施す口縁部片。165は隆帯区画による楕円区画文を施す口縁部片。166は沈線による懸垂文を垂下す

る胴部片。167は沈線による横位と波状文を施す胴部片。

60号土坑出土遺物（第150図168～174）

168はロ縁部文様帯を隆帯により渦巻文と楕円区画文を配し、渦巻文上に縦位の短沈線を施す。頚部

は無文帯とする。169は無文の浅鉢形土器の頚部片。170は山形突起を付す口縁部片で、隆帯による渦

巻文を施す。171は口縁部文様帯を沈線により楕円区画文を施す口縁部片。172は口唇部下に交互刺突

文を巡らせ、下方に沈線による意匠文を施す口縁部片。173は縦位の条線文を地文として充填し、沈線

により意匠文を施す。174は沈線区画による磨消懸垂帯と縄文帯を垂下する胴部片。

62号土坑出土遺物（第150図175,176）

175は沈線による懸垂文を垂下させ、懸垂文間を短沈線で矢羽状文を施す胴部片。176は沈線による

３本１組の磨消懸垂帯と縄文帯を交互に垂下させる胴部片。

64号土坑出土遺物（第151図177～180）

177は山形突起を付す□縁部片で、口縁部文様帯は渦巻文と楕円区画文を入り組状に配し､胴部文様

帯は沈線区画による磨消懸垂帯と縄文帯を交互に垂下させる｡178は無文の浅鉢形土器の口縁部片｡179

は沈線による磨消懸垂帯と縄文帯を垂下させる胴部片。180は横位沈線により区画を施す。

67号土坑出土遺物（第151図181～185）

181は波状口縁を呈すると考えられる口縁部片で､隆帯による渦巻文等の意匠文を配し、沈線を意匠

文間に施す。182は隆帯による区画文内を斜位の沈線で充填する口縁部片。183は沈線による懸垂文と

横位文を施す胴部片。184,185は沈線区画による磨消懸垂帯と縄文帯を垂下させる胴部片。

68号土坑出土遺物（第151図186～188）

186は緩やかな山形突起を付す口縁部片で、隆帯による渦巻文等を意匠する。187は隆帯による楕円

区画文を配す口縁部片。188は沈線区画による磨消懸垂帯と縄文帯を垂下する胴部片。

69号土坑出土遺物（第151図189,190）

189は内湾する無文の胴部片。190は沈線区画による磨消懸垂帯と縄文帯を垂下させる胴部片。

70号土坑}+'十遺物（第151図191～195）

191は胴部上半で内湾し、頚部を「<」の字状に屈曲させ、口縁部上半を内傾させる。復元口径は、

２１cmを測る。体部文様帯は、口唇部下と頚部に連続刺突文を施す平行沈線で区画し、口縁部文様帯は

２本１組の沈線で波状文を配する。部分的に波頂部と口唇部下の区画沈線とを連結する。胴部文様帯

も３本１組の沈線により波状文を配し､波頂間を頚部の区画沈線と沈線で連結して楕円文を作り出す。

波頂下には短沈線による縦位の懸垂文を垂下させる。192は沈線による楕円区画文を配し、区画内を縦

位の沈線で充填する口縁部片。193は沈線による懸垂文を垂下する胴部片。194は、隆帯による懸垂文

を垂下させ､懸垂文間に斜位の沈線を施す胴部片｡195は沈線による2本1組の懸垂文を垂下する胴部片。

71号土坑出土遺物（第151図196～198）

196は沈線区画による磨消懸垂帯と縄文帯を垂下する胴部片。197は沈線区画によるアーチ状文等を

意匠する。198は隆帯による楕円区画文を配す口縁部片。

Z５６ 



第２節縄文時代の遺構と遺物

72号土坑出土遺物（第151図199,200）

199は沈線区画による磨消懸垂帯と縄文帯を垂下する胴部片。200は口縁部無文帯を設け、下方を縄

文で充填する。復元口径は30.6cmを測る。

75号土坑出土遺物（第152図201）

口唇部下に２段の連続刺突文を巡らす□縁部片。

77号土坑出土遺物（第152図202～206）

202は口縁部文様帯を隆帯により区画し、区画内を斜位の沈線で充填する口縁部片。２０３，２０５，２０６

は沈線区画による磨消懸垂帯と縄文帯を垂下させる｡204は沈線による懸垂文と波状懸垂文を垂下させ

る胴部片。

79号土坑出土遺物（第152図207～209）

207は沈線区画による磨消懸垂帯と縄文帯を交互に垂下させる胴部片。208は口唇部下の無文帯を横

位沈線で区画し､下方に沈線によるアーチ状区画文を配し区画内に磨消しを施す口縁部片｡209は磨消

しを伴う沈線区画による波状文を配し、波状間に沈線による懸垂文を垂下させると考えられる口縁部

片。

80号土坑出土遺物（第152図210）

口唇部に無文帯を設け、無文帯を横位の沈線で区画し、沈線に円形刺突文を連続して施す。

87号土坑出土遺物（第152図211～215）

211は縄文を充填する口縁部片。212は2本1組の沈線による意匠文を施す胴部片。213～215は沈線区

画による磨消懸垂帯と縄文帯を垂下させる。

89出土遺物（第152～153図216～238）

216は直線的に緩やかに開く胴部に移行し、内湾する口縁部とする深鉢形土器で、口径24cmを測る。

体部は縦位の条線文で充填する。217は口径16.2cmを測る。口縁部文様帯は隆帯による渦巻文と楕円区

画文を交互に配し区画内を縄文で充填する。胴部文様帯は２本１組の沈線区画による磨消懸垂帯と縄

文帯を交互に垂下させる。218は３本の横位沈線で文様帯を区画し､下方には渦巻文や曲線文を意匠す

る。219は口唇部下に３本の横位沈線を巡らす口縁部片。220は２本１組の沈線による波状文を配す口

縁部片。221は口唇部下に横位沈線を巡らす口縁部片。222は口縁部文様帯を隆帯により渦巻文と楕円

区画文を配し区画内を縄文で充填する。224も隆帯による渦巻文と楕円区画文を配す口縁部片で､区画

内を縦位の沈線で充填する。224は２本１組の沈線による波状文を配す口縁部片。225は尖り気味の山

形突起を付すロ縁部片で、口縁部文様帯は、頂部より垂下する隆帯により楕円区画文を配し区画文内

を斜位の沈線で充填する。頂部下より沈線による懸垂文を垂下させる。226は直立する胴部より緩やか

に内湾するロ縁部に移行する深鉢形土器で、口唇部下と頚部に２本１組の横位沈線を巡らして文様帯

を区画する。口唇部下の沈線間には連続刺突文を施す。胴部文様帯は横位沈線下より懸垂文を垂下さ

せる。227は２本１組の沈線により意匠文を配す口縁部片。228は口縁部無文帯を設け下方に縦位の条

線文を充填するロ縁部片｡229は沈線区画によるアーチ状区画文を配し区画間の磨消部分に沈線で蕨手

状懸垂文を垂下させる口縁部片｡230は口唇部下の横位沈線で口縁部文様帯を区画し､沈線による渦巻

文と楕円区画文を配す。234は３本の横位沈線を巡らす口縁部片。232は口唇部下に沈線による波状文

を施し下方には隆帯による横位区画を配し、区画内に円文を施す｡233は頚部に２本の横位沈線を巡ら

し、沈線間に円形刺突文を連続して施す。234は沈線による波状懸垂文を垂下する胴部片。235は沈線
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第２節縄文時代の遺構と遺物

による懸垂文を垂下させる。236は頚部に横位沈線を施す｡237は沈線による懸垂文を垂下する胴部片。

238は沈線による磨消懸垂帯と縄文帯を垂下させる胴部片。

90号土坑出十遺物（第154図239）

大型の深鉢。渦巻文と楕円区画文を入り組み状にロ縁部に配し、胴部は沈線区画による磨消懸垂帯と

縄文文を交互に垂下させる。

第154図縄文土坑出土遺物(13）
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第'Ⅱ章調査の記録

第５項埋甕

１号埋甕（第156図１）

Ｅ４Ｇｒｉｄに位置し、６号境のテラス状平坦部に検出された。５０cmほどの径を測る円形で深さ南壁で２０

cmの掘り込みに正位に据えられている。内部の埋土は焼土粒子を含む黄褐色土である。個体の口縁部文

様帯は微隆帯を波状に施し、波長の谷部と山部に交互に楕円区画文を配している。区画内は縄文で充填

する。胴部文様帯は２本の沈線の区画帯と３本沈線の区画帯を縄文帯を挾んで交互に垂下させる。沈線

区画帯は磨消しを施す。復元口径は42.3cmを測る。

２号埋甕（第156図２）

Ｋ８Ｇｒｉｄに位置し、２号掘立柱建物杜の南桁辺の中央部で検出された。掘り込みはやや東西に長い楕

円形を呈する。長軸長33cm、短軸長28cm、深さ18cmを測る。東壁沿いにやや傾いて正位に据えられてい

る。内部の埋土は、焼土とカーボン粒子を混えるローム粒子を含む黄褐色土である。

個体は緩やかな４単位の波状を呈する深鉢形土器で胴部下半を欠く。口縁部文様帯は口唇部下より巡

らしたなぞりの沈線を波頂下で左回りに渦巻文を配し、それを囲む様に円形刺突文を施す。楕円区画文

は渦巻文と渦巻文の間に配され、区画内を縄文で充填する。胴部文様帯は磨消し懸垂帯を縄文帯と交互

に垂下させる。口径は29.5cnlを測る。

３号埋甕（第156図３）

Ｅ５Ｇｒｉｄに位置し、漏２号境のテラス状平坦部に検出された。その一部は、周堀の構築により破壊さ

れている。掘り込みは、４０cm前後の円形で深さ25cmを測る。正位に据えられていたと考えられる。

個体は胴部中位が残存し、文様は微隆帯により渦巻文と波状文などが配され、区画内を縄文で充填す

る。

４号埋甕（第157図４）

L13Gridに位置し、７９号土坑の北東２ｍに検出された。掘り込みは、南北にやや長い楕円形で南壁は

直立気味で北壁が個体のカーブに合わせた傾斜を呈する。長軸長33cm、短軸長27cm、深さ25cmを測る。

やや北向きに傾斜して据えられている。

個体の文様構成は括れ部で上下２段に分かれ、上部は沈線による波状文、下部はアーチ状文が配され

ている。上下の文様は括れ部で相対する。区画内は縄文で充填する。

５号埋甕（第157図５）

Ｊ５Ｇｒｉｄの北東部で､３１号住居;tl上の東に検出された｡掘り込みは､２７cm前後の円形で深さ10cmを測る。

やや南傾斜であるが正位に据えられている。内部の埋土からは焼土粒子は確認できなかった。

個体はロ縁部の大半と胴部下半を欠く深鉢形土器で、山形突起を付すのであろう。口縁部文様帯は隆

帯による楕円区画文が見られる。胴部文様帯は磨消し懸垂帯と縄文帯を交互に垂下させる。
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第III章調査の記録

第６項包含層出土遺物

縄文時代早期出土遺物（第158,159図１～64）

１は山形押型文を縦位に施文する。

２～64は胎土に繊維を含む。２～18は表裏条痕文土器で、１０を除き外面は縦位を基調とし、内面を縦、

横、斜位に施す。１０は外面を横、斜位、内面を横位に施す。１８は尖底を呈する。

１９～27は、条痕文土器で内面には条痕文が見られない。外面は、縦、横、斜位に施す。

２８～32は、条痕文系土器と考えられ、内外面に施文がない無文の胴部片。

３３は内外面に横位の条痕文を施文し、口唇部に横位、外面口唇部下に縦位に貝殻腹縁圧痕文を施す。

３４も内外面に条痕文を施し、外面に縦位の貝殻腹縁圧痕文を施す。３５は口唇部下に隆帯を横位に巡ら

し、口唇部と外面口唇部に斜位の貝殻腹縁圧痕文を細かく施文する。

３６～46は貝殻背圧痕文を施す。４７は口唇部内外面に斜位の刻み目を施す。４８は無文のロ縁部片。

４９～52,54～56は絡条体圧痕文を施す。５３は内外面に条痕文を施し、外面に横位の貝殻腹縁文を施す。

５７～60は、鵜ガ島台式に比定される。

６４は早期末から前期初頭に位置付けされると考えられる土器片で、口唇部に斜位の刻み目を連続して

施す。口唇部下には２条の横位沈線を巡らす。内面は条痕文を横位と斜位で充填する。外面は結節羽状

縄文を充填する。

縄文時代前期出土遺物（第160～165図1～167）

１と２は前期の所産と考えられるロ縁部片｡１は口唇部下に横位沈線を２条巡らし､沈線間を連続刺突

文で充填する。下方は縄文ＲＬ・ＬＲを交互に充填する。２は口唇部下に１条の横位沈線を巡らし、１

と同様に連続刺突文を充填する。

３～５は前期関山式土器に比定される。

７～20は前期黒浜式土器である。６，７，１１は口縁部文様帯に連続爪形文を施す横位平行沈線を巡ら

し、６，１１は下方に付加条縄文を充填する。８，９の口縁部文様帯はコンパス文を横位に施す。１０，１２

は平行沈線により口縁部文様帯を区画し、区画内を三角文で意匠する。１３，１９，２０は頚部に平行沈線と

コンパス文を横位に施す。１４，１６，１７は連続爪形文を施す平行沈線で文様帯を区画する。１５は沈線によ

りＸ字状文を意匠する。１８は付加条縄文を充填する胴部片。

２１～167は諸磯式土器に比定される。２１～83は連続爪形文を伴う平行沈線か沈線で文様を意匠する。２１

は口唇部下に連続爪形文を伴う平行沈線を三条巡らす。２２は連続爪形文を伴う平行沈線文で三角文等を

意匠する。２３，２４は口縁部文様帯を平行沈線による木葉状肋骨文を充填し、縦位分割を円形刺突文で施

す。２５は波状口縁を呈する口縁部片で、連続爪形文を伴う平行沈線で文様を意匠する。２６も波状口縁を

呈する口縁部片で、口唇部下に爪形文を伴う平行沈線を三条巡らし、縦位区画を円形刺突文で施す。２７

は細かい連続爪形文を伴う平行沈線を二条１組として横位に巡らして区画を配し、区画内に円形刺突文

を施す三角文や曲線文を配す。２８は連続爪形文を伴う平行沈線で横位区画等を施す。２９は連続爪形文を

伴う平行沈線による木葉文を配し、内部を縄文で充填する。

30,31は連続爪形文を伴う平行沈線で横位区画を施し、縦位区画を円形刺突文で行う。３２は沈線による

横位波状文を施す。３３は平行沈線による意匠文を施す。３４は縦位区画を円形刺突文で施す。３５は波状ロ

縁を呈する口縁部片で、波頂から垂下する連続爪形文を伴う平行沈線により縦位区画し、左右対称に意

￣ 
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第２節縄文時代の遺構と遺物
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第159図縄文時代早期包含層出土遺物(2)

匠文を施す。３６，３７は口唇部下に連続爪形文を伴う平行沈線と刻みを施す隆帯を巡らし、下方に36は斜

位文、３７は爪形文を伴う縦位の平行沈線で縦位区画し、左右に平行沈線による斜位文を施す。３８，４３，

４５は沈線による格子文を施し、４５は円形刺突文を加える。３９は平行沈線による格子文を施し、さらに円

形刺突文を加える。４０は平行沈線による横位文を配し、円形刺突文と斜位文を施す。４１は平行沈線によ

り口縁部文様帯と胴部文様帯を区画し、円形刺突文を施す。
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第２節縄文時代の遺構と遺物
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第160図縄文時代前期包含層出土遺物(1)

42は平行沈線による斜位文を施す。４４は平行沈線を横位、斜位に施し、円形刺突文を縦位に連続して施

す。４６は小突起を付す口縁部片で、口唇部下に連続爪形文を伴う二条１組の平行沈線を巡らす。４７は連

続爪形文を伴う平行沈線を4条巡らし、沈線間に鋸歯状文を施す。４８，５３は口唇部下に無文部を挾んで連

続爪形文を伴う平行沈線を巡らす。４９，５０は同一個体で、口唇部下に連続爪形文を伴う2条の平行沈線を

巡らし、下方に細かい波状文を施す。５１は49,50の口縁部下の破片と考えられる。５２は連続爪形文を伴

う２条の平行沈線を横位に巡らし、上方には平行沈線による波状文を施す。５４も連続爪形文を伴う平行

沈線を横位に巡らし、平行沈線による波状文を施す。５５は平行沈線による波状文を充填する。５６～58は

直線的に開く口縁部片で、口唇部下に２～３条の連続爪形文を伴う平行沈線を巡らし、下方に曲線文を

施す。５９は口唇部をやや内湾させる。

60,62～64は口唇部下に連続爪形文を伴う平行沈線を巡らし、沈線間に短沈線を横位に連続して施す。

65は口唇部下に連続爪形文を伴う平行沈線を巡らす。６６は口唇部下に短沈線による横位文を挾んで連続

爪形文を伴う平行沈線を２条巡らし、曲線文で文様を意匠する。６７は連続爪形文を伴う平行沈線で横位

文と曲線文を施す。６８は連続爪形文を伴う平行沈線で区画文を配し、区画内に円形刺突文を施す。併走

する平行沈線間には刻みが連続して施されている。６９は連続爪形文を伴う平行沈線で意匠文を施す。７０

は連続爪形文を伴う平行沈線を横位に巡らす。７１は波状口縁を呈するロ縁部片で、口唇部に刺突文を施

し、口唇部下に連続爪形文を伴う平行沈線を巡らす。７２は連続爪形文を伴う平行沈線と斜位の刻みを横

位に巡らす。７３は連続爪形文を伴う平行沈線で意匠文を施す。７４はロ縁部と胴部を連続爪形文を伴う平

行沈線で区画する。７５は口唇部に連続する刻みを施し、口唇部下に細かく連続爪形文を施す平行沈線を
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第Ⅲ章調査の記録
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第161図縄文時代前期包含層出土遺物(2)
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第164図縄文時代前期包含層出土遺物(5)

三条巡らし、沈線間に斜位の刻みを連続して施す。７６は連続爪形文を伴う平行沈線で意匠文を施す。７７

は連続爪形文を伴う平行沈線と円形刺突文等で意匠文を施す。

78は75と同一個体。７９，８０，８２，８３は連続爪形文を伴う平行沈線により意匠文を施す。

81は山形突起を付す口縁部片で、連続爪形文を伴う平行沈線を併走させる。119は口縁部を「<」の字状

に屈曲させ、連続爪形文を伴う平行細沈線で文様を意匠する。123,124は連続爪形文を伴う平行細沈線

で意匠文を施す.

８４～122,125,126は平行沈線か沈線、又は鋸歯状文により意匠文を施す。８４は横位文と縦位文を施す

口縁部片。８５～106は89を除き口縁部片で、口唇部下に横位文を巡らす。９４は小突起を付す。９５は緩やか

な波状口縁を呈するロ縁部片。９８は口唇部に刺突文を施し、口唇部下の横位平行沈線下に斜位の沈線を

施す。９９は緩やかな波状を呈する口縁部で、沈線による意匠文を施す。100も緩やかな波状を呈する口縁
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第165図縄文時代前期包含層出土遺物(6)

部片。

103,107,110の胴部片は、木葉状文を配し、108,110は内部に縦位の平行沈線を施す。105は横位文

間にＸ字状文を施す。106は緩やかな山形突起を付す口縁部片。115は平行沈線による横位区画内にＸ字

状文や木葉文を施す。118はロ縁部を「く」の字状に屈曲させる。

127～154は浮線文等による意匠文を施す破片｡127～136は口縁部片である。127は浅鉢形土器で口唇部

下に刻み目を施す隆帯を横位に巡らし、下方には連続爪形文を伴う平行沈線で三角文や木葉文を配す。

内面は刻み目を施す浮線文により区画文等を施す。128,131～133は口唇部にも刻み目を施す浮線文を貼

付し下方に意匠文を施す。129,131は波状口縁を呈する。134は獣面把手を付す。135にも把手が付され

ている。137～149は胴部片と考えられる。刻み目を施す浮線文を２～３本１組で横位区画を施す。区画

帯間には懸垂文やＸ字文を配す。150～154は浮線文の高まりが低く、浮線上の刻み目も細かく丁寧であ

る。155,156は縦位の集合沈線とＶ字状集合沈線を交互に施す胴部片。

157～166は浮島式、興津式に比定される。157,158は口唇部に連続する刻み目を施し、下方には波状

貝殻文を施文している。159は、指頭圧痕を横位に連続させる。160は、口唇部に刻み目を連続して施し

下方には貝殻腹縁により施文する。161は波状貝殻文と横位平行沈線を施す。

162～164は同一個体の可能性が考えられる。165は波状貝殻文を縦位に施す。166は小突起を付す口縁部

片で、口唇部に連続する爪形文を施す。口唇部下には横位に併走する２段１組の連続爪形文を２段に配

し、横位文間を条線を横、斜位に施す。167は胴部中位に屈曲部を設ける浅鉢形土器で、口唇部下と屈曲

Ｚ７型



第２節縄文時代の遺構と遺物

部に横位区画文を配し、区画間に沈線による半月文、木葉文、三角文等を配し、区画に沿って爪形文を

連続させる。

縄文時代中期前半の包含層出土遺物（第166図１～11）

１は平口縁を呈する深鉢形土器。口縁部文様帯は隆帯による楕円区画文を配し、隆帯に沿い結節沈線

で楕円文を施し、斜位の結節沈線を充填する。頚部には屈曲部を有し、頚部文様帯は結線沈線による二

条の横位区画文を配し、区画文内に半円形と斜位の結節沈線を施す。下方には爪形文を横位に施してい

る。

２は口唇部と頚部の隆帯で口縁部文様帯を区画し、区画内を結節沈線により波状文を施す。下位には

波状沈線を横位に施す。

３は隆帯による楕円区画文を配し、区画に沿い結節沈線を施している。４は胴部に付された環状突起

で、縁辺に刻みを交互に施している。５は横位に波状沈線と結節沈線を施している。７は隆帯区画によ

る区画内に角押文を施す。８は結節沈線で楕円状文を施す。９は波状線文と爪形文を横位に施す胴部片。

10は隆帯に沿い結節沈線を施す。６，１１は爪形文を横位に施す胴部片。
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第Ⅲ章調査の記録

縄文中期後半の包含層等出土遺物

Ｈ２Ｇｒｉｄ（第167～170図１～62）

１は頚部に巡る沈線から３本１組で懸垂文を４単位で垂下させ、懸垂文間に沈線で幾何学的な曲線文

を施文する。

２は胴部より緩やかに内湾する口縁部に移行する小形の深鉢形土器で縄文を充填する。復元口径は

15.1cmを測る。

３は無文の椀形土器で口径17.1cm、器高7.7cm、底径7.5cmを測る。４，６は同一個体と考えられる。

頚部無文帯を有し、舌状突起を付す。口縁部文様帯は２本の隆帯で区画され、口唇部下を巡る１本と突

起下に施された渦巻文から派生した隆帯を波状にして次の突起下に施される渦巻文に繋ぐ。突起部は２

本の隆帯で連結する。頚部には沈線を巡らしている。

５は頚部に２本の沈線を巡らし、胴部文様帯を区画する。その下方には懸垂文と波状懸垂文を交互に

垂下させる。口径15.5cm、器高15.6cm、底径7.7cmを測る。

７はロ縁部文様帯を隆帯による渦巻文と区画文で配し、区画内を短沈線で矢羽状に充填し、頚部は無

文帯である。口唇部には突起を付すと考えられる。

８は口縁部に渦巻文を伴う４単位の橋状把手を付し、把手間には隆帯で区画された口縁部文様帯を渦

巻文と楕円区画文で配し、区画内を縄文で充填する。３本１組の沈線を胴部上半に巡らして胴部文様帯

を区画し、下段の沈線より懸垂文を垂下させる。懸垂文によって区画された空間にはＳ字状文を挾んで

先端が剣先状とする意匠文や曲線文・波状懸垂文等が施文されている。

９は大形の深鉢形土器の口縁部片で、突起部と考えられる。隆帯による渦巻文を大きく施し、内部に

斜位の沈線を施す。１０は突起を付すと考えられる大形の深鉢形土器の口縁部片で、隆帯によって区画さ

れた口縁部文様帯を渦巻文と楕円区画文を配し、区画内を短沈線で矢羽状に充填する。１１，１３，１４，１７，

２４は隆帯区画による口縁部文様帯を渦巻文と楕円区画文を交互に配し、区画内を１１，１３，１４は縦位、１７

は矢羽状、２４は斜位の沈線で充填する。１５は口縁部文様帯の区画文内を沈線で矢羽状に充填する。16,

18～23,25はロ縁部文様帯の区画文内を縦位か斜位の沈線で充填する。１６，２５は山形突起を付し、２３は

下方に矢羽状の施文が施されている。２７は幅の狭い隆帯区画内を縦位の沈線で充填する。２６，２８～30,

33,35は口縁部文様帯を渦巻文と楕円区画文で配し、楕円区画内を縄文で充填する。２９は山形突起を付

す。３１は隆帯により楕円区画文を橋状に繋ぐ。３２は渦巻文を簡略して表現している。３４は「<」の字状

に屈曲する胴部片で、隆帯と縦位の短沈線で意匠文を施している。３６は隆帯による楕円区画文で区画内

を縄文で充填している。３７は口唇部下に横走沈線文を巡らし、下方に波状文を施している。３８は橋状把

手を付す□縁部片で、頂上部の脇に渦巻文を施している。３９は外反して開く頚部より直立気味に立つロ

縁部に移行する深鉢形土器である。４０は粗い条線文を縦位に施文する。４１は口唇直下に隆帯を巡らす。

42は幅広の無文帯を設けている口縁部片で、区画文内を条線文で充填する。４３，４５は地文を撚糸文で充

填する。４３は沈線で波状文を施すのであろう。４５は蕨手状文等を施す。４６は沈線による波状文と懸垂文

を垂下させている。４７は沈線による懸垂文を垂下させ、区画内を矢羽状に沈線で充填する。４８～50は胴

部文様帯を区画する意匠文が施されている。４８は交互刺突文を施し、４９は３本の沈線を巡らしている。

５１，５３，５５，５８は隆帯により胴部文様帯を区画し、下方を懸垂文と波状懸垂文を垂下させる。５５は頚部

を無文帯とし、隆帯で胴部文様帯を区画する。５３は55と同一個体と考えられる。５４は３本１組の沈線に
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第２節縄文時代の遺構と遺物

よる懸垂文と１本の波状懸垂文を垂下させ、懸垂文間を蕨手文を挾む波状文で繋ぐ。５６は沈線によって

区画された胴部文様帯に波状懸垂文を垂下させている。５７は隆帯により懸垂文と波状懸垂文を垂下させ

る。５９は横位のＳ字文を施すＨ字状区画の懸垂文と波状懸垂文を垂下させる。６０は沈線による懸垂文が

施されている。６１は隆帯による懸垂文を垂下させ、隆帯上に連続刺突文を施す。６２は曽利式土器と考え

られる。

Ｈ４Ｇ～８Ｇ（第171図63～77）

６３はＨ４Ｇの出土。胴部上半が内湾し、頚部より直立気味に立ち上がるロ縁部へ移行する壷形土器と

考えられる。胴部文様帯は沈線によりアーチ状区画文と蕨手文を交互に配す。区画内の上部に縄文、下

部に条線文を施す。

６４～72はＨ６Ｇの出土。６４は口唇部下に三本の横走沈線文を巡らし、下方には波状文を施す。６５は沈

線による曲線文が施されている。６６は直線的に開く無文の口縁部を有し、胴部上半には隆帯による区画

文が施され、区画内を縄文で充填するのであろう。６７は山形突起を付す口縁部片で渦巻文と区画文を配

している。６８は口唇部下に隆帯を巡らし、下方に細かい条線文を施す。６９は沈線区画内を磨消しを施す

波状文を描く口縁部片。７０は磨消しを伴う懸垂帯と波状懸垂文を交互に垂下させる胴部片。７１は微隆帯

により区画文を意匠する。７２は沈線文により文様帯を区画し、上方に波状文を施すのであろう。

７３，７４，７６はＨ７Ｇの出土。７３，７４は隆帯により区画されたロ縁部文様帯に渦巻文と楕円区画文を配

し、区画内を縄文で充填する。７６は山形突起を付す大形の深鉢形土器の口縁部片で隆帯により渦巻文が

施されている。

７５，７７はＨ８Ｇの出土。７５は口唇部下に平行沈線を巡らし、中に２段の列点文を施す。下方には沈線

文による波状文を施文する。７７はやや外反する山形の突起を付す口縁部片で、区画文が施され、区画内

を縄文で充填している。．

ｌ３Ｇ（第172～174図78～128）

７８は緩やかに内湾する口縁部に外反する４単位の山形突起を付す深鉢で、口縁部文様帯は渦巻文と区

画文を入り組み状に配す。胴部文様帯は磨消し懸垂帯と先端が蕨手状となる波状懸垂文を施す縄文区画

帯を交互に垂下させる。口径30cm、器高35cm、底径（4.8）ｃ､を測る。

７９は磨消し懸垂帯を垂下させる胴部片。８０は角状突起を付す深鉢形土器で、口縁部文様帯は隆帯によ

り突起部に渦巻文を施し、楕円区画文を口縁に沿って連続させる。区画内は縦位の沈線文で充填する。

頚部は無文帯で下方に胴部文様帯を区画する沈線を巡らしている。

８１は大形の深鉢形土器の胴部で、磨消し懸垂帯を垂下させる。８２は隆帯による口縁部文様帯区画にＳ

字文を挾んで楕円区画文を配す。区画内は縄文で充填する。８３は口縁部にアーチ状区画文を施す。84,

85は口唇部下に三本の横走沈線文を巡らし、その下方に波状文を施す。地文は84が縦位の条線文、８５が

縄文を充填する。８６，１０１は口唇部下に巡る横走沈線文に二段の列点文を施す。８７～91,95,104は隆帯

により口縁部文様帯を区画し、渦巻文と楕円区画文を配す。区画内は縄文で充填する。９１，９３は山形突

起を付す。９２，９４は頂上部に渦巻文を施す山形突起で、口縁部文様帯は隆帯により渦巻文と区画文が配

されているのであろう。９４の渦巻文内は短沈線で充填する。９６は口縁部の区画文内を矢羽状の沈線で充

填する。９７は細かい条線文で縦位に波状文を施す。９８は口唇部に二本の沈線を巡らしている。９９は口唇
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部と直下に沈線を巡らし､下方に縦位の条線文を施す｡100は口唇部下に巡らした横走沈線文に円形刺突

文を連続して施す。下方は沈線による波状文を施文する。102は区画文内を縦位の沈線で充填し、屈曲部

にも沈線を連続して施す。104は隆帯による区画内を円形刺突文で充填している。105は隆帯による区画

文内を縄文で充填し､屈曲部の上面に先端が蕨手状となる沈線を横走させる。106は二段に施された列点

文と縦位に連続する沈線が見られる。107は隆帯による胴部文様帯が残る。108は隆帯による２本１組の

懸垂文と一本の波状懸垂文が施されている｡109は地文を撚糸文で充填し､隆帯による懸垂文を垂下させ、

110は沈線による波状懸垂文を垂下している。111は粗い条線文を縦位に施す｡112には沈線による波状文

が施されている。113,115,116,119,125は磨消し懸垂帯を垂下させる。114は頚部に３本の沈線文を

巡らして胴部文様帯を区画する。胴部は縦位の条線文を地文とし、沈線で波状文を施す。117は磨消し懸

垂帯に蕨手状の懸垂文を垂下させる。118は沈線による懸垂文を垂下させ、左右に曲線文を施す。120は

隆帯による懸垂文を垂下させる。121は三本の沈線による懸垂文を垂下させる。122は細かい条線文で波

状文を施す。123は沈線により区画文を施す。

124,126,127は沈線による懸垂文を垂下させている。

ｌ５Ｇ～Ｉ８Ｇ（第175図129～137）

129はＩ５Ｇの出土｡無文の深鉢形土器で､緩やかに内湾する胴部よりやや外反して開く口縁部に移行

し、口唇部を直立気味とする。口径19cmを測る。

130～132はＩ６Ｇの出土。130は磨消し懸垂帯を垂下させ、131は沈線により区画文を施し、区画内を

縄文で充填する。132は縦位の条線文を施している。

133～135はＩ７Ｇの出土｡133は横位に巡る連続刺突文で胴部文様帯を区画し､沈線によるアーチ状区

画文と蕨手状文を垂下させる。区画内は縄文を充填する。134は横位に施された沈線文下に細かい条線文

で縦位の波状文を施している。135にも縦位の条線文が施す。

136,137はＩ８Ｇの出土。136は山形突起を付す口縁部下片で、渦巻文と楕円区画文を入り組状に配し

ている。137も渦巻文と楕円区画文が配されている。

Ｊ３Ｇ（第175,176図138～158）

138は口唇部下に横走沈線文を巡らし、下方に沈線によるアーチ状区画文と蕨手状文を垂下させる。復

元口径19.4cmを測る。

139は口縁部文様帯の円文と楕円区画文が配され､内部に縄文を充填する。胴部文様帯は沈線による蕨

手状文を施す磨消し懸垂帯を垂下させる。140は口縁部文様帯の区画文内を縦位の沈線で充填している。

141,142は渦巻文と楕円区画文を配し<区画内を縄文で充填する口縁部文様帯である。143は沈線による

アーチ状区画を施す。144は口縁部文様帯に配された楕円区画文の区画内を縦位の沈線で充填する。１４５

は隆帯により区画されたロ縁部文様帯に渦巻文と楕円区画文を配し、区画内を縄文で充填する。146は山

形突起を付す口縁部片。147,149,151,154は磨消し懸垂帯を垂下させ、150は磨消し懸垂帯に蕨手状の

懸垂文を施す。148,153は隆帯による懸垂文と波状懸垂文を垂下させる。152は沈線による意匠文と連続

する刺突文を施す。155は沈線による懸垂文と波状文を施す。156は細かい条線文を充填する。157は隆帯

による波状文を施す。158は隆帯による懸垂文を垂下させる。
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第２節縄文時代の遺構と遺物

Ｊ４Ｇ（第176,177図159～181）

159は口唇部下になぞりの沈線を巡らし、微隆帯により区画文を施す。160は隆帯により口縁部文様帯

を区画し、渦巻文を簡略して蕨手状の沈線を施している。161は緩やかな山形突起を付す口縁部片で､沈

線による区画文を意匠する。162は沈線により施された区画文内を磨消しを施す。163は山形突起を付す

口縁部片で､頂上部に渦巻文を施す。口縁部文様帯は隆帯により意匠文を施している。164は区画文内に

縄文を充填する。165は口唇部下に二本の横走沈線文を巡らし、沈線間に円形刺突文を連続して施す。下

方は沈線による波状文を施文する。166は口唇部下に三本の横走沈線文を巡らし､二段の連続刺突文を施

す。167は口唇部下に連続する交互刺突文を巡らし、下方は縦位の条線文を充填する。168は隆帯による

区画文が施されている。169は隆帯により施された区画文内を縦位の沈線で充填する。170は沈線により

区画された剣先状の区画内に磨消しを施す｡171は口唇部に無文部を設け､隆帯で懸垂反面文を施す｡172

は沈線による幅狭いアーチ状の区画内に磨消しを施す｡173は隆帯による口縁部文様帯に渦巻文と区画文

を配す。174は器面が荒れているが、口唇部下に沈線が見られる。175は短く直立する無文のロ縁部で、

頸部下は縦位の条線文を施している。176は緩やかな波状を呈する口縁部片で､隆帯による渦巻文と区画

文を配し、区画文内を縄文で充填する。177は沈線による円文？が施されている。178は沈線による曲線

文を施す。179は縦位の条線文を施す。180は縦位の条線文を地文とし、沈線で意匠文を施す。181は浅鉢

の胴部片で沈線により円文を施す。

Ｊ５Ｇ（第177～178図182～203）

182は緩やかな波状を呈する深鉢形土器で、口唇部下に円形刺突文を連続して巡らしている。その直下

から沈線によるアーチ状の区画文を垂下させる。復元口径22.5cmを測る。

183,184は隆帯により渦巻文と楕円区画文を配し、183は区画内を沈線で矢羽状に充填し、184は縄文

で充填する。185の口縁部文様帯は、渦巻文と楕円区画文を配し、胴部は沈線によるアーチ状区画文を垂

下させ区画内を縄文で充填する。186は山形突起を付すロ縁部片で､沈線で渦巻文と楕円区画文を連結さ

せる。渦巻文と区画内は縄文で充填する。187は口唇部下に横走沈線文を施し、下方に意匠文を施す。１８８

は口唇部下に連続して刺突文を施している｡189は口縁部文様帯に渦巻文と楕円区画文を施している｡190

は口唇部下に平行沈線文を巡らし、その間に列点文を施す。

191は隆帯により区画文を施す。192は口唇部下に三本の横走沈線文を巡らし、193は列点文を巡らして

いる。194は地文を縦位の条線文で充填し、沈線で意匠文を施す。195は磨消し懸垂帯を垂下させる。１９６

は微隆帯による区画文が施されている。197は沈線によるアーチ状の区画文を垂下させ、区画内を縄文で

充填する。198は沈線による区画文を施し、区画内を縄文で充填し、蕨手状の沈線をアーチ状区画内に施

している。199,201は沈線による懸垂文を垂下させ、201には刺突文を施している。200は沈線で懸垂文

を垂下させたり横位に巡らしている。202は脚台付き小形土器。203は器台形土器片で口径13.1cm、器高

8.9cm、底径（16.7）ｃ､を測る。

Ｊ６ｑＪ７Ｇ（第179図204～209）

204は口縁部文様帯に渦巻文と楕円区画文を配す。205はロ縁部文様帯の楕円区画内を縦位の短沈線で

埋める。206は沈線による懸垂文を垂下させ、207,208は磨消し懸垂帯を垂下させる。209は縦位の条線

文を施す。
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第１Ⅱ章調査の記録

Ｊ８Ｇ、Ｊ１０Ｇ（第179図210～217）

210～216はＪ８Ｇの出土｡210は口縁部文様帯を隆帯により渦巻文と楕円区画文を連結して配し、渦巻

文内は円形刺突文、区画文内は縄文で充填する。胴部は磨消し懸垂帯を垂下させる。211,212はロ縁部

文様帯に渦巻文と楕円区画文を配す。213,214は磨消しを伴う沈線帯によるアーチ状区画文を施してい

る。215,216は沈線による蕨手状懸垂文を施す磨消し懸垂帯を垂下させる。217は口唇部に無文部を設け

ている。

Ｋ４Ｇ（第179,180図218～232）

218は口縁部文様帯を渦巻文と楕円区画文を入り組み状に配しているのであろう。219は口縁部文様帯

に施される渦巻文が円文に簡略され、内部を縄文で充填する。220,222は山形突起を付すロ縁部片で220

には渦巻文、222は入り組み状区画文が施されているのであろう。221は沈線による鋸歯状の意匠文を施

す。223は縦位に粗い条線文を施す。224は口縁部文様帯に渦巻文と楕円区画文を配している。225は口唇

部に無文部を設け､その下方に隆帯により区画文を施す｡226は沈線による磨消し区画帯が施されている。

227は沈線による意匠文を施す｡228は幅広の磨消し懸垂帯を垂下させている。229は縦位の条線文を地文

とし､沈線で意匠文を施す。230は横位に施された沈線により文様帯を区画し､上下に意匠文を施す｡２３１

は三本沈線文が垂下する。232は縦位に施された条線文と沈線による懸垂文が垂下する。

Ｋ５Ｇ（第180～182図233～277）

233は口唇部下に無文部を設け、胴部文様帯は隆帯で施す。区画内は縄文で充填している。234も233と

同様な文様構成が施されていると考えられる。235,239は口縁部文様帯を渦巻文と楕円区画文で構成す

る｡-区画内は斜位の沈線で充填する。235は渦巻文と楕円区画文を入り組み状に配している。236は隆帯

による楕円区画文が施されている。237は緩やかな山形突起を付すロ縁部片で渦巻文が施され、238は渦

巻文が簡略されて円文となる。240は楕円区画文が施される。241は口唇部下に二本の横走沈線文を巡ら

し､沈線間に二段の列点文を施す｡242は口縁部文様帯は口唇部下の横走沈線文と頚部に巡る沈線で区画

され、口唇部下の沈線間は列点文を施す。沈線区画間は隆帯による波状文が付されている。243は幅広の

無文部を口唇部に設け、下方を縦位の条線文を施している。244は隆帯により区画文を配し、区画内を縄

文で充填する。245,246,249は沈線文による波状文が施されている。247は楕円区画文を配し、区画内

を縄文で充填する。248は磨消しを伴う沈線によるアーチ状区画を施す。250は幅広の無文部に隆帯によ

る渦巻文を施している。251は口唇部下に平行沈線文を巡らし、その間に列点文を施す。252は二段の列

点文が施されている。253は沈線文区画に波状文などの意匠文を施す。254は沈線による意匠文が施され

ている。255,257～260,263,264は、磨消し懸垂帯を垂下させる。256は微隆帯によりアーチ状区画文

等を施す。261は隆帯による懸垂文などを施す。262,270～274,276は条線文を地文とし、262は横位に

施された沈線で文様を区画する。270,273,276は沈線による懸垂文を垂下させている。265は胴部文様

帯を区画する横位に巡る平行沈線に円形刺突文を連続して施す。その下方に沈線で渦巻状の意匠文を施

す。266は胴部文様帯の区画を三本の沈線で頚部に巡らしている。267は沈線により意匠文を施す。268は

沈線による懸垂文が垂下する。269は隆帯による懸垂文と波状懸垂文を垂下させる。271は沈線文による

波状文などが施され、272は隆帯により区画が施され、隆帯上には刺突文などを施す。275は隆帯による

垂下する懸垂文を挾んで沈線を矢羽状に施している。
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第２節縄文時代の遺構と遺物

Ｋ６Ｇ（第182,183図278～300）

278はキヤリパー形を呈する平縁の深鉢で、口径21cmを測る。口縁部文様帯は沈線による渦巻文を連結

して配している。胴部文様帯は磨消しを伴うＨ字状区画文を施す。口縁部文様帯と胴部文様帯の間には

Ｓ字状文を配し、口唇部とＨ字状の区画文内には円形刺突文が施してある。

279は沈線区画により相対する弧文を施し、先端は角状としている。区画内は磨消しを施す。

280,282は口縁部文様帯に楕円区画文が施され、区画内を縄文で充填する。281は山形突起を付す口縁

部片。283は口唇部下に巡る平行沈線文の問に円形の列点文を連続して施す。284はロ縁部文様帯の区画

内に円形刺突文を施している。285は縄文を充填する口縁部片。286は口縁部文様帯を縦位の沈線で充填

している。287は沈線による波状文を意匠する。288は沈線による渦巻文を施す。289は山形突起を付す口

縁部片で、渦巻文を簡略した円文と楕円区画文を口縁部文様帯に配し、胴部文様帯は磨消し懸垂帯を垂

下させる。290,292,293,295,296,298は磨消し懸垂帯を垂下させる。293の懸垂帯は幅広で、295に

は口縁部文様帯の楕円区画文が施されている｡298は懸垂帯に波状懸垂文と蕨手状文が垂下している｡291

は隆帯による懸垂文を垂下している。隆帯上には連続する刻みが施してある。294は縦位の条線文を地文

とし、沈線で意匠文を施す。297は二本１組の沈線を垂下させる。299は渦巻文を施す胴部片。300は磨消
しを伴う沈線区画文が施してある。

Ｌ６Ｇ（第183～185図301～330）

301は口縁部に２つの環状把手を付すと考えられる小型の深鉢形土器で、把手間は僅かな波状を呈す

る。体部文様帯は括れ部で分かれ、上下二段の構成を取る。上部文様構成は波頂下の楕円文を挾んで対

称に三角文を配す。下部文様構成はアーチ状区画文の先端を剣先状とする区画文を配す。区画文は沈線
で施し、区画内は縄文で充填する。

302の口縁部は４単位の波状を呈する。口唇部下に沈線を施し、無文部を区画する。文様構成は胴部の

括れ部の下方で分かれて上下二段の構成とする。上段は波状文、下段はアーチ状区画文を配す。

303は平口縁を呈するキャリパー形の深鉢で、口径21.2cmを測る。体部文様は上部に波状文を施し、波

長の谷間にはＳ字状文を配している。下部文様は大小のアーチ状区画文を交互に配し、波状懸垂文を施

すアーチ状区画文が上部の波状文の山部分まで侵入している。

304は口縁部文様帯の楕円区画文内は斜位の条線文で充填し、頚部は無文帯としている。305～307は口

唇部下に無文部を設け沈線で区画する。文様は沈線により剣先状区画文が施され、305,307は区画内を

磨消し、306は縄文で充填する。308,311,312はロ縁部文様帯の区画文内を縄文で充填する。309は山形

突起を付す口縁部片で、渦巻文と楕円区画文を施す。310は口唇部に無文部を設け、体部文様は磨消しを
伴う沈線区画文で意匠文を施している。

313は山形突起を付す口縁部片で、口唇部下に二段の列点文が施されている。314は山形突起を付す口

縁部片で、沈線により渦巻文を施す。315は縄文を充填するアーチ状区画内に波状懸垂文を施す。

316～318,321は磨消し懸垂帯を垂下させ、318は蕨手状懸垂文を施す。319は隆帯により区画文を施す。

320は沈線による懸垂文を垂下させる。322は口縁部片｡323は沈線による区画文内を縄文で充填する。324

は沈線による懸垂文を垂下させる。325は条線文を縦位で波状に施す。

326は曽利式土器片と考えられる。327は条線文を地文とし、沈線で意匠文を施す。328は沈線による波

状文を施す。329は沈線による区画文を施す。330は縦位の条線文を充填している。

Z９７ 
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Ｌ７Ｇ（第185図331,332）

331は口縁部文様帯は円文と楕円区画文を配し、内部を縄文で充填する。胴部は磨消し懸垂帯を垂下さ

せている。332は渦巻文などを施す口縁部片。

Ｌ８Ｇ～Ｌ１３Ｇ（第185,186図333～343）

333,334は山形突起を付す口縁部片で、333は楕円区画文内に円形の列点文を施し、334は渦巻文が施

されている。335は口縁部文様帯の区画文内に縄文を充填する。336,337は磨消し懸垂帯を垂下させる。

338は口縁部文様帯を渦巻文と楕円区画文で配し、区画内を縄文で充填する。339は口唇部下に施された

沈線文区画内を縄文で充填する。340は沈線による懸垂文を垂下させ、懸垂文間に磨消しを施す。341は

口唇部に沈線で区画された無文部を設け､下方に縦位の条線文を施す｡342は磨消しを伴う沈線文区画で

波状文を施す。343は隆帯による口縁部文様帯の区画文内に縄文を充填する。

Ｎ８Ｇ（第186図344～359）

344,347は口縁部文様帯を渦巻文と楕円区画文で構成し、区画文内を縄文で充填している。

345は口縁部文様帯に配された楕円区画文の内部に円形刺突文を充填する。346は口唇部下に巡る横走沈

線文に刺突文を施す。348～350,355,357は口縁部文様帯の区画文を配す口縁部片で、349は二段に列点

文が施されている。351は頚部に巡る平行沈線に円形の列点文を連続して施す。352,354～356は磨消し

懸垂帯を垂下させている｡352は縄文懸垂帯に沈線による波状懸垂文を垂下させる｡353は沈線によるアー

チ状区画文と蕨手状懸垂文を垂下させる。357は隆帯区画による楕円文を口縁部に配している。358は縦

位の条線文を充填する。359は沈線による懸垂文を垂下させる。

Ｎ９Ｇ（第186,187図360～379）

360は口縁部に付された山形突起部で、隆帯による渦巻文が施されている。

361,362,365は渦巻文と楕円区画文を口縁部文様帯に配し、362は磨消し懸垂帯が胴部に垂下する。

363は口唇部下に無文帯を設け、沈線により区画する。364は渦巻文と楕円区画文を口縁部文様帯に配し、

区画内を縦位の沈線で充填する。366は隆帯による楕円区画文を波状に配し、連結部より懸垂文を垂下さ

せる。区画内は縄文で充填する。367は幅広の無文帯を設け、下方に細かい条線文を縦位に施す。368は

外反して開く無文の口縁部片である。369は山形突起を付す口縁部片で突起下にＳ字文を施し、渦巻文と

沈線を縦位に施す区画文が配してある。370は口唇部下に円形の刺突文を巡らす。371は沈線により口縁

部に意匠文を施している。372は磨消し懸垂帯を垂下させる。373は縄文を充填する。374は沈線により区

画文と意匠文を施す。375,376は磨消しを伴う懸垂帯を垂下させる。377は磨消しを伴う沈線区画帯と意

匠文を施す。378,379は縄文を充填する。

Ｎ１０Ｇ（第187図380～382）

380はロ縁部文様帯の区画文内を縄文で充填し、381は沈線により矢羽状とする。382は沈線により懸垂

文と波状懸垂文を垂下させる。

20Ｚ 



第Ⅲ章調査の記録

Ｉ iｊ ！ iii蕊iｌi遥鐘;韓i購熱蕊[露;磐騨

露
ｒ
ｈ
及
眠

3４２ 

341 
3４３ 

340 

蕊!｝
癖'鱸寄i警護蕊

幾
ａ
ｂ
 

ｏ
帥
Ｃ
Ｓ
Ｄ

｣PB 

F･ル
メ.’

346 
347 

345 

蕊』
へ３５０

」

344 

刀蕊
回議鱗

Ｚ 

蕊刀 3５１ 

几、〆Oｖ ３４９ 

3４８ 
､fEi療笈

腰
い
」
ｈ
隈
対
ｗ
浄
い
い
ｌ
ｒ
ｌ
．Ｉ 

蕊
篝

3５２ 

iiilili 
驫灘

野（源殻叶鋳ハト杓．ｈ肝貯’一

。
＆
や
づ

率べい時口

354 353 

3５５ 

写

3５６ 

３ 5９ 

3５８ 

蝋

363 ３６２ 

９Ｇｒｉｄ(1)1ｔ'十遺物第186図Ｌ10～13,Ｎ８，

2，２ 



第２節縄文時代の遺構と遺物

皿 Ｉ Ｉ 

一謡ママ才

写

蕊議i露ii霧|＃
364 

■
曰
８

365 3６６ 367 
.,P｡。kｑ,

368 

3７１ 

蕊
Ｐ
１
知
。
；
・
》
』
咀

豈
凸
酩
孔
。
・
・

ず
』
．

＆
勺
玲､凸

心･ヘ
一一.-03

鰯｣ 

程･q

rYI 
,《：

鱗織372 

7６ 

鱸識》

！ 
1 

ザ

第187図Ｎ９(2)、１０Grid出土遺物

2α３ 



第Ⅲ章調査の記録

Ⅱ 
384 

383 

、灘、 3８７ 

､司・･斗領､..出､

386 385 

一一 、）、）

､－ 

璽蕊篝iii雲霧

汎
贈
輝
く
、

ﾐニニニジ

、 、へ～－－－

鍵し

鱗

鱸

蕊
.…３９１ 

389 

第188図N11Grid、漏１号境(1)出土遺物

こり堅



第２節縄文時代の遺構と遺物

Ｎ１１Ｇ（第188図383～387）

383は口唇部下に無文帯を設け、口縁部文様帯は隆帯により意匠を施す。384は胴部文様帯を区画する

沈線文が巡る。385は区画文内を短沈線で充填している。386,387は磨消し懸垂帯を垂下させる。

古墳・方形周溝墓の出＋＋器

漏１号境（第188,189図388～411）

388は底部より直線的に緩やかに開く平口縁の深鉢形土器。口径29cm、器高33.6cm、底径(10)cmを測

る。口縁部文様帯は隆帯による区画文を連結し、区画内を縄文で充填する。胴部文様帯は沈線による枠

状文を配す。区画内も縄文で充填している。

389～391はロ縁部に配された区画文が見られるロ縁部片｡392は隆帯による相対する楕円区画文を口縁

部に配する。頚部無文帯を挾んで胴部文様帯を区画する隆帯が巡る。隆帯上には刺突文が施されている。

393は隆帯により区画文などを意匠する口縁部片｡394は口唇部下にやや広い無文帯を設けている。395は

口唇部下に平行沈線文を巡らす。396は条線文により縦位の波状文を垂下させる。397は山形突起を付す

口縁部片で、突起部の口唇部になぞりの沈線を｢八」の字状に施し、下方に渦巻文などを配す。398も山

形突起を付す口縁部片で、渦巻文などが施されている。399は渦巻文と楕円区画文を横位に配し、下方に

縄文を充填する沈線区画文が施してある。400～406は磨消し懸垂帯を垂下させる。405は幅広の懸垂帯で

ある。407は細かい縦位の条線文を地文とし、沈線で意匠文を施す。408は隆帯による意匠文が施される。

409は縄文を充填する胴部片｡410は地文を縦位の条線文で充填する。411は沈線による懸垂文を垂下させ

る。

漏２号壜（第190,191図412～432）

412は底部より直線的に立ち上がり、やや内湾する胴部よりロ縁部はやや開く。復元口径19.2cm､器高

25.1cm、底径9.7cmを測る。口縁部の大半が欠損するが、僅かな残存部に沈線が施されている。胴部文様

帯は沈線により波状懸垂文を垂下させる。

413は条線文を地文としてランダムに施し、沈線により意匠文を施す。414,417は渦巻文と楕円区画文

が配されるロ縁部片。415は口縁部文様帯に配された区画内を縦位の沈線で充填する。

416は二本１組の沈線を二段に巡らしている。418は口縁部に沈線により渦巻文を意匠している。419は

括れ部に巡る隆帯で胴部文様帯を区画し、沈線により波状文を施していよう。420は沈線による区画文内

を円形の刺突文で充填し、下方に条線文を波状に施している。421は沈線文を波状に意匠して施す。４２２

は磨消し懸垂帯が垂下している。423は縄文を充填している胴部下片。424は沈線文で波状文などを意匠

する。425は微隆帯により区画文を意匠する。426は沈線により懸垂文を垂下させる。427は沈線を矢羽状

に施す。428は括れ部に沈線を巡らし、それより懸垂文を垂下する。429,430は区画文内を沈線で充填す

る。431は縦位に施す条線文を地文とし､隆帯による懸垂文を垂下させる。隆帯上には交互の刻みを施す。

432は沈線による波状文を意匠する。

１号方形周溝墓（第191図433～445）

433は微隆帯による区画文が配され、区画内を縄文で充填する。434～436,438,439は磨消し懸垂帯を

垂下させ、434は縄文帯に沈線による波状懸垂文を施す。437は沈線により区画文を施し区画内を条線文

205 
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第２節縄文時代の遺構と遺物

で充填する。440は垂下する隆帯の左右に沈線を矢羽状に施す。441は沈線下を条線文で施す。442は沈線

による波状文を意匠する。443は沈線による懸垂文を垂下させる。444は隆帯による区画文を配し、区画

内を磨消しを施す。445は条線文を充填する。

漏３号境（第191図446～449）

446は山形突起を付すと思われるロ縁部片で､､渦巻文と楕円区画文を配す。区画内は沈線で矢羽状に充

填する。447は口縁部文様帯の区画文内を縦位の沈線で充填する。448も446と同様に区画内を沈線で矢羽

状に充填する。449はロ縁部文様帯を隆帯で意匠する。

漏４号境（第191,192図450～460）

450は口縁部に平行沈線文を巡らし、括れ部より条線文を縦位に施す。451は口縁部文様帯に渦巻文と

楕円区画文を配す。452は胴部文様帯を区画する隆帯と波状懸垂文が施されている。

453は山形突起を付すと考えられる口縁部片である｡口縁部文様帯は隆帯による渦巻文と区画文が配さ

れ、区画内を矢羽状に沈線で充填する。454は沈線による懸垂文を垂下させる。455は条線文を地文とし

て縦位に充填する。沈線により懸垂文と波状懸垂文を垂下させる。456は沈線により意匠文を施す。４５７

は胴部文様帯の区画を横走沈線文で施す。458は沈線による懸垂文を垂下させる。459は隆帯による区画

文を配す。460は器台形土器である。

６号境（第192図461～464）

461は頚部無文帯を設け、胴部文様帯は微隆帯による区画文を施す。462は３単位の波状口縁を呈する

深鉢形土器。体部文様は上下二段で構成され、上部文様は波状文を施す。下部文様はアーチ状区画文を

上部の波形の谷部と相対して配し、波形の山部より蕨手状懸垂文を垂下させている。

463は沈線による楕円区画文が配され、区画内を縄文で充填する。464はなぞりの沈線により区画文を

施す。

表土の出土遺物（第193～195図1～62）

１，２，４は口縁部に付された山形突起。頂上部に渦巻文を施し、隆帯による渦巻文を配す。３は口

唇部に無文帯を設け、微隆帯により区画文を施す。５は円孔を施す山形突起で隆帯による区画文を施し

ている。６は緩やかな山形突起を付し、口唇部に沈線を施す。

７，８，１１，２４は微隆帯により区画文を施す。９は隆帯により区画文を配している。１０は縄文を充填

する小型土器。

１２，１３，１８，３３は口縁部に配された区画文内を縄文で充填する。１４は沈線により意匠文を施す。１５は

山形を呈する突起部に沈線で文様を意匠する。１６は渦巻文と区画文を配する口縁部片で渦巻文の上に短

沈線を縦位に施す。１７は縄文を施す。１９は口唇部に無文部を設け、沈線により区画を施す。２０は口唇部

下に横走沈線文を巡らし、下方に条線文を施す。２１は沈線により区画文を配す。２２は隆帯による区画文

内を縦位の沈線で充填する。２３，２６は口唇部下に巡る平行沈線文間に列点文を施し、２３は下方に沈線で

蕨手状文等を意匠する。２７，２８は沈線により意匠文を施す。

２９は隆帯により渦巻文を施す。３０は口唇部に無文部を設け、下方を縄文で充填する。３１は口唇部下に
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第２節縄文時代の遺構と遺物

巡る平行沈線文間に交互刺突文を施す。３２は沈線により波状文を施す。３３は沈線により区画文を施し区

画内を縄文で充填する。３５は口唇部下に巡る平行沈線文間に刺突文を施し､沈線で波状文等を意匠する。

36は頚部無文帯を有し、ロ縁部文様帯は隆帯により渦巻文と区画文を配している。区画内は沈線で充填

する。３７は口唇部に沈線で区画された無文帯を設け、下方を条線文で縦位に施す。

３８は山形突起を付すロ縁部片で、突起部には内外面に沈線による蕨手状文を施す橋状把手を設けてい

る。胴部は端部を蕨手状とする波状文を施している。３９は口唇部下に横走沈線文を巡らす。４０は隆帯を

横位に巡らす。４１は区画文内を縄文で充填する。４２は沈線により意匠文を施している。４３の胴部には沈

線により蕨手状の懸垂文を垂下させる。

４４，４６，４７，４９は磨消し懸垂帯を垂下させ、４５，５０は隆帯による懸垂文と波状懸垂文を垂下させてい

る。４８は沈線による懸垂文と波状懸垂文を垂下させる。５１は隆帯による区画文を配し、区画内を縄文で

充填する。５２は二本１組の沈線による懸垂文を垂下させ、区画内を枠状文で連結する胴部片。５３は｢<」

の字に屈曲する胴部片で上部に縦位の条線文を施す。５４は沈線文で意匠する胴部片。５５は沈線により胴

部文様帯を区画し、二本１組の懸垂文を垂下させる。５６は沈線により懸垂文と曲線文を施す。５７は区画

文内を縄文で充填する。５８は条線文を地文とし、沈線で懸垂文を垂下する。５９はなぞりの沈線で区画さ

れた上部に条線文を波状、下部を縦位に充填する。６０は隆帯により懸垂文と波状懸垂文を交互に施す。

61は沈線で懸垂文を施す。６２は区画文内を沈線で矢羽状に充填する。

縄文時代後期包含層出土土器（第196図１～７）

当該期に比定される土器片は、堀ノ内式と加曽利Ｂ式が出土。１～４は堀ノ内２式に比定される。１

は刻みを施す隆帯により文様帯を区画し、下方に沈線で縄文帯を区画する。２は口唇部内面に１条の沈

線を巡らし、外面には８の字状貼付文を付す。体部文様は、渦巻文を主体として入り組文を構成する。

３は口縁部から垂下する刻みを施す隆帯の一部が見られ、横位沈線文により胴部文様帯を区画する。胴

部文様帯は沈線により懸垂文などを垂下させている。４は横位沈線と下方には曲線と直線により文様を

施す胴部片。

５～８は加曽利Ｂ１式に比定される。５は口唇部内面に斜位の刻みを連続させ、外面は横位沈線によ

り区画された帯縄文が施されている。６も横位沈線により区画された帯縄文が巡る胴部片。７は縄文帯

に横位沈線を巡らし、横位沈線を区切る沈線が見られる。
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第２節縄文時代の遺構と遺物

第７項石器

打製石斧一覧表

lLH十柿置 形状 '幅Nb 長さ 重さ 石材 図版番号 昭十付置 形状 長さ 幅NＣ 重さ 石材 図版番号

１１１３ＧＩ短冊形’１０．１１４．４１８５１灰 安 56116Ｈ｜短冊形’１１，０１４．３１１０２１〃｜〃１６

21Ｊ５Ｇｌ〃’１５．６１５．０１２１３１変質頁 57144Ｈ｜〃’１１．２１４．２１７０１〃｜〃１７

頁 58125Ｈ｜極形’９．３１４．４１１７．１１〃｜〃１８３１〃 〃’１２．４１４．８１１５０１黒

4110Ｈ｜撞形'’１１．２１５．２１１７４１〃 591121Ｈ｜短冊形’１０．０１３．１１６１１〃｜〃１９

51漏１墳周|’｜(11.5)Ｉ（3.9)'’１６２１〃

！!|蕊:隣|雷|;1卜ｉｉｌｉ卜澆！61Ｊ３Ｇｌ擁形’１０．７１４．３１１８７１〃

７１Ｊ５Ｇ 安１０．３１５．０１８２１灰

81表採｜短冊形’９．７１３．９１３９１１黒 63159Ｈ｜分銅形’１２．４１５．９１２１７１〃｜〃２３頁

64157Ｈ｜短冊形’１０．２１３．９１５３１〃｜〃２４91Ｊ５Ｇｌ接形’１１．７１６．３１１０１１１〃

10|〃｜短冊形’１１．５１１４．０１７９１〃 651Ｈ２Ｇ｜〃’１１．９１４．８１７５１細安’〃２５

111表採ｌ〃’１１．７１１５．１

:il鶏｜擬"形|Ｍ|:iilⅡiil鶚〃頁|ｌ;：ｌ２ｌＪ５Ｇ｜〃’１１．１１３．７１８１１〃

1311漏１墳周|擢形’１１．２１４．９１１１７１〃 681Ｋ６Ｇ｜短冊形’12.615.1111831灰 安’〃２８

ｌ４１Ｊ４Ｇ｜短冊形’１１．２１４．９１１０３１変質玄 69120Ｈ｜〃’１４．４１５．１１２２３１〃｜〃２９

151漏１墳周｜〃’１０．７１４．６１１１０３１黒

!|篝｡ﾄﾞ斜!;Ｍ;Ｗ,苦'鴬
頁

161表採｜極形’９．４１１４．５１１７０１〃

l７１１３Ｇ｜〃’１０．０１４．５１６７１〃

ｌ８１Ｈ２Ｇ｜〃’１２．４１４．７１１３６１細 安 731Ｌ６Ｇ｜〃１１１．１１４．５１８１１〃｜〃３３

741表採｜〃’１０．１１４．０１８６１〃｜〃３４191漏１墳周｜〃’（9.5)１４．８１５５１１黒 頁

201115Ｈ｜|短冊形１１２．５１４．９１１２９１〃 75113Ｈ炉｜〃’１３．０１５．５１１３８１〃｜〃３５

211Ｊ３Ｇｌ接形'’７．５１５．２１６１１〃

ﾘﾘ|Y：｜綴"鯵朏|:flWll灰〃菱lｌｉｉ22122Ｈ１〃１７．５１４．６１７１１〃

23137Ｈ｜短冊形’８．９１４．０１３２１〃 78116Ｇ｜〃’１０．５１４．９１７６１黒頁｜〃３８

２４１１３Ｇ｜〃’１１．３１４．４１８４１〃 ７９１１６Ｇ｜〃’'１０．６１４．３１７５１〃｜〃３９

251表採｜擢形’１０．５１５．８１１２０１１〃

ｉｌｌｉＩ：｜鰊|Nil::|::|鶯譽|,,;図iｌ261Ｈ２Ｇ 5．６１４．１１５１１〃

271Ｊ４Ｇ｜短冊形’１０．９１１４．４１８０１〃

:;|YH｜灘|}I:|:洲;｜ｌｌｌｉ：28134Ｈ 7．４１５．４１８９１〃

29137Ｈ｜擢形’８．０１５．２１５１１〃 841Ｈ３Ｇｌ掻形’１０．２１４．８１８１１〃｜〃４４

301Ｊ４Ｇ 851漏１墳周Ｉ〃’１０．３１１４．６１６５１〃｜〃４５9．４１２．９１１２７１〃

311Ｈ２Ｇ｜短冊形’１１．０１５．０１１２１１〃

11|蓬｡|鮒!|i;'1|ﾄﾞﾘ１頬32158Ｈ｜〃’８．８１４．２１５７１〃

331Ｊ５Ｇｌ〃’８．５１４．０１５６１〃

341表採｜〃’１２．３１５．５１１１３１粗粒安

:ｉ|悪。|鐘徽癩ll1llii:|Ⅱ!:｜Ｉ｜；::351Ｈ６Ｇ｜〃１１１．９１４．４１７３１〃

361漏３境｜分銅形’１１．２１８．１１２４０１黒 頁 91128Ｈ｜〃’１０．１１４．１１５２１〃｜〃５１

37149Ｈ｜短冊形’１３．９１５．３１１２５１〃 92126Ｈ｜〃’９．３１１３．０’401黒頁｜〃５２

38149Ｈ｜撤形’１３．１１１５．１１１８９１灰 安 93126Ｈ｜撞形’１０．９１５．１１１０５１〃｜〃５３

94159Ｈ｜短冊形’９．９１４．３１８６１〃｜〃５４39159Ｈ｜〃１１２．６１１５．７１１６１１黒 頁

401Ｆ７Ｇ｜〃１９．５１４．８１９６１〃 95116Ｈ｜〃’１１．２１３．８１６２１〃｜〃５５

411Ｌ６Ｇｌ短冊形’９．７１３．９１８２１〃’197図１ 96127Ｈ｜〃’１０．２１３．８１４５１〃｜〃５６

421Ｎ９Ｇ｜〃１１０．６１４．１１７８１〃｜｜〃２ 9716墳周｜〃’９．０１４．２１４８１〃｜〃５７

431Ｈ７Ｇ｜分銅形’９．１１４．０１４９１〃｜〃３

i鵜,側ｉｌｌｉｉｌｉｌ:引！;Ｉ44128Ｈ 7．１１５．６１９５１〃’〃４

451Ｊ３Ｇｌ綾形’７．５１１５．４１６４１変質玄｜〃５

４６１１３Ｇ１〃１７．３１４．７１１５６１黒 頁｜〃６ l01113H｜〃’１１．９１４．６１１６５１ホルンフエルス'200図61

471Ｈ２Ｇ｜|短冊形’１１．１１４．４１８５１１細 安’〃７ l02157H｜〃’１０．１１４．２１９７１灰安’〃６２

481Ｈ７Ｇ｜〃’１２．４１４．２１１０７１黒 ｌ０３１Ｍ８Ｇｌ分銅形’１５．２１７．２１３０２１〃｜〃６３頁ｌ〃８

49120Ｈ｜嬢形’１１．３１４．９１１１０１粗粒安｜〃９ l０４Ｋ１２Ｇ〃１２．５５．５１５２１〃〃６４

１０５ＪＤ3９短冊形１２．１４５１１７珪質頁〃６５

１０６表土分銅形９．４７．２１１０黒頁〃６６

１０７５７Ｈ溌形１０．４５．７１３０〃〃６７

１０８表土’〃９．３５．１９４〃〃６８

501Ｈ７Ｇ｜短冊形’１１．１１４．３１１８９１黒 頁｜〃１０

511141Ｈ｜〃’１３．４１４．７１１６０１細 安’〃１］

5211Ｎ８Ｇ｜〃’１０．９１４．０１９５１１黒 頁｜〃１２

531Ｊ６Ｇｌ接形’９．４１４．５１４３１〃｜〃１３

54152Ｈ１〃１１１．１１４．５１６７１〃｜〃１４ 1091漏１墳周 1２．８１４．７ 〃

５５１５Ｈ１〃’８．７１５．２１１９８１〃｜〃1５ l101L6G｜短冊形’８．３１３．５１３６１１黒色頁'220図6９
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NDI lLH十竹摺 形状 長さ 幅 重さ 石材 図版番号
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第Ⅲ章調査の記録

形状 幅 重さ 石材 図版番号鼎十付置 長さ石材 図版番号'幅fH十付置 形状 長さ 重さ NOL Nb 

１７１１１３Ｇ｜〃’（9.6)’（4.4）安’〃７０971灰l１１１Ｌ６Ｇｌ〃’１１．０１４．５１９７

頁｜〃７］ l７２１Ｋ６Ｇ｜〃’１０．５１４．４112137Ｈ１分銅形’９．７１１４．４１８８881黒

l73157H｜擢形l(10.1)１（6.2）頁ｌ〃７２l131K5G｜短冊形’９．７１３．８１５０501黒

１７４１１３Ｇ｜短冊形’９．３１４．３751黒色頁｜〃７３l14113Hpit511擁形’９．５１４．５１７５

l７５１Ｋ４Ｇ｜〃１１０．１１１４．０ｌ１５１Ｊ４Ｇｌ短冊形’１０．２１４．１１１００1００１〃’〃７４

l７６１１３Ｈ｜〃１１１．９１１４．９1161表土ｌ〃’１１．０１４．８１１３３1３３１〃’〃７５

ｌ７７１Ｋ５Ｇｌ綾形’１１．７１５．５1141ホルンフェルス｜〃７６l１７１Ｈ２Ｇｌ〃｜エ0．９１４．７１１１４

ｌ７８１Ｋ６ＧＩ短冊形I(12.8)Ｉ（4.2）1161黒色頁｜〃７７1181表土｜〃’１３．５１４．６１１１６

1791漏７境｜〃１１４．３１１４．７頁｜〃７８691黒1191漏１墳周｜〃’１０．４１４．０１６９

l801K6G｜〃１１１．０１１４．５1351〃｜〃７９1201Ｈ３Ｇｌ〃’１１．８１４．５１１３５

ｌ８１１Ｋ５Ｇｌ短冊形１１０．１１３．４安’〃８０ｌ２１１Ｋ５Ｇｌ分銅形’１０．６１４．９１１１１1111細

1821漏１周ＮＷｌ〃１９．９１４．０頁'201図8］501黒1221漏７墳Ｎｌ〃’７－２１４．８１５０

l83144H｜〃’１０．１１４．３1231漏１墳ＮＥ｜短冊形’９０１３．７１５１5１１〃’〃８２

安’〃８３ 1841Ｍ９Ｇｌ〃’１３．８１５．０961灰124136Ｈ炉５１〃’９．７１４．４１９６

頁｜〃８４ 1851表土1321黒 1０．５１４．９ l25141H｜〃１１２．８１４．７１１３２

〃８５ 1861Ｍ８Ｇ 1４０１５．９ l２６１１３Ｇ｜〃１８－４１３．９１６０6０１〃

安’〃８６ l871JD141接形’１２．８１５．８1061細l271J4G｜〃’１１．２１４．８１１０６

頁Ｉ〃８７ 1881漏２周Ｎ｜〃’８．９１４．９1431黒ｌ２８１Ｊ４Ｇｌ分銅形’１０－５１６．８１１４３

l89144H｜短冊形||(10.3)１（4.7）8６１〃’〃８８1291漏１墳周｜〃’１１．６１１４．６１８６

安’〃８９ l９０１１５Ｇ｜〃１１０．２１４．０23911灰1０．２１１７．０１１２３９ l３０１Ｋ５Ｇ 

l９１１Ｍ６Ｇｌ〃’１０．３１４．４4011細 安’〃９０ｌ３１１Ｊ４Ｇｌ嬢形’９．９１４．０１４０

1921漏２周｜〃’１１．１１４．９頁｜〃９１541黒ｌ３２１Ｊ３Ｇｌ〃１９－８１４．４１５４

安’〃９２ 19311漏１局ＳＥ｜｜〃’１１．１１５．５921細l３３１Ｊ３Ｇ 1２．３１４．９１９２ 

1941漏２墳｜擁形’８．８１５．０安’〃９３741灰1341表土｜短冊形’９９１４．７１７４

頁｜〃９４ l９５１Ｍ６Ｇ 1１．５１５．６ 1221黒1351漏１堀ｓ｜〃’１１－７１４．３１１２２

1961表土 9．２１１３．８ l361J5G 7－８１４．１１１４２ 4２１〃’〃９５

1971表土｜短冊形'’１０．４１１４．４401珪質頁｜〃９６l３７１１Ｈ｜嬢形’７．５１３．５１４０

l981J6G｜〃’１０．５１４．５1381表土｜短冊形’１０－１１４．０１５５551ホルンフェルスｌ〃９７

l99134H｜擁形１１０．８１４．４頁|｜〃９８1191黒l３９１５Ｈ｜嬢形’１０．１１４．８１１１９

200116墳周Ｓｌ〃’１０．６１５．０安’〃９９3391細ｌ４０１１３Ｇｌ短冊形’１３．４１６．０１３３９

201134Ｈ｜短冊形’１２．５１４．３801粗粒安｜〃１００141132Ｈ｜〃’１０－２１４．６１８０

2021漏２墳周|接形'（9.2)'（5.1）頁1202図101431黒1421漏１周Ｗ|擁形’８－１１１４．３１１４３

2031漏２周Ｎ｜〃’’２１．１１７．８6811緑色片｜〃１０２１４３１１３Ｇ｜|短冊形１１０．０１４．５１１６８

頁|｜〃１０３ 204132Ｈ｜〃’’１１．７１５．０l44113G111擁形'（9-0)’（5.5)’１３４13411黒

2051134Ｈ｜短冊形''１３．２１４．１安’〃１０４931細１４５１１４Ｇ｜短冊形'（9-1)’（4.8)’９３

頁ｌ〃１０５ 2061114Ｈ１〃１９．５１３，４731黒l46127H｜〃１１ｑ９１４．３１７３

2071ＪＤ１４１分銅形|(11.4)’（6.7）1101珪質頁｜〃１０６147132Ｈ１〃’１０．９１５．５１１１０

208130Ｈ｜擁形’１１．９１５．０頁ｌ〃１０７561黒148147Ｈ１〃’10-0’３．９１５６

209120Ｈ｜短冊形’９．３１１４．１安’〃１０８461灰l49147H｜分銅形’８－２１４．４１４６

210123Ｈ｜極形’１０．１１１６．４1０１１〃ｌ〃１０９15016墳周Ｎ|短冊形|(11.1)’（4.3)’１０１

211131Ｈ｜短冊形'（7.3)’（4.3）l51126H｜〃｜(11.8)’（5.4)’１３４1３４１〃｜〃110

頁｜〃１１１ 2121137Ｈ１〃’’１０．３１４．３1581黒l５２１Ｎ９Ｇｌ〃’１２．２１４．６１１５８

21316墳周ＷI種形’１５．２１６．８l53111H｜嬢形’８．５１５．３１１８７8７１〃１〃１１２

214158Ｈ｜短冊形’９．５１４．５8８１１〃’〃１１３1541表土｜短冊形’1０．１１４．１１８８

215126Ｈ｜〃｜(10.2)’（5.1）491細 安’〃１１４l55150H｜〃’７．６１４．４１４９

頁｜〃１１５ 216132Ｈ｜〃１１２．８１１４．６781黒l5611K5Gl〃１９．７１４．８１７８

２１７１１３Ｇ１〃１１１．３１５．１ｌ５７１Ｋ６Ｇｌ接形’１３．１１５．５１１８０1８０１〃１〃１１６

2181110Ｈ１〃１１４．８１５．７1951〃ｌ〃１１７158128Ｈ１分銅形’１３．２１６．６１１９５

219110Ｈ１〃’１２．７１５．２6７１〃’〃１１８ｌ５９１Ｊ５Ｇｌ短冊形’１０．２１４．２１６７

220110Ｈ｜〃｜(10.0)’（3.9）安’〃１１９431灰1601漏３墳丘｜〃’８．５１３．４１４３

221158Ｈ｜〃’７．６１４．６l611K5G｜分銅形’１３．２１５．９１１４０1401ホルンフェルス｜〃１２０

222128Ｈ｜|擬形１９．７１１４．５頁1203図1211411黒l６２１Ｋ５Ｇｌ〃１１２．６１６．２１１４１

22311漏３墳ｌ〃１７．０１４．０1631表土 1１６１４．３１８０ 8０１〃

２２４１１３ＧＩ短冊形’１０．１１３．３l64111H｜短冊形'（9.5)’（4.6)’１１７1１７１〃’〃１２２

2251Ｊ６Ｇｌ掻形’１１．２１５．７861〃｜〃１２３l651K5Gl〃１１１．７１５．１１８６

226110Ｈ｜短冊形'（8.0)’（5.0）1１４１〃｜｜〃１２４l６６１Ｋ５Ｇｌ〃’１４．０１４．３１１１４

227128Ｈ｜〃｜(10.7)Ｉ（3.9）11311〃１〃１２５l６７１Ｋ５Ｇｌ〃’１１．６１４．６１１１３

22811漏２局Ｎｌ〃１１１．９１１４．０3211変質玄｜〃１２６ｌ６８１Ｋ６Ｇｌ分銅形’１３．５１６．６１３２１

229131Ｈ１〃110.0’３．９1４９１〃｜〃127ｌ６９１Ｋ５Ｇｌ短冊形’１１．４１５．５１１４９

230131Ｈ｜嬢形’１０．６１５．０安’〃１２８821灰l７０１Ｋ５Ｇｌ〃１１０．１１４．３１８２

2Z６ 

Nｕ 出十位盾 形状 長さ 幅 重さ 石材 図版番号

１Ｌｎヶ凸の毛Ｕ、句亟Ｆ『Ｕ【ｍＵ－ｍＩ〔ｘ〕ｎｕＵ、ⅧＵ勺０▲ｎ回向くＵＡ加江戸門Ｕ【ｈｕ月ＦＪ〔ｘ】（ｕ）（ⅢＵ弓Ⅱ上、〃凸、臼凹Ｊα・・蜀凹【ｈＵＲＪ９【ｘ」、Ｌｕ、■山ミー凸がノキ□しＩ凹凸Ｅ』グト、Ｆｊ０堺尹しｒ」しＰＩＬ『１ＪＴ＆〃□ａＬｏＰＬＬロ伊ⅡＰ００ゲ出しけしらＪⅡ、「－ロ汀凸４’■△Ｉ７，ⅡＪＩＳ。Ｉ１０４－．－１７７７７７７７７７８８８８８８８８８８９９９９９９９９９９００００００００００１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２３ ．．・・．．・・・・．．‐．．．－‐、－‐」’しＩ－Ｌ１－ＬＩ１胸ＩＩＬ－１』‐しＩＩＬ‐ＩＬ‐’し‐ＩＬ－Ｌ‐‐吟、グゴ、ノゴ、〃ＵＳＪ。可２、〃ず、〃凸、グ劃１２１２う曲１２、〆】『〃】Ｔ２、凸⑪凸ｍ〃】、色ｍｇｌｍ凸、凸、色、凸、白、凸、色、凸ワ臼一ｍ△、凸
Ｗ 

Ｎ 

Ｓ后Ｎ

Ｎ 

Ｆ 犯肥Ｈ犯沁Ｈ犯肥磁肥肥剛Ｈ肥土肥皿稠Ｈ祀肥稠魎鎖、土土６Ｈ境Ｈ２２ＨＨＨＤＨＨＨＨＨ境ＨＨＨ３ＨＨＨＨＨ３３６ＨＨ２ＨＨ４ 
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周
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周
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１ １Ｋ打ＩＫＢＫＫ昂ＫＫ周以Ⅲ表ⅥＪ刺触ＩⅥ厨爵漏阯表炎Ｊ弧６拠漏耐銘弧ｕＪ知、昭皿諌６昭妬躯Ｉｍｎｍ記躯禰ＩＪｍ蛎漏皿孤 泥泥泥泥癖〃形〃”形〃〃鍼〃録錬辨繩砺〃鍬辨〃〃〃〃〃〃〃〃冊冊〃〃〃

〃〃冊〃〃冊〃〃冊〃〃〃
陵豆 形形

賎短 形形

塩 形

形形陵垣

〃冊〃〃〃〃
麟 形

斑溌短駿

撞短撞短
泥繊

ｊｊ ６｜、１■■▲ ９０Ｏ ｌ１ｕ 
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ｊ 

１Ｊ 

１Ｊ ３１９７８３０１９１８５０８９３２３１１８５２４５８６５２１７２壹ロ４９３１３３２Ｐｂ２８３８７０６７ＯＧ●●巾●◆●●●●■０■■■■①●■■◆●巳巳◆●●●■■●■■■ロ●■●凸包り■●■■■■■●●９０１１２４１０９０３０４２８０００１１８１９００００２９１１３９１１９０７０５９０２１４２０７９７ 『ⅡＬ１▲ご■▲１▲『０－１ＬＴＬ『■Ｌ『０△皇ＴＬ１Ｌ１＆１Ａ１▲。Ⅱ▲１Ｊ『ⅡＬ１Ａ１入１Ｌ１Ｌ『ＩユニＴＬ、〃』・可上『１人１▲１▲Ｔ上１Ｌ１▲ハ川）・可▲『Ⅱ▲●１▲１｛。ⅡＬ
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く

く

く

ｌ 

く

１２０７ 巴◆■■０１８０ １１１ Ｉく

９０６ ■■■ １００ １１１ 

ｊｊ 
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ｊ 

ｊ 

ｊ 
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ｊ 
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１ＪｎＪ ４４２３０９５２７５４０３０９９８９７０４９５０６８４５４０３１８０１４７０１４３３８５１６１７２９６５０３７０９０９０ ■■己■の■◆●●己■●●●●■●■●■■■■■□■■◆●ＣＯ■■●■■⑤■■巴●■■●■凸■■■■■ウ●Ｐ■■■■●■４４６４４４５４４４３４４５４５５４４４４４５５５３４４４５４５７５４３６５４６４４６４５４５５５３４４４３５５３４３５ （ｎＵＣ【〉●川迅●ん辻（ｕ〉りみ（ｕ】１ＬｌｎＵｎＵ（ｘＵ（ⅢＵ７０、凸Ｒｕ几を⑨凸、バリＲｕワーＲｕ１凸Ａｕ句ｌ－ｎＵ１Ａ、『Ｕ（Ⅲ〕１ＡＴ▲【Ｈ】１Ａ４卍ｎＮの色【ｕＵＲＪ０■〕ｎｕＵがＬｕＢ０ｒＬデーＩ伊か』ｎＪＪ制グＬ印ｒ＆こしＪ自ｒｏｑ。と、Ｆ１ＦＬ；し二匹１４４Ｔｊｆ〃７ｔＪ１９５２６６１８８６２２８８３８０８５０６８０６６７５７２６０３８２２１３８１５４４８３７４３１２１６８５３３２８９１５５ 
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２１１１ 
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蚤頁四石頁

頁安頁安買安安安頁頁頁頁頁頁安頁安頁安頁安安安蚤頁
竜一該泡云鎧蔭誤贋〃宴濃密一房一展
ノ

ノ

エ

エ

〃〃〃〃質フ

フ〃質粒
〃〃〃

〃〃

粒色紋色質
〃

〃

〃
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ン

ン

ル

ル

尋死慕佃蒸一火沮刊棊占、熱望黒雲一火累一大黒冊禦一火佃天佃凧
灰黒砂黒

変細ホ凪砂黒灰黒ホ黒珪粗黒黒
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図

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃咄〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃
Nb !}'十付智 形状 長さ 幅 重さ 石材 図版番号

ｎｕＵ、Ⅲ〉■Ⅱ▲、〃■、「］川刮■』飼いしＰＷＢ枳叉、ｒ目←１屯可Ⅱ凸ｒとヂゴ山ｊｑｊ旧』ゲトＬＦＩＩ鈩尹化〃ＬＣＪＩＬｑＩＪｒ＆２屯ＪⅢ．旧し〃↑、Ｆ１Ｐｊ巴ＰＬＣグー１『－Ｊｒ〃□Ｆ、Ｌ‐ＩＰｏｄ’６Ⅱ０‐１６１０’１Ⅱ．．８Ｊ’’０４－１’１２２２２２２２２２２３３３３３３３３３３４４４４４４４４４４５５５５５５５５５５６６６６６６６６６６７ ‐．－．‐－，。。円し。。ロ町・ＩＩＬＩ－Ｌ－１』－ＩＬ０ＩＩＬＩＩＬＩＩＬＩＩＬⅡＩⅡＩＩＬｂＩＩ。－１。１－』ＩＩＬＩＩＬＩＬＤＩＬ凸Ⅱ■■０Ⅱ▲。■■品‐１Ⅱ仏●■Ⅱ巴●０Ⅱ品■Ⅱ▲０Ⅱ▲０Ⅱ」。■■』勺Ⅱ」寸曰△可０一コ０上『Ⅱ公
周

周

Ｗｎ 

Ｎ 

丘“Ｈ死竝妬土泥土噸犯躯剛唖鑛Ｈ犯““噸犯媚沁沁土蠅犯Ｈ土Ｈ３Ｈ１３３４ＨＨＨＨ境Ｈ９Ｈ上Ｈ５６Ｈ５３５５土Ｈ５５５６５５
５ 

Ｓ 

ｔ 

Ｇ周ＧＧＧ
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ＧＧＧ墳ＧＧ
ＧＧＧＧＧＧ 当７Ｅ３１長Ｉ長扇１Ｋ葡計ＢＪＩＪＪ昂ＫＪＪＩ篭風Ｊ１蓋５１旧扇１１１〃胆ⅣⅣ６灯Ｎｕ麦刃ＫＫ邪Ｊ鮒ＫＫ炎ｎＫＫＫＫＫＫ

〃銅冊冊〃〃〃〃〃瀞〃》〃〃〃〃銅〃
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形

形

形

形形
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發
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ｊｊ 

ｊ１ 

１ｊ ０７志１戸、２ハリ９Ｆ、４，Ｕ〈０２０旬－８月缶２５〈０２９ＲＵｎＤ９が１８５１１４，白ｌ０ｎＵ１９９，Ｕ２１〔ひ、色５１６７１２９凸←、Ｏ△６６５７（０戸、５４１■■■■■■■●巳●■ｃｃ●■じじ凸』■の●●年Ｐ●■ご■■⑰のら⑪■。■■■■●■の●◆■Ｐ■■■■●。ｐ■■●●●■１９９９０１０３０１０７９９２８１０１０９９２９１７７００３０８０９９０００８１１２８０７９３３０８３２１９１４１３１０ 
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図

図
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第２節縄文時代の遺構と遺物

石材 図版番号幅 重さ長さ}しH十付盾 形状石材 図版番号 1V｡ 幅 重さ形状 長さlLH＋竹置NＯ 

(6.0)’（4.1)’471黒頁黒頁2911Ｈ８Ｇ｜〃１（6.0）安661細〃’（9.0)’（5.4)’６６2311Ｊ４Ｇ 

(8.0)’（4.3)’８８１１〃２９２１１３Ｇ｜〃’（8.0） 〃
短冊形’１２．７１５．０１１２０1２０１〃２３２１１５Ｇ 

2931Ｊ５Ｇｌ〃’（8.4）(8.4)’（4.9)’１１５１〃頁 〃711黒擬形１１１．６１４．６１７］233116墳周

(9.5)’（6.1)’2251細安細安2941126Ｈ｜〃’（9.5）〃’’０．５１５．５１１２８1２８１〃234123Ｈ 

安安（6.1)’（3.7)’321灰灰2951漏１周｜〃’（6.1）安短冊形|(10.5)’（5.2)’１３４13411細2351Ｈ２Ｇ 

安安2961表土｜〃’（8.4）（8.4)’（5.4)’911細細頁1241黒溌形|(10.7)’（5.2)’１２４2361ＪＤ5５ 

2971Ｈ４Ｇｌ撞形'（6.6） 頁頁（6.6)’（5.1)１５４１黒黒安701灰短冊形'’１０．１１４．０１７０237128Ｈ 

2981漏２周｜〃１（7.8）（7.8)’（4.2)１１０４１〃頁 〃541黒2381漏２局Ｎ 〃１１ｑ８１１４．０１５４

299126Ｈ｜短冊形'（9.2）（9.2)’（4.4)’５２１〃〃〃’（9.8)’（4.5)’５２5２１〃239131Ｈ 

300124Ｈ｜分銅形'（9.9）(9.9)’（5.3)’１０８１〃〃2401Ｎ６Ｇ 〃’１０．８１４．４１８１8１１〃

301126Ｈ｜短冊形’７８7．８１４．９１９３１〃頁 〃681黒2411Ｋ６Ｇ 〃１１０．７１３．５１６８

30211Ｊ５Ｇ (7.6)’（5.1)’681細安細安（7.6） 〃１１１４１４．１１９５9５１〃2421Ｋ６Ｇ 

（8.0)’（3.8)’421黒頁黒頁303137Ｈ｜短冊形'（8.0）〃１（8.2)’（4.1)’７５2431Ｋ４Ｇ 7５１〃

304140Ｈ１〃１（9.7）（9.7)’（5.8)’1521細安細安擬形’９．２１５．０１９９9９１〃２４４１１６Ｇ 

30511墳Ｍ｜分銅形'（9.8）（9.8)’（5.7)11151黒頁黒頁2451Ｈ２Ｇ 〃’８．５１５．４１６９6９１〃

３０６１１３Ｇ｜短冊形'（8.0）（8.0)’（3.8)’４５１〃短冊形１１０．６１４．３１１８０8０１〃 〃246134Ｈ 

307132Ｈ｜〃’（9.6）（9.6)’（4.8)’1001細細 安安安撰形|(13.3)’（5.5)’１６０1601灰2471Ｌ７Ｇ 

(10.6)’（4.9)''1441ホルンフェルス3081114Ｈ１〃｜(10.6） ホルンフェルス短冊形'（6.2)’（3.5)’３８3８１〃2481Ｋ６Ｇ 

309156Ｈ｜〃｜'（8.8）(8.8)’（3.9)’551砂砂 岩岩35111変質玄〃｜(10.3)’（6.7)’３５１2491Ｋ５Ｇ 

310156Ｈ｜〃’（8.7）(8.7)’（4.7)’1201黒黒 頁頁頁461黒２５０１Ｌ６Ｇ 〃’９．２１３．８１４６

311110Ｈ｜擁形'（8.7） 安安（8.7)’（4.6)１６３１灰灰撞形’８．０１４０１４７2511Ｎ８Ｇ 4７１〃

3121漏７墳｜〃’（7.7）(7.7)’（5.7)’1021細細 安安1261細 安短冊形|(10.8)’（5.0)’１２６2521集石３

３１３１１３Ｇ｜〃’（7.7）（7.7)’（5.6)１８３１灰安灰安〃｜(13.2)’（5.1)’１４０1４０１〃253142Ｈ 

掻形|(12.0)’（4.9)’１５３ 314112Ｈ｜〃’（6.8）（6.8)１（5.5)’761黒2541ＪＤ3１ 黒 頁頁1５３１〃

頁 31511Ｌ８Ｇｌ短冊形'（9.0）（9.0)１（4.6)１８９１〃〃’（9.3)’（5.2)１１２７25515境Ｎ 1271黒 〃

3161120Ｈ｜|短冊形'（8.0）短冊形|(10.4)’（4.9)’１２３ 安 (8.0)’（5.4)'’1091細2561漏２境 1231灰 細 安安

317132Ｈ｜擁形'（6.3）（6.3)’（4.3)’531灰 安安〃｜(12.1)１（4.2)’９２ 灰257156Ｈ 9２１〃

溌形'（8.6)’（4.5)’６５651変質玄 3181Ｍ８Ｇ｜〃｜(12.6）(12.6)’（4.7)’431黒黒 頁頁２５８１１Ｍ 

319130Ｈ｜短冊形'（8.7）短冊形'（7.4)’（4.1)’４２ (8.7)’（5.0)’1041細2591Ｋ６Ｇ 421黒 頁 細 安安

擁形'（9.8)’（6.7)’１８０ 32016墳周｜接形'（7.8）（7.8)’（6.1)’1111黒黒 頁頁260150Ｈ１７ 1８０１〃

26115墳Ｎ ３２１１１３Ｇ｜短冊形'（8.3）〃’（7.4)１（5.0)’６０ （8.3)’（4.1)’5511灰安灰安6０１〃

322149Ｈ｜擁形'（8.5）2621表土 （8.5)１（4.8)’６８ （8.5)’（4.4)'’481黒 頁頁6８１１〃 喧副

26311Ｊ５Ｇ 3231表土｜短冊形'（6.7）（6.1)１（3.5)’３３ （6.7)’（4.3)’711細細 安安3３１１〃

短冊形'（6.0)’（3.5)’２９ 3241Ｊ４Ｇ｜〃’（6.5）26416墳 （6.5)１（3.6)１４３１黒2９１１〃 Iﾆヨ 頁頁

26516墳周 7611珪質頁 3251ＪＤ７０１〃｜(10.7）（7.0)１（4.7)’７６ (10.7)’（4.4)’501紐紐 安安

2661ＪＤ4７ 溌形|(11.0)１（5.4)’８１ 頁 3261Ｊ４Ｇｌ〃’（8.7）8111黒 (8.7)’（3.5)’481黒頁黒頁

短冊形’１０．９１４．７１６７ 3271漏１周２６７１Ｉ４Ｇ （8.0)’（5.5)’４５１〃（8.0） 6７１１〃 〃

2681漏２周 2661輝緑岩 ３２８１１３Ｇ｜短冊形'（6.4）（6.4)’（4.7)’５９１〃〃’１０．４１５．９１２６６ 〃

269113Ｈ炉 溌形'（6.9)’（4.0)’４４ 329127Ｈ｜〃’（9.2）（9.2)’（4.4)１５１１灰441ホルンフェルス 灰 安安

2701表土 短冊形'（7.2)’（3.4)’２５251黒 頁 3301Ｋ６Ｇ｜〃’（7.3）（7.3)’（4.7)’641細安細安

擬形’１０．５１５．７１９３ 33119Ｈ｜掻形Ⅲ8.3）271119Ｈ （8.3)Ｉ（5.3)’571黒9３１〃 頁頁Iﾆヨ

〃’（9.3)’（5.1)’６１ 3321Ｋ６Ｇ｜短冊形'（8.2）（8.2)’（4.8)１７５１〃2721Ｋ５Ｇ 6１１〃 〃

2731Ｎ９Ｇ 〃１９０１５．４１９１９１１ホルンフェルス 333132Ｈ｜〃１（6.5）（6.5)１（4.2)１５８１〃〃

撰形1（9.4)１（4.4)’６５651黒 頁２７４１１９Ｈ 3341ＪＤ３１Ｂ｜〃’（8.7）(8.7)’（4.6)’661灰安灰安

短冊形|(11.5)’（5.3)’９１275156Ｈ ９１｝〃 ３３５１１３Ｇ｜〃Ｉ（7.4）（7.4)’（5.2)１８８１細安細安

2761ＪＤ8９ 〃｜(11.6)’（4.7)’９４941珪質頁 3361ＪＤ８９１接形|(10.8）(10.8)１（4.4)’1081黒 頁頁Eヨ

2771ＪＤ8９ 〃｜(10.8)’（4.7)’１０９1091黒 頁 3371Ｊ６Ｇ｜短冊形|(11.3）(11.3)’（5.3)’１９８１〃〃

2781Ｊ３Ｇ 〃’（7.9)’（4.8)’８２ 安821細 338158Ｈ｜〃’（7.5）（7.5)’（4.1)１５９１〃〃

〃’（8.2)’（5.0)’９４ 安2791Ｋ５Ｇ 941灰 3391Ｎ９Ｇｌ〃１（5.7）（5.7)’（5.3)’521灰 安安灰

擢形|(14.0)’（5.9)’１０３ 頁２８０１２０Ｈ 1031黒 （6.9)’（4.3)’571黒（6.9） 3401Ｍ９Ｇ 陸引 頁頁

671細 安281124Ｈ 〃１１０４１４．８１６７ 3411Ｊ５Ｇｌ擁形Ｉ（7.0）（7.0)’（6.0)’1091灰灰 安安

2821表土 短冊形'（8.3)’（3.3)’４２ 頁421黒 342126Ｈ｜〃｜(10.3）(10.3)１（6.9)’2221細安細安

擁形Ｉ（9.5)１（4.5)１６０２８３１２８Ｈ 6０１〃 343145Ｈ｜短冊形'（8.1）（8.1)’（4.1)’781ホルンフェルスホルンフェルス

〃｜(10.6)’（5.6)'’１１０２８４１ＪＤ３１ lｌＯｌ〃 3441漏２周Ｅｌ〃Ｉ（7.1）（7.1)Ｉ（5.2)’911黒頁黒頁

短冊形|(11.3)’（4.4)’８１285136Ｈ７ 8１１〃 345128Ｈ｜〃１（9.5）(9.5)Ｉ（5.0)’1111細細 安安

2861Ｊ６Ｇ 〃’（9.2)’（5.2)１９７971細 安 3461漏２周ｌ〃１（8.2）（8.2)’（4.5)’991黒 頁頁黒

頁2871Ｈ２Ｇ 591黒〃’1０．１１３．７１１５９ 3471ｊ４Ｇｌ〃Ｉ（9.1）（9.1)|'（4.0)’７９１〃〃

〃１（6.3)’（3.8)１３６２８８１１３Ｈ 3６１〃 （7.4） (7.4)’（6.3)’18311珪質頁３４８１１３Ｇ 珪質頁

2891Ｊ３Ｇ 安〃’（9.7)’（4.4)’１２４12411灰 3491Ｊ５Ｇ｜短冊形'（9.5）（9.5)’（5.4)’14011黒黒 頁頁

〃’（7.9)Ｉ（4.0)’７７7711黒 頁290132Ｈ ３５０１１３ＧＩ〃｜'（9.2）（9.2)Ｉ（4.6)’11811粗粒安粗粒安

2１７ 

Nｕ H1＋佇晋 形状 長さ 幅 重さ 石材 図版番号’

勺０△⑤△の、）△〃辻Ｆ『Ｕ【ｎ》句”０、ｘ〕ｎ則）（Ⅱｖ勺Ⅱユｎ回ｎ『Ｕロハ趾・ＮＵ【ｍｕｎＰ０ｎＫ］、ｕ】、ⅢＵ勺０▲伺乙、『】４：頂』【十四尺’６Ｆ二Ｊ』炉し】がＩ】剣Ⅱ上ｆｊＬＰ■し’四Ｊ伝いゲト」辰４０ｆ沢』ｒ■伊’し『Ⅱ凸硯当＄■し川引便』点卜咀尻４０Ｆ出』炉し】小Ｉも■Ⅱ上伍乙ｑ』４９眉四【い』尻〃８祠浜』【し】、ⅡＵ９９９９９９９９９００００００００００１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２３３３３３３３３３３４４４４４４４４４４５ ２２２２２２２２２３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３ 
Ｈ８Ｇ 

Ｉ３Ｇ 

Ｊ５Ｇ 

２６Ｈ 

漏１周

表土

Ｈ４Ｇ 

漏２周

26Ｈ 

２４Ｈ 

２６Ｈ 

Ｊ５Ｇ 

３７Ｈ 

４０Ｈ 

１境M

I3G 

32H 

14H 

56H 

56H 

IOH 

潟７墳

Ｉ３Ｇ 

ｌ２Ｈ 

Ｌ８Ｇ 

２０ＩＩ 

３２Ｈ 

Ｍ８Ｇ 

３０１１ 

６墳周

Ｉ３Ｇ 

４９Ｈ 

表土

Ｊ４Ｇ 

ＪＤ７０ 

Ｊ４Ｇ 

漏１周

Ｉ３Ｇ 

２７Ｈ 

Ｋ６Ｇ 

９１１ 

Ｋ６Ｇ 

３２Ｈ 

ＪＤ３１Ｂ 

Ｉ３Ｇ 

ＪＤ８９ 

Ｊ６Ｇ 

５８Ｈ 

Ｎ９Ｇ 

Ｍ９Ｇ 

Ｊ５Ｇ 

２６Ｈ 

４５ＩＩ 

洞２局Ｅ

２８Ｈ 

漏２周

Ｊ４Ｇ 

Ｉ３Ｇ 

Ｊ５Ｇ 

Ｉ３Ｇ 

形

形

形形

形形

形

蹄〃”鍼辨辨〃録辨〃〃〃〃〃〃〃鍼辨齪〃“雛辨齪辨〃〃〃冊〃〃形聯〃〃〃冊〃〃
溌

短

掻短

接短

擁短

〃冊〃〃〃〃冊〃 １Ｊｊｊ１ＪｊｊＪ１ｊｊＪ１ｊｊｊｊ１Ｊ１Ｊｊｊｊｊ１１ｊｊｊｊｊｊｊｊ１Ｊ１ＪｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊＪ１ｊｊｊｊｊ ｎＵｎリム几ＴＰＤ『Ⅱ▲川拉〆、⑥◎⑥△０）（ｘ）贋Ｕ〈Ⅲｖワ０，Ｋ）ｎＵａＵ侭Ｕ〔ｘ〕ワＩ▽１Ｓ●１５－１Ｒ）二ｎＶｎＵ、。（ｎ｝７０ＣＤｑＪＲＪ７０底』ワＩワーｌｎＵ月詮①②９Ｊｑｕ、△Ｐ。７０○Ｎで、□ｎＪＦＤ７０（ｕ】ｎＵｎｊ１上可上ＦＤ呵凸１Ａ〃仏ＦＤワ臼
■◆●■■■■ｑ■■ ７９９７７８９９８９ 

０ １ く

２ １ く

０ １ く

■■■ロ■■■■可■■■０１７５６７０８７９８９ 
１１ 

１ くくくくくくくくくくくく １Ｊ１Ｊｊｊｊｊ１Ｊｊｊｊｊｊｊ１ＪｊｊｊｊｊｊｊｊＪ１１Ｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊ１Ｊｊｊｊｊｊｊ１ＪｊｊｊｊＪ １３９１７４１２４３９１８８７８８９９７６７６Ｆ、６４３７０１１４３６４５５７４７３８２６２４３１３３０９１２０５０３４６■■●■⑪■●ＰＣ■■■６■●■●ＣＯ●●■●■。■■■●●■■■■◆■。●■ＰＣ■■▲●⑪■■■。●■◆Ｐ■▲ぜ■●■４４４４０４（、ｎ○二０戸０４４０４【ロ４▲Ｆ０ｎＯＦＤＰＤｎｊ４４△４ｍ□Ａ４４４ｌＤＰ０Ｆ０△４Ｆ、□４ｐ４ＰＤ（０４△△４口４の、△ｑｑＵＰＤ４二０４４４』⑨４４４△凸ｄｌＤ４呂一、４△戸、△４（、【、△４ＰＯＦ⑨ｊ４４４（ＤＦＤ４二 灯朗聰妬記別別Ⅲ駆睨呪暁姫駆並妊Ⅸ幽匪Ⅲ筬匹既派ⅨⅨ駁唖ａｎ証牡、鞭引妊無瓜田戯引笈研Ⅸ段Ⅸ班Ⅸ駈引Ⅸ鉱飛馴工Ⅸ弧殴狐Ⅱ
１２ 

１上１Ｌ

ＴＬＴ▲『Ⅱ▲１人
『Ｉ▲１Ｌ

ＴＬ 

泪几Ｔ几

１１利上

１１①２ 

丁▲

１上１人勺上

安安安頁

安頁安頁安廊皓肩蚤蛍蚤頂按蛍負蛍頂望戻蚤頂後宴
蛍蚤頁

必堂二院浄玄浄女ｗ一展莎下｛云歩荏夕が汐

頁

蚤強展

ノ

ノ

エ

エ

〃〃

〃〃〃〃

〃フ

〃

〃〃

〃〃

〃〃

フ

〃質粒

ン

ン

ル

レ

嶌

佃天佃黒

佃黒畑黒細ホ砂凧灰細灰恐細灰黒細黒灰黒細黒細黒
灰細黒

灰細黒

灰黒灰細湘黒細黒珪黒粗

N、 PR＋付腎 形状 長さ 幅 重さ 石材 図版番号

■』ゲル』［ｊ０【ｘ】ｎＭ）、Ⅲ〉・日Ｌ、〃白、『ＵｌＡ制［出■択防もＴＪｌｒ尹凡ｆＬ』デー卍『Ⅱ凸択乙田ロ四刈刊毎階】例出山尺已８炉出咄テししＰｉＬ『Ⅱ』ｒとケロ屯ⅡⅥ旧しグい」尺■０戸沢』がＬ】【Ｉ』缶Ⅱ凸ｆ〃』眉』’八可ＰしＬ〃Ｊ１Ｆ１Ⅱ鈩尹し伊Ｌ印毎’四。Ⅱ凸、〆。【『しＪ何面Ｆ尚凹況閉』【Ｊ０Ｆ脱」〈Ｌｕ【’四酩昭泌羽羽型弧盟型別別跳別溌皿茄妬路妬妬詣妬脂踊酪加配妬妬妬妬妬配酪妬酊師酊酊酊酊〃野師〃昭躬犯肥肥配羽肥昭酩四
Ｎ 

ＧＧ周Ｇ弱周ＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧ３弧Ｎ境
ＧⅣＮＧ周灯Ｇ周炉
ＧＧ 

鋤ｗＧＧ

ｍ７ＧＧＧ ４５墳Ｈ２ＤＨ２Ｈ６６６４６２Ｈ７６５６８石ＨＤ境２ＨＭ６Ｈ墳土５墳墳Ｄ４２Ｈ土Ｈ５９ＨＨＤＤ３５ＨＨ土ＨＤＨ６２Ｈ３ＨＪＩ６昭ＨＪ肥洞ｎＮＫＫＫＩＨ弧ＬＫＫＬＮ集姐Ｊ５漏茄１Ｋ印５表Ｊ６６ＪＩ洞皿表四ＫＮ四記ＪＪＪＫ加醐表記Ｊ弱ＪＨ皿Ｊ胡 〃繊形〃”形砿〃〃〃〃〃〃罪〃“辨辨〃〃緋孵〃癖〃》〃緋辨齪〃
聯形形形形形

冊〃冊〃〃冊〃〃〃〃形〃聯形〃聯〃〃〃〃〃
形形

垣發短溌塩

短搬短擬短擬
擢短

擬短按題

ｊ 

ｊｊ 

ｊ 

ｊ 

ｊｊｊ 

ｊＪ１ｊｊ１Ｊｊｊｊｊｊｊｊｊ 

ｊＪ１ｊｊ１ＪＪ１１Ｊ１ＪＪ１１Ｊ１ ０７６５５７１８８８７４２２５６３２３２０８２０３４１６４８４５１０００９４９２５３０４５６８９２０４３５６３２１３７９ ■■■●●■■■■■◆ＢＧ●⑪■●■■■●■■■■●●⑤●の●Ｃ⑩●■◆●守Ｐ▲■Ｐ●●■◆己●⑪や■■●■■□■■□■■９２１０００００９００１８９８０３６０９８０３２９０２８７９７８６６７１００６７０９９９１１０７８４０８９０１９０６９７ 
１１１ 

１１１１１ 

１１１ 
１ 

１１１ 

１１ 

１１１ 

１１１０ｕ１１Ｉ１１ 
ｒＬ 

く

ｒｌ 

くくく

ＩＩくｌＩくＩく＃、ＩＩくＩＩｒ、

Ｉｒ、ｌくくＩＩＩノⅡＩくくくくくｌくく

ｊ 

ｊｊ 

ｊ 

ｊ 

ｊｊｌ 

１Ｊ１Ｊ１Ｊ１Ｊ１Ｊ１Ｊ１Ｊ１Ｊ１Ｊ１Ｊ１Ｊ１Ｊ ０４（０６［、。』ｏ』ｎＵ、）Ｆ□’４戸、１▲『ＬｎＵｎ４ｑＵ戸ＤＦｐ７〔びハリ０）１９ワ臼ｑ】、△戸、勺上７０Ｒ〕戸、■■●●◆■■■■⑪の●》■。■●■■句■■■Ｇ■●●●◆◆●Ｐｂ５５４５戸。５４４４４３４４５５４５３６３４５５４５４４４４６５４３
１Ｊ１Ｊ１Ｊ 

Ｉ１Ｊ、‐ＩＩ１Ｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊ１５７４７９０４７１４４３７７８０９８３５６４２７８４０ ▲ＣＯ■Ｐ●●■●■中■●凸■□。■■可■■ロ■。■■３４５４５４３５５『、４５４４４５戸ｂ４３４５４５３３４４ ｎｈＵ八Ⅲｖ句Ⅱ▲、ｘ）４仰凸ロバ宅（ⅢＵＡｑ。、〃』『■１尹別」■屯■しｒ己ＦＬ】がＩＬＦＪＬグ狐し『Ⅱ』ＪＦＬＦ’０グトⅢげＯＬ〃にＦＩＩ足しｒ＆ＰＰＬｒｇＦＩＬ企ＩＬ尹咄几ＦＰＬ〃し。〃けＬ『１ＪＦ１ワト、ＪＬ。ＦＰＬｆｄＬ『－日】１ＪＰ仲山『－ＪＪｆ‐〃し』ｒ４ｊＬ’ｒｏＱＦ’０ｒ＆ザーⅢ〃■卍ｑＩＪＰｊ８ｒとが卜Ⅱ』＆』ＦＪＪ６２７２３２７５５８６９７９６８６３５４４２４５２２９６４８６６３２７８６６４２９６９６９９０８９０６４６１８９５３２７ 
１１１１ 

１３ 

１１１１１ 
１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

安頁安頁安頁
頁

安玄頂蛍
頂強玄頂

頂肩仏モス漬

ス頂頂頂蚤安頂蚤頂
蚤頂安眉

ル

ル

エ

エ

〃〃

〃〃〃〃〃〃〃〃質〃〃〃

〃質〃〃〃〃〃質〃緑フ〃〃ブ〃質
〃〃〃

〃

ン

ン

ル

ル

佃凧柧黒灰黒
黒

灰変黒細
黒灰変黒

珪黒鰯ホ黒

ホ黒珪黒細灰黒細黒
細黒灰黒



第Ⅲ章調査の記録

図版番号石材幅 重さ長さ形状lLH十付置図版番号石材 NＣ 幅 軍さ形状 長さ州十付置NＣ 

頁頁掻形'（7.9)'（4.7）(4.7)’961黒黒411122Ｈ｜極形'（変質玄(7.5)１（3.9)’１１９ 漏１周｜〃’（7.5)'（3511漏１局
安安短冊形'（7.7)'（5.3）(5.3)’1021灰灰41219Ｈ｜短冊形'（岩砂(9.5)Ｉ（3.6)’５０ Ｍ９Ｇｌ〃’（9.5)Ｉ（3521Ｍ９Ｇ 

安安〃’（7.3)’（4.4）（4.4)’621細畑413128Ｈ１〃’（Ｈ２Ｇ｜｜〃’（7.7)１（(7.7)１（4.1） 3531Ｈ２Ｇ 

頁頁〃’（8.2)’（4.9）（4.9)’981黒里4141Ｊ４Ｇｌ〃’（頁20Ｈ｜〃’（8.2)'（(8.2)'（4.2)’７３ 黒354120Ⅲ 

安安〃’（9.9)’（5.8）(5.8)’1171細細4151137Ｈ１〃１（表採｜〃’（6.3)'（(6.3)’（4.1)’３９ 〃3551表採
安安〃’（7.8)’（5.4）（5.4)’1121灰灰4161洞１周｜〃’（(6.5)'（3.5)’４２ ３，１〃’（6.5)'（ 〃356136Ｈ 

頁頁(5.5)’861黒黒〃’（9.8)’（5.5）4171漏１周｜〃’（安細(7.9)Ｉ（4.5)’９２ Ｊ４Ｇ｜〃’（7.9)Ⅱ3571Ｊ４Ｇ 
安安(5.7)’7311細細〃’（6.2)’（5.7）418145Ｈ１３１〃’（(7.6)'（4.3)’６１ l3H｜〃’（7.6)’（ 〃358113Ｈ 

(7.1)’1911黒頁黒頁(10.4)’（7.1） （ 4191潟３(9.4)’（5.2)’１３２ ＪＤ６０１〃’（9.4)'（ 〃3591ＪＤ6０ 
安安(7.4)’1951細細短冊形'（9.3)|'（7.4）4201Ｋ６Ｇ｜短冊形'（頁黒1３．５１４．２１１０５ Ｈ２Ｇ｜〃１１３．５3601Ｈ２Ｇ 

(7.8)’（5.8） 

|i:''1鍬〃蜜
（ 〃421125Ｈ (6.3)’（3.4)’３５ 漏2墳周Ｅ｜〃’（6.3)'（ 〃3611漏２墳周Ｅ

灰安短冊形'（7.7)’（4.8）4221Ｋ６Ｇｌ短冊形1（安灰(7.5)’（7.2)’１１８ ５，１擁形'（7.5)’（362153Ｈ 

(4.0)’541細安細安〃’（6.6)’（4.0）4231Ｋ６Ｇ｜〃’（頁黒62Ｈ｜嬢形'（8.3)’（(8.3)’（5.4)’１０８ 363162Ｈ 

短冊形'（7.7)’（4.7）(4.7)’８３１〃4241Ｈ２Ｇ｜短冊形'（ 〃
(7.8)'（5.5)’７０ Ｌ６Ｇ｜〃’（7.8)’（ 〃3641Ｌ６Ｇ 

(4.7)’641粗粒安粗粒安溌形'（7.5)’（4.7）425145Ｈ｜擁形'（安灰(7.1)'（4.7)’６９ Ｊ５Ｇ｜短冊形'（7.1)'（3651Ｊ５Ｇ 
安安(4.5)’761灰灰短冊形'（7.4)’（4.5）426120Ｈ｜短冊形'（頁黒(7.6)’（5.1)’４４ ＪＤ３１１掻形'（7.6)Ⅲ3661ＪＤ3１ 
安安(4.0)’411細細〃’（6.1)’（4.0）427162Ｈ｜〃’（(7.3)'（4.5)’６７ 37Ｈ｜〃’（7.3)'（ 〃

367137Ｈ 

〃’（7.5)Ｉ（4.3）(4.3)’８７１〃428134Ｈ｜〃’（ 〃
(8.6)'（4.2)’９４ 42Ｈ｜短冊形'（8.6)'（ 〃

368142Ｈ 
頁頁溌形'（7.4)’（6.0）（6.0)１９８１黒黒4291漏２墳下|撒形'（ホルンフェルス(3.8)’（3.9)’４８ 

鐙M｜；|(ｉｉｉＩｌＩ
36911墳Ｍ

〃’（7.8)’（6.8）

W:illllil綱〃蜜
4301Ｋ６Ｇ｜〃’（ 〃

頁黒(6.9)'（3.5)’４５ 370149Ｈ 

細安〃’（7.5)’（7.0）4311Ｋ６Ｇｌ〃’（砂岩(9.1)'（4.3)’１０３ Ｉ３Ｇｌ〃’（9.1)’（３７１１１３Ｇ 

(::'1鴻驫贄
文象斑短冊形'（7.2)Ｋ4.6）4321134Ｈ｜短冊形'（安灰(6.7)’（4.5)’５３ (6.7)Ⅱ 3721Ｈ２Ｇ Ｈ２Ｇ 

安細擬形Ｉ（7.3)’（5.4）433134Ｈ｜嬢形'（頁黒(6.5)'（5.1)’５０ (6.5)１（ 3731Ｆ７Ｇ Ｆ７Ｇ 

(4.8)’831黒頁黒頁〃Ⅲ（7.3)'（4.8）43412,1〃｜'（(7.3)’（3.7)’５３ 〃

瀧下|震ｻﾞ鯵||剛
3741潟２墳下

短冊形'（6.8)’（5.0）（5.0)１５３１〃〃4351漏３周｜短冊形'（(6.2)’（4.1)’５４ 〃
3751Ｌ６Ｇ 

〃’（6.5)’（4.1）(4.1)’５５１〃〃4361ＪＤ７０１〃’（(7.0)'（4.0)’７０ Ｌ６Ｇ｜〃Ｉ（7.0)'（ 〃
3761Ｌ６Ｇ 

〃’（5.6)’（3.7）(3.7)’３０１〃43716ｍｌ〃’（ 〃

(9.7)'（4.5)’８５ 潟３周｜〃’（9.7)'（ 〃
3771漏３周

安安〃’（6.5)’（4.9）(4.9)１９６１灰灰438128Ｈ１〃(7.3)Ｉ（4.8)’６３ Ｈ２Ｇｌ〃’（7.3)’（3781Ｈ２Ｇ 
頁頁(4.4)’511黒黒〃’（6.2)’（4.4）439136Ｈ｜〃珪質頁

W::)lIi:１１|:： 雷｡|灘|(剛
3791表採Ⅱ

駿形'（7.3)'（7.2）

Ｉｌｉｌ｢11|:繕
〃4401Ｎ９Ｇｌ擁形頁黒3801Ｌ６Ｇ 
灰安

閃緑岩震綴形llli3lMi:）
4411Ｊ３Ｇｌ短冊形安細(5.2)’（4.4)’３６ 円２Ｇ｜〃’（5.2)’（3811Ｈ２Ｇ 

4421Ｈ２Ｇ ３，１〃’（8.7)Ｉ（(8.7)'（4.1)’５２ 382131Ｈ 

(i:}|鯆質蟇
珪質頁

纈ﾂﾞ形|(ｉｉ１|(i::）
443115Ｈ｜短冊形頁黒(6.9)'（4.1)’５６ 9Ｈ｜〃’（6.9）３８３１９Ｈ 

安細444149Ｈ１〃安灰(6.4)'（4.7)’１０９ 表土〃（6.4）

潟３墳〃（7.7）

l6H〃（6.8）

3841表土
頁頁〃’（7.6)’（4.5）（4.5)１７７１黒贈剴4451Ｋ５Ｇｌ〃頁黒(7.7)'（4.9)’１０３ 3851潟３境

|讃'１１鮮睾
灰安〃’（4.7)’（4.7）4461Ｎ９Ｇ｜〃(6.8)'（4.3)’７５ 〃

386116Ｈ 
粗粒安〃’（5.9)’（5.2）４４７１１３Ｇ１〃(7.0)'（4.1)’８３ 〃Ｋ６Ｇ｜〃’（7.0）3871Ｋ６Ｇ 
灰安

綴形|(::ＩＩｌＩ::Ｉ
44813Ｈ｜擁形(8.9)'（4.2)’７］ 表土｜〃’（8.9）

〃
3881表土

(5.5)’931細安細安4491Ｋ４Ｇ 安灰(7.2)'（4.7)’６８ Ｉ３Ｇ｜〃’（7.2）３８９１１３Ｇ 

溌形'（7.6)'（5.5）

Ｉｉｉｉｌｌ:!|黒〃頁
〃4501漏1周ＳＥ｜擁形頁黒(6.2)'（4.5)’５０ ４，１〃’（6.2）390144Ｈ 
黒頁短冊形'（8.0)'（4.4）451128Ｈ｜短冊形安細(9.7)'（5.5)’９８ 

il簔鰄|鱸|鰯
39111境Ｍ

〃Ｉ（5.9)’（3.7）（3.7)’６１１〃〃4521Ｈ２Ｇｌ〃(9.3)'（5.0)’１０９ 〃
39211表土

M1斗鑛。：
安細〃’（6.4)Ｉ（4.2）4531Ｌ６Ｇｌ〃安灰(8.0)’（4.6)’７７ 393153Ｈ 

変質玄〃’（8.5)’（4.6）4541ＪＤ８９１〃(11.9)'（5.2)’１１７ 〃4148Ｈ１７１掻形|(11.9）394148Ｈ1７ 
頁黒〃’（5.6)’（4.5）4551Ｊ４Ｇｌ〃(8.0)’（3.7)’６４ ５４５Ｈ短冊形（8.0）

６Ｊ３Ｇ〃（7.1）

７２２Ｈ掻形（8.3）

８Ｋ６Ｇ短冊形（7.0）

９Ｈ７Ｇ〃（9.0）

4１〃395145Ｈ 
安安(4.2)’661灰61灰〃’（7.8)’（4.2）4561表土｜〃

耀質髪
(7.1)|Ｋ4.2)’６３ 3961Ｊ３Ｇ 

〃’（7.0)'（4.4）（4.4)’７６１〃6１〃4571Ｎ９Ｇｌ〃(8.3)'（4.0)’７７ 397122Ｈ 
）（4.9）８３細安

）（4.0）６６変質玄

）（4.5）７０黒頁

安31細(7.0)’（4.9） 4581Ｊ３Ｇ 21灰安(7.0)'（3.6)’４２ 3981Ｋ６Ｇ 
61変質玄(6.0)’（4.0） ４５９１１４Ｇ 頁91黒(9.0)'（4.9)’１３９ 3991Ｈ７Ｇ 

頁01黒(5.9)'（4.5） 460149Ｈ2２ 安91細(6.7)'（4.3)’５９ O５８Ｈ〃（6.7）

l１３Ｈ〃（8.2）

２ＪＤ２披形（7.3）

３１３Ｇ｜短冊形（5.5）

400158Ｈ 
擬形（6.9）（4.7）

短冊形（5.9）（4.2）

〃（6.3）（3.7）

)’（4.7)’４７ ７ 4611Ｌ８Ｇｌ接形

W:)|(，:;||Ⅱ： 
1１〃401113Ｈ 

安安)１（4.2)'’311灰11灰4621Ｎ８Ｇｌ短冊形5１〃４０２１ＪＤ２ 
頁頁)Ｉ（3.7)’351黒51黒4631Ｌ６Ｇｌ〃安21灰(5.5)'（5.6)’６２ ４０３１１３Ｇ 

〃’（5.8)’（4.2）

|||;:311恥〃蜜雛〃霞
4641ＪＤ３９１〃(7.4)'（4.4)’６２ ２１〃)４表土’"’（7.4）

〕５潟３周〃（7.3）

)６１４Ｈ〃（5.1）

O７２６Ｈ掘形（7.9）

O８Ｊ５Ｇ短冊形（7.4）

０９表土〃（6.8）

l０ＪＤ３９〃（9.9）

4041表土
〃’（6.1)'（3.8）4651ＪＤ８９１〃安Ol細(7.3)'（4.0)’５０ 4051潟３局

|Nilliil:。：
頁(6.3)’（4.7） 91黒466134Ｈ 安21灰(5.1)'（4.4)’５２ 406114Ｈ 

’ 
安21細(6.8)’（4.7） 4671Ｈ２Ｇ 安51細(7.9)’（5.0)’７５ 407126Ｈ 

Ol珪質頁

霞W形|(::||(i:iｌ
468133Ｈ｜短冊形(7.4)'（5.2)’１１４ ４１〃4081Ｊ５Ｇ 

繊質蟇繼質蟇
)１（4.0） ４６９１１３Ｇ｜〃頁61黒(6.8)’（4.7)’９６ 4091表土

擢形'（6.9)’（6.6）)’（6.6） 4701洞３周Ｓ|嬢形安111灰(9.9)'（4.6)’101 4101ＪＤ3９ 

2Z８ 

NbL l自Ｈ－Ｈ１γ圏

Ｅ 

丁

墳ＧＧＭ
ⅣＧＧＧ 
２Ｇ周》

Ｃ瓢

ＭＧＧＧ墳ＣＧ同ＧＧＧ１９２Ｈ係Ｈ嘘Ｈｍ氾蝿ＨＨ６５ＤＨＨ積Ｈ３２７２６６個２森６巴ⅧＨ辻粥、妬辻日、麟吐鋼皿、、”、師顕麺、、麩締皿麺服毒ｍ
ＧＧ弧

形状

鞍齪〃〃

形形

〃継躯

．．‐冊〃

冊〃〃〃

形

廠〃〃〃〃
Ｉ汎

冊

冊〃〃〃

冊〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃
〃冊〃〃〃

隣一旦

』墾一湿

諦（一旦

溌短

長さ

１１Ｆ、！〃。Ⅲ〃グ、、Ｊ〃、Ⅱ〃１８Ｊ、リグ、６Ｊ〃、、Ｊ〃ＩＩＪ凸Ｂログ、Ⅱク、１Ｊ１－Ｊ９０１Ｊ、１Ｊ９１Ｊ１Ｊ１Ｊｑ’５５７２３５９６４５３５３８１６３６８９１ ●■●■●＋■■■●●■■■◆●■■●●・南・Ｊ１、卍汐再一Ｊ０司民■ｎｎＵ〔ｈｕ可Ｕ０【Ｊ０ｎｗｖ几至Ｊ【ｈＵ万ｒ■（ｌｘｕワク０局〃０句⑰０万Ｊ０，Ｋ）一ｍべ）（院Ｕ（ｕＪ
７ ６ 

２ ■ ５ 

■◆●■■●■■■●■■■●■弓◆●■●●■◆■。Ⅱ弓ＩＦ界』ｒＬＰ且』ゲノ■Ｔ＆ワー０‐■’８６０’０１１１‐００－－７６７８７６９９８１８７８７９６８７５７７５７７６９ Ⅲ０１ＩＦ■ＰＬＰＬｆ●ｈけＰＢＢ夕ＦＩＬ〃ⅡＩ、ｐＪ５、Ｆｒ６もｆ８Ｇ．Ｐｒ６、〃４５、リロⅡ■、グヮｈも〃□Ⅱ、〃ｒＬ、
１ 

幅

●●■。□●◆●■■●●■■●●●●■□●■●●■●◆●■■Ｐ■ＣＤ●のや■●●凸■■●■■■●■●●◆■己●■●■■■
、ＢＪ〃Ⅵ、〃Ｐ。、■Ｊ〃△、ＢＪＰ、■■夕■ＩＤ〃、■〃々菫、ⅡＪＦ－、Ｂｒグ■、〃夕■Ⅱ〃〃、Ⅱ〃■ＨＰグ、■ＪひＬＵＩ〃・ＧｖＩＪ’１ⅡＩＦ、ＩＩＰｑ１ｌＰ６１Ｊ１Ｊｑｊ１０１‐‐０。’‐ｑＵくじ『１⑨△１ＬＦ０Ｐｂ几。Ｏ凸。』２４ワどん誌ＦＤ７０１１Ｆ、ワ】０ソロ、ｑｕＦＤ１１ワー１▲（ＵＦＤ、ロワ０．刀で△月詮１▲１Ｌ７０ｑｕｑＵ１▲９．ＦＪ０ＰレュＰしＡＩｕＪ１Ｉ。１０４Ｉ‐ｌ‐３３４４４３４４５４３７５５４５４４３３４４５３４４４４４４４４４４４４４４４４５５４５３４４３４４５４５４４４５５４４ ‐‐Ⅲ！Ⅲｒ■ＰＬＰｂＰ０ｂｒＬｑ●〃ⅡＩも夕ｒｌＬ〃０，〃Ｐ４己●〃ｊＵ、ニグロＬも夕■８，一ヶ０、Ｊ■Ｌ己〃■Ｂも７日、

重さ

１．Ｊ７３４９６３０３１０７６４６９４４０５５５５７８６８６３５ ，ｕ】ｈ皿凹、ｑ』がＬｕ伝β』ｒ〃■１Ⅱ■ｒ●■ＦかしＦ卜●巴ｒＪ凸６４Ｊ１■口Ｉ；４．９１１１ⅡＩⅡ００’‐－
石材

玄岩頁
安

頁蜜頂蚤宴

質

〃〃〃〃〃
〃

ルエ

〃

〃〃〃質
〃〃〃

〃〃〃〃質

〃〃〃

〃フン

灰細灰細黒灰

レ

。〃ＰＬＬｂＰ□。■０－歩Ｂ

２二・可■で丙Ⅱ岨司丙』し』オユ病
ＥＨⅡ又

刊変又黒佃

坂番号



第２節縄文時代の遺構と遺物

石材へ 図版番号幅l+l＋付清 形状 長さ 重さ石材 図版番号幅 重さ Nｑ 形状 長さlLH十付置N、

頁5611黒(7.8)’（3.9)’５６ 471158Ｈ 58Ｈ 53132Ｈ短冊形（5.7）

532表土披形（8.6）

533編3周ＮＷ短冊形（5.8）

53448Ｈ〃（5.1）

535Ｋ５Ｇ〃（5.7）

536漏２周Ｅ〃（9.5）

５３７７Ｈ2８〃（4.1）

538Ｈ２Ｇ〃（4.9）

539Ｊ４Ｇ〃（5.8）

５４０６ｍ〃（5.7）

541表土掻形（6.4）

54223Ｈ短冊形（7.6）

543表土〃（5.2）

544ＪＤ3９（11.8） 

545ＪＤ3９短冊形（7.1）

54634Ｈ擁形（11.3）

54740Ｈ（10.6） 

548漏１局Ｓ（8.7）

549Ｋ５Ｇ擁形（6.9）

55020Ｈ〃（7.1）

551表土短冊形１３.Ｏ

５５２１７Ｈ〃（11.4）

553Ｋ６Ｇハクヘン（9.2）
石器

55434Ｈ９？（8.5） 

55510Ｈ？（6.7） 

556表土？（6.0）

557表土？（5.9）

558ＪＤ8９短冊形（６６）

559Ｎ６Ｇ〃（7.2）

560Ｊ３Ｇ〃（7.3）

56114Ｈ〃（6.2）

56232Ｈ擬形（5.7）

563漏３（6.6）

56428Ｈ短冊形（6.0）

５６５７Ｈ〃（5.9）

５６６９Ｈ掻形（6.9）

567Ｈ２Ｇ短冊形（7.2）

56834Ｈ〃（8.0）

５６９２ｍ擁形（6.1）

57059Ｈ？（9.1） 

57110Ｈ短冊形（7.9）

５７２２ｍ？（5.6） 

573Ｋ５Ｇ短冊形（5.5）

５７４１３Ｇ〃（5.3）

575漏１周擁形（10.6）

576Ｊ３Ｇ短冊形（4.0）

577漏１周〃（7.1）

57828Ｈ〃（5.8）

57927Ｈ〃（7.5）

580Ｊ４Ｇ〃（6.6）

58127Ｈ〃（4.7）

５８２１ｍ〃（5.9）

583Ｊ４Ｇ（8.0） 

584Ｆ１Ｇ短冊形（6.3）

58544Ｈ〃（4.9）

58637Ｈ〃（4.1）

587Ｈ１１Ｇ（5.8） 

58849Ｈ掻形（7.2）

589Ｊ４Ｇ（6.3） 

(5.0） 

(6.6） 

(4.0） 

(4.7） 

(3.8） 

(4.4） 

(4.8） 

（5.0） 

（4.5） 

（4.0） 

（7.8） 

（3.5） 

（3.3） 

（5.9） 

（5.5） 

（6.5） 

（5.9） 

（5.3） 

（4.2） 

（4.3） 

４．７ 

（6.7） 

（4.7） 

(5.0） 

(6.6） 

(4.0） 

(4.7） 

(3.8） 

(4.4） 

(4.8） 

（5.0） 

（4.5） 

（4.0） 

（7.8） 

（3.5） 

（3.3） 

（5.9） 

（5.5） 

（6.5） 

（5.9） 

（5.3） 

（4.2） 

（4.3） 

４．７ 

（6.7） 

（4.7） 

変
黒
細

灰
黒

細
黒
細
黒

７
３
０
９
９
４
９
１
８
０
２
７
４
７
５
１
５
２
３
３
５
４
４
 

５
８
３
３
３
８
３
５
６
５
２
６
４
６
６
１
５
８
３
４
３
３
８
 

１
 

１
１
１
 

１
２
 

〃
質

551細 安（6.6)’（4.5)'’５５ 472122Ｈ 22Ｈ 

玄
頁
安

頁711黒Ｌ７Ｇ｜短冊形'（7.5)’（3.8)’７］４７３１Ｌ７Ｇ 

33Ｈ｜〃’（7.6)’（3.8)’４５4５１〃474133Ｈ 

安381灰36Ｈ１〃｜'（5.3)１（4.3)１３８475136Ｈ 〃
〃
〃

安42Ｈ｜〃’（6.5)’（5.5)’５７571細476142Ｈ 

頁45Ｈ｜〃’（6.9)’（4.6)’４９491黒477145Ｈ 

１３Ｇ｜〃’（5.6)’（4.8)’４１4１１〃４７８１１３Ｇ 安

安Ｈ５Ｇｌ〃’（6.1)１（4.8)’４９491灰4791Ｈ５Ｇ 〃

〃頁表土｜〃’（7.5)’（3.9)’４７471黒4801表土

Ｉ７Ｇｌ掻形'（7.2)’（5.9)’９７４８１１１７Ｇ 9７１〃
頁

ＪＤ５４１短冊形'（7.8)’（4.4)'’７５4821ＪＤ5４ 7５１〃 〃
〃
〃

安1011細漏２墳下｜〃’（8.4)’（4.9)’1014831漏２墳下

頁ＪＤ７１〃’（4.0)’（3.7)’２４241黒4841ＪＤ７ 

漏１墳｜短冊形'（5.5)|'（3.6)’４１48511潟１境 4１１１〃

安
頁

49Ｈ｜〃’（6.6)’（3.8)’５７486149Ｈ 5７１〃

安Ｊ４Ｇ｜〃’（6.3)’（5.2)’７８781細4871Ｊ４Ｇ 〃

1011珪質頁Ｋ５Ｇｌ〃｜'（6.1)’（6.5)１１０１4881Ｋ５Ｇ 安
頁

安Ｆ５Ｇｌ〃’（5.6)’（4.0)'’３３331細４８９１Ｆ５Ｇ 

安Ｊ７ＧＩ〃’（7.5)１（4.5)’８５851灰4901Ｊ７Ｇ 〃
〃
〃
〃

頁38Ｈ｜〃｜'（6.5)１（4.7)’７３731黒4911138Ｈ 

Ｎ８Ｇｌ〃｜'（7.1)１（3.7)’７０7011灰 安4921Ｎ８Ｇ 

Ｊ４Ｇｌ〃｜'（8.7)|'（4.5)１１１８4931Ｊ４Ｇ 11811〃

Ｈ２Ｇ｜｜〃｜'（8.8)Ｉ（4.6)１１２９1291黒 頁4941Ｈ２Ｇ 

安 (5.5） 

(4.8） 

(5.4） 

(5.3） 

(4.9） 

(5.5） 

(5.4） 

（3.8） 

（4.7） 

（5.4） 

(3.5） 

（4.1） 

(5.1） 

（4.6） 

（4.2） 

（5.7） 

（6.4） 

(5.9） 

（6.1） 

（4.4） 

（4.0） 

（5.6） 

(3.0） 

(3.7） 

(3.7） 

(4.3） 

(4.4） 

(4.0） 

(4.5） 

（4-5） 

（5.3） 

（3.4） 

(4.4） 

（4.2） 

（5.7） 

（4.6） 

(5.5） 

(4.8） 

(5.4） 

(5.3） 

(4.9） 

(5.5） 

(5.4） 

（3.8） 

（4.7） 

（5.4） 

(3.5） 

（4.1） 

(5.1） 

（4.6） 

（4.2） 

（5.7） 

（6.4） 

(5.9） 

（6.1） 

（4.4） 

（4.0） 

（5.6） 

(3.0） 

(3.7） 

(3.7） 

(4.3） 

(4.4） 

(4.0） 

(4.5） 

（4-5） 

（5.3） 

（3.4） 

(4.4） 

（4.2） 

（5.7） 

（4.6） 

4Ｈ｜〃’（9.9)’（4.0)’８０801灰

細
黒
灰
黒

細
黒
細
黒

粗
細
粗
黒
粗
細
灰
黒

６
７
１
１
９
５
９
４
８
５
８
２
１
５
８
３
１
２
８
８
２
０
６
３
４
１
２
１
０
０
７
８
１
５
６
５
 

７
７
９
４
８
８
８
４
２
７
２
５
５
６
５
７
３
８
８
３
３
６
１
６
４
４
６
３
６
５
９
１
３
４
７
４
 

１
 

１
 

４９５１４Ｈ 〃

〃Ｈ２Ｇ｜〃’（8.2)’（4-2)’６７671黒 頁4961Ｈ２Ｇ 

安
頁１８Ｇ｜〃’（4.8)’（4.3)１６１４９７１１８Ｇ 6１１〃

541粗粒安Ｋ６Ｇｌ〃’（6.7)’（3.9)１５４4981Ｋ６Ｇ 

811変質玄34Ｈ｜｜〃’（7.3)’（4.5)’８１499134Ｈ 〃

頁

安
頁651黒500150Ｈ 50Ｈ｜〃１１０．７１３．７１６５

661砂 岩37Ｈ｜〃１（8.5)’（3.9)１６６501137Ｈ 

53Ｈ１〃’（6.9）’（３．７)１３３331黒 頁502153Ｈ 

〃
〃
〃安50Ｈ｜〃１（4.8)Ｉ（4.4)’４８481灰503150Ｈ 

安Ｍ７Ｇｌ擁形'（8.4)’（4.0)’７４741細5041Ｍ７Ｇ 

5051Ｊ６Ｇ Ｊ６Ｇｌ短冊形'（8.8)’（3.4)’６５6511黒 頁 安

安Ｊ３Ｇ｜〃Ｉ（5.7)’（4.6)’５２5211細5061ｊ３Ｇ 〃

5071表採表採｜接形'（7.7)’（3.7)’３３3３１〃

頁
安

漏８周｜|短冊形'（5.2)’（3.7)'’３９ 頁5081漏８局 391黒

58Ｈ｜〃’（7.1)’（4.8)’９８5091158Ｈ 9８１１〃 〃

Ｈ２Ｇｌ接形'（7.0)’（4.8)’５０5101Ｈ２Ｇ 5０１〃 頁

7Ｈ５１短冊形'（6.8)’（5.7)''１０６５１１１７Ｈ５ １０６１１〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
粒

１３Ｇ１〃１（6.1）１（3.8)１４６５１２１Ｉ３Ｇ 4６１１〃

51316墳周Ｎ6墳周Ｎｌ〃１（6.5)１（3.7)’３１3１１〃

51411漏３墳漏３墳｜〃’（4.7)’（4.7)’３３ 安331灰

8Ｈ１〃’（5.6)’（4.7)’５７571黒 頁５１５１８Ｈ 

51611Ｊ３Ｇ Ｊ３Ｇｌ擁形'（6.8)|'（4.8)’４８ 安481細

Ｈ２Ｇｌ短冊形'（7.6)’（4.5)’８５5171Ｈ２Ｇ 8５１〃

漏２墳｜擬形'（6.6)’（4.8)’９１5181漏２墳 911灰 安

5191表土表土｜短冊形'（5.9)’（4.3)’４６461細 安

安
安
安
頁
安
安
安
頁

Ｋ５Ｇｌ？’（6.6)１（4.7)１６７ 671粗粒安５２０１Ｋ５Ｇ 

5211表土表土｜|短冊形'（5.3)’（4.0)'’２８ 頁281黒

粒
粒ｌ５Ｈ５１１擬形'（4.9)’（5.0)'’１１０110|灰 安5221115Ｈ５ 

31Ｈ｜短冊形'（7.6)’（5.6)'’９］ 安523131Ｈ 911細

5241編３周Ｎ泥３周Ｎｌ〃’（4.0)１（4.9)１２７2７ 

22Ｈ１〃１（4.3）１（3.9)１３０301黒 頁５２５１２２Ｈ 

23Ｈ｜〃Ｉ（5.1)’（3.8)’３４ 安341灰526l２３Ｈ 

(4.6)’（4.8)’３６ 安5271Ｋ４Ｇ Ｋ４Ｇ 3611細

〃
〃
〃
〃

37Ｈ｜短冊形'（6.6)’（4.3)’４８528137Ｈ 4８１１〃

Ｌ６Ｇ｜〃’（7.5)’（4.6)’８９５２９１Ｌ６Ｇ 8９１１〃

5301Ｊ４Ｇ Ｊ４Ｇ 頁（7.6)Ｉ（5.1）’１１７ 11711黒

２ｍ 

Nb ILH＋パテ皆 形状 長さ 幅 重さ 石材 図版番号

、加門別潅椛両飛従肌別唖晄欧離舐別段馴引別既Ⅸ肌ⅨⅨ馴飢眺肌ｕｕⅨαⅨⅨⅢⅨⅨⅡⅢⅡⅡＬＩ皿刈ⅢⅢ別別既既致既Ⅸ別既泓引川近４４川五川五ｊ４Ｄ４ｐ４川五日４八五口４，４口ｑｊ４ｎ４ⅢｒＤ４ｐ４Ａ４４４０４ｐ４ｎ４４４４，４ｎ４ｄｑＤ４Ｐ０ＰＤＰＤＦ０ＰＵＰ０ＰＤＦＤＦＤ戸ＤＦ０ＰＤＦＤ戸ＤＦＤ【、←ＤＰ０戸。【、【ｏ←ＤＦＤ宍、戸ｏ【ＤＰｏＦＤ｛ＤＦＤ戸□
下

Ｎ 

Ｎ 

Ｇ 

ＧＧＧ別墳７境ＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧ

ＧＧＧ周Ｇ５Ｇ周墳ＧＧ墳Ｇ５周
ＧＧＧ ＨＨ７ＨＨＨＨ３５土７Ｄ２Ｄ１Ｈ４５５７Ｈ８４２Ｈ２８６ＨＨＨＨＨ７６３採８Ｈ２Ｈ３積３Ｈ３２２土５土ＨＨ３ＨＨ４Ｈ６４沼犯Ｌ弼茄姐妬ＩＨ表１Ｊ耐Ｊ澱鯛ＪＫＦＪ鍋ＮＪＨ４ＨＩＫ弘訓師認知ＭＪＪ表漏詔Ｈ７Ｉ６漏８ＪＨ洞表Ｋ表嘔、耐犯泌Ｋ師ＬＪ 冊〃〃〃〃〃〃〃形聯〃〃冊〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃形職〃形聯〃形聯〃〃〃〃形岬形脈？硫形職〃〃〃冊〃

形

形

形

短

嬢短

短

擢短接短嬢短

擬短掻短短掻短
短 ｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊＪ１ｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊ１Ｊｊｊｊ１Ｊ、ノ１Ｊｊ１Ｊ１Ｊ、』、“、』、ノｊ、』１Ｊ１Ｊ１Ｊ１Ｊｊ１Ｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊ８６５６３５９６１５２８４０５６３１６５５１７８９２８７３７５９８４８７７２１０８１５７６８６６９６３９６０３１６６５６ ■●■●■０口■●●●凸已■■■■●４●●●●●●●◆●■●⑪■●■●。■■●■●■●■●■■●■ロ■●◆●巴ＣＯ●。●７６７７５６６５６７７７８４５６６６５７６７８８９８４６７０８６４８８５７５７７６６６４５６７６５６５４７４４５４６７７ 

１ 

く ｊｊＪ１ｊｊｊｊｊｊｊｊＪ１１ＪｊｊｊｊＪ１１ＪＪ１ｊｊ１Ｊｊｊ１Ｊ１Ｊ１Ｊ１Ｊ１ＪｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊＪ１１Ｊｊｊ１Ｊｊｊ ９５８８３５６８８９９４９７６８２５０５７７５６０２３９５７９７４０４６７７８８７８７７７８５８３７００６９９８８３６１ 〔ｘ〕ｍＪ０（ｕリコー▲、】】月〃０匂Ｉ｜閨】『Ⅱ△Ａ刊勺０▲完』。【閃」『Ⅱ△回し■し□』【’四【出巴デＬ】ＰＩＬ仮Ｊ０■０四Ａ刊■ⅡⅡ■しデトし■』Ｐか』４超』■しｒと■もゲⅢ凸ＦＬＬ炉ＯＬヂトⅡグトⅢ■０ＪとしＦＪ０ヂト』■巴勺０．タトしＦＪ０デ出し３５４４４４９７０２４５７０３８７７１２８６６５８６６３４７６５３３９５０４３３５４８９４６２ 
１ 

１ 

１１ 

１ 

頁安頁安安頁安頁
安頁

安頁安笠頁安頁安頁安玄頁四石頁蚤安頂安頁
蚤頂安蚤安安頁蛍笈頁安安
頁

〃

〃

〃〃

〃〃質

〃

〃粒質

〃〃〃〃〃〃
〃

粒

〃〃

黒柧黒灰細黒灰黒
細黒

細珪細灰凧灰黒灰黒粗変凪砂孤灰細黒細黒
灰黒細灰細粗黒灰細照灰細
黒



第Ⅲ章調査の記録

石材 図版番号幅lLH＋位置 形状 長さ 重さ図版番号石材 Nｄ 幅 重さ形状lLH＋付暦 長さN、

6501Ｋ６Ｇｌ〃’（7.0）（7.0)１（4.5)’７３１〃短冊形'（5.3)’（4.2)１２７5901Ｋ６Ｇｌ短冊形'（ 2７１〃

安（7.7)’（4.4)’681紐（7.7） 頁 65111Ｌ７Ｇ 〃’（6.9)’（3.6)’４７471黒5911137Ｈ１〃１（

頁652154Ｈ｜短冊形'（6.6）（6.6)’（4.7)’591黒安2411細〃’（５．０)’（3.7)’２４592134Ｈ｜〃’（

（5.7)’（4.0)’２８１〃（5.7） 頁 653125Ｈ 〃’（6.3)’（4.9)’６３6311黒５９３１１６Ｇ１〃’（

6541Ｊ４Ｇ｜短冊形'（7.4）（7.4)’（3.7)’６３１〃掻形'（6.6)’（4.8)’６８594155Ｈ｜掻形'（ 6８１〃

6551漏２周｜〃’（5.8）(5.8)’（4.0)’４１１〃(5.4)Ｋ4.9)’３３ （ 3３１〃5951Ｋ５Ｇ 

65611表土｜〃’（7.1）(7.1)１（4.6)’７６１〃短冊形'（7.2)’（4.0)’６９596123Ｈ｜短冊形'（ 6９１〃

(5.7)’（3.4)’４５１〃6571表土｜〃’（5.7）溌形'（7.6)'（4.2)’５２597137Ｈ｜嬢形'（ 5２１〃

(6.7)Ｋ4.9)１４６１〃(6.7） 6581Ｈ２Ｇ 短冊形'（6.2)'（4.3)１５６5981表土｜短冊形'（ 5６１１〃

(4.1)’（5.7)’３５１１〃(4.1） 65916墳〃’（6.8)’（3.4)’４５599127Ｈ｜〃’（ 4５１〃

（8.3)１（4.0)１５０１〃6601漏２周｜短冊形'（8.3）〃’（7.6)１（4.3)’７３6001表土｜〃’（ 7３１〃

(10.8)'（4.4)’1111細安6611漏１周｜〃｜(10.8）〃’（6.7)'（4.2)’５２5２１〃601145ＨＳＤｌ〃’（

頁(6.1)’（5.2)’491黒（6.1） 6621Ｊ６Ｇ 〃’（6.3)’（4.4)’５２6021Ｋ５Ｇ｜〃’（ 5２１〃

安(3.9)’（4.3)’341細663130Ｈ｜短冊形'（3.9）〃’（6.4)’（4.1)’６０6０１〃6031Ｊ３Ｇｌ〃

頁(5.9)’（3.6)’381黒6641Ｊ３Ｇｌ〃’（5.9）安691細(4.7)’（7.3)’６９ 604119Ｈ 

(6.6)’（4.3)’４９１〃6651Ｊ４Ｇｌ〃’（6.6）短冊形Ｉ（6.8)’（4.1)’４５6051,4１短冊形 4５１１〃

(6.1)’（4.7)’９７１〃（6.1） 頁 666126Ⅲ 731黒〃’（7.5)’（5.5)’７３６０６１ＪＤ１４１〃

(5.7)’（5.1)’３２１〃667128Ｈ｜擁形'（5.7）〃’（6.0)’（4.5)’４７4７１〃607126Ｈ｜〃

(9.7)Ⅲ（4.5)'’831灰安（9.7） 668131Ｈ１ 〃’（6.9)'（4.8)１８７871ホルンフェルス6081Ｈ２Ｇ｜〃

頁（7.7)’（4.1)’511黒（7.7） 6691表土頁611黒擢形'（6.3)'（4.4)’６］6091Ｊ４Ｇｌ擁形

安（6.4)’（4.6)’901灰（6.4） 6701堀３境短冊形'（6.4)’（4.6)’４９4９１〃6101Ｋ５Ｇｌ短冊形

頁(4.9)|'（4.2)’381黒6711ＪＤ２３１極形'（4.9）〃’（7.3)’（3.4)’４９4９１１〃6111Ｎ９Ｇ｜〃

(:１１|(::||:11：色寳
672158Ｈ｜〃’（6.1）〃’（7.6)’（4.0)’６４6４１〃６１２１Ｊ５Ｇｌ〃

673119Ｈ｜短冊形'（5.4）〃’（7.9)’（4.5)’６０6０１〃６１３１６Ｈ｜〃

6741Ｊ４Ｇｌ〃’（5.9）(5.9)’（3.9)’４１１〃701黒色安(7.1)’（5.4)’７０ 6141表採

67516境｜〃’（4.4）(4.4)’（4.2)’４３１〃頁511黒短冊形Ｉ（5.0)Ｉ（4.4)’５１6151Ｊ３Ｇｌ短冊形
(5.2)’（3.3)’３２１〃676113Ｇ｜〃’（5.2）溌形'（7.7)'（4.9)’６８6８１〃616134Ｈ｜掻形

(8.8)’（4.7)１７６１〃6771漏２墳｜〃’（8.8）短冊形'（7.2)'（4.4)’６９6９１〃617159Ｈ｜短冊形

(4.3)’（4.4)’６５１１〃6781表土｜〃’（4.3）(7.3)’（4.6)’９７ 9７１〃6181表土

(6.6)’（4.3)’６２１〃679131Ｈ｜〃１（6.6）短冊形'（6.7)’（3.8)’５５619127Ｈ｜短冊形 ﾖﾖＩ〃

(5.7)’（4.5)’４９１〃680133Ｈ９１〃’（5.7）〃Ｉ（7.6)’（4.5)’７４7４１〃6201Ｊ４Ｇｌ〃

(4.3)’（3.8)’291ホルンフエルス68111潟１周｜〃’（4.3）〃Ｉ（5.9)'（4.2)’５７5７１〃621137Ｈ１〃

頁(5.0)’（4.4)’4411黒（5.0） ６８２１１３Ｇ 〃’（6.5)’（4.8)’５６5６１〃622130Ｈ１〃

6831ＪＤ７１１短冊形'（4.3）(4.3)’（4.8)’４３１〃〃’（7.3)’（4.2)’４９4９１〃6231Ｊ５Ｇｌ〃

(5.7)’（4.2)’５０１１〃684122Ｈ１２１〃’（5.7）〃’（7.9)'（4.4)’６０6０１〃624132Ｈ１〃

(5.0）（5.6）１１９細安

(3.0）（4.2）１４黒頁

(5.3）（4.3）３４細安

(4.5）（5.3）３２灰安

（3.6）（4.1）３４黒頁

6851Ｍ７Ｇｌ〃’（5.0）〃’（6.5)'（3.7)’４４4４１〃6251漏１周｜〃

68611表土｜〃’（3.0）〃’（7.5)’（4.5)’１０２1０２１〃6261漏２局｜〃

6871表土｜〃’（5.3）〃’（6.0)’（3.9)’３９3９１〃6271Ｊ３Ｇｌ〃

（4.5） 6881Ｋ５Ｇ (7.1)’（3.4)’５７ 甜M１〃6281表土

6891Ｅ６Ｇ｜短冊形'（3.6）短冊形'（5.7)’（3.3)’４４4４１〃6291Ｊ９Ｇ｜短冊形

(5.6)’（6.1)’６９１〃（5.6） 6901表土擬形'（6.6)'（5.3)’７３６３０１１３Ｇ｜撒形 7３１〃

(5.5)’（4.4)’４５１〃691128Ｈ｜擁形'（5.5）〃’（6.1)'（4.5)’３５3５１〃6311Ｈ２Ｇｌ〃

6921表土｜短冊形'（3.8）（3.8)’（4.1)'’２５１〃短冊形'（7.9)'（4.3)’４７4７１〃632149Ｈ４６１短冊形

(5.8)’（3.6)’３４１〃6931Ｊ５Ｇ｜〃’（5.8）(6.6)’（6.3)’１０８ 1０８１〃6331Ｇ６Ｇ 

694162Ｈ｜短冊形'（4.6）(4.6)|'（4.1)’２７１〃

鐘『形|(:::||{;::)|:；
7４１〃6341潟２境｜短冊形

(5.4)Ｉ（3.9)'’２８１〃（5.4） 安 6951140Ｈ 5011灰635142Ｈ１〃

(7.1)’（4.1)’５３１〃6961漏２周Ｅ|短冊形'（7.1）頁431黒短冊形'（6.0)Ⅲ（3.9)’４３6361Ｋ４Ｇ｜短冊形

(7.7)’（4.3)’４６１〃6971漏２局Ｅ|短冊形'（7.7）〃’（5.8)’（4.4)’６１6１１〃６３７１２１Ｈ１〃

(5.3)’（4.6)’３７１〃

ｉｉｉ|露Ⅳ｜Ｉ|(湖
安571細擁形'（6.7)'（4.6)’５７638149Ｈ｜擁形

(４４)|'（4.4)’２３１〃571黒頁短冊形'（6.1)'（3.4)’５７5391漏３境｜短冊形

Ｉ
 

(6.0)’（4.3)’４２１〃(6.0） 7001140Ｈ 〃’（7.1)’（3.8)’４５4５１〃6401Ｈ２Ｇｌ〃

（5.3)’（3.4)’３３１〃7011ＪＤ７０１短冊形'（5.3）〃１（6.8)１（4.0)’３６3６１〃6411Ｋ６Ｇｌ〃

702133Ｈ９１〃’（4.9）（4.9)’（4.3)’４７１〃〃’（6.1)’（5.0)’９５9５１〃642160Ｈ１〃

(4.5)’（4.2)’４６１〃70311,1〃’（4.5）〃’（6.1)’（4.3)’４６4６１〃6431Ｎ９Ｇｌ〃

7041ＪＤ８９１〃’（4.3）(4.3)’（3.8)’３１１〃安571細〃’（6.1)’（4.1)’５７６４４１？ 〃

(5.2)’（3.7)’５２１〃7051ＪＤ４２１〃’（5.2）頁401黒〃’（6.0)’（3.8)’４０645127Ｈ１〃

’ 
(3.3)’（4.4)’２１１〃7061表土｜〃’（3.3）〃’（6.3)’（3.5)’６２6２１〃646117Ｈ１〃

(,iii)|(;?|::|縁＆片
7071Ｋ４Ｇｌ〃’（5.5）(8.7)'（4.5)１４８ )’４８１〃６４７１１６Ｇ 

708131Ｈ｜〃’１０．０短冊形'（6.2)’（5.2)’８］)１８１１〃648142Ｈ｜短冊形
頁(4.7)’（5.0)’321黒７０９１１５Ｇ１〃１（4.7）〃’（6.5)’（3.5)’３７)’３７１１〃6491Ｋ６Ｇ｜〃
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ｈ’ 
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形状

而派－１『川剛冊〃〃冊〃〃〃〃〃〃

膠侈

冊

聯〃冊〃〃形

形〃岬〃〃〃〃〃〃〃〃冊〃〃〃〃冊
形

豆趣”〃釧短短

〃冊冊〃〃〃

短

二１ニー

→２ 

－Ⅲ 

圃

慶一旦

一旦

長さ

ＧＢログ、８Ｊ、リノｌＰＪ、ＢＤＰ、〃〃、■〃〃、■Ｊ〃込町ＪＦ企ⅢＪ◆、１ＪｒⅢ０Ｊ。、ログ、リグ、■〃〃、■Ｊ〃巳１Ｊ汀巳ⅡＪ丘、ＩＦ、Ⅱグ１０グ１Ｊ夕１１Ｊ、ｌク１－Ｊ１－Ｊ、ＩＩＪ、０－Ｊ１．Ｊ１．Ｊ１Ｊ町』１０勺４１ＪⅡ’０１０’’‐０７６７４８１７７１３８１９９６１７７７４９１４９４２８３６７３０３７００３５６６５８８６４１７３４０３ ■●■ｏ■■●●■■■■■■◆■■●■■■●●⑪●■■◆■ロ■●■①◆■●■◆■。■●●●■■。●●●■７７６５７５７５６４８０６３５６６５９７６４６５５４５８４６５４５４５５３５４３５５３５４５７７５４６５ 
イⅡム

ー‐，０‐ⅢⅢⅢ０Ⅲ６‐。ＬＰ６ＦＬＰ・●しＰ●しＦＩＬ夕ｒ－■し●ケＰＩＬグーⅡもＪＩＬ■夕Ｐし夕ｒＬＬクロⅡ、〃０，菫〃ⅡＬ■βＦ１ＪＢＬ、〃■Ⅱ、●〃ⅡＬ己クｒＬも〃ｒＬ、ｒｕＬ
４４４５３５０４ １ 

幅

、Ⅱ〃』、■ＪＰ－、Ⅱ〃ワ、■■夕、■■グ、■〃グ。■〃グ、刑Ｊ己■ⅢＪげ。ｎ日〃■、■ＪＦ－、ⅡＪ▼菫、０Ｊ●、０げび、■リゴ、Ⅵｊ互一、Ⅱ〃げこ、■ＪＰ、ⅡＪＦ巳１日ＰＩＢＪｑ５０ケ、ⅡＪ〃、‐ｊ々巳１Ｊロ｜、Ⅱｌβ●、０１ケ、１１Ｊ１Ｊ６０‐ひ１●０Ｊ１‐』１Ｊ１Ｊ■４‐４００’－‐‐‐←『Ｕ△几苞句けり（Ⅲ）旬ｆ０ｎ叩ｖ（【Ｕ・勾吐（ｕ】ワワ０八Ⅱｖ口勾“こ《ソ】、くｕ【ｈＵｎエＪ戸や。０．０▲一出Ｕ『Ｉ（（ｈ】、一〃』｜ｎ〃母几昭一、Ⅵ》｜⑨ダニ、べｕ行〃Ｉ・幻叫。⑰、）戸坑Ｕ、【Ｕ４佃一ｎＫ）、一〃】〈ｈ》ｎ〃】、『）、（Ｕ■ⅡユコⅡ▲□何処。●可０一（ｈＵ●Ⅱ二ｎＭ〉剤Ⅱ▲ｎ■Ｊ【ｈＵ△几】Ｃｌ、『Ｕ４ｎ典。、『ｕ、〃』小一羽』尻４０Ｉ汎田コグー巴Ｆ１■０Ｐ｜ⅡＬ■■■■■■巴●●ＢＰ①■ロ●●●■■■■■巴◆ら■ロ●Ｃ■●■□ＢＧ■巴◆●Ｐ■句■◆●■■■●■■■●■■■■●●■４４４４３４４３４５４４５４３４４５４４４４４４３４３４４４４３４４４５４４５４６４４３４３４４４４４３４４３３４４３５ ‐‐‐‐Ⅲ－‐Ⅲ！０ＦＢ■ｂＦＬｒ０．Ｆ。ⅢＰ●し７－匹■グーＩもグⅡＩもタｒｌＬＤＪⅡし、ＦｒＬも〃ＰＩＬ〃０■、一夕０■もログ■Ｌ己ググロ已已夕■８ｓ●〃０■も一〃■し▼ログ■ＬもＰＦＬも〃ぼけⅡ皀〃、５，〃■ⅡⅡ〃■巴、〃■Ⅲ、一夕０■、●〃■曰、〃ｒＬｎ

重さ

ロバ】、ｕ】〆ｘＬ、『し］『Ⅱ凸Ｐ印１Ｆい』ＪＦＬＦ脾』ｒⅡ』■Ⅱ囚Ｆ」やＪＪ』ｆ〃、ｒ』凸Ｆ１ｒ〃申グロム『１ＪＪ０■ＰＬＦ、ＰＩ。■。‐０００．００００Ⅱ－１１１０－０Ⅱ－０Ｉ‐６５２６４７４４３５１４３３４９３８５９３２５４４３７６６４２４４５ 
石材

安頁安頂

黄頁蚤頁安頁

フ冠夕

句夛宕お【蓼１．種シ

安頁

レノエ

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃色

色〃〃〃〃〃〃〃フ〃〃

〃

〃〃〃〃〃〃〃〃
〃〃〃

ンル

緑黒

■’１１０８＄■ 

Ｉ４０塾聰

一く許一「く計１ヨ壼

ｋ具

Ⅲ蔦Ⅲ兎蕊
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ＧＧ 

Ｇ 

ＧＧ 

ｓＧＧ 

ｕＧＧＧＧＧ 
Ｇ 

Ｇ 

Ｇ周周ＧＣＧＣ伯Ｇ境Ｇ
積ＧＧＧ６ＨＨ６Ｈ５ＨＨ土Ｈ土Ｈ５３Ｈ４ＤＨ２４５９５Ｈ採３ＨＨ土Ｈ４ＨＨ５Ｈ１２３土９３２Ｈ６２Ｈ４ＨＨ３２６Ｈ９ＨＨ６Ｈ６二ｊｒＬ．』１－’て，４９－－－尾７ｒ‐７０ｒｌ２莉詩ｉ島－－１９３哨旧にｕ四局ＨＫ犯Ｎ？〃ⅣＩ⑫Ｋ

Ⅲ‐，ＰＬＢ．ｐＬＰｂＰ田，ＬＰ■可７ＰＰＤ』■壹已ケ。』』■５グ０００
形状

形形

形形形聯〃〃〃〃〃冊〃〃〃冊〃〃〃辨飛辨赫〃〃〃〃〃〃〃〃””〃””〃”〃錨鋼〃〃〃〃〃〃〃冊〃
形

形

冊〃〃〃

…柵ｌｉ

ｆ『Ｚ

短

長さ

１Ｊ〃。ⅢＪ〃、■Ｊ□、Ⅲ〃ワ■町Ｊ丘凸ⅡＪｒＧⅢＪ〃』、ＩＦロ、ＰグＱＩ８〃、６Ｊ〃、■〃げＳＨＪＦいⅢＪ々１０Ｊ、８Ｊ、リグＬＢＪ〃、■Ｊ〃、Ⅲ〃グＧＩＪＰ、Ⅱ〃１Ｊ左、ｌ〃■１８ケ己■ＩＦ、ＩｌＦ１－クｑ１Ｊ１．０Ｊ・１ＪｑＪ１ｊｑｊ１ｊⅡ’０００’‐‐、『）八山】｜、叩〕几『）（ｈ）△勾叫。、〃］【ｍＵｎ〃】。。〈【Ｕ句Ｊ０の（）・几斗○万ＣｌＯＣＰ気）（Ⅲ）’八ｕＪｎ『〕△列］二ｍユ｜ｕ【ｈ）｜ｎ】）『Ⅱ（、叩》万〃０－ｍ〃“、式〉局〃０（ｈ〉（ｕ）戸、）向く）、】）｛一月）Ｐ院一】（、Ｕ『Ｉ△｛７０【ｈｕ屯Ⅱ▲（ｕ〉（【Ｕ－の『）（】〉一八ｍＶ｜、へ）狩グロＰ①□０▲でロ８－（】【）で二０▲■１Ｊ■Ｉ凸ゲー四ｆｐｑグー’０ｒＪ凸ＰＰＳ■■■■■⑪●●●①■■⑤□◆●●■■■⑤●■■■●■Ｃ■■●●◆●■●◆■■■？■□■●。■●■己●■■■■●■■●■５（０５（ｂ穴０戸、７０月ｒ【０６７戸０６６４４（ｂ旬Ｉ６（０６〈ｂ匂Ｉ７かＪ庁ｌ】、ワー匂１万Ｊ６７０５〈０句Ｉ７６７，６庁Ｉ５戸０戸ｂかＩ６〔０匂－（０ばり【０６７６６（、（０〈０６８６６‐‐‐Ⅲ．‐０ＰｂＰｂＰ・・ⅢＪ，し夕ｒし夕ｒ０ＬＰ・しワｒＩグーⅡⅥグⅡＩもｊｒＬ、〃■Ⅱ、。〃Ｌ、〃ｆＢＥｊｐｑ、〃ｒＬＬ夕ＤＢ、〃｜－ｔＦｒＬ■

幅

已刑〃ａ、ⅡＪ、１０Ｊ、ＢＪ、Ｉβ●、■Ⅳ〃、０Ｆグ、Ｕ０グ処■〃夕、ⅥＪグー、ⅡＪｒ－ｎ０Ｊｈ■５ヶ●、ロロゲ、■０〃■１Ｊ〃＄１Ｊ〃、ⅡＪｒ菫、ⅡｌＪｌ１Ⅱｌグ、ⅡＩ〃ｑ１Ｊ■１０Ｊ１Ｊ９．．Ｊｑｊ１凸ｑｊ可４０００００１’９】（一り７００》ｎｏ。】、Ｕ’９口ｑ凹口４△句◎ワ】日４。Ｔ▲ｑ）勺０△Ｆ『ｖ戸【ｖｎｏ△４。【、）・ｄｏ一八Ｕ区一Ｊ△４△ｎ４Ｃ０》β岨ＲｕＲｕＲＵｎｌｚ●、。｜ワニ口几今７０Ｒｖ０）△４句ｎｄｌｑＵＲｕｑｄｑｕＦｈｕｎｕＵ□】●４判□ＦＬｌｄｑＦＬｒＬｒＬ４’ｎ口。～ⅡＩＵＩｑ０Ｊ－ｌｂ●■●巳。□■●●ｂ●■ＧＢ●■ＰＧ■■●●●■■■●■■■◆●■●◆ロ●■●Ｐ■け●凸ＣＧ●■◆巾ロ◆ＰＳ■◆●■●４３３４４４４４４３４４４４７４５４４４４３４４５４４４４３４４４４４３４３３３５４４６４３３４４３３４５４４３３４５３ ‐‐０．Ⅲ‐ＬＰⅡＰｂｒ●‐０ｒ●・凸Ｆ・Ⅲｆ・・ｂ・ｆ０ｂｆｈも菫グリーもＪｒⅡⅢ吟ＪＬｂ－ＪｕＬ勺ヴＴｌ、〃βｑ、〃□５，－〃ⅡＬ、グｒＬもｐＪ５、〃０，

亜【さ

⑨色４４▲Ｏ凸〆、ハロ、。公Ｕ戸『ｕＦ『Ｕ●ん話７０ＲＵＰＯ（０Ｒｕ△ん牡ワ０４４△ｎＫ）（０４缶●ん松【、）（ｈＵ７０Ｆ、〈、【｛Ｕ（ｕ〉Ｒｕヴク０ＲＪＰＤ４４〆ロム月面、Ⅲ》の。ＦＤ４＄勺ＩｑＪ４壯皇ｎＵＳ●１Ｆ『Ｕ舎刈冠ＦＵ頂』頂四川引びっ卍ｔｂＪ正．旧Ｌ’１．〃！４１４０．句Ｉワ８川副、イ〕（ｘ〕、『】、ｕ】ｏ凸Ｒｕ・由】ｑ】、苫伺乙ｒ山がＬｕ■しこ」ＰＩＯＦＪＩｑＩ“〃Ｌ令炉Ⅱ。１．〃ⅢⅡノー、割．～Ⅱ’Ⅱ‐，‐１１Ｊ’－－‐１．‐
勺Ⅱ▲

勺０△

石材

〃一Ｊ⑤■１１コ

頁安頁

偏寸デ再ｆ少

〆羽］一Ｆ少

安

頁

ス頁

蚤頂

レノエ

〃

〃〃〃〃

〃〃〃〃色

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

〃

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃
〃

〃フンル

ー火里叫

佃黒

細黒

Ｉ：１－億

Ｉ 

引詣

』ＬＴｌ両

司武肝Ｃｗ

１版番号



第２節縄文時代の遺構と遺物

lLH＋付f胃 形状 長さ 幅 重さ 石材 図版番号 lLH＋佗潤N、 形状 長さ 幅 重さNb 石材 図版番号

l7H｜｜〃’（6.0)’（4.6)’５７１〃710117Ｈ 7701145Ｈ｜〃’（6.7)’（5.4)’6211細 安

7111表土表土ｌ〃’（6.1)１（4.9)１４８１〃 77111Ｎ９Ｇ｜〃’（5.1)’（3.9)’2711粗粒安

7121Ｊ６Ｇ Ｊ６Ｇ｜〃’（6.6)’（4.1)’４８１〃 7721113Ｇ (4.3)’（5.1)’4111細安

58Ｈ｜〃’（3.8)’（3.8)’281細 安713158Ｈ 773116Ｇ｜短冊形'（4.8)'（4.0)’351黒 頁

7141Ｊ３Ｇ Ｊ３Ｇ｜〃’（6.2)’（3.7)'’391黒 頁 774145Ｈ｜〃’（3.2)'（4.4)’181灰安

7151漏１局漏１周｜〃’（6.0)’（4.1)’481灰 安 775119Ｈ｜〃’（4.2)’（4.1)’281黒 頁

45Ｈ｜〃’（7.0)Ｉ（4.4)’521細 安716145Ｈ 7761Ｊ４Ｇ｜〃’（3.5)'（6.0)’２６１〃

60Ｈ｜〃｜'（4.9)’（5.0)'’431灰717160Ｈ 安 7771漏２周Ｅ｜〃’（5.0)|'（3.2)’３２１〃

36Ｈ１１〃’（４７)’（3.6)’２８１〃718136Ｈ１ (5.6)’（4.2)’３７１１〃778158Ｈ］ 

7１９１，４ Ｄ４１〃’（3.9)’（4.7)’2911細 安 7791表土｜短冊形|'（2.8)|'（3.1)’１３１１〃

37Ｈ｜〃’（5.5)’（4.2)’5211黒720137Ｈ 頁 7801表土 (2.1)’（3.7)’９１〃

36Ｈ１〃１（6.1)１（4.4)’３７１〃721136Ｈ 7811表土 (4.3)’（4.4)’２３１〃

30Ｈ｜〃’（5.0)’（4.5)’501粗粒安7221130Ｈ 7821Ｊ４Ｇ｜短冊形|'（2.4)'（3.6)’211黒色安
72311表土表土｜〃’（5.5)Ｉ（4.0)’361黒 頁

;M|饗ｌＩｌＩ馴;:;||鱸鰯7241表土表土｜〃’（5.6)'（3.8)１３１１粗粒安

34Ｈ｜〃’（6.0)’（4.3)’901黒725134Ｈ 頁 7851114Ｇ｜〃’（4.1)’（2.7)’181黒 頁

Ｍ７Ｇｌ〃’（6.1)’（4.7)’761変質玄726lＭ７Ｇ 7861137Ｈ｜〃Ｉ（3.0)'（4.2)’161黒色安

7271Ｇ６Ｇ Ｇ６Ｇｌ短冊形Ｉ（5.6)１（4.3)１５７１灰 安 787137Ｈ｜〃’（5.0)’（3.9)’4411灰安

28Ｈ｜〃’（5.0)’（3.9)’361黒728128Ｈ 頁 788113Ｇ｜〃’（5.3)'（4.2)’421細 安

7291ＪＤ７ ＪＤ７１〃’（4.3)’（3.5)'’２２１〃 7891ＧＩＧ｜〃’（3.5)’（4.4)’211黒 頁

36Ｈ｜〃’（5.7)’（4.4)１５６１〃730136Ｈ 7901Ｎ９Ｇ｜〃’（5.0)’（4.0)’351灰 安

Ｉ３Ｇｌ〃’（5.3)’（3.5)１３３１細7311113Ｇ 安 ７９１１１３Ｇ｜〃’（5.8)’（4.1)’421黒 頁

732156Ｈ 56Ｈ （3.4)|'（3.9)12111黒 頁 7921表土｜〃｜'（3.2)’（4.3)’２９１〃

Ｋ５Ｇ｜短冊形'（3.8)’（4.6)’２７１〃7331Ｋ５Ｇ 7931表土｜〃’（3.9)'（6.4)’441黒色安

Ｍ７Ｇｌ〃’（4.6)’（4.7)’３０１〃7341Ｍ７Ｇ 7941Ｊ４Ｇｌ〃’（5.2)'（5.4)’5211黒色頁

45Ｈ｜〃’（4.6)’（3.8)’２６１〃７３５１４５Ｈ 7951Ｋ５Ｇ｜〃’（6.7)１（4.0)’４５１〃

(2.6)’（4.3)’２３１〃7361Ｈ４Ｇ Ｈ４Ｇ 7961Ｈ２Ｇ｜〃’（3.7)'（4.3)’291灰安
27Ｈ｜短冊形'（2.8)’（4.0)’１２737127Ｈ 797128Ｈ｜〃’'１０．０１３．７１５１１緑色片

7381Ｋ４Ｇ Ｋ４Ｇ｜〃’（5.5)Ｉ（6.5)’1021粗粒安 7981Ｎ11Ｇ｜｜〃１（5.7)'（4.1)’501細安

49Ｈ｜〃’（3.8)’（4.3)’311黒739149Ｈ 頁 7991145Ｈ｜〃’（4.3)’（3.4)’３２１〃

7401Ｊ４Ｇ Ｊ４Ｇｌ〃’（4.4)'（4.3)’２７１〃 8001Ｋ６Ｇ (5.5)’（3.4)'’３３１〃

9Ｈ｜〃’（5.7)’（4.6)’441ホルンフェルス７４１１９Ｈ 8011Ｆ７Ｇ｜短冊形'（4.9)’（3.9)’361黒 頁

Ｋ５Ｇ｜〃’（5.1)’（3.6)’361黒７４２１Ｋ５Ｇ 頁 8021漏７周｜〃’（5.2)’（3.3)’２４１〃

Ｋ５Ｇｌ〃’（5.2)’（3.6)’３７１〃7431Ｋ５Ｇ 8031Ｋ５Ｇｌ〃’（5.6)'（4.2)’511灰安

74416墳周Ｎ6墳周Ｎ｜〃’（5.9)’（3.6)’441灰 安

M:|蔓｡｜Ｉ|(!；;川|;;|ilii蟇14Ｈ｜〃’（5.2)’（3.8)’391黒７４５１１４Ｈ 頁

27Ｈ｜〃’（3.9)’（4.4)’２５１〃７４６１２７Ｈ 8061113Ｇ｜〃’（6.3)'（4.1)’661灰安

7471漏４周漏４周 (7.0)’（4.8)’1001黒色安 8071漏３墳｜〃’（4.7)'（4.0)’411黒 頁

74811境Ｍl域Ｍ｜短冊形'（7.1)’（4.7)’571黒 頁 808144Ｈ｜〃’（5.1)’（3.8)’４３１〃

7491洞３洞３１〃’（5.1)|'（4.8)’４６１〃 80912Ｈ｜〃｜'（3.8)１（3.4)’191〃

7501Ｈ２Ｇ Ｈ２Ｇ｜〃’（6.7)’（4.6)’421細 安 810131Ｈ｜〃１（6.2)１（4.0)１３３１１〃

75111表土表土 (4.1)’（3.4)’401黒 頁 81111Ｊ４Ｇ｜〃’（4.6)'（4.6)’4311細 安

752150Ｈ 50Ｈ｜|短冊形|'（4.0)’（3.9)’３５１〃

:;|鰯｜〃|(i:ｌｌＩｉ:!}|;11黒衞安7531Ｋ６Ｇ Ｋ６Ｇ｜〃’（6.2)’（3.6)’５３１〃

75411境Ｍ1境Ｍ｜〃’（5.7)’（4.0)’381細 安 814137Ｈ｜短冊形|'（4.9)|'（4.1)’441灰 安

7551漏１局漏１周｜〃’（5.7)’（3.6)’３２１〃 815158Ｈ｜〃’（5.7)’（4.5)’411黒 頁

756145Ｈ 45Ｈ｜〃’（3.3)’（3.9)’211黒 頁 8161110Ｈ｜〃’（6.2)’（4.7)’５２１〃

7571Ｋ５Ｇ Ｋ５Ｇ｜〃’（4.7)’（3.3)’281細 安 8171漏３周Ｅｌ｜（4.2)'（4.9)’４４１〃

36Ｈ１短冊形'（4.7)’（4.4)’361灰758136Ｈ 安 8181Ｊ４Ｇ｜短冊形'（5.4)'（3.9)'’４４１１〃

(2.4)’（4.8)'’251細759127Ｈ 27Ｈ 安 8191Ｊ６Ｇｌ〃’（6.0)'（4.4)’381細 安

Ｉ３Ｇｌ短冊形|'（5.6)’（4.0)’2711黒７６０１１３Ｇ 頁 ８２０１１３Ｇ (6.1)'（4.1)’4511黒頁
７６１１２６Ｈ 26Ｈ｜〃’（4.3)’（3.5)’281細 安 82111Ｊ５Ｇ (6.0)’（3.7)’４９１〃

7621Ｊ４Ｇ Ｊ４Ｇ｜〃Ｉ（4.0)’（4.1)’351黒 頁

!；:|V;。|鰯『形|閲|(::)|iil：色譽763134Ｈ 34Ｈ｜〃’（7.1)’（4.3)'’441灰 安

764119Ｈ l9H （4.6)’（4.3)’3311細 安 8241漏４墳｜〃’（4.7)'（4.1)’381黒 頁
765132Ｈ 32Ｈ (4.1)’（5.2)’331黒 頁 8251160Ｈ１〃Ｉ（4.3)Ｉ（3.8)’２６１〃

7661洞２墳漏２墳｜短冊形'（5.7)'（5.2)’511細 安

iililli：|窺,､形|(:31(jil1lliルンル７６７１１３Ｇ Ｉ３Ｇ｜〃１（5.2)１（3.7)１３４１〃

7681Ｊ４Ｇ Ｊ４Ｇ （4.5)’（4.3)１２４１〃 (3.9)’（5.0)’361黒828ｐ２Ｈ 頁

32Ｈ｜短冊形'（5.3)’（4.2)’3711黒769132Ｈ 頁 829158Ｈ｜短冊形'（3.8)’（4.4)’２５１〃

22Ｚ 

N、 lLll十竹智 形状 長さ 幅 重さ 石材 図版番号

ｎｎｎｎｎｎ汀、、汕卿画泊画泌掴氾氾犯氾凋沼周門灯刑門間門ね阿瓜阿阿阿阿叫叫ｕＭ旧巧石旧旧巧巧巧５５６６６５６６６‐Ｉ０－Ⅱ１００句。６．６・Ｐｑａ日〃。ｒＰＢ●ｊｆ５１１Ｉｄ１０－００■■１■Ｐ・５４‐１８Ｊ征Ｐｂ＆ＪＦＬＰＯＩｒ孑田ｌＦＬ凸ＪⅡ、１１ＪＪＪ＆ｒ『しＪ限ＦＰＬ〃ｒ、ＦＪＩぷぁ臼ｒ」』一ＦⅡ、勺Ⅱ凸⑤〃』］［『』ｄ勾刊Ｆ【】【、】
Ｎ 

ＧＧ周

ＧＧ７ＧＧＧＧＧＧＧＧ周
周ＭＧ

ＣＭ周Ｇ

境ＧＧ

１ 

ＧＧ Ｈ土６Ｈ３１ＨＨＨ４ＨＨＨ土土Ｈ７６ＨＤＨ３Ｈ５７Ｈ４Ｈ４Ｈ４Ｈ５５境ＨＨ４蹟３２土Ｈ６域ｌＨ５ＨＨ３Ｈ４ＨＨＨ２３４ＨⅣ表Ｊ記Ｊ洞妬帥拓Ｄ師茄釦表表拠ＭＧ魂Ｊ妬Ｉ弱ＫＭ妬Ｈ町Ｋ⑬Ｊ９ＫＫ６ｕ刀漏１耐Ｈ喪刃Ｋ１冊崎Ｋ肥〃１冊ＪＭ９Ｅ局ＩＪＥ 泥

泥

形

形

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃締〃〃〃〃研〃〃研〃〃〃〃〃〃〃〃〃冊〃〃訓〃〃〃〃〃職朧〃〃〃
冊〃冊

短

巨

垣

豆

豆一鉦

二挺

豆

６ ● ６ 

７ ４ 

．’、’、’、’、’１Ｊ１Ｊ１Ｊ「〃１Ｊ－４１Ｊ１Ｊ１Ｊｊ１Ｊ１１Ｊ１Ｊｊｊｊｊｊｊ１ＪｊｊｊｊｊｊＪ１ｊｊｊｊｊｊｊ６０３７３４８６６６８５８４７１２９２９０１１７１０２７７３７７４６３０１６１７２５３ ‐００００００ⅡⅡＩⅡ。０■１４ｑ４■■■■■■■●■●●の●３５６５５５６６５５４５５３３４４２２５３４５５５５５３７７５６４４６５５３４４２５４４７４４５５４５ ０１Ｉ。０Ⅱ’００Ⅱ０勺００’‐。！Ｊ１Ｊｑ０口８勺Ｊ■４勺Ｊ１■１ｊｑ■１Ｊ１ｊｑＪ１０町Ｊ１Ｊ１４１ｊ町Ｊ１Ｊ１‐』１Ｊ■１１夕ｑ１ＩＪ、１１ＪＳ１１口１Ｊｑ１Ｊ３１１Ｊ●も１１Ｊ、ＩＩＰ１１Ｊ６１１Ｆ、１Ｊ〃、１Ｊ〃ｎ１Ｊ〃己１Ｊ〃、■Ｊ夕処００グｈ■Ⅳ〃ＧＩⅡダ。、Ⅱ〃丘。ｎ日Ｊ▽Ｓ■Ｊ”、■リグ、■〃夕、０口グー、０Ｊ、ⅡＪＦ菫、ⅡＪ〃凸ⅡＪ〃６９１８７１４０６７２４５０８３７３９５４５９６７８３０５３３６６６６８４８７８６４９６０６９３４８０５１３３２２７３２ ■■●■■■。■●●●Ｇ■勺●●■●■ｑ■■■■■■■■●●ぜ。■●凸■■●■■■Ｓ■■Ｃ■●■■■Ｐ■●●■■■■■◆４４４３３４４５３４４４４４３４４４３３４３３４４３４４６４４４３３３３４４４４４３３３４３３３４４４３４４４５５３４４ ７－Ｊ１Ⅱｊｉｌ１１ｆＩｑｌｊｑｉ４ｄ曰６１４０口Ｕ］。Ｊ１βⅡ■ｊ６１ｄｏ・ＪＩｑ４ＪｌＪＩ１１Ｊ・凸ｊＪＬＵ’４。－ＪＦ‐Ｉ・１１のＪ１ｄｄ０ｒｊｆｒｊｇ『－ＪＰＩＯＪ１。ｒｒ宅Ｐｊ０ノト。ゲＬ凸ＰＰＬＦＪＬＦＪ０タトしｒ〃』ＰＩＬＥしロ』掠皀浜』田乙勺Ｉ凸【沢」【ｈＵ卸【】同〃０〔ｘ】Ｐｈｕ・〃宅ｎ『〕、イリマ０▲●〃牡刈逃可〃０５４４２３４５４２２５３５３３９７５３２５３２２３２２１０３２４３３４３２０５４４４３５３３２２３２２２３４３３５３２３ 
１ 

１ 

蚤贋多段塾蚤寝蟄涙蚤房玄蚤宴
蚤辰

蛍頂ス頂安頁安頁蛍頁
安頁安安安頁安頁安安頁安
頁

レノエ

〃

〃粒粒質
〃〃

〃〃〃〃粒〃ブ〃
〃色〃

〃〃〃

〃〃

ンル

細黒灰細灰細黒粗黒粗黒変灰黒
細黒

粗黒ホ黒灰黒黒思柵黒
細黒佃灰佃黒佃黒天佃黒冊
黒

比 H{＋ｲｳ暦 形状 長さ 幅 重さ 石材 図版番号
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Ｅ 

Ｅ 

ＧＧＧ 

Ｇ周１

Ｇ 

Ｇ 

ＧＧＧＧ 

ＧＧＧＧＧＧ周ＧＧＧ漬
ＧＧ墳

周ＧＧＧＧＧ境ＣＧ繩叩咀、極、皿輝認麩麩麩皿噸麩山畑緬咀、岬皿麩麩皿晒、繩血願駈酢赫睡晒麩四締皿、皿皿皿締姻麺皿歸皿、皿脂”皿剛皿四四ｍ剛
泥

形

形

形

聯〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃冊〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃冊〃〃冊〃形
〃〃脈〃〃〃〃冊

形形冊〃〃〃冊冊

短

短

短

短

短

莅

豆

豆豆 、Ｊ１Ｊ１Ｊ１Ｊ１Ｊ１Ｊ１Ｊ１Ｊ１Ｊ１１ｊｊｊｊＪ１Ｊ１１ノ』ｊｊｊｊｊｊＪ１ｊｊｊｊＪ１ｊｊｊｊｊｊＪ１ｊｊ１ＪｊｊＪ１ｊｊＪ１ｊｊｊｊ７１３８２２５０６８１３４５３１００３５０８２９２７７０７３５９２６４０３７１８２６９２９７２２４０１０７８７３４８９８ ◆■■●◆巳■ご●●●■■●●■■●■Ｐ■ｂ●己■■■■。■■●■の■◆●■▲■●■■ｂ■ＣＯ●己■●■■■■◆巳■●■６５４４３４３５５２２４２４４４３５５３５５３３５６３０５４５４５５６４６４５３６４４４４５６４５６６６５４４４４６３３ 
１ 

ＩＩくｌくくくくくくくくくくくくくＩＪＩくＩＩくＩくくく．くくくく，しＩＩｌくくくくくくくくＩＩくくくくくくＩＩＩⅡ！－－ｒし １‐〃１．Ｊ１Ｊ１●〃、‐』■１Ｊ、１Ｊ、１Ｊ、‐〃ｑ１‐〃１１Ｊ●１－Ｊ１－Ｊ１１Ｊ、１Ｊ１－Ｊ、ＩＪｌ１ｌＪ１－Ｊ１－Ｊ、－Ｊ●１１Ｊ１１ＪＵＩＰ■１Ｊ、ｊグ、１Ｊ、■グ１０Ｊ１０Ｊ１０Ｊ、１Ｊ、０Ｊ、１Ｊ、ＩＪ、ⅡＦ、Ｉグ１Ｊ〃、Ｊ丘、Ｊ丘。、〃夕１Ｊ〃Ⅱ０Ｊ、ＩＦＩＩＪｈＩＪ、リグ、Ｊ〃’１Ｊ〃、３Ｊ、Ｊグ１０Ｊ、ＵＪ、リグ、０Ｊ、ＩＪ、ＩＪ、ＩＦ、Ⅱ〃４労ｑ】■ＬｎＵｄ４・ＬｎＵｎ白、乙勺上庁１４４戸０〃坐、、万ｌの△０〉几乙川廿ｎＵｑ１ｎ０Ｄ４Ｄ４ｎＵｎ０万Ｊ勺Ｌ４４ｊ４０〉ｑＪ０］、Ｕ『上司ＬｎＵ⑪ＯＤ４ｎＵ（ＤｎＵ川五勺１Ｆ０月１０】ｑ）４Ｔ１斤ｊｎＣ６勺ＬｎＵ１▲ｎＵｎＵ４●●●■●●●●Ｃ●■□■■■■■●●■●■●◆◆●●■■●■■●■■■●●●●●◆己■■■■●●●■●■●■■●■■●５３５４４４６３４３３４３４３２４３４４４４４６５４４３４３３３３４４４４４３３４４４３４４４４３４４３３５４３４４５４ ■！■。Ｐ’．ⅡロロｉⅡ勺Ｉ４ｑＪＢＰ白ＪＢＬ４．ｆ・ろ■。Ｐ０ｑｒ４ｒｑＧｊ凸ｒ●＆ＦＰ凸ｒＬＢ１１Ｊｒ■巴ｒ〃凸Ｆ□山ＪｒＬ卍４０１１Ｊ●〃凸。Ｔβ凸ＴＦＬ』Ｔ０凸Ｆ■』ＦＬ』ＦｕＬひ『』Ｐ沢、■Ⅱユ２２３３１１４４２３４２４５４２５５３３３２５３２６４４１３４２２ 
謎一年二部汐百歩与動二歩

汁汐託涙訣二種ェ毬一命夢分玄壹歩詰一二歩歩アマ侯浄玄卯月か玄
屋只》玄頁劣（＋玄一員
串女｛女津女君貝

安頁安安頁
ス頁

ルエ

粒

〃〃〃〃〃〃色色色色

〃色色〃色〃〃〃
〃〃〃色〃
〃〃〃

〃色〃〃ブンル

細粗細黒灰黒

黒黒黒黒黒灰細黒灰黒黒黒灰緑細
照灰黒細灰黒
細黒灰黒

佃黒剛黒騏
ホ風



第Ⅲ章調査の記録

鼎十付渭 幅 石材 図版番号 出十付屑 形状 長さ 幅 重さ 石材 図版番号形状 重さ長さ Nｈ N、

細 安(6.8)’（4.1)’８４１〃 890 １７Ｈ 1３．６ 5.1 155 830149Ｈ１〃 〃

溌形安 漏１墳Ｓ(3.3)’（4.6)’231灰 891 831113Ｈ｜〃 1３．８ 6.0 149 〃

安(5.5)’（4.1)’321細 892 22Ｈ 832123Ｈ 1１－４ 4.6 111 〃 〃

(4.4)'（4.2)’301変質玄 短冊形833136Ｈ｜短冊形 893 ４５Ｈ 1０．６ 4.0 7３ 〃

頁 黒 頁(3.2)|'（4.3)’241黒 ２２Ｈ 894 1０．２ 4.6 8４ 834132Ｈ 〃

分銅形(3.7)’（3.6)’201変質玄 895 28Ｈ 1２．９ 7.9 306 835145Ｈ 〃

安 上表８３６１１５Ｇ｜短冊形 (3.3)１（4.0)’291細 896 9.8 6.7 126 〃 〃

極形安 Ｉ３Ｇ (4.3)’（3.8)’391灰8371漏２周Ｎ｜〃 897 1４．７ 6.0 185 〃

溌形頁（5.0)’（4.8)’481黒 898 １Ｈ 9.9 6.2 838158Ｈ１〃 150 〃

短冊形Ｎ９Ｇ （6.5)Ｉ（4.1)’４４１〃8391表土|〃 HI9H 1２．０ 4.7 143 〃

ＪＤ７２ 分銅形(５．０)’（3.5)’２９１〃 900 8401ＪＤ3９ 1１．９ 6.6 184 〃

短冊形5墳(4.6)’（3.5)'’２３１〃 901 1１．２ 4.6 9８ ８４１１１３Ｇ 〃

45Ｈ 84219Ｈ｜擢形 (5.4)’（6.1)'’６６１〃 902 1２．２ 3.8 8２ 〃 〃

表土 分銅形(6.1)’（4.8)’３９１〃8431表土 細Bｉ 8.2 5.3 〃 〃

極形安84412ｍｌ短冊形 (5.6)’（4.5)’351細 904 ４Ｈ 4.6 8７ 1２．２ 〃

表土頁(6.7)’（3.2)’341黒 HOK 10.1 4.1 7８ 845150Ｈ 〃 〃

（4.8)’（4.3)’451細 安 906 l１Ｈ 9.3 4.3 ８４６１１３Ｇ１短冊形 雛〃 〃

頁 Ｎ９Ｇ （5.5)１（4.0)１２５１黒 907 8.8 4.0 閑847145Ｈ１〃 〃 〃

(6.3)Ｉ（5.2)’831灰 安 908 Ｉ３Ｇ 1０．８ 4.2 8481表採｜〃 腿〃 〃

(3.4)'（4.0)’191黒色安 ＪＤ３２ 粗粒安909 2０．５ 1０．４ 929 ８４９１１３Ｇ 〃

ＪＤ３１ 短冊形頁（4.2)’（3.7)’191黒 910 8501Ｋ６Ｇｌ短冊形 1０．３ 5.2 106 〃

漏３墳丘 分銅形（3.4)’（4.4)’２６１〃 911 1２．５ 7.0 234 〃851126Ｈ｜〃

(3.6)'（3.2)’201黒色安852130Ｈ 

頁8531Ｋ５Ｇｌ短冊形 （4-2)１（4.0)’321黒

(5.3)’（3.8)’２４１〃854127Ｈ｜｜〃

(2.3)'（2.7)’８１黒色安855112Ｈ１〃

頁（3.1)’（3.3)’171黒８５６１９Ｈ１〃

(5.8)'（4.0)'’４５１〃８５７１９Ｈ１〃

安（5.9)’（2.9)’2711灰858116墳周ＮＩ〃

(7.3)’（5.2)’１０１１〃8591表土

安(2.8)’（4.1)’191細8601Ｎ９Ｇ 

頁(4.9)’（4.8)’401黒8611134Ｈ１短冊形

(2.8)Ｉ（4.0)’111黒色安8621Ｋ９Ｇ｜〃

頁(5.9)’（3.9)’471黒8631Ｊ４Ｇｌ〃

(5.6)’（6.7)'’７９１〃864128Ｈ１〃

（3.9)１（3.9)１３３１〃86511Ｎ９Ｇｌ〃

（7.0)’（５．０)’６０１〃8661Ｋ６Ｇ 

（5.0)’（4.6)’５１１〃8671ＪＤ８９１短冊形

(2.4)’（3.8)'’１４１〃8681Ｎ９Ｇｌ〃

(4.1)’（3.7)’３９１〃86911Ｊ６Ｇｌ〃

安(5.6)Ⅲ4.4)’671細870136Ｈ｜〃

頁（7.8)’（4.2)’651黒8711漏１局ｌ〃

安(4.4)’（3.8)’311細8721表採｜〃

(6.4)１（4.5)’８５１１〃8731洞３墳｜〃

(8.4)’（2.9)’４１ 8741潟３墳｜〃

安(5.9)’（4.3)’701細8751Ｈ２Ｇ｜〃

頁（５０)’（5.5)’421黒876119Ｈ１〃

（6.5)’（7.5)’１０１１〃8771ＪＤ8９ 

（7.6)’（5.1)’７０１〃87811Ｊ４Ｇ 

(5.3)’（5.9)’５３ 8791Ｍ１０Ｇｌ擢形

頁(8.3)’（4.4)’411黒880128Ｈ｜短冊形

(8.2)’（4.3)’681細 安８８１１１３Ｇ１〃

頁(4.8)’（5.1)’541黒8821漏７境Ｎ｜〃

(9.7）（5.8）１０４〃

(6.6）（3.4）３３黒色安

(5.8）（5.3）８９灰安

8831Ｈ７Ｇｌ木の葉形

884119Ｈ１石槍形

８８５１１３Ｇ１短冊形

頁(2.7)’（3.4)’101黒8861風倒木｜〃

(5.1)’（4.3)’２９１〃８８７１４Ｈ 

（3.0)１（5.2)’１６１〃8881表土

(11.2)’（5.0)’１１７１〃889}潟１周｜短冊形

222 

N、 ILH十位宿 形状 長さ 幅 重さ 石材 図版番号

川迭ＰｎＪＲｕ庁〃０、【〕（ｕ》ｎＵ。０一，四、ベリ４段Ｒｕ（ｈＵ７０【ｘ』ｎｕＪ【ⅡＵ１Ｊｎ凸ｎ『】川泗■Ｕ頂ｕｎＪ０伊閂』Ｆ」】〃し色Ⅱ▲ｎ名、『］ｊｑａ■』碩四与りＦ出しＰ己祝ＩＵＱＩＪｒとＥも１．ｒ驍巳〃げ、Ｆ１ＦＬ〃Ｌ』”ＪＬ司．ｊ・凸ｄ’０１１１－１．⑰、、。３ｑＵ３ｎｏ４，４４０４４４４４４４４４４５戸、伊ＤＰ０５５戸ＤＰＤＰ０５穴０戸０【０戸０６〔０《０《０戸０６句ｆ再１月Ｉ７毎Ｉ７句１７句－円Ｉ８８ｎＵｎ５８８８〔ひ８８‐‐Ｉ‐‐‐‐‐‐‐１１１１‐Ｉ‐‐‐Ｉ‐Ｉ‐１１１１１１１１１１１１１～Ｉ１１～Ｉ１３ｌ～３３３８８８ 

Ｎ 

Ｎ 

ｆ 

周

周ＧＧＧＧＧ的ＧＧ周墳墳Ｇ的ＧＧＧ境ＧＧ木

Ｇ周

羽Ｇ

Ｇ 

ＧＧ 

Ｇ 

ＨＨＨＨＨＨ５２Ｈ土Ｄ３Ｈ土ＨＨ３Ｈ採３６ＨＨ５ＨＨＨＨ墳土９Ｈ９４Ｈ９６Ｄ９６Ｈ１採３３２ＨＤ４ｍＨ３７７Ｈ３倒Ｈ土１９３８旧旧旧Ｉ局旧挺ＪＩ９受沮氾Ｉ旧黄１Ｋ冊旧Ｋ〃旧９９６．麦Ｎ弧ＫＪ渦ＮＫＪＮＪ肥厨●巽偏耐Ｈ四ＪＪＭ躯Ｉ洞Ｈ四Ｉ風４表洞
〃〃》

Ⅱ流刑

碑〃〃〃

形形形
形

形

形

泥泥

畔〃〃〃〃冊〃〃〃〃〃〃〃〃〃
冊

冊〃〃辨醗認〃

冊冊〃〃”〃冊〃〃〃〃〃

豆

發豆豆

亙

豆

豆

蔵短

短

ＧＢ■』、■ｒグ、■■夕、■■』菫、０Ｊ▽１０ＪｑｐＢＪ菫、０Ｊ、■■夕、巳ｒ夕、■リグ、■〃夕、ＢＪＪ、５Ｊ〃、■ワグ、■リグ、Ｕ〃〃１Ｊ〃、Ⅱ〃、■Ｊ〃企ⅡＪ々、ⅢＪ〃、■Ｊけ、Ⅱｊワム、■〃ケロ、■Ｊ々、■ＪＰ、０Ｊ、ｐＢＪ、■０〃、■０〃、■Ｊグ、５０Ｐ、ｉ〃夕、ｑＪ〃■１Ｊ〃、ⅡＪ〃ＩＩＪ、ⅡＩＦ。、Ⅱｌ〃、ⅡＩＦ、ⅡＩ〃、ＩⅡ夕Ｓ１ｌＪ５１Ｊ１●〃１ＪＳ１Ｊｑ１ＪＱ・・』１．Ｊ１ＪｑＪ８．Ⅱ００００００。‐‐８３５４２７３３０５０６４１６７８５３４２４６２３３１８９３８９８９６９００４１６８４４４９０５６３３２８７６８７１０２ ■■■■■■■■●■●●●巳■●●●■Ｐ■■●ｂ●■●■■巳●■■。●。◆ＰＰ■■。●■◆の●●⑤■①●◆●■■①●Ｐ■６３５４３３３４５６５４５６５６４５６３４－３３４５２３５５７２４２５５３７５２４５７４６８５５６７５８８４９６５２５３１ １ 、可Ｊ〃ｎ町Ｊ〃、■Ｊげ、■〃夕、Ｕ〃〃、、〃〃、■Ｊ〃１Ｊ〃、■〃〃、■Ｊ〃Ｓ１ＪＰ』、ＩＦⅡⅡＪｒ、ⅢＪ々凸ＩＪＰ凸ⅡＪ〃１１Ｊ一、０グＬＢＰ〃、Ｉｒ、ログ、■〃１Ｆ〃１Ｊ〃、〃〃１Ｊ〃、Ｊ〃ｆｂＪ〃、、〃夕、ⅥＪゲ■ⅢＪ汀、ⅡＪｒ巴咀Ｊ〃△、ＩＦロ、８ケロ、０Ｊ、ｌグ１０夕、■Ｊ〃、Ｉ〃’１１Ｊ１１Ｊ・１１夕１－Ｊ１－Ｊ、ⅡＩｆ１－Ｊ、－Ｊ■ＩＩＪ９１‐〃１．Ｊ１Ｊ９Ｊ１Ｊ１０ｑＪ！』『４ⅡＩ０．１６１２３６０８８１５５１８５２３０２０７４２０８７３０９２１８０９７９０６８７４２８５９３５５１９４３１８４３４３２０ ●。⑪◆●●◆■●ＣＯ●●■⑪■■■■■■■■●●■●●●■■■①■■■■■●寺●●■Ｐ□■■■●●●■■ロ■■●◆■■４４４４４３４３４４３３６４４３４４５４３４３４３２３４２５４４４３６３５４３３４４３４２４５７５５４４５５３５３４５５ 凡孟（ｍＵ（ｕ》【ｕ）ｎｘＵＡｒｎコ、『Ｕ【汎ＵｎＭ〉【『Ｕ□月五戸員】Ｒｕ向く】（ｕ〕、ワ（ｈＵｎＵｎ■○ん五ｎＫ）７０【尚Ｕワ。１１【】】、ⅢＵ１１”〃０抗］］【『⑫がし１４川引【ＬｕＢＪ値も１Ｊ臣已１Ｊ〃Ⅱ、ｒ四１ＪグーⅢｆ□し１Ｊ；囚△ｆ’・４．１．ミワ１・ひ１冊。Ⅱロ－－ワー２２２３４４２２６３３３４２８１１２２３２１４２０１４１４７３６５１３６６３８４７４０７５４６５０３８１２１１ 
１ 

１ 

１ 

１ 

安安玄頁玄安安頁

安頁安頁安安頁安頁安頁安安頁安頁
安頁安

安頁

頁安頁安蚤頂

〃

質質

〃〃〃〃〃

色〃色〃色〃〃
色〃〃〃〃〃〃
〃

〃〃

〃色

〃〃〃

天佃変異変冊天購

佃県佃雁天鴇票黒照黒照反佃黒凧黒
柧黒細

細黒

黒細黒黒灰黒

N、 柵十付偶 形状 長さ 幅 重さ 石材 図版番号

1711 

漏１境S

22H 

45H 

22H 

28H 

｣二表

Ｉ３Ｇ 

lＨ 

Ｎ９Ｇ 

ＪＤ７２ 

５墳

45Ｈ 

表土

４Ｈ 

表土

l1H 

Ｎ９Ｇ 

Ｉ３Ｇ 

ＪＤ３２ 

ＪＤ３１ 

洞３項丘

形形形形形形形形形形
形形

〃〃冊〃銅〃

冊銅冊〃銅〃〃〃〃〃冊銅
披短分撞接短分短分嬢
短分

３３１００２ １１１１１１ 

８７９０９２２２２１３８８５３５ ●の●●●◆◆。●●●◆●ご■●９４９２１１２８２０９８０００２ １１１１１１１ 
１２１１ 

安

頁

安

〃〃〃

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃粒〃〃

細

黒

粗



第２節縄文時代の遺構と遺物
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第197図打製石斧(1)
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第'Ⅱ章調査の記録

１ 
２２ 

2４ 

］ 
2３ 

Ｉ 2６ 

2７ 
２ 図

2５ 

3０ 
3２ 

３］ 

2９ 

3４ 

3６ ５ 
3３ 

3７ 3８ 9１ 

第198図打製石斧(2)
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第２節縄文時代の遺構と遺物
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4８ 
4７ 4６ 4５ 

5２ 5１ 

４９ 
5０ 

５５ 5４ ５６ 

5３ 

５７ ５８ 5９ 
６０ 
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第III章調査の記録
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第２節 縄文時代の遺構と遺物
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第Ⅲ章調査の記録
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縄文時代の遺構と遺物第２節
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第Ⅲ章調査の記録
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第２節縄文時代の遺構と遺物
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第Ⅲ章調査の記録

打製石斧の石材

出土総数911点に於ける石材の分類では、１６種に及んだ。

①黒色頁岩６１％

②細粒安山岩１６％

③灰色安山岩１３％

④粗粒安山岩２％

⑤その他８％変質玄武岩16点、黒色安山岩15点、ホルンフェルス15点、

珪質頁岩12点、砂岩６点、緑色片岩３点、

変質安山岩、変質頁岩、輝緑岩、閃緑岩、点紋頁岩、文象班文岩各１点

磨製石斧（第206図１～19）

出土総数は19点を数える。その出土は、１１点が加曽利Ｅ式に比定される住居社の埋土中である。その

他はグリットとその他の遺構である。

これらは、乳棒状・定角式・小型に分類される。乳棒状のものは１点のみで、小型定角式に完形品が

多く見られる。２１号住居杜からは２点(７，８)が出土している。その他は、大半が欠損している。石

材は、変玄武岩と変質玄武岩が11点と58％を占める。

磨製石斧一覧長さ・幅・厚さはc､、重量は９

Nul出十付置｜長さ｜幅||厚さ|重さ’石材 備考Nnl出十付置｜長さ｜幅||厚さ|重さ’石材 備考

ｌｌｌＨ７Ｇｒｉｄｌ６､６１４．３１２．１１１０１１変玄武岩｜定角式１１４Ｈ埋士’12.417.213.615781変玄武岩｜乳棒状

12141Ｈ埋土’'６．８１５．４１２．６１１０１１変輝緑岩｜〃２１４９１T埠張１１３．３１６．４１３．４１１５０５１〃 〃

ｌ３１Ｈ７Ｇｒｉｄｌ３､1111.810.6141変質頁岩｜小型定角式3130Ｈ埋土’9.916.513.1112961変閃緑岩｜〃

２．４１１１．３１０．４１２１１変質蛇紋岩？|小型定角式11.315.3113.3140211変玄武岩｜|定角式 141表土４１？ 

小型定角式？15145～48Ｈ埋土’４．３１１．８１１８．０’811〃乳棒状5121Ｈ炉内’10.0''5.3113.713241〃

161121Ｈ埋土’３．９１３．７１１．４１２９１片状ﾎﾙﾝﾌｴﾙｽ｜定角式61漏２墳堀’11.515.1112.912461変質玄武岩｜定角式？

171潟２墳堀’'４．５１３．１１０．７１１７１緑色片岩｜小型定角式？7121Ｈ埋土’3.712.210.81111佳質頁岩｜小型定角式

18151Ｈ埋士’４．９１２．９１０．９１２５１変質蛇紋岩？|小型定角式３．９１１．７１０．７１９１変質玄武岩｜〃８１〃

191Ｋ６Ｇｒｉｄ１５．１１３．６１２．１１５６１変玄武岩｜定角式９１４９Ｈ埋土’８．９１６．０’２．６１２５１１変玄武岩｜定角式？

定角式？10130Ｈ埋土１９．２１５．０１２．２１１８３１〃

２３２ 

NＵ l-R＋竹潜 長さ 幅 厚さ 重さ 石材 備考

11 Ｈ７Ｇｒｉｄ 6.6 ４．３ ２－１ 101 変玄武岩 定角式

1２ 41Ｈ廻十 6.8 ５．４ ２－６ 101 変輝緑岩

1３ Ｈ７Ｇｒｉｄ 3.1 １．８ 0.6 変質頁岩 小型定角式

1４ 表土 2.4 Ｌ３ 0-4 質蛇紋岩？ 小型定角式

1５ 45～48Ｈ埋土 4.3 Ｌ８ 8.0 小型定角式？

1６ 21Ｎ理十 3.9 ３．７ １．４ 2９ 鰍ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ 定角式

１７ 漏２墳堀 4.5 3』 ０．７ １７ 緑色片岩 小型定角式？

1８ 51Ｈ卸十 4.9 2.9 0.9 ２５ 変質蛇紋岩？ 小型定角式

1９ Ｋ６Ｇｒｉｄ 5ユ ３．６ ２．１ ５６ 変玄武岩 定角式

Nb ILH＋付置 長さ 幅 厚さ 重さ 石材 備考

４Ｈ理朱 １２－４ 7.2 ３－６ 578 変玄武岩 乳棒状

49Ｈ箕1十 1３．３ 6.4 ３．４ 505 

30FT迩十 9.9 ６．５ ３．１ 296 変閃緑岩

1１．３ 5.3 ３．３ ４０２ 変玄武岩 定角式

21Ｈ炉内 10.0 ５．３ ３．７ ３２４ 乳棒状

漏２墳堀 lＬ５ 5.1 ２．９ ２４６ 変質玄武岩 定角式？

21円坪十 3.7 2.2 0.8 １１ 捷質頁岩 小型定角式

3.9 1.7 0.7 変質玄武岩

49Ｈ廻十 ８－９ ６．０ ２．６ 251 玄武岩 定角式？

1０ 30円蝉十 9.2 5.0 ２．２ 183 定角式？
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第Ⅲ章調査の記録
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棒状石器一覧

幅 厚さ 重さ 備考備考 lLH十付置 長さ重さ幅lLH＋付雷 長さ 厚さ NＯ NＣ 

完形 1.8 115 26Ｈ 9-9 ３－８ ７ Ｋ６Ｇ 3.8 2.5 218 
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Ｈ６Ｇ 1.3 6４ ９ 9.0 3-4 Ｉ３Ｇ 4.8 2.6 225 ３ 1５．７ 

完形印27Ｈ 9.1 3.4 １．０ 1０ 1-8 130 4.2 40Ｈ 1１．５ ４ 
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第２節縄文時代の遺構と遺物

石鍼（第209～214図）

総数は240点を数える。石材は４種類に分類され、

10％、黒色頁岩９％、珪質頁岩２％である。

石鍼一覧

その頻度は黒色安山岩52％、チャート27％、黒曜石

重さ 石材 備考備考 昭十付置 厚さ石材 長さHJl＋竹置 長さ 幅 厚さ 重さ NＯ 膿’Nｕ 

0．３１（0.8）｜黒曜石|脚欠５４１〃｜(1.9）｜(1.6）’０．３(1.7）｜黒色頁岩|先欠(1.95)''２．１１０．４１１（1.7） ｌｌｌＨｌ(1.95） 

0.811（5.5）Ｉ黒色安山岩|先脚欠５５１〃｜(3.3）’２．４１０．８(0.9）｜黒色安山岩|先脚欠(2.2）｜(1.65)｜(0.33)’（0.9） ２１５Ｈ｜(2.2） 

0．４１（1.1）|’〃｜先欠０．９１チャート|完形 561136Ｈ｜(1.9）’１．６５１０．４ 1．８５１１．３１０．４５１０．９ ３１５５Ｈ’１．８５ 

0．６１（3.1）’〃｜先脚欠(4.5）｜黒色安山岩|側欠 57160Ｈ｜(2.9）｜(2.2）’0.6 ２．８１(2.25)’0．９１（4.5） ４１〃’２．８

58148Ｈ｜(1.55)｜(1.9）’０．３ 0．３１（0.7）|’〃｜先欠(1.7）’〃｜先欠５１１２Ｈ｜(2.0） (2.0）’１．８１０．６１（1.7） 

0.251（1.2）’〃｜先脚欠０．９１黒色頁岩|完形 59137Ｈ｜(2.3）｜(2.2）’０．２５ ２－３１１．５５１０．３５１ｑ９ ６１〃１２．３

60148Ｈ’２．２５１(1.8）’０．４ 0．４１（0.8）ｌチャート|脚欠(ｑ６）｜チャート|脚欠１．８１(1.2）１０．３５１（ｑ６） 711〃’’１．８

０．８１７．１１黒色安山岩|完形1．３１〃｜完形 ６１１〃１３．２１２．３１０．８811〃１２．８2．８１１２．０５１０．３３１１．３ 

0．４１（1.4）｜チャート|脚欠6211〃｜(2.8）｜|(1.8）’０．４1．０１〃｜完形911〃１２．０2．０１１１．４５１１０．４５１１．０ 

６３１〃｜(2.6）｜(2.7）’０．６0．６１（2.9）’〃｜〃(2.2）｜黒色安山岩|先脚欠(2.35)’１．８５１１０．６１（2.2） １０１〃｜(2.35）

０．３１０．８１黒曜石|完形(1.9）｜チャート|側脚欠(3.05)｜(1.8）’０．６１（1.9） ６４１４５．４６Ｈ’２．０１１．６１０．３ 111〃ｌ(3.05）

0．３１（0.6）’〃｜脚欠６５１〃｜(2.3）｜(1.1)’’０．３(1.6）｜黒色安山岩|脚欠(2.6）｜(1.8）’０．４５１（1.6） l２１１７Ｈ｜(2.6） 

0．３１（0.9）｜黒色安山岩|先脚欠(0.3）｜チャート|脚欠 ６６１〃｜(1.8）｜(1.9）’0.3１．４１(1.1）’０．２５１（0.3） l３１１９Ｈ’１．４ 

(1.2）｜黒色安山岩|先欠 ６７１〃｜(2.3）｜(1.1）’０．３0．３１（0.9）’〃｜先側脚欠(2.0）’１．８１０．３１（1.2） １４１〃｜(2.0）

(1.1）Ｉ〃｜先脚欠 ６８１〃｜(2.1）｜(2.2）’０．６0．６１（1.8）’〃｜側脚欠(2.0）｜|(1.85)’０．４１（1.1） １５１〃｜(2.0）

0．５１（1.8）｜,〃｜先脚欠(1.2）’〃｜|脚欠 6911〃｜(2.2）｜(1.85)’０．５(2.2）｜(1.4）｜(0.45)’（1.2） １６１〃ｌ(2.2）

0．４１（2.3）｜黒色頁岩|側脚欠(1.7）｜黒色頁岩|側脚欠 7011〃ｌ(2.7）｜(2.2）’０．４１７１〃｜|(3.35）(3.35)||(1.6）｜(0.3）’（1.7） 

(1.0）｜黒色安山岩|先欠 ７１１〃｜(1.55)'’1．３１０．３0．３１（0.5）ｌ黒色安山岩|先欠(1.8）’’１．８１０．３５１（1.0） １８１〃｜|(1.8）

０．３１０．６１黒曜石|完形(2.4）’〃｜脚欠(2.85)｜(2.0）’０．４５１１（2.4） １９１７Ｈ１(2.85） ７２１〃’１．５１２．２１０．３

1.511黒色頁岩|完形 ７３１〃｜(2.3）’１．６１０．３0．３１（1.0）ｌチャート|脚欠２０１〃１３．３５3．３５１１．９１０．３１１１．５ 

７４１〃｜(3.5）｜(2.25)’０．８３．５１チャート|完形 0．８１（4.4）｜黒色安山岩|先脚欠２１１〃’２．６2．６１２．２５１０．６１３．５ 

(1.2）’〃｜先欠 0.651（4.7）｜黒色頁岩|先脚欠７５１〃｜(3.5）｜(2.4）１０．６５2216Ｈ｜(2.25） (2.25)’１．８１０．４１（1.2） 

(0.8）｜黒色安山岩|脚欠 0.751（4.1）’〃｜側脚欠７６１〃ｌ(2.75)｜(2.3）’０．７５２．４１(1.45)１０．４１（0.8） Z３１９Ｈｌ２４ 

０．８１チャート||完形 ７７１〃｜(2.3）’１．９１０．６0.611（2.0）｜チャート|側欠２４１１１Ｈ１２．０５ 2．０５１１．４５１１０．４１０．８ 

(2.0）｜黒色安山岩|脚欠 0．３１（0.7）｜黒色安山岩|側脚欠7811〃Ｉ(2.25)｜(1.2）’0.32.6511(1.85)’０．５５１（2.0） ２５１〃’２．６５

(0.7）｜黒色安山岩|先欠 0．３１（0.7）’〃｜脚欠7911〃ｌ(1.7）｜|(1.4）’０．３２６１〃｜(1.8）(1.8）’’１．４１０．３５１（0.7） 

(1.4）｜チャート|先欠 ８０１〃｜(2.0）｜(1.3）’０．３５０．３５１（1.1）’〃｜脚欠(2.0）１２．２１１０．３５１（1.4） ２７１〃ｌ(2.0）

(1.3）｜黒色安山岩|脚欠 81142Ｈ｜(2.4）｜(2.45)’０．４５ 0.451（2.8）’〃｜先欠(2.25)｜(1.55)’0．４１（1.3） ２８１〃ｌ(2.25）

4．１１〃｜完形 82143Ｈ｜(2.15)｜(2.1）１０．４ 0．４１（1.2）’〃｜先欠29113Ｈ炉１３．２５3．２５１２．１５１０．６１１４．１ 

(0.5）｜チャート|脚欠 83144Ｈ｜(2.7）｜(2.2）’0.4 0．４１（1.8）’〃｜脚欠1.951(1.3）’０．２５１（0.5） 30119Ｈ周辺’１．９５

(2.6）｜黒色安山岩|側脚欠 ８４１〃｜(2.55)｜(2.1）’０．４５0.451（1.8）｜チャート|脚欠2.9511(2.05)’０．４５１（2.6） ３１１２２Ｈ１２．９５ 

0．８１４．３１〃｜完形1.951(1.3）’０．３１（0.8） (0.8）’〃｜〃３２１〃’１．９５ 8m｜〃’２－６５１２－１１０．８

(1.95)’１．８１０．５１（1.7） (1.7）’〃｜先欠 ８６１〃ｌ(3.4）｜(2.1）’０．７0．７１（3.8）’〃｜脚欠３３１〃｜(1.95）

(0.5）｜黒曜石|先脚欠 0．５１（2.3）｜黒色安山岩|先脚欠８７１〃｜(2.6）｜(1.85)’０．５(1.6）’’１．０１０．３１１（0.5） 34132Ｈ｜(1.6） 

1.0｜黒色安山岩|完形 881149Ｈ｜(3.1）｜(1.85)’０．３５ 0.351Ｕ,7）’〃｜先脚欠３５１〃１２．８2．８１１．４１０．４１１．０ 

(0.3）｜黒曜石|先欠 0．７１（3.8）’〃｜脚欠36128Ｈ｜(1.2） (1.2）’１．１５１０．２５１（0.3） 8911〃１２．８１(2.0）１０．７

(0.7）’〃｜脚欠 0．３１０．８１〃｜完形2.1511(1.35)’０．３１（0.7） ９０１〃’’２．２１１１．５１１０．３３７１〃’２．１５

(3.1）||黒色安山岩|先欠 ９１１〃｜(3.15)ｌ(1.7）’’０．３0．３１（1.2）｜黒色頁岩|先脚欠(2.7）’２．１５１０．４５１（3.1） 38152Ｈ１(2.7） 

(2.75)’３．０１０．９１（7.0） (7.0）｜チャート|脚欠 92158Ｈ｜(2.65)｜(1.7）’０．３ 0．３１（1.3）｜黒色安山岩||脚欠３９１〃｜(2.75）

(1.0）｜黒色安山岩|先脚欠 0．５１１．２１〃｜完形40134Ｈ１(1.65） (1.65)｜(1.9）’０．３５１（1.0） ９３１〃’２．１５１１．８１０．５

３．３１チャート|完形 0．６１（1.9）’〃｜先脚欠９４１〃｜(2.2）ｌ(2.0）’0.63．２５１２．３１０．６５１１３．３ ４１１〃１３．２５

(0.9）｜黒色安山岩|先欠 ９５１〃｜(2.15)’１．６５１０．４0．４１（1.2）Ｉ〃｜先脚欠４２１〃ｌ(1.9）(1.9）’１．６５１１０．３５１（0.9） 

(4.8）｜黒色頁岩|先欠 ９６１ＪＤ７１(2.45)’１．４１１０．３５ (3.4）｜(2.9）’０．６１（4.8） ４３１〃ｌ(3.4） ０．３５１（0.8）’〃｜先欠

(0.8）｜黒色安山岩|先欠(1.6）’２．０１０．３１（0.8） ９７１〃｜(1.3）｜(1.3）’’０．３0．３１（0.3）｜黒曜石|先脚欠４４１〃｜(1.6）

1．４１〃｜完形 ９８１ＪＤ２７１(2.7）｜(1.35)’０．３ 0．３１（1.0）’〃｜先脚欠４５１３０Ｈ’２．２ ２．２１１．６５１０．４５１１．４ 

(1.2）｜黒色頁岩|先欠 ９９１ＪＤ３１１(2.8）｜(1.8）１０．４ 0．４１（1.7）｜黒色安山岩|脚欠46126Ｈ｜(2.3） (2.3）’１．６１０．４１（1.2） 

(1.4）｜黒曜石l脚欠(2.1）’１．６１０．５５１（1.4） ｌ００１ＪＤ３１Ｂ１２．８１（1.6）’0.3 0．３１（1.1）’〃｜脚欠47120Ｈ｜(2.1） 

１．１１チャート||完形 １０１１〃ｌ(2.1）｜(1.6）’０．３0．３１（0.9）Ｉ〃｜脚欠481121Ｈ’２．２ 2．２１１．６５１０．４１１．１ 

(1.2）｜黒色安山岩|先欠 １０２１ＪＤ４２１(2.6）｜(2.0）’０．８ (2.1）’２．０１０．３５１（1.2） 49139Ｈ｜(2.1） 0．８１（3.2）Ｉ〃｜|脚欠

(1.3）｜黒曜石|先脚欠 10311ＪＤ54112.3511(1.9）’0.5 ５０１〃｜(2.9）(2.9）｜(1.6）’0．３１（1.3） 0．５１（1.3）’〃｜脚欠

１．７１黒色頁岩|完形 l0411JD6111(3.0）｜|(2.2）’０．８５ 0.851（4.5）’〃ｌ脚欠５１１〃１２－５５2－５５１１．８１１０．６１１．７ 

０．５１黒色安山岩I完形 l0511JD6711(2.6）ｌ(2.1）’’０．４ 0．４１（2.2）’〃｜先脚欠５２１４１Ｈ’１．５ 1．５１１１．６５１１０．２１０．５ 

(1.3）｜チャート|脚欠2.451(1.85)'’0．４１（1.3） ｌ０６１１Ｅ２Ｇ’’1．３５１１１．１１１０．２ ０．２１０．２１チャート|完形５３１〃’２．４５
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第Ⅲ章調査の記録

lLH＋倫置 幅長さNDL 厚さ 重さ 石材 備考 lLH＋佗眉 長さ 幅NＣ 厚さ 重さ 石材 備考

ｌ０７１Ｅ５Ｇｌ(2.3）’２．３１０．３５１１（2.0）｜黒色安山岩 ｌ６５１Ｍ８ＧＩ(1.0）’１．５１０．２１（0.3）｜黒色安山岩

ｌ０８１Ｆ１Ｇｌ(1.6）’１．５１０．２５１（0.6）｜チャート ｌ６６１Ｍ９Ｇ’１．６１１１．９１０．４１１．３１〃

ｌＯ９１Ｆ２Ｇ’２．７５１１．８５１０．４１１．６１黒色安山岩 ｌ６７１Ｎ８Ｇ’１．８５１１．５１０．４１（0.9）|’〃

ｌｌＯｌＦ４Ｇ｜(3.15)｜(1.9）’０．８１（4.7）｜チャート １６８１〃１２．１１１．８１０．４５１１．４１〃

1111〃｜(2.45)’２．７１０．７１（4.8）｜黒色頁岩 16911〃｜(2.1）’１．５５１０．３１（0.7）｜黒曜石

ｌ１２１Ｆ６Ｇｌ(1.7）｜(1.5）’０．４１（1.0）｜黒色安山岩 １７０１〃｜(2.8）’'２．４１１０．３１１（2.2）｜黒色安山岩

１１３１〃’１．８１１．９１０．３１０．７１〃 ｌ７１１Ｎ９Ｇｌ２９１(1.8）’0.351（1.2）’〃

ｌ１４１Ｇ２Ｇ’２．８５１１．５１０．３１１．３１黒色頁岩 １７２１〃｜(1-9）｜Ｌ6５１０．３５１（0.9）｜チャート

１１５１〃｜(Ｌ85)｜(1.7）’０．２１（0.5）｜黒色安山岩 1731表土｜(1.8）｜(1.0）’０．６１（0.7）｜黒色頁岩

１１６１〃｜(1.9）｜(1.6）’０．２１（0.6）’〃 １７４１〃｜(2.95)｜(2.6）’0．８１（6.3）｜黒色安山岩

ｌ１７１Ｇ４Ｇ｜(3.1）｜(1.5）１０．３１（1.1）’〃 17511〃｜|(2.2）’１．４１０．４１（1.0）||チャート

１１８１〃｜(2.35)｜(1.25)'’０．４１１（1.3）｜チャート １７６１〃｜(2.2）｜(1.7）’0.411（0.9）｜黒色安山岩

ｌ１９１Ｈ２Ｇ’１．１５１０．９１１０．３１０．２１黒色安山岩 １７７１〃’２．５５１(1.5）’’０．４１１（1.3）’〃

ｌ２０１Ｈ３Ｇ｜(1.7）｜(1.4）’’０．３１（0.8）’〃 １７８１〃’２．９５１(2.5）’０．８１（4.8）’〃

１２１１〃｜(1.9）’１．４５１０－２５１（ｑ５）｜チャート １７９１〃’１．４１(1.2）’0．４１（0.6）｜チャート

ｌ２２１Ｈ７Ｇ｜(2.55)|(1.5）’0．４１（1.2）｜黒色安山岩 1801表土’２．８１(1.3）’０．３５１（0.9）｜チャート

１２３１〃｜(2.4）｜(1.75)’０．２５１１（1.0）｜珪質頁岩 18111〃｜(2.4）’１．７１０．４１（1.4）｜黒色安山岩

１２４１１３ＧＩ(1.8）｜(1.5）’0.3511（0.7）｜黒曜石 １８２１〃｜(1.75)’１．６５１０．３５１（1.0）｜チャート

ｌ２５１１４Ｇ１３．０１２．２５１０．９５１６．４１チャート １８３１〃’１．５５１(1.3）’０．２１（0.3）｜黒曜石

１２６１１５Ｇ｜(1.8）’１．７５１０．３１（0.8）||黒色安山岩 １８４１〃｜(1-35)｜(1.8）’０．３１（0.7）’〃

l２７１１６Ｇｌ（1.4）１２．２１０．４１（1.3）１〃 １８５１〃’３．０１１(1.85)’０．６１（2.9）｜黒色安山岩

１２８１〃’２．６５１(1.75)’0．４１（0.9）’〃 １８６１〃｜(1.45)｜(1.1）’'０．３１（0.4）｜黒曜石

１２９１１８Ｇ｜(1.9）’１．５１０．３１（0.8）’〃 １８７１〃｜(1.3）’１．１１０．３１（0.5）｜黒色安山岩

ｌ３０１Ｊ４Ｇ｜(3.0）｜(2.3）’０．５１（2.7）’〃 １８８１〃｜(2.1）’１．９１０．４１（1,5）｜珪質頁岩

ｌ３１１Ｊ５Ｇ’２．６１２．２５１１０．５１１２．１１〃 18911〃’'２．２１１．６１０．４１１．２１黒色頁岩

１３２１〃’１．６１１．１１０．３５１０．５１黒曜石 １９０１〃｜|(1.9）｜(1.4）’０．４１〈0.8）｜チャート

１３３１〃’２．７１(1.8）’０．３５１（1.1）||黒色安山岩 １９１１〃｜(2.25)｜(1.8）’０．３５１（1.2）｜黒色安山岩

ｌ３４１Ｊ６Ｇ’２．７１１．６５１０．４１１．１１〃 １９２１〃’１．６１(2.1）’０．５５１（1.6）｜チャート

１３５１〃｜(1.55)’１．９１０．３５１（0.7）｜黒色頁岩 １９３１〃｜(2.4）｜(1.6）’０．３１（1.0）｜黒色安山岩

ｌ３６１Ｋ５Ｇ｜(2.8）｜(1.8）’0.251（1.1）｜チャート １９４１〃’２．３１１．５１０．４１１．０１〃

１３７１〃｜(2.8）｜(1.7）’０．３１（1.3）｜黒色安山岩 １９５１〃｜(2.3）’２．２１０．６５１（2.5）｜チャート

１３８１〃｜(2.7）’１．８５１０．４１（1.5）｜チャート １９６１〃｜(2.15)｜(1.3）’0４１（0.8）｜黒曜石

ｌ３９１Ｋ６Ｇ’１．９１１．９１０．３１１（1.0）｜黒色安山岩 １９７１〃｜(2.3）｜(1.1）’０．３１（0.6）｜チャート

１４０１〃１１．６５１１．５１０．３１１０．５１黒曜石 １９８１〃｜|(2.1）｜(2.0）’０．３５１（1.4）｜黒色安山岩

１４１１〃｜(2.5）｜(1.6）’０．３１（1.0）｜黒色安山岩 １９９１〃｜(2-75)’２．４１０．７５１（5.5）｜チャート

１４２１〃｜(3.0）｜(2.0）’０．５１（2.7）||珪質頁岩 ２００１〃｜(2.9）｜(2.5）’0.551（3.3）||黒色頁岩

１４３１〃｜(2.45)｜(2.65)’０．５１（2.7）｜黒色安山岩 ２０１１〃’２－６１１(1.9）’０．４１（1.8）｜チャート

１４４１〃ｌ(1.8）｜(1.5）’０．３１０．７１チャート ２０２１〃’３２１(2.5）’０．８５１（5.0）’〃

１４５１〃｜(1.7）’１．４１０．３１（0.6）’〃 ２０３１〃’’-４１１．４１０．２５１０．４１〃

１４６１〃’２．０１(0.9）’０．５１（0.7）｜黒曜石 ２０４１〃’２－６１１．６５１１０．４１１３１〃

14711〃ｌ(1.9）１２．１１０．３１（0.9）｜チャート

１４８１〃ｌ(1.35)｜(1.3）’０．３１（0.6）’〃

１４９１〃｜(1.6）’１．７１０．２５１（0.5）｜黒色安山岩

１５０１〃’１．９１１．６１０．３１０．８１〃

１５１１〃｜(2.1）｜(2.0）’０．５１（1.9）｜黒色頁岩

１５２１〃’２．３１(1.6）’0．５１（1.4）｜黒色安山岩

１５３１〃｜(2.9）｜(2.2）’０．７１（2.5）｜チャート

ｌ５４１Ｋ７Ｇ’１．９１１．７１０．４１１．０｜黒色安山岩

ｌ５５１Ｌ６Ｇ｜(2.1）’（1.6）’0.411（1.3）’〃

１５６１〃｜(1.95)’２．０１０．４１１（1.5）’〃

１５７１〃｜(2.95)ｌ(2.65)１０．７５１（4.3）｜チャート

１５８１〃｜(1.7）｜|(1.5）’０．３１（0.7）｜黒曜石

ｌ５９１Ｌ７Ｇｌ(2.0）ｌ(1.3）’０．６１（1.0）｜チャート

ｌ６０１Ｍ６ＧｌＬ７１(1.4）１０．３１（0.6）’〃

１６１１〃’２．８５１(2.5）’’０．７１１（3.7）’〃

１６２１〃｜(2.8）’２．７１０．４１１（3.0）｜黒色頁岩

ｌ６３１Ｍ７Ｇ’１．４１１．５１０．２１１０．５１１黒色安山岩

１６４１〃｜|(2.5）ｌ(2.3）’０．４１１（2.2）Ｉ黒色頁岩
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第２節 縄文時代の遺構と遺物
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第２節縄文時代の遺構と遺物

磨石、四石、敲石等（第215～239図）

ものを磨り潰したり、砕いたり、敲いたりする機能により磨石、凹石、敲石等と名称される石器には、

各機能が複数存在している。

これらを形状、凹孔形、凹孔の使用面の数、磨面の数に分類する。

形状Ｉ、円形１１、楕円形ⅡI、石鹸形Ⅳ、棒状形Ｖ、三角形ＶI、方形ⅥI、不定形

凹孔形Ａ、点状Ｂ、円錐形Ｃ、皿状Ｄ、矩形

凹孔を施す使用面の数により、１～４面に分かれる。

磨面ａ、全面ｂ、表裏面ｃ、片面ｄ、側面

磨石、凹石、敲石等一覧

HHI＋付渭 形状 凹孔形Nｕ 磨面数凹孔面 長さ 幅 重さ 石材 備考

I１２Ｈ １１ＡＣ’２ １１．１１１５３０１粗粒安山岩｜完形端部敲打痕1１．８ 

２１４Ｈ ｂｌ（11.4） Ⅱ 8．５１５７７ 苑欠損〃

３１６Ｈ １１ＢＣｌ２ 9.9 8．３１４４３ 完形〃

４１〃 VＩｌＡＣｌ２１Ｃｌ11.8 9．３１４６１ 〃 〃

５１〃 Ｖ 1１．６ 9．６１４８６ 〃端，側縁部敲打痕〃

６１〃 VＩｌＣ’２ 1０．６ ７．１１３９５ 〃 〃

７１〃 IＶｌＢ ２ 2０．４ 1０．８１１１１３６ 〃 〃

８１〃 1１ｌＢ ２ 9.3 7．４１１３５９ 〃側縁部敲打痕〃

(6.5） ９１〃 IＩｌＡ H１ 7．４１２４５ 半欠〃

lＯｌ７Ｈ １１１ＡＣｌ２ 1０，９ 7．７１５８８ 完形〃

１１１〃 Ⅱ ｂ114.0 7．８１８４０ 〃 〃

1２１〃 IＩｌＢＣ’２ 1０．３ 7．６１４４１ 〃側縁部敲打痕〃

１３１〃 １１ＡＣ’２ 9.6 8．０１４５８ 〃 〃

1４１〃 IＶｌＩＢ ２ 1２．５ 側縁部欠損6．５１５８７ 〃

1５１〃 1ＶｌＡＢＣ’２ 6．３１１６２８ 1６．５ 完形〃

1６１〃 1１１ＢＣｌ２ 1３．５ 7－９１５４３ 〃側縁部敲打痕〃

(9.9） (12.6）’８００ 1７１〃 1１ｌＢ １？ 蒐強欠損〃

l８１９Ｈ Ｉ’Ｂ 1 8.2 7．５１２９４ 完形〃

１９１〃 Ⅲ｜｜ＡＣ’２１ａｌｌ1.4 ８．７１８２５１１石英閃緑岩｜〃

2０１〃 Ⅱ ａｌｌ４．７ 8．９１９６５ 〃 〃

２１１１２Ｈ IＶｌＡ ５．４１１２４６１粗粒安山岩｜〃1８．６ 

2２１〃 Ⅱ ａｌｌ３．３ 8．４１５９５ 〃側縁部敲打痕〃

２３１１〃 １１ＩＢＣｌ２ 1０．１ 7.41371 〃両端部敲打痕〃

2４１〃 1１１１Ｃｌ１ 9.7 7．９１１３６８ 〃側縁部敲打痕〃

(15.9） 2５１〃 VＩＩｌＡ ％欠損1 1０．６１１１２８５ 〃

２６１１１４Ｈ 1Ｖ｜ＢＣＩ２ 

:;｜`i:|潟謬瀧|讓槙端部敲打…け:
1２．３ 

(4.4） 2７１〃 Ⅲ’Ｃｌ？ 

2８１〃 1Ｖ 8.9 ３．５１１１４１１かんらん岩｜完形敲石

２９１１５Ｈ Ⅱ ａｌｌ0.1 ５．９１２８３１粗粒安山岩｜〃両端部敲打痕

３０１〃 1ＶｌＣｌ２ 1２．９ 7．３１５３９ 〃焼成受ける〃

３１１１６Ｈ １１１ＡＣｌ２ 1３．９ 1０．７１６７６ 〃 〃

３２１１７Ｈ １１ｃ＋ｄ116.7 ＩＩＩｌｌＩ目 7.8１７３０ 〃 〃

３３１〃 ⅣｌＡＣｌ２ 1３．３ 6．３１１５６７ 〃端部敲打痕〃

3４１〃 ａ＋ｄ１１１９．６ 1Ｖ 7．５１１３２５ 〃 〃〃

3５１〃 1１１Ｃｌ２ 1６．０ 9．１１６７４ 〃側縁部敲打痕〃

3６１〃 1１１ＢＣ’２ 1３．０ 9．５１５９１ 〃 〃

３７１〃 IＩｌＡ (7.5） ２ 7．８１２６６ 芝強欠損〃

３８１２０Ｈ １１１Ａ １１ｂｌｌ２２ 完形7．９１６６３ 〃

３９１１〃 1１１Ｃｌ２ 1０．９ 8．９１５３９ 〃 〃

４０１１〃 1１１ＢＣｌ２ 1１．４ 8．９１１６４８ 〃 〃

４１１〃 1１１ＢＣｌ２ 1０．３ 7．１１１３２９ 側縁部欠損〃

４２１２２Ｈ 1１１ＢＣ’２ 1２．７ 9．４１５３９ 完形〃

４３１２３Ｈ Ⅳ 1７．９ 7．５１１１６８ 〃穀磨石〃

4４１〃 1１１ＢＣｌ２ 1２．２ 1０．４１５７５ 〃側縁部敲打痕〃

2忽３

NOL 出先付屑 形状 凹孔形 l1JI孔而 磨面数 長さ 幅 重さ 石材 備考

１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３ １１１１１１１１１１２２２２２２２２２２３３３３ 

ＨＨＨ 
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１ 

１ 
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ＢＢ 
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Ｂ 

Ｂ 

Ｂ 

Ｂ 

ＢＢＢＢ 

Ａ 

Ａ 

ＡＡ 

ＡＡ 

ＡＡ 

Ａ 

ＡＡ 

ＡＡ 
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ｄｄ 

ｏｂ 

Ｃ 
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ａａ 

ａ 

ａ 
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ｂ 

ｊ 

ｊ 

ｊ 

ｊｊ 
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Ｉ 

く

Ｊ 
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１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

く
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１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

岩

岩岩

岩岩岩岩

山

緑山

緑山ん山安〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃閃〃安〃〃〃〃閃安ら安〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃
粒

英粒

英粒ん粒

粗

石粗

石粗か粗

完形端部敲打痕

苑欠損

完形

端，側縁部敲打痕

〃側縁部鼓打痕

半欠

完形

〃

〃側織部敲打痕

側縁部欠損

完形

〃側縁部鼓打痕

発強欠損

完形

〃側織部破打痕

〃両端部敲打痕

〃側縁部麟打痕

鶏欠損

完形端部敲打焼成受ける

苑欠損

完形敲石

〃両端部敲打痕

〃焼成受ける，

〃端部殿打Hg！

〃側縁部敲打痕

瑠強欠損

完形

〃

〃

側縁

完形

部欠損

〃穀磨石

〃側縁部敲打痕



第Ⅲ章調査の記録

備考石材幅 重さ磨面数 長さ形状 凹孔形 凹孔面HLI＋佗置Nｈ 

1１．２１７．８１４２５ 〃〃1１１Ｃｌ２ 〃Ⅱ 4５１〃

7．８１６．９１１２８２ 〃１１ＣＤＩ２ 〃Ｉ 4６１〃

〃端部敲打痕1０．２１８．５１４５］ I１１ＡＣＩ２ 〃Ⅲ 4７１〃

12.51８．４１３９０ Ⅶ’Ｃｌ２ 〃 〃Ⅲ 4８１〃

端部欠損lｌｌｌＡＣ’２ｌａ＋。ａ＋ｄ１１７．２１１９．１１１１２２ 〃|Ⅱ’ ４９１２４Ｈ 

完形1３．７１６．７１５３４ IＶＩＡ １ 〃Ⅳ 5０１〃

11.91７．０１４３４ 〃 〃Ⅵ｜ＡＣ’２ Ⅵ ５１１〃

10.51９．７１５１３ 〃〃Ｉ ＩｌＡＢ ２ ５２１〃

猪欠損(10.7）’７．８１３６８ 〃Ⅱ 1１１Ｃｌ２ ５３１２５Ｈ 

完形端部敲打痕10.01５．７１３４８ 〃1１１１Ｃｌ２ Ⅲ 5４１〃

1５．３１１０．２１１０３３ 〃IＩｌＢ ロ 〃Ⅱ ﾖﾖ１〃

1５０１７．２１６２９ Ⅳ’Ｃｌ４ 〃 〃1Ｖ 5６１〃

〃焼成受ける12.31７．５１５２６ １１１ＡＣ’２ 〃Ⅱ 5７１〃

1３．０１８．８１６７７ 〃〃Ⅱ Ⅱ 、’15８１〃

ａｌｌ２．９１１０．２１７３２ 〃lｌｌＣｌ２１ａ 〃Ⅱ 5９１〃

粗粒安山岩｜完形9．７１１７．５１４３６ Ⅱ １１１ＡＣ’２ ６０１２５Ｈ 

ａｌｌ０．５１８．３１６３１ 〃 〃Ｉ Ｉ 6１１〃 ａ 

〃端，側縁部敲打痕1４．７１７．４１１６２５ Ⅳ 1ＶｌＡＣｌ２ 〃6２１〃

1１９１９．４１１９３１ VＩｌＢＣＩ２ Ⅵ 〃 〃６３１〃

1０．５１６．７１３１３ IＩｌＡＢ ﾛ 〃Ⅱ 〃６４１〃

1１１ＢＣｌ２ 1２．１１９．５１７３６ 〃６５１２６Ｈ Ⅱ 〃

〃側縁部敲打痕lｌｌＣＤｌ２１ｂ ｂ１１４．３１１８．５１７４９ Ⅱ 〃6６１〃

１１．９１１７．０’３８３ [ＩｌＣ’２ ６７１２７Ｈ Ⅱ 〃 〃〃

1２．１１８．３１９１３ IＩＩＡ Ⅱ ２ 〃 〃6８１〃

端部欠損(9.0）’６．３１２１２ １１ＩＣＩ２ Ⅱ 〃6９１〃

完形1１．６１６．０１１３８１ １１１１ＡＣｌ２ 〃Ⅲ 7０１〃

8．５１７．２１３８４ ７１１２８Ｈ Ⅵ VＩＩＡＢ ２ 〃 〃

1０．９１９０１６３３ ＶｌＡＣｌ２ Ｖ 〃7２１〃 〃

７３１２９Ｈ炉石｜Ⅱ1１１Ｃｌ２ 1０．２１７．８１３７８ 〃 〃

〃側縁部敲打痕1８．７１１９．９１１０３５ Ⅳ’Ｃｌ２ Ⅳ 〃7４１〃

Ｃｌ11.81５．８１３３４ lｌｌｌＡＣ’４１ｃ '111 〃 〃7５１〃

IＩｌＣ’３ 1０．５１７．９１６２６ ７６１３０Ｈ Ⅱ 〃 〃

半欠(7.4）’６．５１３１３ Ⅲ’ＣＤ’２ 〃Ⅲ 7７１〃

側縁部欠損Ⅷ VＩｌｌＢＣｌ２ 1１．８１７．６１１５２０ 〃7８１〃

完形側縁部敲打痕１１１ＡＣｌ３ Ⅱ 1３．２１９．０１５７４ 7９１〃 〃

〃両端部敲打痕IＩＩｌＣｌ２１ａ？ ａ？１１３．８１７．９１７０２ 〃８０１〃 Ⅲ 

1１．７１８．１１４８５ Ⅱ I１１ＡＣＩ４ 〃〃8１１〃

1３．０１１８－９１７５８ １１１ＡＣ’２ ,Ⅱ 〃 〃8２１〃

〃側縁部敲打痕IＩｌＡＢ 1２．７１１８．３１５９８ Bｉ ８３１〃 Ⅱ 〃

ｂ１１３．８１８．０１６３６ ｂ Ⅱ Ⅱ 〃 〃〃8４１〃

〃端部敲打痕ａｌｌ1．３１８．２１６６３ lｌｌＡＣ’２１ａ Ⅱ 〃8５１〃

ａｌｌ４．６１６．０１３７４ 1Ｖ 1Ｖ 〃〃〃8６１〃 ａ 

ａｌｌ1．６１９．６１７２６ Ｉ Ｉ ８７１３１Ｈ 〃 〃ａ 

片面欠損1３．８１１１．１１１６１３ IＩｌＢ １？ Ⅱ 〃8８１〃

完形JＩｌＡＣＩ２ 12.61７．５１５５５ Ⅲ 〃8９１〃

〃側縁部敲打痕ｂｌｌｌｌ６１９．４１８２４ ｂ Ｉ Ｉ 〃９０１〃

〃端部敲打痕IＩｌＢＣｌ２ 1１９１９０１５０１ Ⅱ 〃9１１〃

12.01７．９１６７６ １１１ＡＣ１２ Ⅱ 〃 〃〃9２１〃

1０．８１１８０１５５６ 1１１Ｃｌ３ Ⅱ 〃 〃〃9３１〃

Ｃｌ10.41７．３１３９７ Ⅱ lＩｌＡＣ’２lｃ 〃9４１〃 〃

1０．０１６．０１３０６ Ⅱ 1１１ＢＣ’２ 〃 〃９５１３２Ｈ 

〃側縁部敲打痕lｌｌＡＣ’２１ａ ａｌｌ２．３１９．３１１７７４ 〃９６１〃 Ⅱ 

IＩｌＢＣｌ２ 14.0’９．６１１７８９ 〃〃Ⅲ 〃9７１〃

1３．７１９．８１７４８ Ⅶ VｉｌｌＢＣｌ２ 〃 〃〃9８１〃

VＩｌＡＣ’２ 1２．３１８．８１４４１ 〃９９１〃 Ｍ’ 〃

1２．９１１１１．５１９４０ Ｉ’Ｂ Ｉ Bｉ 〃 〃lＯＯｌ〃

１１１ＡＣ’２ 1０．７１１９．６１６５３ Ⅲ 〃1０１１〃 〃

〃側縁部敲打痕1２．８１６．５１２８５ １０２１３３Ｈ炉石｜ⅣIＶｌＡＣｌ２ 〃

ａｌｌ３．１１８．９１８７１ IＩｌＡ ２１ａ |Ⅱ 〃 〃1０３１〃

10.41７．９．１４５８ l０４１３４Ｈ ＶＩｌＡＣ１２ Ⅵ 〃 〃

〃側縁部敲打痕1２．２１８．３１６０１ ＶｌＢＣｌ２ Ｖ 〃1０５１〃

2`４ 

Nｑ HLI＋ｲﾏγ語 形状 凹孔形 凹孔面 磨面数 長さ 胴 重さ 石材 備考
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２ 

２ 

２２ 

２２ 
３ 

３ 

３ 

３３ ⅡＩⅢⅦⅢⅣⅥＩⅡⅢⅢⅣⅡⅢⅡⅡＩⅣⅥⅢⅢⅡⅡⅡⅡⅢⅥｖⅡⅣⅢⅡⅢⅧⅡⅢⅡⅡⅡⅡⅡⅣＩⅡⅡＩⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅦⅥＩⅢⅣⅡⅥｖ 
Ｄ 

Ｄ 

Ｄ 

Ｄ ＣＣＣＣＣＣＣＣｃｃｃｃｃｃＣＣＣｃｃＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣ 
Ｃ 

ＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣｃｃｃｃ 

Ｂ 

Ｂ 

ＢＢＢ 

Ｂ 

Ｂ 

Ｂ 

Ｂ 

Ｂ 

ＢＢＢＢ 
Ｂ 

ＡＡＡＡＡ 
Ａ 

ＡＡＡ 

ＡＡＡＡ 
Ａ 

ＡＡＡＡＡ 
Ａ 

ＡＡＡ 

ＡＡＡＡＡ １２２２３２２２２２２２２２２２２ 
２２２２２１２２２２２４２１２２２２２２２２２２２２２２２４３２２３２４２２２ 

『。

？。

＋ 

ａ 

ａ 

ごＤ

Ｃ 

ａ 

。、ａａａ
０Ｄ 

Ｃ 

ａ 

ａ 

ｊ 

ｊ 
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１ 

１ 

１ 

１ ５２１，Ｖの△４４４３８、ひ、ｄｏリハ０７２〔０１脚０司上ｎｏ６９３几ｏかめ勺Ｌｊ４ｑＵ８戸Ｄｈ４６ｑＪ０４，△５Ｒ）８《０几、４くり九。５４４１６〔、７戸□４９８ＩｎＵ３５勺几Ｒ〕１２８戸、ｑＪ９』、。、０つ１６４ｑリワ］？】７３へ。３２，□・上３４８１ｌｎ０Ｒ）、○局ｌの０３２句上２７，Ｕｎｄ５９，．戸０万Ｊ、色１５，△０句１戸Ｄ０ｕ０句１８４４８４５、ひ７二、０４２４，０勺ＬＰ、４５３，０，Ｖ《０５６７８４６か０ｑ》、□７７３０〉ワ】ＱＵｎｏ６ｎｄｎＵ３（０，０５５〃１１五万Ｉ５〈０〈ＤｑＵ７６５、ひ５６戸。、ＣＱリワー７７４ｑＵ６２，５４４６
１ 

１ 

１ 

岩Ⅲ 

〃〃〃〃〃〃〃〃安〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃
粒粗

〃〃

〃端部鼓打痕

端部

完形

〃

〃

蒟欠

完形

欠損

損

端部敲打痕

〃焼成受ける

〃

完形

〃端，側縁部敲打痕

ソ側縁部敲打痕

〃〃

端部

完形

欠損

側縁部敲打痕

半欠

側縁部欠損

完形側縁部敲打痕

〃両端部敲打痕

〃

〃側縁部敲打痕

〃端部敲打痕

〃〃

片面

完形

欠損

側縁部鼓打痕

端部敲打痕

〃〃

〃〃

〃

〃

〃側線部散打痕

〃〃

〃側縁部敲打痕

〃

〃

〃側緑部敲打痕



‐
－
－
－
Ｊ
 

第２節縄文時代の遺構と遺物

lLH＋竹置 形状 凹孔形 磨面数NＯ 凹孑1両 長さ 幅 重さ 石材 備考

l０６１３５Ｈ 1１１１１ＢＣ｜’２ 1４．９１１２．２１９３２ 端部欠損

１０７１〃 ＶｌＡＣｌ２ 1１．５１１１０．８１７６９ 完形

１０８１〃 ｂ１１３．７１１５．８１４１６ Ⅳ 〃

１０９１〃 1１１Ｃｌ２ 1２．４１８．２１１５８９ 〃

1１０１〃 1１１Ｃｌ２ 1２．４１１００１１７３６ 〃

１１１１〃 IＩｌＡ ｂ１１１．１１７．１１１４９５ 端部欠損

１１２１３７Ｈ炉石ｌｌＶｌＢＣ’２ 1４．４１７．９１４９４ 完形側縁部敲打痕
１１３１〃 Ⅳ’Ｃｌ］ 1１．２１５．３１４４０ 〃

1１４１〃 uＩｌＡＣｌ２ 1４．３１８．６１４１２ 〃側縁部敲打痕

1１５１〃 １１１ＡＣ’２ (17.4）’７縁３１１８１ 半欠

1１６１〃 IＩｌＡ ２１ａｌ（8.2）Ｉ（6.4）’２８７ 〃

l１７１４０Ｈ ｌＩＩｌ 1１．２１１３．７１１５９ 完形敲石

l１８１４５Ｈ VＩｌＡＣｌ２ 1０．６１１８．５１５３６ 〃

１１９１〃 1１１ＢＣｌ２ 12.91７．５１６４１ 〃

１２０１〃 VＩｌＡ ２ 12.31８．６１７２９ 〃

l２１１４６Ｈ 1１１ＢＣ’２ 1３．１１１８．９１１７１５ 破石側縁部敲打痕

1２２１〃 １１Ｂ ２ 1１．６１１０．４１１６９１ 〃〃

１２３１〃 IＶｌＡＢ ２ 1０．７１６．０’’３７４ 〃

(9.3）’７．９１３１９ 1２４１〃 1１１１Ｃｌ２ 斑欠損端、側縁部敲打痕

l２５１４８Ｈ 1１１Ｃｌ２１ａｌｌ13.71７．５１７２４ 完形側縁部敲打痕

1２６１〃 1１１Ｃｌ２ 1４．１１８．４１６９３ 〃

1２７１〃 １１１Ａ Ｚ 1２．２１８．４１７４６ 〃

１２８１〃 1１１Ｃｌ２ 1０．８１７．８１３３０ 〃側縁部敲打痕

l２９１４９Ｈ １１１ＡＣｌ２ １１．８１１８．０’６１０ 〃

1３０１〃 １１１１１ＡＣ’２ 1５．７１１１０．１１８５８ 〃

１３１１〃 1１１Ｃｌ２ 1０．４１１７．５１３９２ 〃側縁部敲打痕

l３２１５２Ｈ VＩｌＢ ２ 1３．２１１１０．６１７７８ 〃

133｝〃 IＩＩＢ ３ 1１．１１７．０１５６２ 〃

l３４１５６Ｈ IＶｌＣｌ２ 1５．９１７．４１４６３ 〃側縁部敲打痕

１３５１〃 1１１ＢＣ’２ 12.61８．３１５１７ 端部欠損

(10.9）’１１．１１５５１ 1３６１〃 VｌｌＢＣｌ２ 半欠側縁部敲打痕

1３７１〃 nｌＡＣ’４ 13-11９．１１７０７ 完形

１３８１１〃 １１ＩＢＣ’３ 1２．５１７．７１６１７ 〃

１３９１〃 VＩｌＡＣ’２ 8．９１８．８１４２０ 端部欠損

１４０１〃 １１ＡＣｌ２ 完形7．７１１６．９１１８３ 

1４１１〃 ＶｌＣ’２ 10.01８．３１１３５２ 〃

１４２１５８Ｈ炉石lＩＩｌＢ (5.7）’８．５１１１３３ Ｚ 半欠焼成受ける

１４３１〃〃｜｜ＩＩｌｌＢＣ’２１ａ？’’（9.0）’８．７１１２７４ 〃〃

1４４１〃 IIlＢ ２ 1７．３１１３．２１１２８６ 完形側縁部敲打痕

l４５１１ＪＤ１１１１ ａｌｌ５０１８．６１７７１ 〃〃

１４６１１〃 Ｉ’Ｂ ２ 1０．３１１０．３１７６０ 〃〃

l４７１ＪＤ２１１１１１ＢＣｌ２ 1１－８１８．９１６２２ 〃〃

l４８１ＪＤ７１１１１ＡＣ’２ 1０．９１１８．８１４４３ 〃

1４９１〃 １１ＢＣｌ２ 9．７１１７．９１４２１ 〃

1５０１〃 ＩｌＡ ２ 10.21８．４１１３６２ 端部欠損焼成受ける

l５１１ＪＤ８１１１１Ａ ２１ａｌｌ4．２１９．５１８４５ 完形端部敲打痕

１５２１ＪＤ1０１ⅣｌＡＢ (6.5）’５．５１１１８ ２ 半欠

１５３１ＪＤ1１l１１１１ＡＢ (8.1）’９．１１３１１ ２ 〃

l５４１ＪＤ１６１１１１ＡＣ’２ (110）’７．４１３１４ 端部欠損

1５５１〃 ⅥＩｌＢＣｌ２ 1３．０１９．７１５７４ 完形

１５６１〃 Ⅱ ａｌ（5.4）｜’（86）’２６］ ％欠損焼成受ける

l５７１ＪＤ１９１Ⅳ ａｌｌ２．３１６．７１４２２ 完形

1５８１〃 ＶＩＢＣｌ３ 10.01９．１１１４４８ 〃側縁部敲打痕

l５９１ＪＤ３１１１Ｖ’ＢＣ’２ 1６．３１７．３１６５６ 〃

1６０１〃 VＩＩｌＣ’３ 9.6１６．４１３１８ 〃

1６１１〃 VｌＩｌｌＢＣ’３ 1３．９１８．２１５２９ 〃

１６２１〃 1ＶｌＣｌ２ 1２．５１７．１１５７７ 〃

l６３１ＪＤ３９l１ＩｌＡＢ ］ 1２．６１１９．５１７２７ 〃

1６４１〃 I１１ＡＣＩ２ 1２．４１８．５１１６９４ 〃

１６５１ＪＤ6６１１ＶｌＡＢ ２ 1３．７１７．２１４５３ 〃

１６６１ＪＤ７０１１１１ＡＣ’２ 1３．２１８．７１６４１ 〃

2型５

Kｈ lLH＋位置 形状 凹孔形 凹孑[』両 磨面数 長さ 幅 重さ 石材 備考

６７８９０１２３４５６７８９０１２瀦別砺恥町泌羽釦弧犯兜弘弱妬師詔調仙虹蛇蛆仙妬妬灯蛆姐別血塊詔凱弱茄訂詔印印Ⅲ館鯛“砺舶ｍｍｎｍｕｕｕｎｕｕｕｕｎｎ⑫ｍｍ１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１ 
癌

癩〃

１２７ 

８，，ｍ ｍ〃〃〃〃〃頑〃〃〃〃、、〃〃ｍ〃〃〃、〃〃〃、〃〃、〃、〃〃〃〃〃〃〃麺〃〃ｍ〃ｍｍ〃〃ｍｍｍｍ
３ 

３ 

４４ 

４ 

４ 

４ 

５５ 

５ 

９１ １３ Ｄ〃ＤＪ』

９６０ ３６７ ，〃ＤＤＪＪＪ 

nＩ 

Ｖ 

ＩＶ 

ＩＩ 

ＩＩ 

１１ 

１Ｖ 

1Ｖ 

ⅡＩ 

ＩＩ 

ＩＩ 

ＩⅡ 

ＶＩ 

ＩＩ 

ＶＩ 

ＩＩ 

Ｉ 

Ⅳ 

ⅡＩ 

ＩＩ 

ＩＩ 

ＩＩ 

Ⅱ 

１１ 

１Ⅱ 

１１ 

Ⅵ 

ＩＩ 

ＩＶ 

ＩＩ 

ＶＩ 

ＩＩ 

ＩＩ 

ＶＩ 

Ｉ 

Ｖ 

ＩＩ 

ＩＩ 

１１ 

ＩＩ 

Ｉ 

Ⅱ 

ＩＩ 

Ｉ 

Ｉ 

ＩＩ 

Ⅳ 

IⅡ 

１１ 

Ⅶ 

ＩＩ 

ＩＶ 

Ｖ 

ＩＶ 

ｍ 

ⅥＩ 

Ⅳ 

１１ 

１１ 

Ⅳ 

1１ 

ｃｃｃｃＣＣＣＣ 
ＣＣＣ 

ＣＣＣＣＣＣＣ 

ＣＣＣＣＣＣＣＣＣ 
ＣＣＣ 

ＣＣ 

ＣＣＣＣＣＣＣ 

Ｂ 

Ｂ 

ＢＢＢＢ 

ＢＢＢＢＢ 

ＢＢＢＢＢＢ 
ＢＢＢ 

ＢＢＢＢＢ 

Ａ 

Ａ 

ＡＡＡＡＡ 
Ａ 

ＡＡＡ 

ＡＡＡ 

ＡＡＡＡＡＡ 

ＡＡＡＡ 

勺Ｄ

ＯＤ 

ａ 

ａ 

ａ 

ａ 

ａ 

ａａ 

ｊｊ 

ｊ 

ｊ 

ｊｊ 

ｊ１Ｊｊ ９５７４４１４２３４２２６９３１６７３７１２８８７４２１９６９１５９７０７０３０３８９７２２５１００４３０３６９５６４７２ ●◆凸■◆●◆■■■■●●■。●◆◆●。●Ｇ■■６■●●■■■●。●◆●◆●●●●■□０■■●■●●■ＣＯのけ■■■■０■４１３２２１４１４７８１０２２３１０９３４２０１５０３１５２０３２８７０５９７５０１０９０４６８１３５２０６９３２２２３３ １１１１１１１１１１く１１１１１１１く１１１１１１１１１１１１１１
１くく１１１１１１１くく１１く１１１１１１１１１

く

く

く

Ｊ 

１ ２８８２０１９３６３４７５５６９４０９５４４８０１５６０４３１１７８９３５７２６３９８９４５５１４７６７１３４２１５５２７ ⑪■⑪●■●■■●い●●●●●●●■●●●■■●●●●寺■●◆■■■■■Ｇロ■■■■●●●●ぜ●●●●●■●■■●■●●●２０５８０７７５８７６３８７８８０６７７８８７８０７０７７８１９７８６８８８３８０８８７８９５９７９８６９７６８７９８７８ 
１１ 

１ 

く

１ 

１１ 

１ 

１１ 

Ｉ ２９６９６５４０２１７９６１９５１４９４３６００８２８２３７１７７０３２３４６１０２３１２５８１４４１２８６８９７７４３１ ３６１８３９９４１８８５３４２１９７１２９４３１５９７６６１５０１２８５３７８７６２４２６４１１１７６２４５１２７２９５４ ９７４５７４４４４１２１５６７７６３３７６７３６８３７５４５５７６４１３１２２７７６４４３８１３３５２４４６３５５７６４６ １ 

岩岩岩岩

ス山石

山石

岩岩

岩岩

岩岩

斗山

山

山

山

緑山

山

緑山〃〃安〃ん安〃〃〃〃フ安〃〃安〃〃〃閃安〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃紋安〃〃〃〃〃〃〃〃〃閃安〃〃〃〃〃〃〃〃〃
粒

粒

し粒

粒

英粒

粒

英粒

ｊ 

砂粗ひ粗

ホ粗

粗

石粗

流粗

石粗

端部欠損

完形

〃

端部欠

完形

〃

〃

半欠

損

側縁部破打痕

側縁部敲打痕

完形敲石

〃

〃

敲石側縁部敲打痕

〃〃

〃

斑欠損端、側織部敵打痕

完形側縁部鼓打痕

〃

〃側縁部敲打痕

側縁部破打痕

痕痕打打

る

鼓破

け

部部

受

縁縁側損側
損

鍼〃

欠

欠〃〃〃辮越認〃螂隷〃雑〃
繩〃〃〃〃

側縁部敲打YH〔

端部欠損焼成受ける

完形端部破打痕

半欠

〃

端部欠損

完形

％欠損焼成受ける

完形

〃側織部鼓打痕



第ⅡI章調査の記録

備考石材幅 重さ長さ磨面数凹孔面凹孔形形状蝸十付置N、

〃端部敲打痕446 〃１１ａｌ９．６ 

３１５１ひん岩 〃ａｌｌ２．４ 

５５１１粗粒安山岩 〃
１１ａ十．110.7

〃731 〃１３．１ 、

〃598 〃１１ｂｌ９．８ 

〃側縁部敲打痕295 〃7.9 ２ 

〃574 〃1１．３ ２ 

〃464 〃9.9 ２ 

〃端部敲打痕424 〃11.0 ３ 

〃694 〃1２．８ ２ 

〃端部敲打痕325 〃１１ａｌｌ0.8 

〃〃460 〃ｌｌａｌ10.3 
〃709 〃１０．１ ロ

半欠焼成受ける396 ２１ａｌ（6.3） 〃

完形HOH 〃1２．１ ２ 

完形２６１１粗粒安山岩9.7 、

〃720 〃1２．９ ２ 

〃端、側縁部敲打痕875 〃1３．４ ２ 

〃970 〃1２．６ １ 

〃側縁部敲打痕466 〃1０．６ 2 

〃608 〃1２．３ ２ 

〃側縁部敲打痕464 〃1１．６ ２ 

端部欠損凱鵬 〃1２．０ 

２
］
 

〃656 〃1３．６ ４ 

完形H2届 〃２１ａｌｌ2.6 

〃665 〃1２．２ ２ 

〃712 〃1３．２ ４ 

〃537 〃1０．６ Z 

〃375 〃11.0 ２ 

半欠棚甜 〃ｂｌ（lq6） 

完形602 〃１３.］ 、

〃709 〃1３．６ ２ 

〃337 〃8.4 ２ 

％欠損143 〃？’Ｃｌ（6.1） 

両端部欠損274 〃ａｌ（5.5） 

完形敲石

;11|鬮繼安盧
1１．５ 

〃lｑＯ 1 

〃司躯 〃２１ｃｌＵ,４ 
〃562 〃ａｌｌ４．１ 

滝欠損

完形端、側縁部敲打痕

〃端部敲打痕

561 〃ａｌ（10.3） 

〃411 1０．８ 、

335 〃1０．３ Ｚ 

〃片面敲打痕1227 〃Ｃｌ1７．７ 

〃端部敲打痕〃647 13.0 ３ 

i;il鱸嬰艫
〃

２１ａｌｌ2.3 
〃

15.1 吻

〃595 〃1２．７ ３ 

〃226 〃1０．５ ４ 

〃側縁部敲打痕383 〃9.4 、

〃〃29,2 ２１ａ１９．５ 
〃別弼Ｉ 〃1２．２ ２ 

〃〃375 1０．７ ２ 

〃344 〃8.2 ２ 

〃側縁部敲打痕512 〃1１．８ ２ 

〃;HHS 〃9.4 １ 

〃側縁部敲打痕岩３９４１砂２１ａｌｌ2.4 

〃端部敲打痕５７８１粗粒安山岩４１？１１３．５ 
〃369 〃１０．７ １ 

〃59,2 〃1０．１ ２ 

〃側縁部敲打痕1050 〃1２．４ ２ 

〃532 〃9.4 ２ 

246 

Ｑ｜汀沼泊加、池乃瓜巧布両祀ね帥皿蛇酪趾妬駈師肥鍋卯皿卯阻幽頤ⅨＭ映唾狐刎皿恥卯躯刎町刎叩即虹皿帥皿皿皿皿皿迦盟距匹既既既既匹
lH＋付置

墳ＤＤ〃〃辻〃〃〃〃〃〃〃〃〃錘〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃鴉〃〃〃〃Ｍ〃噸醸蟻猿
１９ ７８ 

漏漏洞漏

１ 

俔

藷藷

形方

〃〃〃〃〃〃〃〃号〃〃〃〃〃〃〃３４〃ＭＭ漏漏５２

１ 

形状

ＩⅡⅡⅡ１１ⅡⅥⅣⅥⅡⅡⅥ１ＶⅡⅡⅡⅡⅥⅡⅡⅦⅡⅡⅡⅣⅡⅡⅣⅡⅡＩⅢⅣⅣⅧⅢⅣⅣⅢⅢⅢⅡⅡⅧⅦⅣＩＩｎⅢＩⅡⅢⅢⅥⅡⅥ１１ 
凹孔形

Ｄ 

Ｄ 

ＣＣＣＣＣＣＣＣＣｃｃＣ 

Ｃ 

ＣＣ 

Ｃ 

ＣｃｃＣＣＣＣＣＣＣＣＣ 

ＣＣＣＣＣＣＣＣ 
Ｂ 

Ｂ 

ＢＢ 

ＢＢ 

ＢＢＢ 

ＢＢ 

ＢＢ 

ＡＡＡＡＡ Ｂ 
Ｂ 

ＡＡＡＡＡ ＢＢ 

ＬＬＬ１１１１４ＡＡ 
ＡＡＡＡＡＡＡ 

Ｌ 

Ｌ 

凹孑ln面

２２３２２３４２２２２２２１２４１２２２ 
１２ 

１１２１２２２３２１１２２２２２２１２２２２４２２４２２２２２？ 
磨面数

ごｄ

ａａ 

ａ 

ａ 

Ｑｂ 

Ｃａ 

Ｃａａ 
ｃ 

ａ 

ａ 

ａワ

ａａ上’
ｂ 

長さ
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１ 

Ｊｊ 

ｊ 

■■◆●●●●■■己◆■□Ｏ■■①ロＰ■■◆■■ぜ⑪■□●■■●●●■■■■■●■■●●■●◆●①■Ｐ■己■■Ｏ●■■●と９２０３９７１９１２０００６２９２３２０２１２３２２３０１０３３８６５１０１４０００７３２５２０９９２０８１９２３００２９ １１１１１１１１ 

Ｉ１１１１１ｌ１１１１１１１１１１１１１１１１１ｌＩ１１１１ｕ１１１１１１１１ 
１１１ 

く

幅
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１ 

重さ
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１ 

石材

Ｊ１ 粒

粒沮

頁粗 泡

石粗 獣猫

砂粗 ！ 

四石四石

煙詣叫窄

■》イＬ弓イ

岩岩

岩山

山

緑山

山

痕

考

打

敲痕

轆

辮禰

披

辨

痕

ろ

打

破

打

敲

部

敵

受

側部

轤椒〃鰄
端艫

縁

備鏑

側

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃隊読読〃〃〃〃〃
痕打

痕

辨繊癖

痕

敲

痕打

打

辮辨坪鐇

打

敵

散

敲

部

部部破
部

部

縁

縁縁部
縁

噸繩

端辮雨鏑

縁

側

側側端
側

側損

〃瀞〃認〃〃〃〃糘隷〃〃趣鵡隷〃〃〃稗誹〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃
欠

損部



第２節縄文時代の遺構と遺物

磨面数 長さ 幅 重さ 石材 備考隅十付置 形状 凹孔形 凹孑1,面Nｕ 

〃焼成受ける地下式土坑ｌｍｌＡ？ ｌｌａ＋。ａ＋ｄ１１２．７１１６．６１４２９ 228 〃

半欠ａ＋ｄｌ（13.1）’７．４１７９６ 6号集石’’１Ｖ ａ＋。UiH91 〃

％欠損焼成受ける5号集石lＶＩＩｌＢＣ’２ 9．５１８０１３３０ 230 〃

ｂ１１３．８１５．２１５２２１変質玄武岩｜完形２号方形周｜Ⅳ ｂ 231 

？’１０．７１７．０１４２０１１粗粒安山岩｜〃側縁部敲打痕3号方形周ｌＩＩｌＢＣ’２１？232 

９．８１６．３１３９６１１砂 岩｜〃1号井戸lＩＩｌＣ’’３233 

ａｌｌ１．７１８．２１４９３１粗粒安山岩｜〃Ｇ７ＧlＩＩｌＡ 234 ｌｌｌａ 

半欠(19.5）’８．６１３２１ 235 Ｈ２ＧＩＶＩｌＢ ２ 〃

完形Ｖ’ＢＣｌ２ 1１．０１８．５１５２８ 鵬1５ 〃〃

ｂ ｂｌ４．３１３．９１１８７１ひん岩｜〃丸石Ｉ 237 〃

１５．２１９．８１１１０９６１粗粒安山岩｜〃IＩＩＢ Ｉ 238 〃

ＩｌＡ 1２．５１１０．７１１７４７ １ 239 〃 〃 〃

側縁部欠損ⅡＩＣｌ２ 240 1２．１１７．５１１５１７ 〃〃

完形IＶｌＡＣ’２ 1３．２１７．９１１８１３ 241 〃〃

IｌＣ’１ 242 9-3１８－３１１２３５ 〃 〃 〃

８．８１７．５１３１１１粗粒安山岩||完形Ｈ３ＧｌｌｌＢＣ’４ 243 

244 lｌｌＡＣ’２１ａ ａｌｌＬ１１８．６１５９５ 〃 〃 〃

245 IＶｌＣｌ２ 1０．８１５．６１３４０ 〃 〃 〃

246 Ｈ４ＧｌＩＶ｜ＢＣＩ２１ａ ａｌｌ14.51７．７１６８１ 〃側縁部敲打痕〃

Ｈ６ＧｌⅥ’ＣＤＩ２ 247 1１．２１９．８１５６５ 〃 〃

ｌｌＢＣＩ２１ａ 〃端部敲打痕胆【8１ ａｌｌ9.0’７．６１４３６ 〃 〃

Ｈ７ＧlＩＩ ｂ１１１４．４１１０．５１１２６８ ｂ 氾凹 〃 〃

250 I３Ｇ｜ＩＩｌＣｌ２ 1０．８１７．９１４８７ 〃 〃

251 1１１Ｃｌ２ 1２．８１９．４１７５２ 〃 〃 〃

1１１ＢＣｌ２ 216$２ 1１．０１７．４１３７８ 〃 〃 〃

253 １１１Ｃｌ２ 11.21８．７１５３６ 〃 〃 〃

254 Ⅳ １０．８１４．５１２３４１頁 岩｜〃敲石〃

255 ⅥｌＡＤｌ２ １３．６１１１１．５１８０７１粗粒安山岩｜側縁部欠損〃

256 Ｖ’Ｃｌ２ 完形1１．２１１７．１１３００ 〃 〃

IＩｌＣ｜］ 257 1０．１１７．３１４９７ 〃 〃 〃

ｂ１１４．４１７．７１１７３６ ｂ 258 1Ｖ 〃端、側縁部敲打痕〃 〃

259 １１１ＡＣｌ２ 〃 １１．０’７．１１１３９１ 〃 〃

IＩｌＣｌ２１ａ？ 2J610］ ａ？１１１．６１７．４１４４０ 〃 〃 〃

26］ I１ＡＤｌ４ 〃 9０’８．１１４６８ 〃 〃

(6.8）’６．１１１８３ H冊ｊ２ IＩＩＢ ２ 半欠〃 〃

263 IＩｌＡ ２ 1０．１１７．３１４９７ 完形〃 〃

264 １１１ＡＣ’２ 1０．３１８．５１５４０ 〃 〃 〃

I４ＧｌｌｌｌＡＢＣ’２ 265 1３．７１１９．３１８４８ 〃 〃

H論 lＶｌＡＣｌ２１ａ ａｌｌ1.01５．５１４２２ 〃 〃側縁部敲打痕〃

267 VＩｌＣｌ２ (11.4）１８．２１１５９４ 〃 端部欠損〃

剛雅！ １１ＩＢＣｌ２ 〃 9．１１６．８１１２９５ 完形〃

269 HＩ１ＢＣｌ２ 12.61７．１１５３９ 〃 〃 〃

ｌ３ＧｌｌＩｌＣｌｌ 270 1０．７１７．１１４６４ 〃 〃

271 １６Ｇ｜ＩＩｌＣ’２ 1１．４１７．２１４６３ 〃 〃

Ｊ３Ｇ｜ⅣlＣ’２ 272 1３．８１１７．７１６５４ 〃 〃

(10.9）１８．０１４４６ ZDu6i Ｖ’Ｃｌ２ 端部欠損〃 〃

274 ＶｌＢＣｌ２１ｃ？ ｃ？’９．２１９．１１１５５７ 完形〃 〃

275 lＶｌＢＣｌ４ 1３．５１６．３１１５１１ 〃 〃 〃

276 １１ＡＣｌ２ 〃 1０．０１８．２１４５９ 〃 〃

277 Ⅳ 〃 ａｌｌ５．０１７．５１６５５ 〃焼成受ける届１ 〃

Ｊ４Ｇ｜ⅥｌＡＢ 278 ２ 1４．９１１１．７１１５４０ 〃側縁部敲打痕〃

279 １１１Ａ ｌｌａ＋。ａ十．１１３．０１８．３１７０９〃 〃焼成受ける〃

Ｊ３ＧｌⅢ’Ｃｌｌｌａ＋。280 ａ＋ｄ１１２．４１６．６１４３５ 〃 〃

Ｊ４ＧｌＩｌＡＢ 281 Ｚ 1０．７１９．３１１６０４ 〃 〃

282 １１１ＡＣｌ２ 〃 1２．６１８．７１５０５ 〃側縁部敲打痕〃

218J6１ lｌｌｌＡＣ｜’２１ａ 〃 ａｌｌｌＬユ’６．４１３８８ 〃端、側縁部敲打痕〃

284 １１Ｃｌ２ 〃 1０．８１８．４１５３９ 〃側縁部敲打痕〃

285 IＩｌＢ ２ 〃 10.81７．８１４８６ 〃 〃

286 1１１Ｃ’２ 〃 1０．４１１７．５１４０３ 〃 〃

287 1１１Ｃ’２ 〃 1１．０１７．０１４１５ 〃端、側縁部敲打痕〃

Ｊ５ＧｌⅣｌＡ 288 (8.5）’7.0’（424） ロ 半欠〃

247 

Nｄ 昭十柿碧 形状 凹孔形 FII孑L両 磨面数 長さ ||目 重さ 石材 備考
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坑

周周土石石形形鈩ＧＧ

忘讓霊討論号７２〃〃〃〃〃〃〃３〃〃４６〃７３〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃４〃〃〃〃３６３〃〃〃〃〃４〃３４〃〃〃〃〃〃５
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ＧＧＧＧ 

Ｇ 

ＧＧＧ 

ＧＧＧ 

Ｇ 
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Ｈ 

ＨＨＨＩ 

Ｉ 

ＩＩＪ 

ＪＪＪ 

Ｊ 
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Ｃ 
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ＣＣＣＣ 
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ＢＢＢ 

Ｂ 

ＢＢ 

Ｂ 

Ｂ 

Ｂ 

ＢＢ 

ＢＢ 

Ｂ 

Ｂ 

Ｂ 

Ａ 

Ａ 
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Ａ 

Ａ 

ＡＡＡＡＡＡ 

ＡＡＡＡＡＡ 
Ａ 
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ｄＤ 

ａａａつり

。、

？ 

．ｄ 

７Ｃ 

ａ 

Ｃ 

ａ。〒・Ｔ
ａ 

ａ 

ｊ 

ｊ 

ｊ 

ｊ 

ｊ 
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く

Ｉ 
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１ 

１ 

１ 

く

岩岩岩岩
岩岩

岩

岩岩

武山山
山

山

山

〃〃〃玄安安〃〃ん安〃〃〃〃安〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃安〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃
質粒粒
粒

粒

粒

変粗砂粗
ひ粗

粗

頁粗

〃焼成受ける

半欠

蒟欠損焼成受ける

完形

〃側線部敲打痕

半欠

完形

〃丸石

〃

側縁部欠損

完形

完形

〃側縁部敲打痕

〃端部敲打痕

〃

〃敲石

側縁部欠損

完形

〃端、側縁部敲打1K〔

〃

半欠

完形

〃

〃側線部敵打痕

端部欠損

完形

端部欠損

完形

〃焼成受ける

〃側縁部敲打痕

〃焼成受ける

〃側縁部敲打痕

〃端、側縁部敲打痕

〃側縁部敲打痕

〃端、側縁部敲打痕

半欠



第Ⅲ章調査の記録

}+'十竹置 形状 磨面数凹孔形 長さ 石材N、 凹孔面 幅 重さ 備考

289 1Ｖ 完形〃 15-0 7.8 758 〃

290 ＢＣ 、 ２ 1３．５ 〃側縁部敲打痕7.6 548 〃 〃

ＢＣ 291 Ⅷ ２ 1２．５ 〃 8.4 384 〃 〃

Ｊ６Ｇ (7.0） (5.2） 別冊ﾘリ Ⅳ (156） 半欠〃

293 Ｋ５Ｇ Ⅵ ＡＣ 完形２ 9.6 8.6 586 〃

294 Ⅱ (13.4） 端部欠損側縁部敲打痕7.9 645 〃 〃

295 Ⅲ Ｃ Bｉ 1６．２ 9.6 完形側縁部敲打痕698 〃 〃

296 Ⅳ ＡＣ ２ 1６．０ 8.4 1195 〃 〃 〃

Ⅳ Ａ 変質玄武岩 〃端部敲打痕297 １ 151 6.0 667 〃

ＡＢＣ 粗粒安山岩Ⅱ BHH3 

■
Ｉ
凸

に
■
■
■
』 1２．５ 8.9 763 〃 〃〃

(13.2） 299 Ⅲ ＡＣ 、 側縁部欠損8.7 〃 604 [、 〃

ＡＣ 完形300 Ⅱ ２ 1３．３ 8.7 696 〃 ａ 〃

〃焼成受ける301 Ｉ ＡＩＢＵ ２ 1１．５ 1０．１ 809 〃 ａ 〃

302 Ｋ６Ｇ Ｖ Ｃ ２ 。 １３.］ 8.6 668 〃 〃

Ⅱ Ｃ 〃側縁部敲打痕303 １ 1７．８ 11.0 746 〃 日 〃

輝緑岩 完形Ｋ６Ｇ Ⅳ 304 1５．２ 6.1 6110 Ｃ 

粗粒安山岩ＡＣ 305 H１ ２ 1４．７ 6.7 803 〃 ａ 〃

〃側縁部敲打痕306 Ⅵ Ｃ ２ 1２．５ 8.7 570 〃 〃ロ

Ⅳ ＡＣ 1３．０ 307 

２
－
 6.7 664 〃 路］ 〃 〃

灰色安山岩 〃砥石？1Ｖ 308 1４－３ 乱７ 293 〃 ａ 

粗粒安山岩Ａ 309 Ⅵ ９ 1０．１ 8.5 490 〃 〃

〃側縁部敲打痕Ⅱ Ｃ 1０．１ ２ 7.7 447 310 〃〃

Ａ 311 Ⅵ １ 1１．９ 7.9 397 〃 〃 〃〃
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〃側縁部敲打痕Ｌ６Ｇ Ⅳ ＢＣ 8.0 689 ２ 1７．３ 313 〃

半欠(11.5） Ｂ ？ 169 Ⅱ 7.0 314 〃〃

(10.4） 溶結安山岩(5.9） Ｍ６Ｇ Ａ 351 Ⅳ 1 315 〃Ｃ 

粗粒安山岩(7.7） (8.6） Ｃ Ｉ？ 316 Ⅱ 275 〃 〃

完形側縁部敲打痕Ｍ７Ｇ Ⅱ Ｃ ２ 11.8 8.4 576 317 〃

Ｍ９Ｇ Ｃ 385 1１．４ 7.4 318 Ⅱ ２ 〃 〃〃

Ⅱ ＡＢ １ 1２．２ 9.7 51811 319 〃 〃〃

〃側縁部敲打痕'３ 8.7 7.4 308 320 Ⅱ ２ 〃〃

ＡＢ 6.7 491 11.0 32］ 1Ｖ ２ 〃 〃〃

8.3 606 Ⅱ ＡＩＢＩ 、 1１．７ 322 〃〃〃 尼］

石英閃緑岩1Ｖ Ａ ９ １３－１ 7.5 435 HP鵬！ 〃〃
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第２節縄文時代の遺構と遺物
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第Ⅲ章調査の記録

多孔石一覧表（第240～251図）

lLH十付置H1十佗置 重さ l+}＋竹暦 重さ 重さlLH＋付+胃 重さ NＯ N、NＣ NＣ 

50Ｈ Ｋ６Ｇ 7kｇ 117 18.5kｇ I１５Ｈ 23539 5９ 31Ｈ 9kｇ 175 

２１漏１号墳 50Ｈ Ｋ６Ｇ 176 8.5kｇ 20019 6０ ３１Ｈ 44679 118 7.5kｇ 

Ｋ６Ｇ 31Ｈ 119 50Ｈ 11kｇ 177 39329 ３１１５Ｈ 6１ 60919 

３１Ｈ 120 50Ｈ 178 Ｋ６Ｇ 7.5kｇ ４１６Ｈ 硯

51Ｈ炉石５１１０Ｈ炉石 Ｋ６Ｇ 31Ｈ 14909 179 60319 48119 6３ 44869 121 

Ｌ８Ｇ 6４ 32Ｈ 3414月 122 51Ｈ 24949 180 29849 ６１１０Ｈ 24279 

51Ｈ炉石 7.5kｇ 181 Ｌ６Ｇ 23419 ３２Ｈ 20949 11咽７１１０Ｈ 25949 閲

51Ｈ炉石 Ｌ６Ｇ ８１１０Ｈ 24409 6６ ３３Ｈ 124 7kｇ 182 30109 

９１１１Ｈ炉石 Ｌ６Ｇ 33Ｈ 11kｇ 125 54Ｈ 28599 183 31869 6７ 15289 

55Ｈ Ｎ８Ｇ ３３Ｈ 42069 184 33119 l０１１１Ｈ 31129 Bf8i 38309 I田；

表土56Ｈ ３３Ｈ 8.5kｇ 13kｇ 185 lｌｌｌｌＨ 40889 6９ 127 14kｇ 

表土１２１１１Ｈ炉石 ３３Ｈ 56Ｈ 58619 7０ 13679 128 8.5kｇ 186 10kｇ 

１３１１２Ｈ炉石 表土7１ 34Ｈ 11679 129 56Ｈ 10.5kｇ 187 45459 

表土7kｇ 7２ 34Ｈ 37359 130 56Ｈ 7kｇ 188 43419 l４１１２Ｈ 

表土56Ｈ 34Ｈ 13］ 39849 189 l５１１２Ｈ 23479 腿

表土l6113HliE7石「 34Ｈ 12kｇ 132 56Ｈ 11.5kｇ 190 42899 7４ 57419 

表土13.5kｇ ３４Ｈ 56Ｈ 14-5kｇ l７１１５Ｈ 7５ 43619 133 191 34119 

表土l８１１５Ｈ 32069 7６ ３５Ｈ 134 56Ｈ 11kｇ 192 ｴＬ５ｋｇ 

１９１１６Ｈ炉石 表土52919 35Ｈ 8kｇ 135 58Ｈ 1586月 193 7７ 9.5kｇ 

表土8kｇ ３５Ｈ 58Ｈ ２０１１６Ｈ 7８ 136 40799 194 11kｇ 

36Ｈ炉石 表土22kｇ 58Ｈ ２１１１６Ｈ 胆 137 32619 195 36539 

表土59Ｈ ２２１１６Ｈ 44719 BTU ３７Ｈ 25679 138 26939 １９６ 9.5kｇ 

表土２３１１７Ｈ 7kｇ 8１ ４１Ｈ 4044厘 139 59Ｈ 6.5kｇ 197 22589 

表土２４１１８Ｈ 10.5kｇ 8２ 41Ｈ 140 59Ｈ 198 5160臼 20589 

表土２５１１８Ｈ炉石 ４１Ｈ 59Ｈ 6.5kｇ 7.5kｇ 33129 鵬 141 199 25199 

表土２６１１９Ｈ 17899 8４ 41Ｈ 10kｇ 142 62Ｈ 8kｇ 200 12529 

ＪＤ７ ２７１１９Ｈ炉石 表土４１Ｈ 8989 8９５９ 砺 143 21459 201 11679 

２８１１９Ｈ炉石 ＪＤｌＯ 表土HIH ４１Ｈ 16769 1４４ 58399 202 l909g 

42Ｈ炉石 ＪＤ１４ ２９１１９Ｈ 8７ 10kｇ 145 9kｇ 767月

ＪＤ１５ ３０１１９Ｈ 12699 8８ ４３Ｈ 21579 146 17kｇ 

３１１２０Ｈ炉石 ＪＤ１５ 44Ｈ 18059 8９ 14839 147 56909 

ＪＤ１５ ４４Ｈ ３２１２０Ｈ 6.5kｇ Ⅷ 148 32719 

ＪＤ１６ ３３１２０Ｈ 2５２９ 9１ ４４Ｈ 37049 149 6.5kｇ 

ＪＤ２８ ３４１２０Ｈ 6kｇ 呪 ４４Ｈ 39669 150 45099 

JＤ３０ ３５１２１Ｈ 6.5kｇ 9３ 44Ｈ 10kｇ 151 7kｇ 

ＪＤ３０ ４４Ｈ ３６１２１Ｈ 14009 9４ 37019 1円Ｚ 47309 

ＪＤ２２ ３７１２１Ｈ 38309 9５ ４４Ｈ 39669 153 3272臼

47Ｈ炉石 JＤ４４ ３８１２１Ｈ 23.5kｇ 45689 9６ 154 11kｇ 

ＪＤ４８ ４７Ｈ ３９１２２Ｈ 15.5kｇ 49609 9７ 155 22kｇ 

47Ｈ炉石 ＪＤ５３ ４０１１２２Ｈ 37839 9８ 6kｇ 156 50719 

3号集石４７Ｈ ４１１１２２Ｈ 8kｇ 23539 肥 157 55659 

47Ｈ炉石 漏２号墳堀４２１１２２Ｈ 13319 1００ 56269 158 6３３９ 

４３１２２Ｈ炉石 漏２号墳堀14219 101 47Ｈ 55469 159 13459 

漏３号墳堀４４１２２Ｈ 27369 102 ４７Ｈ 52649 160 727日

漏４号墳４７Ｈ 7.5kｇ ４５１２４Ｈ 16］ 8.5kｇ 103 16769 

Ｉ５Ｇ ４６１２４Ｈ 124kｇ 1０４ 47Ｈ 58619 162 6.5kｇ 

Ｊ３Ｇ ４７１２５Ｈ ４７Ｈ 29789 163 13kｇ 14839 105 

Ｊ５Ｇ ４８１２５Ｈ 47Ｈ 13kｇ 106 ､36099 164 22829 

Ｊ５Ｇ ４９１２６Ｈ 22219 1０７ ４７Ｈ 6.5kｇ 1６５ 12.5kｇ 

Ｊ７Ｇ ４９Ｈ 13.5k目 166 ５０１２８Ｈ 6.5kｇ 108 40039 

35849 Ｋ５Ｇ ５１１２８Ｈ 109 ４９Ｈ １３．５kｇ 167 43699 

Ｋ５Ｇ ５２１２８Ｈ 21kｇ 110 ４９Ｈ 35899 168 44429 

５３１３０Ｈ炉石 Ｋ５Ｇ 53949 1１１ ４９Ｈ 18719 169 

Ｋ５Ｇ ５４１３０Ｈ lO76g 112 ４９Ｈ 17329 170 52419 

５５１３０Ｈ炉石 Ｋ６Ｇ 2937厘 113 ４９Ｈ 38079 171 24949 

５６１３１Ｈ ５０Ｈ 20.5kｇ 172 Ｋ６Ｇ 12129 4092日 114 

５７１３１Ｈ ５０Ｈ 11kｇ 173 Ｋ６Ｇ 13569 2362Ｚ 115 

５８１３１Ｈ 9kｇ 116 ５０Ｈ 9.5kｇ 174 Ｋ６Ｇ 

２泡

NDI ILH＋付鵠 重さ

堀堀堀

石石石

７，Ｍ嘔咀嘔姐泌釦釦醜盤狙認鏥率率識諭ＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧ

炉炉炉

ＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤ号２２３４５３５５７５５５５６６６６別別印印矼皿印、別弱茄茄茄茄茄弱茄茄釦詔記弱弱印豹陀ＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪ３漏漏漏漏ＩＪＪＪＪＫＫＫＫＫＫＫＫ
蛇５ ８ １ 

沌蛇
７ 

５１ ．１ 

吃蚫錘蝿池唾趣錘醜晦窪地錘哩陀躯聰窕迩に犯睡地地睡睦叱埴迩兆睡肱池陛錘醒窕池沌也陀馳錘地錘返沌窕蝮喀煙返に９９・５０１．．８。・１８７６９・６１４３１９７・０３７１２７６３４２７今１８．０６４９４９１５
４４７８２８０９１４５０２６６１３１８ 
６２６５７２ 

０５６３７６６２２０３４３２４２３ 

１２ 

２４ 

１３１１１４３２５３２５ 
５３４４３ 
５５１１ 

２１４４４５５２１１ 

Nｕ lLH＋佗簡 重さ

ＧＧＧ ６６６ ＫＫＫ 

ＧＧＧＧＧ ６６８６６ ＫＫＬＬＬ 
ＧＧ 

ｍ卵麩麩麩麩麩麩麩麩甦垂麩麩麩麩麩麩麩麩

7kｇ 

8.5ｋｇ 

39329 

7.5kg 

6031g 

2984g 

2341g 

3010g 

3186g 

3311g 

l4kg 

lOkg 

4545g 

4341g 

5741g 

3411g 

115kｇ 

9.5ｋｇ 

11kｇ 

36539 

9.5ｋｇ 

2258g 

2058g 

2519g 

l252g 

ll67g 

l909g 

N、 lLH十付閤 重さ

８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８ ３３４４４４４４４４４４５５５５５５５５５ 

石

石

石

癖

儲

癩廊

墳号

炉

炉

炉Ｈ１ＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨ ５漏５６ｎｎｎｍｕｎｕｎ⑫⑫⑫皿姐巧咀姐狛珊町阻岨
挿癩

病

癖

癩癩ＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨ ９９９９９００００１１１１２２２２２２４４５５６８８８０００１１１ １１１１１２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２３３３３３３ 

2353g 

2001g 

6091g 

4811g 

2427g 

2594g 

2440g 

l528g 

3112g 

4088g 

5861g 

７ｋｇ 

23479 

42899 

13.5ｋｇ 

32069 

52919 

８ｋｇ 

44719 

７ｋｇ 

10.5kｇ 

6.5ｋｇ 

17899 

８９５９ 

7679 

12699 

18059 

２５２９ 

６kｇ 

6.5kg 

l400g 

3830g 

4568g 

4960g 

3783g 

2353g 

l331g 

l421g 

2736g 

8.5kg 

l24kg 

l483g 

l3kg 

2221g 

6.5ｋｇ 

35849 

２１kg 

lO76g 

2937g 

4092g 

2362g 

9kｇ 

Nｈ }LH＋付置 重さ
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第２節縄文時代の遺構と遺物
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第２節縄文時代の遺構と遺物
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第２節縄文時代の遺構と遺物
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第２節縄文時代の遺構と遺物
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第２節縄文時代の遺構と遺物
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第２節縄文時代の遺構と遺物

石皿石一覧表（第252～258図）

ＮｂＬｌ出士仕置｜最大長｜最大幅｜重さ

皿部は曲面を呈し、明瞭な稜を作り出す。裏面は凹孔が見られる。

皿部は平坦を呈し、突出する稜を作り出す。稜部と裏面に凹孔が多く見られる。

皿部はほぼ平坦で、やや突出する稜を作り出す。裏面に凹孔が多く見られる。

l１１５Ｈ 4８．７ 3６．３ ２８．５kｇ 

２１２１Ｈ炉石 4５．１ １５ｋｇ 3５．５ 

３１１１Ｈ 3５．５ 3５．８ 10ｋｇ 

４１１５Ｈ 皿部はほぼ平坦で、やや突出する稜を作り出す。裏面に凹孔が見られる。4０．１ 3３．４ 9.5kｇ 

５１表土 皿部は平坦である。裏面に凹孔が見られる。4１．３ 2９．３ 8.5kｇ 

６１２２Ｈ 皿部はほぼ平坦で、やや突出する稜を作り出す。裏面に多くの凹孔が見られる。

Ⅲ部はやや曲面を呈し、明瞭な稜を作り出す。表裏面に多くの凹孔が見られる。

皿部はやや曲面を呈し、裏面に多くの凹孔が見られる。

3９．０ 2６．８ １５ｋｇ 

７１１１Ｈ 33.1 2８．１ 14.5kｇ 

８１２０Ｈ 2６．３ 2１．７ 47099 

９１２２Ｈ炉石 Ⅲ部はほぼ平坦で、僅かな高まりが周囲に認められる。表面に凹孔が見られる。2５．６ 2７．５ 45739 

lＯｌ３８Ｈ 皿部はほぼ平坦で、突出する稜を作り出す。裏面に凹孔が見られる。

皿部は曲面を呈し、明瞭な稜を作り出す。表面には僅かな凹孔が見られる。

2９．１ 2６．１ 55219 

l１１１４２Ｈ 3１．３ 2２．９ 42479 

l２１１Ｋ６Ｇ 皿部は平坦を呈し、やや突出する稜を作り出す。裏面に凹孔が見られる。

Ⅱ部は緩やかな曲面を呈し、稜を作り出す。表裏面に僅かな凹孔が見られる。

皿部は平坦を呈する。表裏面に凹孔が見られる。

2０．５ 28.0 58749 

１３１表土 2９．８ 2１．１ 6.5kｇ 

l４１１０Ｈ 2４．３ 2５．９ 52349 

皿部は曲面を呈し、突出する稜を作り出す。表面の稜部分と裏面に凹孔が見られる。l５１５６Ｈ HUB１．１ 2６．０ 45479 

皿部はやや曲面を呈し、表裏面には僅かな凹孔が見られる。１６１３３Ｈ＋Ｋ５Ｇ 3７．６ １４.］ 46139 

l７１２２Ｈ 皿部はほぼ平坦で、やや突出する稜を作り出す。裏面に凹孔が見られる。2２．２ 2３．６ 34279 

ｌ８１１９Ｈ炉内 Ⅱ部は緩やかな曲面を呈し、明瞭な稜を作り出す。表裏面に僅かな凹孔が見られる。2８．６ 1５．９ 40799 

皿部は緩やかな曲面を呈する。表裏面に凹孔が見られる。l９１２４Ｈ 2３．７ ２１.］ 2858曰

皿部は曲面を呈し、突出する稜を作り出す。表面の稜部分と裏面に凹孔が見られる。２０１１７Ｈ 2８．５ 1４．２ 29669 

２１１１３Ｇ 皿部は緩やかな曲面を呈し、やや突出する稜を作り出す。裏面に凹孔が見られる。2６．９ 18.4 29199 

２２１Ｊ４Ｇ 皿部は緩やかな曲面を呈し、明瞭な稜を作り出す。2３．６ 2７．７ 39559 

皿部は緩やかな曲面を呈し、明瞭な稜を作り出す。表裏面に凹孔が見られる。２３１３５Ｈ 24.0 2１．５ 35019 

皿部はほぼ平坦で、やや突出する稜を作り出す。裏面に凹孔が見られる。

Ⅱ部は緩やかな曲面を呈し、やや突出する稜を作り出す。表面に凹孔が見られる。

２４１４４Ｈ 2５．５ 1７．４ 24419 

２５１Ｊ５Ｇ 38709 2０．７ 2４．３ 

２６１ＪＤ1４ 皿部は緩やかな曲面を呈し、やや突出する稜を作り出す。表裏面に凹孔が見られる。2３．１ 1３．６ 16599 

Ⅱ部は平坦で、表裏面に凹孔が見られる。２７１Ｋ６Ｇ 2３．４ 2０．３ 25619 

皿部は曲面を呈し、突出する稜を作り出す。表裏面に凹孔が見られる。２８１Ｋ６Ｇ 26.0 1４．９ 25919 

皿部は緩やかな曲面を呈し、明瞭な稜を作り出す。裏面に僅かな凹孔が見られる。２９１２２Ｈ 2４．９ 1７．３ 43889 

皿部は緩やかな曲面を呈し、明瞭な稜を作り出す。表裏面に僅かな凹孔が見られる。３０１ＪＤ4７ 26929 1５．７ 1９．４ 

皿部は緩やかな曲面を呈し、明瞭な稜を作り出す。表裏面に僅かな凹孔が見られる。３１１５６Ｈ 2２．４ 29939 1６．４ 

Ⅱ部は曲面を呈し、やや突出する稜を作り出す。表裏面に僅かな凹孔が見られる。３２１３２Ｈ 1８．９ 1３．２ 1521臼

３３１３号集石 皿部は曲面を呈し、やや突出する稜を作り出す。表裏面に僅かな凹孔が見られる。1４．４ 2０．３ 21169 

３４１１１Ｈ炉石 皿部は曲面を呈し、やや突出する稜を作り出す。表裏面に僅かな凹孔が見られる。1８．５ 1７．３ 26349 

皿部は緩やかな曲面を呈し、明瞭な稜を作り出す。裏面に凹孔が見られる。３５１１３０Ｈ 1９．８ 22649 1５．６ 

Ⅱ部は曲面を呈し、やや突出する稜を作り出す。表裏面に僅かな凹孔が見られる。３６１５４Ｈ 26349 1９．４ 17.1 

皿部は曲面を呈し、突出する稜を作り出す。表裏面に凹孔が見られる。３７１５８Ｈ 1６．６ 2０．０ 23569 

皿部は曲面を呈し、やや突出する稜を作り出す。裏面に多くの凹孔が見られる。３８１３０Ｈ 1５．２ 2０．２ 26109 

皿部は緩やかな曲面を呈し、明瞭な稜を作り出す。裏面に凹孔が見られる。３９１３４Ｈ 1６．８ 14169 1５．５ 

４０１１表土 皿部は緩やかな曲面を呈し、突出する稜を作り出す。皿部に１ケ所凹孔が見られる。16339 1６．４ 1５．４ 

４１１表土 皿部は緩やかな曲面を呈する。表裏面に多くの凹孔が見られる。1６．７ 1２．９ １７７６９ 

４２１３４Ｈ炉石 皿部はほぼ平坦を呈し、表裏面に凹孔が見られる。1９．８ 1６．２ １７５１９ 

皿部は曲面を呈し、明瞭な稜を作り出す。裏面に凹孔が見られる。４３１２７Ｈ 1９．４ 1４．４ 21859 

皿部は緩やかな曲面を呈し、稜を作り出す。４４１５１Ｈ 1６．２ 1７－３ 25239 

Ⅱ部はほぼ平坦を呈し、突出する稜を作り出す。裏面に凹孔が見られる。４５１１３Ｇ 1１．７ 1４．８ 7４０９ 

皿部は緩やかな曲面を呈し、稜を作り出す。稜部分と裏面に凹孔が見られる。４６１Ｂ３Ｇ 1６．２ 1２９ 10819 

４７１１表土 皿部は緩やかな曲面を呈し、明瞭な稜を作り出す。裏面に凹孔が見られる。1１．０ 8６５９ 1５．０ 

皿部は緩やかな曲面を呈し、明瞭な稜を作り出す。４８１Ｋ５Ｇ 1７．６ lｑ８ 10299 

皿部は曲面を呈すると考えられ、稜部に僅かな凹孔が見られる。４９１２６Ｈ 1５．９ 7.9 7６５９ 

2８７ 

Nb ｌｌＬＩ＋付置 最大長 最大幅 重さ

５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６ １１１１１２２２２２２２２２２３３３３３３３ 
Ｇ ５ 

痛

石石

瘤

痛

Ｋ内

Ｇ 

１炉

ＧＧ 

ＧｕＧＧ灯
集炉

ＧＧＧ ｍｍｍｍ麩麺皿泗麺麺煙暉麩、麹麺唖唾麺、咽皿麺唖ｍｍｍｍ麺、麺麺掲哩狐麺噸麺魍麩麩迩麺池田唖麩琿緬 ８５５０１９３６５９１０９４２７２８３８６３４５０３３６４５２８４８９９６５６６６６９６１６５７５ ４４３４４３３２２２３２２２２３２２２２２２２２２２２２２１２１１１１１１１１１１１１１１１１１１ ６５５３９６８１７６２８１５６４３５１４８７１７４３０４７９６３０７５７００５５２９４７４２ ３３３３２２２２２２２２２２２１２１２１１２２１２１２１１１１１２１１１２２１１１１１１１１ 陀雌陀聴雌陀雌ｇｇｇｇｇ雌ｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇｇ
皿部は曲面を呈し、明瞭な稜を作り出す。褒面は凹孔が見られる。

皿部は平坦を呈し、突出する稜を作り出す。稜部と裏面に凹孔が多く見られる。

皿部はほぼ平坦で、やや突出する稜を作り出す。裏面に凹孔が多く見られる。

皿部はほぼ平坦で、やや突出する稜を作り出す。裏面に凹孔が見られる。

皿部は平坦である。裏面に凹孔が見られる。

皿部はほぼ平坦で、やや突出する稜を作り出す。裏面に多くの凹孔が見られる。

皿部はやや曲面を呈し、明瞭な稜を作り出す。表裏面に多くの凹孔が見られる。

皿部はやや１１１面を呈し、裏面に多くの凹孔が見られる。

皿部はほぼ平坦で、僅かな高まりが周囲に認められる。表面に凹孔が見られる。

皿部はほぼ平坦で、突出する稜を作り出す。裏面に凹孔が見られる。

皿部は曲面を呈し、明瞭な稜を作り出す。表面には僅かな凹孔が見られる。

皿部は平坦を呈し、やや突出する稜を作り出す。裏面に凹孔が見られる。

Ⅲ部は緩やかな曲面を呈し、稜を作り出す。表裏面に僅かな凹孔力視られる。

皿部は平坦を呈する。表裏面に凹孔が見られる。

皿部は曲面を呈し、突出する稜を作り出す。表面の稜部分と裏面に凹孔が見られる。

皿部はやや曲面を呈し、表裏面には産かな凹孔が見られる。

皿部はほぼ平坦で、やや突出する稜を作り出す。裏面に凹孔が見られる。

皿部は緩やかな曲面を呈し、明瞭な稜を作り出す。表裏面に僅かな凹孔が見られる。

Ⅱ部は緩やかな曲面を呈する。表裏面に凹孔が見られる。

皿部は曲面を呈し、突出する稜を作り出す。表面の稜部分と裏面に凹孔力混られる。

皿部は緩やかな曲面を呈し、やや突出する稜を作り出す。裏面に凹孔が見られる。

皿部は級やかな曲面を呈し、明瞭な稜を作り出す。

皿部は緩やかな曲面を呈し、明瞭な稜を作り出す。表裏面に凹孔が見られる。

Ⅲ部はほぼ平坦で、やや突出する稜を作り出す。哀面に凹孔が見られる。

皿部は緩やかな曲面を呈し、やや突出する稜を作り出す。表面に凹孔が見られる。

皿部は緩やかな曲面を呈し、やや突出する稜を作り出す。表裏面に凹孔が見られる。

皿部は平坦で、表裏面に凹孔が見られる。

皿部は曲面を呈し、突出する稜を作り出す。表裏面に凹孔が見られる。

皿部は緩やかな曲面を呈し、明瞭な稜を作り出す。裏面に僅かな凹孔が見られる。

皿部は級やかな曲面を呈し、明瞭な稜を作り出す。表裏面に僅かな凹孔が見られる。

皿部は緩やかな曲面を呈し、明瞭な稜を作り出す。表裏面に僅かな凹孔が見られる。

皿部は曲面を呈し、やや突出する稜を作り出す。表裏面に僅かな凹孔が見られる。

''Ⅱ部は曲面を呈し、やや突出する稜を作り出す。表裏面に僅かな凹孔が見られる。

皿部は曲面を呈し、やや突出する稜を作り出す。表裏面に僅かな凹孔が見られる。

皿部は緩やかな曲面を呈し、明瞭な稜を作り出す。裏面に凹孔が見られる。

皿部は曲面を呈し、やや突出する稜を作り出す。表裏面に僅かな凹孔が見られる。

皿部は曲面を呈し、突出する稜を作り出す。表裏面に凹孔が見られる。

皿部は曲面を呈し、やや突出する稜を作り出す。裏面に多くの凹孔が見られる。

皿部は緩やかな曲面を呈し、明瞭な稜を作り出す。裏面に凹孔が見られる。

皿部は緩やかな曲面を呈し、突出する稜を作り出す。皿部に１ケ所凹孔が見られる。

皿部は緩やかな曲面を呈する。表盟輌iに多くの凹孔が見られる。

皿部はほぼ平坦を呈し、表裏面に凹孔が見られる。

皿部は曲面を呈し、明瞭な稜を作り出す。裏面に凹孔が見られる。

皿部は緩やかな曲面を呈し、稜を作り出す。

皿部はほぼ平坦を呈し、突出する稜を作り出す。裏面に凹孔が見られる。

皿部は級やかな曲面を呈し、稜を作り出す。稜部分と裏面に凹孔が見られる。

皿部は緩やかな曲面を呈し、明瞭な稜を作り出す。裏面に凹孔が見られる。

皿部は緩やかな曲面を呈し、明瞭な稜を作り出す。

皿部は曲面を呈すると考えられ、稜部に僅かな凹孔が見られる。
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第２節縄文時代の遺構と遺物

軽石製品（第259図１～14）

出土総数は14点を数えるが、１４は石臼の模倣品で中近世の所産と考えられる。１～６は箆状の形状を

呈し、１～３には穿孔が施されている。７～11は方形か楕円形を呈する。１１は両側面に穿孔を施す。１２

と13は内面に凹孔を施し、１３の底部には高台を作り出している。

軽石製品一覧

lLH十竹f晋 長さ 幅 厚さ 重さ 備考 Ｈ１＋柿藺 長さ 幅 厚さNb Nｑ 重さ 備考

８×６mmの穿孔Ｋ６Ｇｒｉｄ l０Ｈ 7.3 4２ ８ ］ 5.7 1.9 5.0 4.9 2.5 2９ 

表土 ６×３mmの穿孔 漏４号漬２ 6.6 5.8 1.3 1８ ９ 4.6 3.9 1.6 1６ 

9ｍの穿孔３ Ｌ６Ｇｒｉｄ 7.1 5.2 1.8 2８ 1０ Ｋ６Ｇｒｉｄ 6.5 3.9 2.］ 2７ 

24Ｈ 56Ｈ 両側面に浅い穿孔４ 7.3 4.4 1.3 醜 11 4.3 3.3 1.3 1８ 

1号方形周溝墓 30Ｈ炉 凹石

目
、 7.7 5.2 1．９ 7１ 1２ ７－９ 7.4 3.9 9０ 

Ｈ３Ｇｒｉｄ 3.8 Ｋ５Ｇｒｉｄ 椀形６ 1.4 1３ 5.4 1５ ７－０ 6.8 3.3 剛

表土Ｍ８Ｇｒｉｄ 石臼の模倣で中近世の所産か？6.5 5.2 1.5 2４ 1４ ７ 1０．２ 9.8 3.8 188 
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Nｂ HLl＋付肩 長さ 幅 厚さ 坑さ 備考

Ｋ６Ｇｒｉｄ 7.3 5.7 Ｌ９ 4２ ８×６ｍの穿孔

表土 6.6 5.8 1.3 1８ 6Ｘ３ｍｍの穿孔

Ｌ６Ｇｒｉｄ 7.1 5.2 1.8 2８ 9mmの穿孔

z4H 7.3 4.4 Ｌ３ 2２ 

1号方形周溝墓 7.7 5.2 1.9 7１ 

Ｈ３Ｇｒｉｄ 5.4 3.8 1-4 1５ 

Ｍ８Ｇｒｉｄ 6.5 5.2 Ｌ５ 2４ 

N、 }H＋付置 長さ 輻 厚さ 重さ 備考

lOH 5.0 ４．９ ２．５ 2９ 

潟４号｣Zｒ 4.6 ３－９ １．６ 1６ 

1０ Ｋ６Ｇｒｉｄ 6.5 ３．９ ２．１ ２７ 

1１ 56Ｈ ４．３ ３．３ Ｌ３ 両側面に浅い穿孔

1２ 30Ｈ炉 ７．９ ７．４ ３．９ 9０ 凹石

1３ Ｋ５Ｇｒｉｄ 7.0 6.8 ３．３ 6９ 椀形

1４ 表土 1０．２ ９．８ ３．８ 188 石臼の模倣で中近世の所産か？
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第８項土製品

当遺跡に於ける土製品は、耳飾りと土製円盤である。
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第260図耳飾り

耳飾り（第260図）

出土総数は５点を数える。いずれも遺構確認時の出土である。形状はすべてが臼形を呈している。

１は、ほぼ完形でＪ４Ｇｒｉｄの出土。長径3.8cm、短径3.4cm、高さ３cm、重さ369を測る。両面に沈線

による円弧文と刺突文を施す。

２は、半分ほど欠損する。Ｊ３Ｇｒｉｄの出土。径は3.6cm前後で復元の高さは3.2cmほどである。残存す

る片面には刺突文を充填する。

３は、やや偏平な臼形を呈する。完形でＮ９Ｇｒｉｄの出土。径は2.8cm、高さ1.8cm、重さ169を測る。

両面に沈線による円弧文を施す。

４は、ほぼ完形で漏１号壇の周堀内で出土。長径2.7cm、短径2.4cm、高さ2cm、重さ129を測る。両面

に沈線による円弧文を施す。

５は、片面の一部が欠損する。Ｎ９Ｇｒｉｄの出土。径は2.1cm前後、高さ2.5cm、重さ109を測る。両面

とも沈線による円弧文を施す。
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第２節縄文時代の遺構と遺物

土製円盤一覧

lLH＋付層N、 長さ 幅 厚さ 重鑓 ILH＋竹置Nｑ 長さ 幅 厚さ 重量

１１Ｊ５Ｇ表’２－６１２．５１０．７ 5８ l５Ｈ 3．２５ 3.2 1.4１１５．０ 

２１１３５Ｈ－Ｐ５１３､1５１１２．７１１０．８ 顕 32Ｈ 3．７５ 3.3 1.3１１５．８ 

３１１－３ＧＩ２－３．１２．０５１１．０５ 6０ Ｍ－９Ｇ’３．９ 3．６５ 1.3１１１６．６ 

４１３１Ｈ－１１１２．７１２．４１０．７５ 漏１局6１ 4.2 4．１５ 0.9１１５．８ 

５１表土 2-8１２．７１８．０ 6２ 35Ｈ 3.5 3.3 1.4１１６．４ 

６１４３Ｈ 2.5１２．４１１．０ 6３ l５Ｈ 3.7 3.1 1.5１１６．４ 

７１５８Ｈ－７１２－５５１２．４５１０．９ 6４ I－３Ｇ１３．８５ 3.4 1.3１１６．４ 

８１漏２墳丘下’２－６１２．４５１２．１ 鯛 Ｈ－３Ｇｌ３．４５ 3.3 1.3１１７．４ 

９１Ｎ－９Ｇ’２．７１２－５１１．０ 6６ ３５Ｈ 3．６５ 3．６５ 1.15１１７．６ 

ｍｌｌ４０Ｈ 3-15１２．９１１０．６ 6７ ７Ｈ 3.7 3．５５ 1．４５１１７．２ 

l１１１－３Ｇｌ２－６１２．３１１．２５ BIB ３２Ｈ ３－９ 3.3 1.6１１７．６ 

l２１１４Ｈ 2.7１２．４１１．０５ HIK l５Ｈ 3．４５ 3．３５ 1.2１１８２ 

l３１１－３Ｇ’２．９１２．８１０．８ J－４Ｇｌ３５５ 7０ 3.2 1.2１１８．６ 

１４１１－４Ｇ表１２．９５１１？’１．３５ 71 23Ｈ ３－６ 3.3 1.4１１８．４ 

l５１Ｋ－５Ｇ’3.0１２．６５１１０．８５ 〃 ５８Ｈ 3.8 3．１５ 1．２１１８．０ 

l６１２４Ｈ 3０１２．８１１０．８５ 7３ Ｈ－２Ｇｌ４．０ 3.5 1.3１１８．４ 

l７１１－３Ｇ’２．８１２．７５１１．２５ 表土7４ (4.0） 4.2 1．０５１１８．０ 

１８１表土 3．０５１２．８１１．０５ 漏２墳丘下’３．８7５ 3.2 1.4１１９．６ 

l９１５８Ｈ 漏２斌丘’４．０3．１５１３．１１０．８ 7６ 1.25119.0 3.9 

２０１Ｌ１０Ｇ 3.3１３．１１０．６ Ｍ－９Ｇ’’３．５ 7７ 3.5 1.4１２０．０ 

２１１４４Ｈ－１３１２．８１２．８１１．１ 7８ I－３Ｇｌ４．２５ (3.9） 1-15１２１．２ 

２２１５８Ｈ 2．９５１１２．７１１．０ 7９ 23Ｈ 3．８５ 3.7 1.4１２２．２ 

２３１２４Ｈ 2.9１１２－６１１．２５ 8０ 37Ｈ 4.2 3．９５ Ｌ５１２３．４ 

２４１２３Ｈ 2．９５１２．８１１．０ 8］ Ｋ－５Ｇ’４－５ 4.0 1.1１２３．８ 

２５１５Ｈ 3.1１２．９１１．０ 8２ ４８Ｈ 4.3 3.9 1.0’２４．８ 

２６１１－３Ｇ’３．２１３．１５１０．９ Ｈ－２Ｇ’４．０ 8３ 3.9 Ｌ３１２５．０ 

２７１Ｋ－４Ｇ１３．４５１３．３１１０．８５ I8E’ ４２Ｈ 4.6 4．３５ 1－０５１２５．８ 

２８１３２Ｈ 2.7１２．５１１１．５ }湘 ３２Ｈ 4.05 3－８５ 1．６127.0 

２９１２５Ｈ 2．８５１２．８１１１．２５ 6墳周堀’’４．６8６ 4．３５ 1．３５１１２８．４ 

３０１４７Ｈ 3.0１２－９５１１．２５ 8７ ３２Ｈ 4．５５ 4.4 1.3１３０．４ 

３１１１－３Ｇ’３．１５１３．０’1.1 8８ Ｈ－２Ｇｌ４．５ ４１ 1.6１３１．８ 

３２１表土 3.2１２．９１１.］ Ｌ－７Ｇｌ5.0 鵬 4.5 1.6１３７．０ 

３３１５８Ｈ 3.3１１３．０’０．９ 9０ 37Ｈ ４．０５ 4．０５ 2.15１４０．６ 

３４１１３３Ｈ 3．４５１１３．０５１０．９ 

3５l６Ｈ 3．５５１１３．１５１８．５ 

3６１２３Ｈ 2．７５１１２．６１１．３５ 

３７１Ｈ－２Ｇｌ２．９１２．６１１．６ 

３８１１－３Ｇ１３．２５１２．８１１．１ 

3９１Ｆ－３Ｇ’３．４５１２．７１１．２ 

４０１表土 3.5１３．２１１１．０ 

４１１３０Ｈ 3.6１３．０５１１１．１ 

４２１１－３Ｇ１３．０１２．８１１１．３５ 

４３１Ｎ－９Ｇ’３．０１２．７５１１．３ 

４４１表土 3.2１２．９５１１．３５ 

４５１７Ｈ 3．２５１３．２１１．０ 

４６１ＪＤ－６０１３．３１３．２５１１．３５ 

４７１Ｈ－２Ｇｌａ５１３５１１．０ 

４８１洞１周 3.4１３．１５１１．２ 

4９l１４Ｈ 3．４５１３．２１１．４ 

5０１１２Ｈ７ 3．４５１２．８１１．４ 

５１１１Ｈ－６Ｇｌ３．５１１３．２５１１．２５ 

5２l５８Ｈ 3.5１３．４１１．１ 

５３１Ｈ－２Ｇ’’３．６５１３．６１１．１ 

5４１２２Ｈ 3．７５１２．２５１１．１ 

5５l７Ｈ 3．８５１３．６１１ユ５

５６１Ｎ－９Ｇ’３．８１３．４５１１．１ 

５７１１－３Ｇ’３．０５１３．１５１１．２５ 
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Ｎｑ ILM＋柿暦 長さ 幅 厚さ 重逓
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